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　第五章　右みぎ眼めの封印　人界暦三八〇年五月




　　　１




《アンダーワールド》。

　それがこの世界の名前だ。汎はん用よう語ごではなく神聖語なので、ほとんどの住民はその名が持つ意味を知らずに暮らしている。

　アンダーワールドの中心に、直径千五百キロルの真円を描く《人界》がある。周囲をぐるりと《果ての山脈》に取り囲まれ、その向こう側にはゴブリンやオークといった亜人族の棲すまう闇やみの国《ダークテリトリー》が広がっている──と言われるが、これも実際に自分の眼で見たことのある人間はいないに等しい。

　人界は四つの帝国に分割され、北部を統治するのが、肥ひ沃よくな草原と深い森、多くの湖を持つ《ノーランガルス北帝国》だ。完全な扇おうぎ形がたをした帝国の国土の南なん端たん、ちょうど扇の要かなめにあたる部分に、帝国の首都たる《北セントリア》がある。その他ほかの三帝国もまったく同じ構造なので、四つの首都は人界の中心で接合してひとつの小円を成し、それをまとめて《央都セントリア》とも呼ぶ。

　セントリアの更に真ん中には、四帝国をも超える権威を持ち、《禁きん忌き目もく録ろく》なる絶対の法と《整せい合ごう騎き士し団だん》なる絶対の武力で人界を支配する《世界中央公こう理り教きよう会かい》の白亜の塔がそびえる。

　塔の名は《セントラル・カセドラル》。天空の陽神ソルスにすら届きそうなほどの威い容ようを誇るその建造物が、あらゆる意味で人界の中心だ。ということは恐らく、アンダーワールドそのものの中心でもあるのだろう。

　これが、ユージオの知る、世界の姿だ。

　北帝国の更に北の端はしにある小村ルーリッドから、相棒キリトとともに南へと旅立って、この春で早くも二年が経たつ。

　北域最大の街ザッカリアで衛えい兵へい隊たいに取り立てられ、隊長直筆の推すい薦せん状じようを得て央都に上ったのが去年の早春。帝国最高峰の剣士養よう成せい機関である《北セントリア修剣学院》の入学試験を突破し、初等練士として一年間みっちり鍛きたえられ、年度末の進級試験で、目標だった十二位までに入ることができた。

　その十二人は、高等練士ではなく《上級修剣士》という特待生に任ぜられる。広い修練場つきの専用寮を与えられ、細かい学院規則の大部分からも解放されて、学院生徒の最終目標である《帝国剣武大会》の出場権獲得を目指して修行漬けの一年間を送ることになる。

　毎日の学科授業と剣技指し導どう、その後の自主訓練は大変だが、ユージオにとっては夢のような日々だ。二年前、キリトという名の不思議な少年と出会わなければ、森の奥で朝から晩まで木こり斧おのを振るだけの暮らしが、年老いて《天職》を引退するまで続いたはずだ。それが、央都で貴族の子弟たちに交じって剣術と神聖術を学び、少しずつではあっても目標に向かって進めるのだから。

　ユージオの目標は、他ほかの生徒たちとは違い、人界最高峰の剣技大会である《四帝国統一大会》で優勝して栄誉ある整せい合ごう騎き士しに任命されることでは完結しない。

　騎士となり、たとえ一等爵しやく士しでも足を踏ふみ入いれられない公こう理り教きよう会かいセントラル・カセドラルの門をくぐり……遠い昔、カセドラルへと連れ去られてしまった幼おさな馴な染じみの少女、アリス・ツーベルクと再会すること。

　一度は諦あきらめかけた、遥はるかに遠いその望みへ至る道を示してくれたのが相棒のキリトだ。この二年間、どんな困こん難なんも二人で力を合わせれば必ず乗り越えられた。ユージオは記憶をなくしたキリトに帝国基本法をはじめとする様々な規則を教え、キリトはユージオに独自の剣術である《アインクラッド流》を教え、まるで兄弟……いや双子のように歩調を揃そろえて今日までやってきた。

　上級修剣士となった今も、ユージオとキリトは寮の同じ部屋で暮らしている。とは言え、共用なのは居間だけで、寝室は別だ。ルーリッドの生家とは比べものにならないほど広く柔らかいベッドや、お湯が好きなだけ使える豪華な浴室、修剣士専用食堂で供されるたっぷりとした食事にユージオはいまだに罪悪感を覚えてしまうが、キリトのほうはあっという間に適応したようだ。

　だがそんな彼も、ユージオと同様に苦手としていることがたった一つだけある。

　学院にたった十二人の上級修剣士に与えられる特権は、専用寮だけではない。優秀な初等練士が一人、《傍そば付づき》として身の回りの世話をしてくれるのだ。ユージオも去年は豪ごう放ほう磊らい落らくな先せん輩ぱい剣士の傍付きを務つとめ、それはぜんぜん苦にならない……むしろ楽しかったのだが、立場が逆になれば話は違う。

　なんと、今年ユージオの傍付きに任ぜられた練士は、ティーゼ・シュトリーネンという六等爵家出身の、しかもまだ十六歳になったばかりの少女だったのだ。キリトのほうも、ロニエ・アラベルという同じく六等爵家出身、十六歳の少女が傍付きとなり、これには辺境出の男二人、大いに弱った。

　ティーゼ本人が苦手だということではまったくない。北域ではちょっと珍しい、燃えるような赤毛に赤っぽい瞳ひとみを持った少女はいつも活力に満ち、向上心と勤勉さもたっぷり持ち合わせていて、指し導どうすべき立場のユージオのほうが学ばされることも多い。だが──三つも年下の、しかも貴族出身で、そのうえ女の子に身の回りの世話をされるという状況に慣れることは当分できそうもない。『それは僕がやるからいいよ』と遠えん慮りよしては、ティーゼに『いえ、これは傍付きの仕事ですから！』と切り返される毎日だ。

　キリトのほうも状況は似たり寄ったりで、ロニエが部屋の掃除に来る時はなんだかんだと理由をつけて消えてしまうことが、この一ヶ月は多々あった。──のだが。

　今日──人界暦三八〇年五の月十七日、ティーゼとロニエが部屋掃除を終えた頃ころに、ようやくフラリと戻ってきたキリトは腕に大きな紙袋を抱えていた。中には北セントリア六区東三番通りの老舗しにせ料理店、《跳はね鹿じか亭てい》の名物である蜂はち蜜みつパイが山ほど入っていて、キリトは自分とユージオのために二つだけ抜くと、残りを全すべて「部屋のみんなで食べろよ」とティーゼたちに渡したのだ。

　初等練士は平日の外出を禁じられていて、当然市場でお菓子を買ってくるような真ま似ねはできない。思いがけない差し入れに少女二人の喜びようたるや大変なもので、ユージオは彼女たちが走って初等練士寮に戻るのを初めて見た。

　傍そば付づき練士と絆きずなを結び、剣術に留とどまらない全般的指し導どうを施ほどこすのも修剣士の任務なので、蜂蜜パイもキリトの努力の一いつ環かんなのかもしれないが──それにしてもなあ、と思いながら横目で睨にらんでいると、黒髪の相棒は澄すまし顔でパイを平らげ、言った。

「さてと。ユージオ君、晩メシ前に軽く稽けい古こでもどうかな」

「僕はまったく構わないけどね。でも、明日は上級神聖術の試験だよ。しかも筆記の他ほかに、キリトの苦手な《凍とう素そ》生成の実技もあるよ」

「うっ…………」

　ユージオの指摘に、練習用の木剣を摑つかもうとしていた腕がぴたりと止まる。しぶとく数秒間は葛かつ藤とうしていたようだが、やがてキリトはため息とともに手を下ろすと、妙にしみじみと響ひびく声を発した。

「まったく、なんでこんなとこに来てまで試験勉強なぞせにゃならんのか……」

　確かにキリトの言うとおり、ルーリッドの村で木こり斧おのを振っていた頃には、よもや自分が央都で神聖術を学ぶことになるとは思いもしなかった。ややこしい術式の暗記よりも剣の稽古のほうが楽しいのはまったく同感だが、学科試験で落第を続ければ、いくら剣術でいい成績を取っても剣武大会への推すい薦せん資格を得られない。

　──という事実をユージオに言われるまでもなく理解しているはずの相棒は、制服と同じ漆しつ黒こくの髪をばさっと搔かき上あげ、力ない声で言った。

「ユージオ君。俺おれはこれから消灯時間まで全力の一夜漬けを敢かん行こうするから、心あらば食堂から俺のぶんの飯を運んできておいてくれないか」

「了解。……普段から、少しずつやっておけばいいのに」

「まったくもってそのとおり。でもそれができない人間も存在するのさ……」

　妙に達観した言葉を残し、キリトはとぼとぼと居間を横切ると、北側の扉を通って自室へと消えた。

　上級修剣士寮は、一ヶ月半前まで暮らしていた初等練士寮と異なり、完全な円形をしている。三階建てで中央は吹き抜け、その周りで内廊下が輪を作り、十二人の修剣士が寝起きする部屋は南側外周に並ぶ。

　一階には食堂や大浴場があり、生徒用の居室は二階に六部屋、三階に六部屋。二部屋ごとにひとつの居間を共有する構造になっていて、ユージオとキリトの居室は三階にある。

　部屋は一年次最後の総合試験の順位で自動的に決まり、一位が三階で最も東の三〇一号室、二位が三〇二号室……と割り当てられて、十二位が二階の二〇六号室となる。ユージオの部屋が三〇五、キリトが三〇六なのはつまり、百二十人の初等練士の中でユージオが五番目、キリトが六番目の成績を修めたということだ。

　二人が首尾良くひと繫つながりの二部屋に入れたのは、半分は狙ねらったことだが、もう半分は幸運のたまものである。もちろん最初は一位二位の独占を目指したのだが──手を抜かずに相部屋になるにはそれしかない──、教官相手の検定試合ではキリトが四位、ユージオが五位に留とどまり、これでは部屋が分かれてしまうと焦あせったが、最終的には型の演武と神聖術の試験でキリトが更に点を失って六位となった。

　結果、相部屋獲かく得とくという目的は達成できたわけだが、これはこれで別種の懸け念ねんが残る。

　なぜなら二人は、一年……いやもう十ヶ月後には、今度こそ序列一位と二位で学院を卒業し、帝国剣武大会の出場権を得なければならないのだ。入学時にはキリトが七位、ユージオが八位だったのでそれなりに進歩はしているのだが、まだ上に四人もいると思うとやはり楽観的にはなれない。

　しかしキリトのほうは落ち着いたもので、上級修剣士にさえなってしまえば勝ったも同然と思っているらしい。その自信も根拠がまるでないわけではなく、修剣士の序列はいままでの総合得点方式の試験に替わって、年四回の《検定試合》で決定される。これは教官相手ではなく生徒同士の試合なので、採点基準など無視して、とにかく相手に勝てばいいわけだ。

　そして色々と規格外な相棒は、まだ初等練士だった二ヶ月半前に、当時の主席上級修剣士と一本先取の立ち合いをして見事に勝利している。実際には審しん判ぱんの裁定による引き分けだったのだが、あれは間違いなくキリトの勝ちだった。しかも剣を交えた相手は、代々帝てい国こく騎き士し団だん剣術指南役を務つとめる二等爵しやく家けの嫡ちやく男なんというとんでもない剛剣使いだったのだ。

　そのキリトに、彼のみが知るアインクラッド流剣術を二年間も教わってきたのだから、ユージオも決して自分の剣に自信がないわけではない。しかし、相棒のように前向きになれるかというとそれは別の問題だ。たとえ筆記試験の前日でも、日課の鍛たん錬れんを省略する気にはとてもなれない。

　いつもは一緒に稽けい古こする相棒が、一夜漬けのために自室に引っ込んでしまったので、ユージオは自分の木剣だけを持つと部屋から出た。

　大きな輪を描く内廊下の向こう側は、一階からこの三階までを貫つらぬく吹き抜けになっていて、その上の丸い天窓からは真っ赤な夕焼け空を望むことができる。こうも贅ぜい沢たくな造りの建物は、故郷のルーリッド村はおろかザッカリアの街にもひとつもなかった。足あし許もとの床板も磨みがき上あげられた高級木材で、湾曲する壁かべには帝国の歴史に題材を採とった絵が幾いくつも掛けられている。

　──僕がこんな立派な建物で暮らしてて、専属の世話係までいるんだ、なんてことを故郷の兄貴たちに話してもまったく信じないだろうな。

　長い廊下を歩きながら、ユージオはぼんやりとそんなことを考える。

　上級修剣士といえども、ただの学生に対してこの厚こう遇ぐうなのだ。もしこれが、統一大会の上位常連の強豪剣士なら──更には四皇帝家をも上回る権力を持つ公こう理り教きよう会かいの整せい合ごう騎き士したちなら、いったいどれくらい豪勢な暮らしをしているのだろうか。

「……っと、いけない」

　ユージオは、肩に担かついだ木剣でこつんと自分の頭を叩たたいた。

　入学から一年が経たち、学院での生活に少しは慣れてきたせいか、村から旅立った頃ころの気持ちを見失いそうでぎくりとすることがある。いまこの場所にいるのは、剣士として名を上げ、金や名誉を手にするためではない。

「……アリス……」

　自分に言い聞かせるように、大切な名前を呟つぶやく。

　ここでの暮らしも、検定試合での勝利も、整合騎士を目指すことすら、全すべては目的ではなく手段だ。公理教会セントラル・カセドラルのどこかに幽閉されているはずの、金髪の幼おさな馴な染じみを取り戻すための──。

　建物の北側に設もうけられた階段で一階まで降りたユージオは、寮に隣りん接せつする専用修練場に向かった。これもまた、上級修剣士の特権のひとつだ。初等練士の頃は、混み合う大修練場や屋根のない野外稽けい古こ場で木剣を振ったものだが、今は明るく広々とした屋内で、持ち時間を気にすることなく好きなだけ練習できる。

　短い渡り廊下の突き当たりにある扉を開けると、毎年春に張り替えられる床板の清すが々すがしい香りがユージオを出迎えた。立ち止まり、胸いっぱいに吸い込もうとして、途中で息を止める。空気にほんの少し、べとつくような香料の匂においが混じっていたからだ。

　着替えのための小部屋を抜けて修練場に入ると、嫌いやな予感は現実に変わった。

　広い板張りのど真ん中に陣取っていた男子生徒二人がユージオに気付いて振り向き、露ろ骨こつな渋じゆう面めんを作った。型の練習中だったのか、一人が木剣を振りかぶったまま静止し、もう一人が手足の角度を調整中だったが、二人ともわざとらしい動きで腕を下ろす。

　そんなに警けい戒かいしなくても君たちから技を盗んだりしないよ、と内心で呟きながら、ユージオは軽く会え釈しやくだけして修練場の隅すみに向かって歩き始めた。普段と同様に無視されるものと思ったが、今夜はなぜか、先客の片方が一歩前に出て口を開いた。

「おや、ユージオ……修剣士、今夜は一人なのかな」

　声を掛けてきたのは、剣を振り上げていたほうの男だった。逞たくましい長身をどぎつい赤の制服に包み、波打つ金髪を長く垂たらしている。過不足なく整った顔にはにこやかな笑みが浮かんでいるが、《ユージオ》と《修剣士》の間にわざとらしく間を置いたのは、ユージオが姓を持たない開拓農民の出であることをあげつらっているのだ。

　この手の細かい嫌いやがらせにいちいち反応していては稽けい古この時間がなくなってしまうので、ユージオは素知らぬ顔で挨あい拶さつを返した。

「こんばんは、アンティノス修剣士。ええ、あいにく同室の者は……」

　しかし言葉は、もう一人の男子生徒の甲かん高だかい叫び声に遮さえぎられた。

「無礼ではないか！　ライオス殿の名を口にする時は《主席修剣士殿》を付けるべきであろう！」

　灰色の髪を油でべったりと撫なでつけ、薄うすい黄色の制服を着た男に向き直ると、さすがにうんざりしつつも軽く頭を下げる。

「これは申し訳ありませんでした、ジーゼック修剣士」

　途と端たん、男はいっそういきり立ち、一歩前に出て喚わめいた。

「重ねがさね無礼なッ！　私を呼ぶ時も《次席》を付けたまえ！　それとも貴君は、栄誉ある修剣学院の歴史と伝統をないがしろに……」

「まあ、よいではないかウンベール」

　そこで後ろからぽんと肩を叩たたかれると、素早く口を閉じ、下がる。

　今の台詞せりふが示すとおり、灰色髪のウンベール・ジーゼックは、この寮に暮らす生徒十二人の序列第二位にあたる次席上級修剣士。そして金髪の男ライオス・アンティノスが、序列第一位たる主席上級修剣士だ。つまりライオスは、先々月にキリトと激げき戦せんを繰くり広ひろげた先代の主席、ウォロ・リーバンテインの地位を引き継いだことになる。

　物静かな武人の雰囲気を漂ただよわせていたウォロに対し、ライオスはいかにも上級貴族といった華やかさを持つ男だが、操あやつる剣はよく似ている。流派が同じ《ハイ・ノルキア流》なのだから当然なのかもしれないが、よく言えば上品、悪く言えば陰湿な性格のライオスが、ウォロと相通ずる一いち撃げき必倒の剛剣を身につけていることに少々納得のいかない気分もある。

　以前キリトにその話をした時、彼は言った。上級貴族出身の生徒たちの剣の威力の半分は、子供の頃ころから育て上げた巨大な自尊心だ。剣術に対する真しん摯しさ、修練の激はげしさではライオスはウォロの足あし許もとにも及ばないが、自尊心の大きさでは逆に遥はるか凌りよう駕がする。だからライオスの剣は、粘つくような嫌な重さを持っているんだ、と。

　──でも、自尊心っていう言葉は、誇りと同じ意味だろう？　大きな誇りを持っているなら、あいつらはどうしてあんなつまらない嫌がらせばっかりするんだ？

　納得できない気持ちでユージオがそう反論すると、キリトは少し考え、答えた。

　──誇りは、自分自身に対して証明し続けるものだよな。でも、自尊心ってのはその限りじゃない。ライオスたちはきっと、自分と他人を比べることで、自尊心を育ててきたんだ。だからあいつらは、貴族どころか央都出身ですらない俺おれたちを事あるごとに貶おとしめようとするのさ。逆に言えば、そうし続けてないと、大切な自尊心を保てないんだろう。

　ユージオには少し解わかりづらいキリトの言葉だったが、だとするなら、ユージオがへりくだった態度を取ってライオスたちの自尊心を満足させてやるほどに、彼らの剣は威力を増すということになってしまう。

　ならばいっそこちらも挑発的、侮ぶ蔑べつ的に対応すべきかと思わなくもないが、ユージオは相棒と違って学院則違反ぎりぎりの線を見み極きわめる技術を持ち合わせていないし、そもそも無用な争いの種を播まくのは好きではない。

　ゆえにユージオは、自分のおとなしすぎる性格に少しばかり忸じく怩じとしつつも、ぺこりと一礼して謝しや意いを示すと再び修練場の隅すみを目指した。

　央都近くの森から切り出されたばかりで、まだ天命をたっぷり保っている白木の床板を踏ふんでいると、嫌いやな気分が徐々に薄うすれていく。石造りの建物ばかりの央都では、新鮮な木の香りを楽しめる場所は貴重だ。

　──ライオスたちは子供の頃ころから個人教師に剣を習ってきたんだろうけど、僕だってルーリッドの森で七年間、毎日二千回もあのギガスシダーを叩たたいてきたんだ。自尊心は足りないかもしれないけど、誇りならちゃんと持ってる。……まあ、振ってたのは、剣じゃなくて斧おのだったけど。

　そんなことを考えながら、西の壁かべ際ぎわに何本も立てられている、一人稽けい古こ用の丸太の前で足を止める。これも床と同時に取り替えられ、側面はまだほとんど凹へこんでいない。

　白シラ金カネ樫ガシの木剣を両手で握り、基本の中段に構えて、呼吸を整える。

「シッ！」

　頭上に掲げた剣を、短い気合に乗せて振り下ろす。ドッ、と重い打だ撃げき音おんが響ひびき、右側面を叩かれた直径三十センの丸太が芯しんまで震える。

　両手に心地ここち好よい手て応ごたえを感じながら一歩下がり、今度は左から剣を振り下ろす。続いて右、また左。十回も撃うち込こむと、意識から自分の体と剣、そして丸太以外のものが消える。

　ユージオが毎夜の稽古で行うのは、この左右からの上段斬ぎりを合計四百本だけだ。先刻ライオスたちがやっていたような、昼間の教練で教わる複雑な型の復習は行わない。必要ない、と相棒にして師でもあるキリトが言ったからだ。

　──この世界では、剣に何を込めるのかが重要なんだ。

　ユージオに剣術を教える時、彼はよくそう口にする。

　──ノルキア流やバルティオ流、そして俺たちのアインクラッド流の《秘ひ奥おう義ぎ》は強力だ。発動のコツさえ摑つかんでしまえば、あとは剣が半なかば勝手に動いてくれるんだからな。でも、問題はその先だ。これからは、俺とウォロの立ち合いみたいに、秘奥義と秘奥義をせめぎ合わせる勝負が増えてくるだろう。そうなったら、あとはもう剣の重さが戦いを左右する。

　重さ。

　それが、単純に剣自体の重量を指す言葉でないことくらいはユージオにも解わかる。

　キリトと戦ったウォロ・リーバンテインは、騎き士し団だん剣術指南役の家に生まれたという誇りと重責を剣に込めていた。ユージオが一年間傍そば付づきを務つとめた先せん輩ぱいゴルゴロッソ・バルトーは、鍛きたえ上あげられた鋼はがねの肉体から生み出される自信を。キリトの指し導どう生せいソルティリーナ・セルルトは、研とぎ澄すまされた技の冴さえを。そしてライオスやウンベールは上級貴族の自尊心を剣の重さに変えている。

　なら、僕は何を剣に込めればいいんだろう。

　ついそう訊たずねてしまったユージオに、キリトはいつものようにニヤリと笑いながら答えた。それは、お前が自分で見つけないとな、と。しかしさすがにそれだけでは放任すぎると思ったのか、型の練習だけしてても見つからないぜ、という言葉を付け加えた。

　だからユージオは、セントリアを目指す旅の途中も、そして修剣学院に籍せきを得てからも、毎日ひたすらに撃うち込こみ稽げい古こを繰くり返かえしている。貴族でも、剣士でもないユージオが持っているのは、ルーリッド南の森で、何年ものあいだ愚ぐ直ちよくに斧おのを振り続けた経験しかないからだ。

　いや、ほんとうは、もう一つある。

　公こう理り教きよう会かいに連れ去られたアリスを取り戻したい、という気持ちだ。こうやって木剣を振っている間も、心の中から金髪の幼おさな馴な染じみの面おも影かげだけは消えない。たぶん、故郷の森でギガスシダーを叩たたいていた頃ころも、きっとそうだったのだ。

　もう八年前にもなる、あの夏の日。

　デュソルバート・シンセシス・セブンと名乗る整合騎士に連行されるアリスを、ユージオはただ見ているだけだった。あの時、手には鉄をも断つ《竜骨の斧》を握っていたのに、それを振りかざすことすらできなかった。すぐ傍そばで、誰だれかが……同い年くらいの少年が、必死に叫んでいたのに。それでいいのかユージオ、と。

　そう……あれは、いったい誰だったんだろう。ユージオの名前をあんなふうに呼ぶ友達は、アリスひとりしかいなかったはずだ。なのに、幼い叫び声は耳の奥に今でもかすかにこだましているように思える。

　頭の片かた隅すみで自動的に撃ち込みの回数をかぞえながら、ユージオが記憶の深い、深いところに潜もぐりかけた、その時。

「いやはや、いつもながらユージオ殿の稽古は奇くしきものよな」

　笑いを含んだ声が背中側で響ひびき、ユージオの集中を乱した。剣の軌道が少しだが狂い、木こり時代に斧を振ふり損そこねた時のような不快な反動が両手を痺しびれさせる。

　広い修練場の隅にいるユージオと、真ん中のライオスたちとはかなり距離があるはずなのに、こうもはっきり聞こえるということは、聞かせるつもりでわざと大声を出したのだ。連中の嫌いや味みなどとうに聞き飽きたはずなのに、いまだに気持ちを揺らしてしまうのはどうにも情けない。無視無視、と自分に言い聞かせ、ユージオが剣を振り続けていると──。

「ユージオ殿は毎晩毎晩あればかりだが、型も技もない棒振りに、いったいどのような意味があるのか知りたいとは思わないかウンベール」

「まったくですなぁ、ライオス殿」

　わざとらしいやり取りが再び届き、それにクックッという嘲ちよう笑しようまで続くので、肉体的な反応はしないまでもつい胸中で言い返してしまう。

　──いつもながら、キリトがいない時だけずいぶん元気だね、ライオス君。

　先々月あたりから、ライオスたちはなぜか、ユージオとキリトが一緒にいるとあからさまな挑発はしなくなっているのだ。そのぶん、ユージオひとりの時は嫌いや味みも倍増なのだが、これはユージオが与くみし易やすしと見られているというよりも、キリトを気味悪がっているというのが理由らしい。

　どうやら、初等練士時代の末すえ頃ごろにキリトとライオスたちの間で何かがあったようなのだが、相棒に訊たずねても『ちょっとしたいざこざ』程度のことしか言わないし、もちろんライオスに直接質問もできない。関係ありそうなのは、先月の卒業式のあと、キリトがソルティリーナ先せん輩ぱいに珍しい青い花の鉢植えを贈った場面で、ライオスとウンベールが妙に顔を青ざめさせていたことくらいだが、それが何を意味するのかはまるで不明だ。

　ともあれ、キリトと一緒にいる時は連中の嫌がらせに煩わずらわされずに済むわけで、そのことに不満はない。しかし、上級修剣士となったからには、いつまでも相棒の陰に隠れているわけにもいかない。

　来月、六の月の半なかばには、もう今年最初の検定試合がある。最終的な順位が決まるのは卒業前とはいえ、最初の直接対決でライオスたちに完敗するようでは先行きが危ぶまれる。一年間ずっと次席だったソルティリーナ修剣士が、最後の試合で不動の主席ウォロ・リーバンテインを破ったが如ごとき大逆転はそうそう起きない──と、ゴルゴロッソも我が事のように喜びながら言っていた。

　今年の主席ライオスも、次席ウンベールも、ウォロと同様に幼い頃からハイ・ノルキア流の英才教育を受けてきたつわものだ。性格的にはまるで尊敬できないが、剣技では他ほかの貴族出身生徒たちから頭ひとつ抜けているだろう。正直、試合までひと月を切った今になっても、彼らの剛剣に伍ごするために、自分の剣に込めるべき何かは見つかっていない。

　──でも、少なくとも、剣を振った回数なら絶対に君たちには負けない。

　嚙かみ締しめるような思考と同時に四百回目の撃うち込こみを終えると、ユージオはゆっくりと体を起こした。

　腰帯から手ぬぐいを抜き、まず木剣をきれいに拭ふき上あげる。次いで額ひたいから首筋までを濡ぬらす汗をぬぐいながら、ちらりと後ろを見る。ライオスたちは、相変わらず修練場のど真ん中を占領し、互いの型の見み栄ばえをああでもないこうでもないと講こう評ひようしているようだ。

　視線を戻し、ひと息ついた時、学院主講堂の塔に吊つるされた《時とき告つげの鐘かね》が、故郷の教会の鐘かねとまったく同じ旋せん律りつで午後六時を告げた。規律だらけだった練士寮に対して修剣士寮ではかなりの部分が生徒の裁量に任されていて、夕食も六時から八時の間ならいつ食べてもいいことになっている。だからもう少し練習を続けることも可能なのだが、今日は試験勉強に勤いそしむ相棒のために、食事を部屋に運んでやらねばならない。

　──そう言えばキリトの奴やつ、献立は指定しなかったな。もしあいつの苦手なツブ瓜うりの酢漬けがあったらたっぷり盛りつけてやろう。

　そんなことを考えながら手ぬぐいと木剣を腰帯に挟み、出入り口に向かって歩き始めた途と端たん、剣を掲げたままのライオスが聞こえよがしに言った。

「おや、ユージオ修剣士は丸太を叩たたいただけで、型の稽けい古こはしないようだぞ」

　すかさず、ウンベールの合いの手が続く。

「ライオス殿、聞けばユージオ殿は、どこぞの田舎いなかで木こりをしていたそうな。丸太相手の技しかご存知ないのかもしれませんな」

「これはしたり。そのような事情があるのなら、同じ寮で修練する者として、せめて型のひとつなりとも教示差し上げるべきだったかな」

「おお、ライオス殿の雅が量りようたるや、まさしく爵しやく士しの鑑かがみというものですなあ！」

　事前に打ち合わせをしているかの如ごとき芝居じみたやり取りに、ユージオはため息をつきたくなるのを懸けん命めいに堪こらえ、そのまま歩き続けようとした。しかし、ここでウンベールが直接言葉を掛けてきたので、やむなく足を止める。

「どうかな、ユージオ殿。ライオス殿のお言葉に甘えて、指し導どうを受けていっては？　このような機会、二度とはないぞ」

　こうなっては、知らんぷりして歩き去ることはできない。話し掛けられて意図的に無視するのは逸いつ礼れい行為に該当してしまう。上級修剣士が持つ懲ちよう罰ばつ権けんは、初等練士と高等練士だけに行使する慣例があるので、同じ修剣士であるユージオが何らかの罰を命じられることはないはずだが、慣例は明文化された規則ではない。連中なら強引に懲罰を課してくる可能性はある。

　ゆえにユージオは、「お気き遣づかいなく」とひとこと言って立ち去ろうとしたが、そこで少し考え直した。

　もしかしたら、これは好機なのではないだろうか。

　ライオスとウンベールは、上級修剣士の主席と次席──つまり学院の生徒で一番目と二番目に強い剣士だということだ。キリトもたびたび『奴らは侮あなどれない』と口にしているし、二人の実力を軽んじるつもりはまったくない。

　しかしその一方、ユージオは、ライオスたちの《自尊心を源みなもととする強さ》に割り切れないものを感じてしまうのだ。高い身分を鼻にかけ、自分たちより下位の爵しやく家けに生まれた生徒や平民出の生徒を見下し、嘲ちよう弄ろうする……そんな彼らの心根が、剣に力を与えるなどということがあってもいいのだろうか。それを認めてしまうと、子供の頃ころに両親や教会のシスター・アザリヤ、ガスフト村長、そして幼おさな馴な染じみのアリスに教わった、《人を敬うやまい愛する気持ち》を汚けがしてしまうことになるのではないか。

　ユージオはこうしてあからさまに侮ぶ蔑べつの視線を向けられている今も、ライオスたちへの最低限の敬意は──愛するまではちょっと無理だが──忘れていないつもりだ。しかし、もしその態度がライオスたちの自尊心を満足させ、結果彼らの剣がますます力を増してしまうのだとしたら、あまりにも空むなしすぎる。

　だからと言って、二人の真ま似ねをして、他人を侮蔑し続ける生き方を選ぶつもりは毛頭ないが……しかし、来月の検定試合の前に知っておきたい。自尊心が生み出す強さとは、いかなるものなのか。彼らのほうから一手指し導どうを、と持ちかけてきた今こそ、その機会かもしれない。

　素早くそんな考えを巡らし、ついでに『なんだかキリトの奴やつが思いつきそうなことだな』と付け加えてから、ユージオは一度閉じた口を開いた。

「……確かに、二度とはない機会かもしれませんね。それではお言葉に甘えて、一手ご教示願えますでしょうか」

　途と端たん、ライオスとウンベールは揃そろって眉まゆを持ち上げた。ユージオの反応が意外だったらしいが、しかしすぐに、二つの唇にニヤリと薄うすい笑みが浮かぶ。

　まずウンベールのほうが大きく両手を広げると、きんきん響ひびく声を発した。

「ハハッ、もちろん構わんとも！　それでは早さつ速そく、そこで型を披ひ露ろうしてみたまえ。そうだな、まずは簡単なところから、《猛炎の型・三番》あたりを……」

「いえ、ジーゼック次席修剣士殿」

　右手を小さく上げ、ユージオは慎重に言葉を選びつつ言った。

「せっかくのお申し出ですから、型の講こう評ひようよりも、次席たるジーゼック殿の高貴なる剣を、我が身に直接ご指導頂ければと」

「…………なんだと？」

　ウンベールの顔から、嘲ちよう笑しようがすっと薄れる。代わりに浮き上がるのは、ユージオの意図を探さぐるような疑念と、獲え物ものを爪つめでなぶる猛もう獣じゆうの残忍さだ。

「直接、指導……と言ったか？　それはつまり……我が剣に打たれたいということかな、ユージオ修剣士？」

「それはもちろん寸止めでお願いしたいですが、しかしこちらは指導を請こう立場。このうえ注文するのは無礼というものでしょうね」

「ほほう、なるほど、なるほど。初しよ撃げき決着でも構わんと申すか」

　丁てい寧ねいに撫なでつけられた灰色の髪が、ほんの少し逆立ったように見えた。ただでさえ細い両りよう眼めが糸のように狭められ、その奥から凶暴な視線が注がれてくる。ユージオの殊勝すぎる物言いへの疑いを、嗜し虐ぎやく的な期待が上回ったようだ。

「次席修剣士として、また四等爵しやく家けに生まれた者としても、教えを請われれば応こたえるのが務つとめというものよな。よかろう、我が剣技をユージオ修剣士に披ひ露ろうしようではないか」

　言うや否いなや、腰帯に差していた木剣を大おお仰ぎような動作で抜き放つ。素材はユージオのものと同じ白シラ金カネ樫ガシだが、刀身の側面に細かい模様が彫り込んである。

　そんなウンベールに、隣となりに立つライオスが何かを言いかけたが、思い直したのかすぐに口を閉じた。緩ゆるやかな歩みで三メルほど下がり、ウンベールがそちらに視線を向けると、薄うすい微笑を浮かべて頷うなずく。

　兄貴分の承認を得てますます勢いに乗るウンベールは、両手をだらりと下げて棒立ちになったままのユージオにぴたりと剣けん尖せんを向け、叫んだ。

「では、参るぞ！　ハイ・ノルキア流の真しん髄ずい……その身を以もつて学ぶがよい！」

　両足を前後に開き、右手だけで握った剣を肩に担かつぐように振りかぶる。この構えは、ノルキア流の秘ひ奥おう義ぎである《雷閃斬ライセンザン》だ。直前の言葉に反して、高威力を誇るハイ・ノルキア流《天テン山ザン烈レツ波パ》を使おうとしないのは、ユージオの体を案じたから──ではなく単に出し惜しみだろう。

　とは言え、雷閃斬とて決して軽んじていい技ではない。刃やいばのない木剣でも、頭を直ちよく撃げきされれば天命が半分は減り、しばらく意識を失ってしまう。もちろん《他人の天命を減らすこと》は重大なる禁きん忌き目もく録ろく違反だが、双方合意の立ち合いならば、一撃に限って当てても許される。そして間違いなく、ウンベールは寸止めではなく当てるつもりだ。

　次席修剣士の構えた細工入りの木剣が、青い光を放った。構えから奥義発動まではさすがの速さ。しかし、ユージオには剣の描くであろう軌き跡せきがありありと予測できる。なぜなら雷閃斬は、アインクラッド流剣術が数多く持つ秘奥義のひとつ《バーチカル》とまったく同一の技だからだ。

「……シェリャアッ!!」

　甲かん高だかい声を迸ほとばしらせ、ウンベールの剣が走った。

　その直前、ユージオの右手も動いていた。左腰から木剣を引き抜きざま、一いつ瞬しゆんの溜ためで秘奥義を発動させる。真上から飛んでくる相手の剣を、斜め下からの斬きり上あげで受ける。アインクラッド流《スラント》。

　キリトが教えてくれた数々の秘奥義は、なぜか全すべて汎はん用よう語ごではなく神聖語の名前がついている。その理由はキリト当人にも解わからないらしい。《ベクタの迷子》として、ルーリッドに現れる以前の記憶を失っているせいなのだろうが、だとすれば彼が剣技そのものまで忘れてしまわなくて本当に幸運だった。

　スラントは、雷閃斬と同じく単発の技だが、斬ざん撃げきを右上から左下、もしくは左下から右上の二方向に放てるのが最大の特徴だ。特に後者は、構えが腰から剣を抜く動きに合致するので、発動までの時間を大幅に短縮できる。

　通常、立ち合いの相手が秘奥義を放つのを見てからでは秘奥義による受けは間に合わず、思い切り後ろか左右に跳んで避よける──それもほとんど成功しないのだが──しかない。だが、ユージオが遅れて繰くり出だしたスラントは、水色の軌き跡せきを引きながらウンベールの雷ライ閃セン斬ザンと空中で激はげしく衝しよう突とつし、木剣同士とは思えない音と光を発生させた。

「ぬおっ……！」

　ウンベールは短く声を上げたが、顔に浮かんだ驚おどろきをたちまち怒りに変え、渾こん身しんの力で剣を押し込んできた。せめぎ合う二本の刀身を包む青と水色の輝きはまだ消えていない。どちらかの剣がほんの数セン押し戻されれば、その瞬しゆん間かんに秘ひ奥おう義ぎが終了し、呆あつ気けなく弾はじき飛とばされるだろう。ユージオも懸けん命めいに両足を踏ふん張ばり、右手の剣を振り抜こうとする。

　ぎ、ぎぎっ、と鈍にぶい軋きしみ音おんを発し、ウンベールの剣が二セン下がった。雷閃斬の青い光が小刻みに明めい滅めつし、技の停止を仄ほのめかす。

　──やっぱり、単純な力比べになれば、僕のほうが上だ！

　予想していたことではあったが、こうして実証の機会を得てユージオは意を強くした。貴族たちの、指先爪つま先さきの角度まで気を遣つかうほど洗練された身のこなしには到底かなわないが、その一方、故郷の森で毎日毎日重い斧おのを二千回も振って鍛きたえた腕力なら負けない。鋼はがねのような肉体を誇っていたゴルゴロッソも、ユージオの体を『細いが立派に鍛えられている』と褒ほめてくれたのだ。

　ハイ・ノルキア流を修めた貴族出身の生徒には、平民の出であるゴルゴロッソのバルティオ流を《田舎いなか剣術》と蔑さげすむ者もいたが、美しさを競う演武ならともかく立ち合いとなれば腕力も立派な武器だ。そして、キリトに伝授された臨りん機き応おう変へんのアインクラッド流なら、どんな状況からでも鍔つば迫ぜり合あいに持ち込める。

　──たとえ、まだ《剣に込めるべき何か》が見つかっていなくても、二人に磨みがいてもらった技と力があれば、相手がどんな高等貴族だろうと負けない！

　そんな確信を胸に抱き、ユージオはありったけの力で剣を振り切ろうとした。

　しかし、その刹せつ那な。交差する剣の向こうにあるウンベールの顔が、凶相と言うべき異様な表情へと変化した。

「調子に……乗るなッ！」

　眼めと眉まゆが限界まで吊つり上あがり、剝むき出だされた歯の間から金属質の怒ど声せいが迸ほとばしる。同時に、ほとんど消えかかっていた青い光が、どす黒い色合いを帯びて復活する。

　ぎしっ。今度は、ユージオの木剣が激しく軋んだ。右腕にかかる重みが倍加し、手首と肩に鋭するどい痛みが走る。押し込んでいた二センの距離が一瞬で取り返され、二本の木剣は最初の位置まで戻って再びせめぎ合う。

　──この力は何だ!?

　ぎりぎりのところで踏ふみ留とどまりながら、ユージオは眼を見開いた。日ひ頃ごろろくに汗をかかず、修練場に来ても型の見み栄ばえばかり点検しているウンベールに、こんな腕力が備そなわっているはずがない。肉体の力でないとすれば……これが、キリトの言う《自尊心の生み出す力》なのか。自分を尊とうとび他人を貶おとしめる、ユージオの価値観とは相あい容いれない心根が、日々の鍛たん錬れんをくつがえすほどの威力を剣に宿すのか。

　信じられない。創世の神ステイシアが、このような理ことわりの存在を許しているとは絶対に信じたくない。

　眼前の事象を否定しようとしたその時、凶相のウンベールがざわりと髪を逆立てて囁ささやいた。

「卑ひ劣れつな騙だまし討うちで、オレの剣を破れると思ったか」

「ひ……卑劣……？」

「そうだろうが。打たれるがままと見せかけて、そんな型も何もない技を出してくるのが卑劣でなくて何だ」

「ち……違う！　これは僕の流派……《アインクラッド流》の戦い方だ！」

　ユージオは反射的にそう叫んだ。ハイ・ノルキア流が技の威力と見み栄ばえを重視した流派なら、アインクラッド流は何よりまず剣を当てることを重んじる実戦流派だ。ゆえに秘ひ奥おう義ぎは発動の速さを追求するし、他ほかの流派にはない《連続技》を備そなえてもいる。

　つまりアインクラッド流の理念とは、唯一の伝承者であるキリトの生き様そのものなのだ。飾らず、衒てらわず、目標に向かって突き進む。壁かべにぶつかっても諦あきらめず、二度、三度と挑み続ける。彼が傍そばにいてくれなければ、ユージオはセントリアどころかザッカリアの街にすら辿たどり着つけなかっただろう。

　だからこそ、アインクラッド流を卑劣と断じるウンベールに、ユージオは激はげしく反発した。

　しかし、心の揺れは体にも波及し、剣がわずかに押し込まれる。今度は、ユージオの木剣を包む水色の光が不安定に瞬またたく。両足を広げ、上体を反そらせて、必死に踏ふみ留とどまる。

　ウンベールはにたりと嗤わらうと、硝子ガラスを引ひっ搔かくような声で囁いた。

「その無ぶ様ざまな姿に、流派の卑いやしさが滲にじみ出でているぞ。あわよくば、次の検定試合でオレやライオス殿に取って代わろうと思っていたんだろうが……そうはいくものか。この場で右肩砕いて当分剣を振れなくしてやる」

「く……！」

　歯を食くい縛しばって堪こらえるが、ウンベールの剣は重さを増し続ける。剣の秘奥義は、たとえ押し返されても斬ざん撃げきの軌道をそのまま戻るならかなり長く持続するが、ユージオの剣はウンベールの雷ライ閃セン斬ザンに真上から攻められ、すでに軌道から外れかけている。あと一セン、いや五ミリセでも押し込まれればスラントは中断させられ、宣言どおり右肩に痛撃を喰くらうだろう。

　もちろん、修剣学院には立派な医務室があり、そこには数々の薬が備蓄され、専門の神聖術を修めた治ち療りよう師しも常駐している。しかし、薬や術式の効果には限界があり、骨が砕けるほどの重傷は、他人の天命を直接注ぎ込むような危険な神聖術を使いでもしない限り即時回復はできない。いまそんな傷を負ってしまえば、来月の検定試合へ出られなくなることも──……

　──僕は馬ば鹿かか！　剣士が怪け我がを怖がってどうする!!

　ユージオは、一いつ瞬しゆん心に忍び込みかけた恐怖を振り払い、意識を剣だけに集中しようとした。

　立ち去ることもできたのに、ウンベールの挑発に応じて立ち合いに持ち込んだのは自分だ。なのに相手の言葉に揺れ、敗北に怯おびえるのは、あまりにも情けなさすぎる。いちど剣を抜いたならば、ひたすらに技と力の限りを尽くし、後はなるようになる。それがアインクラッド流の精神というものだ。

　──そして、僕はまだ、全部を出し尽くしてはいない。

　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべるウンベールではなく、右手に握った木剣の存在だけを意識する。素材となっている樫かし材ざいの硬さと重さ、撓たわみや軋きしみが腕に伝わり、消え去る寸前のスラントの威力までもが微細な振動として感じられる。

　剣と自分を一体化するんだ。親友にして師匠のキリトは、事あるごとにそう言う。

　その境地にはまだまだ到達できないが、毎日の素振りのお陰か、剣の声のようなものがごく稀まれにだが聞こえる気がする。そっちじゃない、こう動け、というふうに。

　そして今も、ユージオは剣の囁ささやきを聞いた──ように思った。

　上からの技を下から受けっぱなしじゃ、押し切られて当然。技を切り替えるんだ。

「────うおっ！」

　刹せつ那な、珍しく気合を放ちながら、ユージオは動いた。右手首を返し、ウンベールの剣を刀身の右側面で受ける。その瞬間スラントは中断され、相手の雷ライ閃セン斬ザンが青黒い光を迸ほとばしらせながら右の肩口に迫る。

　ユージオは、その勢いに逆らわず、木剣を滑すべらせて肩の上に担かつぐ形に移行する。すかさず、アインクラッド流秘ひ奥おう義ぎ《バーチカル》を発動──。

　ウンベールの剣が稽けい古こ着ぎの右みぎ袖そでに触れ、藍あい色いろの布地を数セン引き裂いた。

　しかしそこで、鮮あざやかな青い光に包まれたユージオの剣が、相手の剣を猛然と押し返した。

「ぬあッ！」
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　予期せぬ反はん撃げきに、ウンベールが眼めを剝むく。アインクラッド流独自の《連続技》の存在はウンベールたちも承知しているはずだが、よもや秘奥義に別の秘奥義を繫つなげてくるとは予想していなかったのだろう。ユージオとて、そんなことが可能だとはまったく知らなかった。ただ、戦いの中で、自然に体が動いたのだ。

　ウンベールの木剣は瞬時に五十セン以上も後退し、雷閃斬の光が呆あつ気けなく消えた。体勢も大きく崩くずされ、両足が床板から離れる。

　しかしそれが幸いしたと言うべきか──。しっかり踏ふん張ばっていればユージオの剣に左肩を打たれるはずだったウンベールは、秘奥義バーチカルの威力に体ごと浮かされ、後方に三メル以上も吹き飛んだ。

　そのまま床に倒れれば、立ち合いは文句なくユージオの勝ちだったのだが、ドタタッと足踏みしつつも流石さすがの意地で転倒を拒否。限界まで体を仰のけ反ぞらせ、危うい均きん衡こうを保つ。

　ここで追つい撃げきすれば間違いなく一本取れる、とユージオは考えたが、剣を真下に振り切った姿勢から再度動き出すより早く、修練場に高らかな声が響ひびいた。

「そこまで。この立ち合いは引き分けとする」

　芝居がかった台詞せりふの主ぬしはもちろん、赤い唇に薄うす笑わらいを浮かべたままのライオス・アンティノスだ。ようやく姿勢を戻したウンベールが、不満そうな顔で叫ぶ。

「ら、ライオス殿！　オレ、いや私が、このような田舎いなか剣士と引き分けるなど……！」

「ウンベール」

　主席修剣士は穏おだやかな声で名を呼んだだけだったが、その途と端たんに次席はさっと頭を下げた。剣を左手に持ち替えて腰に擬ぎし、右みぎ拳こぶしを胸に当てる騎き士し礼れいをおざなりに行うと、ユージオの返礼を待たずに踵きびすを返す。

　ウンベールを左後ろの定位置に従えたライオスは、微笑を浮かべたままユージオを一いち瞥べつすると、拍手の真ま似ね事ごとをしながら言った。

「貴殿の珍なる技、大いに楽しめたぞ、ユージオ修剣士。卒業後は帝立曲芸団あたりに天職を求めてはいかがかな」

「……お気き遣づかい痛み入ります、アンティノス修剣士」

　せめてもの反撃として《主席》と《殿》を省はぶいてみたが、ライオスは気にする様子もなく鷹おう揚ように頷うなずき、出口へと歩き始めた。後ろに続くウンベールは、限界まで眦まなじりを吊つり上あげてユージオを睨にらんでいる。

　稽けい古こ用ようの柔らかい革靴をきゅっきゅっと鳴らして歩くライオスは、修練場の中央に立ったままのユージオとすれ違いざま足を止め、低く囁ささやいた。

「次は、私が貴族の力というものを見せてやろう」

「……僕は今でも構いませんが」

　四百本の素振りと突発的な立ち合いで正直なところ疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたが、それでもユージオは半なかば意地になってそう答えた。しかしライオスはにやりと嗤わらうと、再び歩き始めながらいっそうかすかな声で言った。

「剣を振り回すばかりが戦いではないぞ、無姓の輩やから」

　くく、と喉のど声ごえを残して去っていく主席修剣士に、凄すさまじい目つきのウンベールも続く。だがこちらは何も言わずに通り過ぎ、やがて後方で扉の開閉音が響ひびいた。

　ようやく訪れた静寂の中、ユージオは大きく息を吐き出しつつ考えた。

《貴族の自尊心》を源みなもととする力。初めて剣と剣を通して触れたそれは、予想以上の重さを持っていた。あのままスラントで受け続けていたら、恐らく押し切られ、右肩を砕かれていただろう。剣が教えてくれたように、上からの剣を下から受けるという体勢の不利もあったが、それだけではない。ユージオを下等民と蔑さげすみ、貶おとしめるウンベールの心根が、呪のろいのようにこちらの剣と体を縛しばってきたのだ。

　今回は、様々な体勢から秘ひ奥おう義ぎを繰くり出だせるアインクラッド流の自在さに助けられたが、これから一年間続く検定試合での立ち合いでは、奇手ばかりに頼ってはいられない。正面から、力でねじ伏せねばならない場面もあるだろう。

　その時までに、ユージオも見つけなくてはならない。ウンベールやライオスの底知れぬ自尊心に対抗できる、《剣に込めるべき何か》を。

　右手に握ったままの木剣を持ち上げ、酷使してしまった刀身を左手でそっと撫なでながら、ユージオは呟つぶやいた。

「……ありがとう。次もよろしく頼むよ」

　剣を腰帯に差し、歩き始めた時、短い鐘かねの音ねが六時三十分を報しらせた。自室で猛勉強中のキリトが、いよいよ腹を空すかせている頃ころ合あいだ。足早に白木の床を横切り、扉の手前で無人の修練場に一礼してから、ユージオは急いで専用食堂へと向かった。

　短い渡り廊下を抜け、上級修剣士寮に入る。一階には寮生の部屋はなく、代わりに大浴場や食堂、談話室が並んでいる。

　初等練士寮では食事時間は固定、毎日の献立も決まっていたが、修剣士寮はどちらもかなり自由だ。六時から八時まで開いているし、専任料理師のおじさんに、日替わりの献立数種類から好きなものを作ってもらえる。しかも食堂で食べてもいいし、部屋に持ち帰ってもいいというおまけつきだ。

　ライオスたちは幸い先に浴場に行ったらしく、食堂に他ほかの修剣士の姿はなかった。ユージオは調理室の窓口に歩み寄りながら、掲示板に貼はり出だされている今日の献立を確かめた。主菜は羊肉の炙あぶり焼やき、白身魚の揚げ物、鶏とり肉にく団だん子ごの煮込みから選べるようだ。

　……ええと、あいつなら主菜は煮込みで、あとはチーズ入りの生野菜たっぷりと、オリの実の酢漬けと、飲み物は冷たいシラル水かな。

　と素早く考え、いつの間にか相棒の食べ物の好みまで熟じゆく知ちしてしまっていることに少々げんなりとしつつも、ユージオは窓口に身を乗り出して叫んだ。

「こんばんは！　持ち帰りで二人前お願いします、ええとまず主菜が……」










　　　２




　いったいどんな嫌いやがらせを仕掛けてくるかと身構えていたのだが、突発的な立ち合いから数日が経過しても、ライオスたちは鳴りをひそめたままだった。

　修剣士寮や中央校舎ですれ違う時にウンベールが憎々しげに睨にらんでくる程度で、嫌味ひとつ言うでもない。キリトには念のため修練場での一件を説明し、気をつけるよう言っておいたのだが、そちらにもまったく不干渉らしい。

「なんだか変な感じだなあ……。立ち合いを一度引き分けたくらいでおとなしくなるような連中じゃないと思ってたんだけど。ライオスも、嫌がらせの予告みたいなこと言ってたし……」

　古びた布張りの長なが椅い子すに背中を預け、ユージオが首を傾かしげていると、向かいに座るキリトが陶器のカップを持ち上げながら口を開いた。

「俺おれも、あいつらが性根を入れ替えたりするわけないとは思うけどな。でも、考えてみると、この修剣士寮じゃ意地悪するのもなかなか難むずかしいぜ」

　ミルクなしのコヒル茶を含み、美う味まそうに飲み下す。

　波乱含みの一週間が過ぎ去り、明日はようやく休息日となった午後九時三十分。すでに日課の稽けい古こと食事、入浴を済ませ、平日なら互いの部屋に引っ込んで夢も見ずに寝ている時間だが、一週間でこの夜だけは、共用の居間でお茶を飲みながらあれこれ話すのが毎週の恒例となっている。

　ユージオも自分のカップを取ると、熱々の真っ黒い液体を少し舐なめ、思わず顔をしかめた。相棒はこの南帝国特産の粉茶がお気に入りで、自分がお茶当番の時は必ずこれを淹いれるのだが、ユージオにはそのままだと少し苦すぎる。小さな壺つぼからミルクをたっぷり注ぎ、小こ匙さじでかき混ぜながら視線で先を促うながすと、キリトは思わぬ質問を投げかけてきた。

「そうだな……たとえばさ、子供の頃ころ、ルーリッドの学校じゃあどんな悪戯いたずらをしてた？」

　苦みが消え、不思議な芳香だけが残ったコヒル茶を一口飲んでから、ユージオは肩をすくめて答えた。

「僕は主にやられるほうだったけどね。ほら、キリトも憶おぼえてるだろ、旅立つ前のお祭りで、僕に立ち合いを挑んできた衛えい士し長ちようのジンク。あいつにはよく嫌いやがらせされたなぁ……。靴をどこかに隠されたり、弁当の袋にイライラ虫を入れられたり、アリスと一緒にいるところを囃はやされたりさ」

「ははは、子供のやることはどこの世界でも一緒だな。……でも、殴られたりとかそういうことはなかった。だろ？」

「当たり前だろ」

　ユージオは目を丸くして答えた。

「そんなことするわけないじゃないか。だって……」

「──禁きん忌き目もく録ろくでがっちり禁止されてるからな。《別項に挙げる理由なく他者の天命を故意に減じさせてはならない》。……でも、待てよ、靴を隠すのは問題ないのか？　盗みも重大な禁忌だろう？」

「盗むっていうのは、他人に所属する品物を無断で自みずからに所属させることだよ。《ステイシアの窓》の、所有者を証あかす神聖文字が人から人に移動するのは、品物を持ち歩くか自宅に置いてから二十四時間後。だから、たとえ合意のうえで譲じよう渡とした品物でも、一日以内なら正当に返却を要求できるし、合意なく持ち出してもすぐに自宅以外の場所に置けば所有者証明が消えないから盗みにもならない……。──まさか、こんな基本的な法まで忘れてしまったわけじゃないだろうね？」

《ベクタの迷子》であるキリトの顔を、ユージオがまじまじと見つめていると、相棒は黒髪をかき混ぜながら照れたように笑った。

「そ、そうか、そうだったよな。もちろん忘れちゃいないよ、もちろん……って、ありゃ？　じゃああれはどうなるんだ？　昔話で、青あお薔ば薇らの剣を白竜の巣から盗もうとしたベルクーリは禁忌違反じゃないのかよ？」

「あのねえ、竜は人じゃないよ」

「そ、そっすか……」

「話を戻すと、品物を隠す悪戯いたずらは禁きん忌きにはならないけど、誰だれの部屋でもない屋外に放置された物はしばらくすると天命が減り始めるから、それまでに返却しないと《他者の所有物の損そん壊かい》になっちゃう。おかげで靴はどんなに遅くても夕方には返ってきたけどね……でも、こんな話が、ライオスたちがおとなしくなったこととどう関係するのさ？」

　ユージオが首を傾かたむけると、キリトはまるで自分で始めた話を忘れていたかのようにパチパチ瞬まばたきし、言った。

「そ、そうだった。ええと、この学院には、禁忌目録とは別に長ったらしい院内規則が山ほどあるだろう。そこに、《他ほかの生徒や職員の私室に許可なく立ち入ってはならない》って条項もあった。つまりこの部屋にライオスたちは入れないし、俺おれたちの私物は全部部屋の中に保管されてる。どこか公共の場所に、無防備に大切なものを置いているならともかく……」

　なぜかそこで一いつ瞬しゆん声を途切れさせたが、キリトはすぐに説明を再開した。

「……そんなことはもちろんしてないしな。だから、ルーリッドの村でジンク君がいたいけなユージオ少年を苛いじめたように、ライオスたちが俺たちの所有物に何かを仕掛けることはそもそも不可能だ」

「いたいけは余計だよ。うーん……そうか。今まで考えもしなかったけど、確かにこの修剣士寮じゃ、悪口を言う以上の嫌いやがらせをしようにもその方法がないよね」

「その悪口も、一線を越えると《懲ちよう罰ばつ権けん》行使対象の逸いつ礼れい行為になっちまうしな」

　そう補足したキリトがにやりと笑う。

　懲罰権とは、学院則の規定で上級修剣士にのみ与えられた、教官代行権とでも呼ぶべき権限のことだ。生徒に、規則違反には至らずとも看過し得ない非礼や軽挙があった場合、修剣士は自みずからの判断で行いに準じた罰を与えられる。それを指摘したキリト当人が、先の主席修剣士たるウォロ・リーバンテインの制服に大きな泥染みをつけ、懲罰として一本先取の立ち合いを命じられた事件はまだ記憶に新しいところだ。

　修剣士の懲罰権は、基本的には初等・高等練士を指し導どうするためのものだが、学院則では対象を練士に限定するとは書いていない。つまり、修剣士が修剣士に懲罰を科すことも理論的には可能であり、ライオスとウンベールの嫌味や悪口が、去年と比べると多少穏おだやかになっているのはそれが理由だ。

　キリトのカップが空からになっていたので、ユージオがお代わりを注いでやると、相棒は少しミルクを垂たらしてからゆっくりかき混ぜた。銀の小こ匙さじを指先で器用に回しながら、尚なおもしばらく考える様子だったが、やがてひとつ頷うなずいて言う。

「物に干渉できないなら、俺たち自身を対象にするしかない。とすれば、手っ取り早いのは、一本先取の立ち合いに持ち込んで一いち撃げき入れることだけだろうけど、もうユージオにそれを試して引き分けたわけだしな。あとは、そうだな、考えられるとしたら……俺を金品で懐かい柔じゆうして、ユージオ君と離反させることくらいかな」

「え……」
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　反射的に心細そうな声を出してしまってからユージオは慌てて口を閉じたが、キリトはにやっと笑うと偉ぶった口調で言った。

「心配するな、少年よ。お兄さんは君を見捨てたりしないぞ」

「べ、別にそんな心配はしてないよ！　……でも、お金はともかく、ゴットロの店の特製肉まんじゅうでも積み上げられたらどうだかね」

「それは有り得るな」

　ユージオの指摘に真顔で頷いてから、はははと愉快そうに笑う。

「ま、冗談はさておき、所有物や俺おれたち自身に対する直接的な干渉についてはそれほど心配しなくてもいいと思う」

　しかしキリトはそこで表情を引ひき締しめ、真剣な声で続けた。

「でもそれは、裏を返せば、禁きん忌き目もく録ろくと学院則に触れない行為なら何を仕掛けてきてもおかしくないってことでもある。あいつらも、主席と次席の座を明け渡すつもりは毛頭ないだろうしな……。ユージオも、何か見落としがないか考えておいてくれ」

「うん、解わかった。一回目の検定試合まで、もうひと月ないもんね。万全の状態でライオスたちと戦えるように、互いに気を配ろう」

「おう。……と言っても、もしかしたら、何かするぞって予告だけして俺たちを気疲れさせる作戦かもしれないからな。平常心は忘れないように、ステイ・クールでいこうぜ」

　カップを空からにしながらキリトが口にした妙な言葉に、ユージオはぱちくりと瞬まばたきした。

「何だって？　す……すて……？」

　訊きき返かえすと、相棒はなぜか視線を泳がせてから、こほんと咳せき払ばらいして言った。

「今のは、ええと、アインクラッド流の極ごく意いその一だよ。落ち着いていこうぜ、っていうような意味かな。別れの挨あい拶さつにも使うけど……じゃあまたな、みたいな感じで」

「へえ。解わかった、覚えておくよ。す……ステイ・クール」

　秘ひ奥おう義ぎと同じく神聖語なのだろうその言葉はもちろん初耳だったが、口にしてみると不思議と舌に馴な染じんだ。小声で何度か繰くり返かえしていると、キリトがどことなく照れたような顔で、ぽんと両手を打ち合わせた。

「さて、もうすぐ十時の鐘かねも鳴るし、お開きにするか。ついては明日のことだがユージオ君、俺おれはちょっと用事ができて……」

「だめだよキリト。今回ばかりは逃げようったってそうはいかないぞ」

　茶器を片付けながら、じろりと相棒を睨にらむ。

　明日の休息日に、二人は傍そば付づき練士のティーゼ、ロニエと一緒に、親しん睦ぼく会かいを兼ねた野遊び──と言っても場所は学院敷しき地ち内ないの森だが──に行く予定なのだ。誘われた時のキリトの様子から、直前になって何やかや理由をつけての逃亡を予測していたユージオは、ため息混じりに言い聞かせた。

「あのねえ、僕らがティーゼたちの指し導どう生せいになって、もう一ヶ月も経たつんだよ。キリトだって、去年傍付きをしたソルティリーナ先せん輩ぱいには優しくしてもらっただろ？」

「剣の稽けい古この時以外は、な。……懐なつかかしいなあ、先輩元気でやってるかなあ……」

「遠い目をするなってば。今度はおまえがいい先輩になる番だって言ってるんだ。いいね、明日の朝九時に二人が迎えに来るから、それまでに支し度たくしとくんだぞ！」

　ユージオがびしりと人差し指を突き付けると、キリトは「はぁーい」と返事をして、長なが椅い子すから立ち上がった。二人で茶器を居間の端はしに設もうけられた流し台に運び、キリトが洗うそばからユージオが布ふ巾きんで拭ふく。ルーリッドやザッカリアでは、洗い物には汲くみ置おきの井戸水を使っていたが、セントリアでは栓を捻ひねるだけで綺き麗れいな水が流れ出す金属管がほとんどの建物に巡らされている。最初に見た時はてっきり《時とき告つげの鐘》と同じ神器かと思ってしまったが、実は各区に幾いくつかある巨大な井戸に風素系神聖術で圧力を掛け、無数の配管へ水を押し流しているらしい。

　ゆえに、蛇口から流れ出す水は常に新鮮で、汲み置き水のように天命の劣化を気にしなくていいというわけだ。ルーリッドにもこの仕組みができれば、毎朝水汲みに行かされる子供たちがどんなに喜ぶか──などと考えながら洗い物を終え、綺麗になったカップ類を棚に並べる。

　最後に蛇口から直接水をごくごく飲んだキリトは、口くち許もとをぬぐうと大きな欠伸あくびをした。

「そんじゃ、明日は八時に起こしてくれ。おやすみ、ユージオ」

「八時じゃ遅いよ、七時半！　おやすみ、キリト」

　挨あい拶さつを返してから、ふと思いついて付け加える。

「……ステイ・クール」

　すると、自室に向かいかけた相棒が肩越しに振り向き、苦笑混じりに言った。

「別れの挨拶っつっても、毎晩寝る前に使うような言葉じゃないんだ、それ。もうちょっと、ちゃんとしたお別れっぽい時に取っておけよ」

「ふうん、ややこしいんだな。解わかったよ……じゃあ、また明日」

「おう、また明日」

　ひらりと右手を振り、キリトが北側の部屋に引っ込むと、ユージオは壁かべのランプを消して反対側の扉を開けた。

　初等練士寮の十人部屋の半分近い広さのある寝室は、傍そば付づきのティーゼがきっちり掃除していってくれたので塵ちりひとつ落ちていない。部屋着を白い長寝巻きに替え、柔らかいベッドにどさりと体を横たえる。

　たちまち忍び寄ってくる眠気と同時に、なぜか先刻の会話の一部分だけが耳の奥でかすかに甦よみがえった。

　──裏を返せば、禁きん忌き目もく録ろくと学院則に触れない行為なら何を仕掛けてきてもおかしくないってことでもある。

　キリトが、ライオスとウンベールを警けい戒かいして言った言葉だ。その場では頷うなずいたものの、しかしそれは、ユージオにとっては俄にわかに吞のみ込こみがたい考え方だった。

　子供時代から今に至る間に、ルーリッド村の掟おきてやザッカリア衛えい兵へい隊たい規き、あるいは修剣学院則の抜け道を探した経験は、ユージオにもそれなりにある。だが、人界最高位の法である禁忌目録に挑いどもうなどと考えたことはついぞ──いや、たった一度しかなかった。

　その一度とは、八年前、村に降り立った公こう理り教きよう会かいの整せい合ごう騎き士しがアリスを連れ去ろうとした時だ。ユージオは、両手に握った竜骨の斧おので騎士に打ちかかりアリスを助けようとしたのだが、しかし実際には一歩たりとも動けなかった。今でも、あの瞬しゆん間かんのことを思い出すと、なぜか右眼めの奥がずきりと疼うずく。

　もちろん現在では、整合騎士や教会への叛はん心しんは一ひと欠片かけらも存在しない。あの騎士は法の定めるところによってアリスを連行したのだから、自分も正当な手段で教会の門をくぐる資格を得、アリスと再会する。そのためにユージオは村を出、多くの苦く難なんを乗り越えて学院の上級修剣士となったのだ。

　だが、キリトの言ったように、ライオスやウンベールが『禁忌目録に触れないことなら何をしてもいい』と考えているのだとすると……つまるところ彼らは、公理教会によって創世の時代より定められた絶対の法に、嫌いや々いや従っているのだろうか？　心の中では、禁忌目録を邪じや魔まなものだとすら感じているのだろうか……？

　まさか、いかにライオスたちでも、そんなはずはない。禁きん忌き目もく録ろくは疑うことすら許されない、たとえ皇帝と言えども尊とうとぶべき至正、至高の法典なのだ。

　ユージオは、淡い月明かりに青く染め上げられた天井を見上げながら軽く唇を嚙かんだ。もしそんな思考が許されるなら、あの日整せい合ごう騎き士しに連れ去られるアリスを見ながら一歩も動けず、その後六年間も掟おきてに従ってただひたすらにギガスシダーを叩たたき続つづけた自分は、いったい何を、何のために守ってきたのか。

　ちくり、と右眼めの芯しんが小さく疼うずいた。ユージオはきつく瞼まぶたをつぶり、混乱する思考を振り払って、曖あい昧まいな眠りの淵ふちへと身を沈めた。




　高い鉄てつ柵さくに囲まれた修剣学院の敷しき地ちは、その三割近くがうっそうとした森に占められている。金色がかった苔こけを宿した古木が連なり、緑の下生えに木こ漏もれ日びが揺れるさまは故郷の森を思い出すが、央都セントリアはルーリッドの遥はるか南に位置するだけあって、生息している小動物の種類はかなり豊富だ。北域では見たことのない、やけに小さなキツネやら青緑色の細長いヘビやらがあちこちで日向ひなたぼっこをしていて、ここに来て一年以上が経たつにもかかわらずつい眼を奪われてしまう。

「ユージオ先せん輩ぱい、聞いてるんですかー？」

　不意に隣となりでそんな声が聞こえ、ユージオは慌てて視線を戻した。

「ごめんごめん、聞いてるよ。……で、何だっけ？」

「聞いてないじゃないですか！」

　熟じゆくした林りん檎ごの色の髪を揺らして抗議する少女は、ユージオの傍そば付づき練士を務つとめるティーゼ・シュトリーネンだ。髪とよく似た色の瞳ひとみから眼を逸そらし、言い訳を試みる。

「そ、その、あんまり森が綺き麗れいだから、つい……。珍しい動物もいるし……」

「珍しい？」

　ティーゼはユージオの視線を追ってから、なぁんだ、というように肩をすくめた。

「えー、ただのキントビギツネじゃないですか。あんなの、街区に生えてる樹にだっていっぱい棲すんでますよ」

「へえ……そう言えば、ティーゼは央都出身だったよね。家は近いの？」

「実家は八区ですから、学院のある五区からはちょっと遠いですね」

「そうなんだ……ん、あれ？」

　ユージオは改めて、隣を歩くティーゼに眼を向けた。自分が去年着ていた時は少々野や暮ぼったく思えた初等練士の制服も、彼女が着ていると不思議に垢あか抜ぬけて見える。それもそのはず、ティーゼは同じ学院の生徒でなければ、開拓農民の子であるユージオにはこうして話すことさえ叶かなわない相手なのだ。

「その、ティーゼは、貴族出身なんだよね？　貴族のお屋や敷しきは、三区と四区に集まってるって聞いた気がするけど……」

　ややかしこまりつつ訊たずねると、ティーゼは照れたように首を縮め、小さくこくりと頷うなずいてから何度もかぶりを振った。

「父は一応、六等爵しやく士しなんですけど……でも下級貴族もいいとこですから。帝国行政府に近いお屋敷街に住めるのは四等爵士までで、五等、六等爵士には色々と権利の制限があるんです。父なんか、『裁決権持ちの上級貴族に怯おびえなくていいぶん、平民のほうが気楽だぞ』っていうのが口くち癖ぐせで……あっ、すっ、すみません私ったら……」

　先祖代々平民のユージオに非礼な口を利きいてしまったと思ったらしく、ティーゼは歩きながら深々と頭を下げた。

「気にしなくていいよ。それより……裁決権って、貴族ならみんな持ってるんじゃなかったっけ？」

　去年勉強した帝国基本法の条文を思い出しながらユージオが訊ねると、即座に「とんでもないです！」と大声が返る。

「裁決権を与えられているのは、それこそ四等爵士までで、五等以下の爵士は逆に上級貴族の裁決の対象になってるんですよ。私の父は行政府で書記官をしているんですが、帝城やお役所で働いている五等、六等爵士には、些さ細さいなことで上級貴族の機き嫌げんを損そこねて断罪されてしまった方がたくさんいるそうです。……と言っても大人と大人ですから、肉体的な刑罰じゃなくて、お給金の減額とかがほとんどみたいですけど」

「そ、そうなんだ……。大変なんだね、貴族の世界も……」

　眼めを丸くするユージオをちらりと見て、赤毛の初等練士はなぜか少し頰ほおを赤くしながら早口に言った。

「で、ですから……私みたいな六等爵士の跡取り娘なんて、貴族なんて名ばかりで、暮らしは平民の皆さんとほとんど変わらないんですよ」

「ふ、ふうん……」

　そうだねとも、違うよとも応じられずに曖あい昧まいな声を出しながら、ユージオは改めてこの国の仕組みについて考えを巡らせた。

　帝国行政府の発布する《帝国基本法》は、ノーランガルス北帝国の社会制度を定めている。と言っても、あらゆる罪とそれに対する罰は上位法たる禁きん忌き目もく録ろくに網もう羅らされているため、帝国基本法は国民の身分制にまつわる規則がその大部分を占める。言い換えれば、貴族の権利と平民の権利だ。

　初等練士時代、法学の学科授業（と言っても他ほかには《神聖術》と《歴史》しかないのだが）を担当する老教師に、某黒髪の男子生徒が質問したことがある。先生、どうして帝国には貴族と平民がいるんですか、と。

　自身も下級貴族である教師は、一いつ瞬しゆん言葉に詰まったあと、厳いかめしい口調で答えた。

　──公こう理り教きよう会かいにいにしえより伝わる予言によれば、いつか果ての山脈にある四つの通路……《北の洞どう窟くつ》《西の峡谷》《南の回廊》そして《東の大門》から、闇やみの軍勢が大挙攻め込んでくる。忌いまわしき亜人どもを滅めつするために、四帝国に於おいて衛えい士しや衛兵の天職を持つ全すべての民は、《人界軍》として戦わねばならぬ。その時、指揮官として人界軍の先頭に立つために、貴族は日々剣技を磨みがき、術式を学び、心身を鍛きたえておるのじゃ。

　それを聞いて、ユージオは正直なところ、感心しつつも割り切れない気分を味わった。

　二年前、ユージオはキリトとともに、老教師の言葉にあった《北の洞窟》で闇の国から侵入してきたゴブリンの集団と戦っている。残念ながら、戦せん闘とう半なかばで隊長ゴブリンの一いち撃げきを受けて気絶してしまったのだが、亜人たちの恐ろしい外見や獣けもののような嗄しやがれ声ごえは今も鮮明に思い出せる。キリトと相談のうえで、あの戦いに関しては学院では一いつ切さい口にしないようにしているが、もし事細かに話せば女子生徒の半分は卒倒してしまうだろう。

　無論、ユージオとて二度と同じ経験はしたくない。だから、あの恐ろしいゴブリンや、それより更に大きく凶暴だというオークやオーガと先陣切って戦おうという貴族の勇気には素直に感心する。

　だがその一方。創世の神ステイシアがこの人界を生み出してから、もう三百八十年もの時が経たつのだ。その間、闇の軍勢が大挙して攻め込んできたことなどただの一度もなかった。つまり四帝国の、ことに上級貴族たちは、自身では直接見たことのない──いつやってくるのかも定かでない敵に備そなえるために日々の労働を免除され、広い屋や敷しきに暮らし、下級貴族に裁決権を行使しているということになる……。

　ユージオの胸の裡うちを見抜いたかのように、隣となりを歩くティーゼが軽く息を吐き、言った。

「……なので、お父様は、長子の私が家を継ぐ時には、せめて裁決の対象にならない四等爵しやく士しに叙せられて欲しいと思って、それでこの学院に入れたんです。もし学院代表剣士に選ばれて、帝国剣武大会でいいところまで行けば、それも有り得ないことじゃないですから……。まあ、入学試験の成績が十一位だった私じゃ、どう頑張っても無理っぽいですけどね」

　ちらりと舌を出して笑う年下の少女を、ユージオは眩まぶしく感じて少し眼めを細めた。

　かつて教会に連れ去られた幼おさな馴な染じみと再会する、というごく個人的な動機でこの学院に入った自分に対して、家名を上げんがために剣技を学ぼうというティーゼの姿勢は、正しい意味での貴族の誇りを体現していると思えたのだ。

「ううん……ティーゼは立派だよ。お父さんを喜ばせるために頑張って、新入生の上位十二人に入ったんだから」

　ユージオがしみじみとそう口にすると、即座に高い叫び声が返った。

「そ、そんなことないですよー！　……演武のお題が、運良く得意な型だっただけですから。三歳からお父様に剣を習っててこの程度ですもん、ユージオ先せん輩ぱいのほうがずっと凄すごいですよ。衛えい兵へい隊たいからの推すい薦せん受験枠ってとっても狭いのに、そこを楽々突破して、しかも第五位の上級修剣士になっちゃうんですから。私、ユージオ先せん輩ぱいの傍そば付づきになれて、ほんとに光栄だと思ってるんですよ」

「い、いや、そんな……」

　首を縮め、右手で前髪のあたりをかき混ぜてから、その仕草が後ろから付いてきているはずのキリトとそっくりであることに気付き、ユージオは慌てて手を下ろした。

　ティーゼは『光栄だ』と言ってくれたが、実は彼女がユージオの、そしてロニエがキリトの傍付き練士になったのは、よく言えばステイシア神のお導みちびき、平易に表現すれば偶然の結果である。

　傍付きは、新たに上級修剣士となった生徒十二人が、席次順に新入生上位十二名の中から指名していく仕組みだ。つまり今年は、まず主席であるライオスがひとりを選び、次に次席ウンベールが選び、ユージオは五番目、キリトが六番目に指名を行うはずだった。しかし、これも相棒と話し合った上で、二人は指名順を最後に回してもらったのだ。他ほかの十人から指名されなかった新入生を、自分たちの傍付きとするために。

　その結果、ユージオとキリトに与えられた二つの木札には、ティーゼとロニエの名前があったというわけだ。二人とも女子生徒だと解わかった時は少々言葉に詰まった──キリトは実に微妙な表情まで浮かべていた──が、それでも、ユージオはそうして良かったと思った。なぜなら、他の十人がティーゼとロニエを選ばなかった理由は、傍付き候補十二人の中で彼女たちだけが六等爵しやく家け出身、という理不尽なものだったからだ。

　ティーゼたちはもちろん、選考会の内実を知らないし、知らせる必要もない。ユージオは彼女が傍付きになってくれて良かったと思っているし、キリトもきっと……恐らく同じだろう。

　ゆえにユージオはひとつ咳せき払ばらいすると、話題を自分の経験へと移した。

「……僕だって、入学試験は楽々どころかもの凄すごく緊きん張ちようしたよ。合格できたのも、今年こうして修剣士になれたのだって、半分はキリトが色々教えてくれたお陰だし……」

　するとティーゼは、秋に赤く染まる木の葉の色の瞳ひとみを大きく見開いて叫ぶ。

「ええー!?　じゃあユージオ先輩より、キリト先輩のほうが強いんですか？」

「…………そう訊きかれると、うんと言うのも癪しやくだけど……」

　あははっと楽しそうに笑うティーゼと同時に、ちらりと後ろを振り向く。相棒はちゃんと傍付きの相手をできているのかと今更心配になるが、意外に滑なめらかな口調で話すキリトの声が切れ切れに届いてくる。

「……だから、ハイ・ノルキア流の上段の構えから放たれる斬ざん撃げきで、事前に備そなえるべきものは二つしかないと考えていいんだ。真上からか斜め右上から……その他の軌道は必ず足を踏ふみ替かえるから、それを見てからでも受けが間に合う。ではどうやって真上か右上かを見分けるかと言うとだな……」

　──まあ、内容はさておき、ロニエも熱心に聞いているみたいだし。

　苦笑しつつ前に向き直ってから、ユージオはふと考えた。

　ユージオが剣を学ぶ目的はアリスと再会することだし、ティーゼやロニエの目的は家名を上げることなのだろう。そしてキリトは、事あるごとに、自分の目的はユージオと同じだと口にしてくれる。

　彼の友情を疑うつもりはもちろんないが、時々感じることがある。キリトが剣を修練しているのは、それによって何かを得たいからではなく、剣の道を究きわめることそのものが目的なのではないか、と。それくらい、キリトという人間と、アインクラッド流という剣術は分かちがたく結びついている。いっそ、その二つは同じ存在なのだと思えるほどに。

　ユージオはこれまで、来月初めて公式の試合を行う相手として、ライオスやウンベールたちだけを念頭に置いてきた。しかし考えてみれば、試合の進行によってはあの二人だけでなく、相棒にして師でもあるキリトと当たることだって充分に考えられるのだ。

　もちろん、勝てるとは思わない。しかしそれ以前に、キリトと本気で剣を交えるという状況そのものがまったく想像できない。いったいどんな心構えで剣を握り、技を繰くり出だせばいいのだろう……。

「あっ、あの池のほとりがいいんじゃないですか？」

　不意にティーゼが右手をまっすぐ伸ばし、ユージオを物思いから引き戻した。細く白い指が差すほうを見ると、綺き麗れいな池の岸辺に短い下草が密に生はえ揃そろっていて、確かに弁当を広げるのにぴったりだ。

「うん、あそこが良さそうだね。──おーい、キリト、ロニエ！　あの池のほとりでお昼にしようよ！」

　ユージオが振り向いて叫ぶと、無二の親友はいつもの屈託ない笑顔を浮かべ、軽く手を上げた。




　持参した大きな敷しき布ぬのを草の上に広げ、四人は輪になって腰を下ろした。

「ああっ……ハラ減った……」

　キリトが大おお袈げ裟さな仕草で胃のあたりを押さえると、少女二人はくすくす笑いながら持参した籐とうかごを開け、手早く食事の準備に取りかかる。

「あの、私たちが作ったので、お口に合うかどうか……」

　皿を並べながら、恥ずかしそうに言い添えるロニエ・アラベル初等錬士からは、日ひ頃ごろの緊きん張ちようぶりがほとんど感じられない。今日の野遊びを通して、黒ずくめの上級修剣士が見た目ほど気き難むずかしい人物ではないと解わかってもらえれば、きっと彼女も遠からず自分の指し導どう生せいに馴な染じんでくれるだろう。

　大ぶりな籐かごに詰まっていたのは、薄うす切ぎりの肉や魚、チーズや香草類を挟んだ白いパンに、香料の効きいた衣をつけて揚げた鶏とり肉にく、干した果物と木の実をたっぷり入れて焼いたケーキといった豪勢なメニューだった。

　ティーゼが全すべての料理の天命を確認し、ロニエが食前のお祈りを捧ささげ、皆で『アヴィ・アドミナ』の聖句を唱となえる──や否いなやキリトが真っ先に手を伸ばした。大きな揚げ肉を口に放り込み、眼めを閉じてしばし咀そ嚼しやくしてから、学科教師のような口調で言う。

「うむ、美う味まい。跳はね鹿じか亭ていに優まさるとも劣おとらない味だぞ、ロニエ君、ティーゼ君」

「わあ、ほんとですか！」

　少女二人が顔を輝かせて叫び、ちらりと眼を見み交かわして嬉うれしそうに笑った。ユージオも負けじと手を伸ばし、魚の燻くん製せいと香草を挟んだ薄うす切ぎりパンにかぶりついた。

　ずっと昔、森の中でひとり斧おのを振るユージオにアリスが毎日届けてくれた弁当と違って、パンは白いしバターもたっぷり塗ってある都会風の味だ。央都に来たばかりの頃ころは、洗練された上品な料理に馴な染じめなかったものだが、今では素直に美お味いしいと思える。これが慣れるってことなのかなと考えつつ、ユージオもティーゼに向かって頷うなずきかけた。

「うん、凄すごく美味しいよ。でも、これだけの材料を揃そろえるのは大変だったんじゃないの？」

「あ……えーと、実は……」

　ティーゼが再度ちらりと眼を向けると、ロニエがかしこまった口調で答えた。

「ご承知のとおり、初等練士は休息日にしか外出できませんので、キリト先せん輩ぱいにお願いして、昨日の放課後に中央市場で買ってきて頂いたんです。ユージオ先輩は図書室においででご不在でしたので……」

「え、そ……そうだったのか」

　啞あ然ぜんとしつつ、ひたすら料理をがっついているキリトを眺める。

「言ってくれれば、僕も買い物に行ったのに……。いや、それよりキリト、お前そこまで打ち解けてるなら、今更逃げようとしなくてもいいだろ！　僕の苦労は何だったんだよ……」

　脱力すると同時に少しばかり腹が立ち、ユージオはいちばん大きく切り分けられたフルーツケーキをかっ攫さらうとがぶりと囓かじった。

「ああっ、それ、俺おれが目をつけてたのに……。ま、なんだ、俺としてはむしろユージオ修剣士殿に気を回したつもりなんだけどな」

「余計なお世話だよ、まったくもう……」

　にやにや笑うキリトをひと睨にらみしてから、眼をぱちくりさせているロニエとティーゼに向かって、思わず愚ぐ痴ちっぽい口調になりつつ言う。

「こいつはね、昔っからこういう奴やつなんだよ。ザッカリアで衛えい兵へい隊たいに入る前も、セントリアまで旅してる頃も、最初は胡う散さん臭くさがられたり怖がられたりするくせに、いつのまにか農場や宿屋のおかみさんとか子供に気に入られて、お菓子を貰もらったりしてるんだ。その手に乗せられないように、ロニエも気をつけたほうがいいよ」

　しかしどうやら時すでに遅かったようで、焦こげ茶ちや色いろの髪の初等練士は、頰ほおをほんのり染めながらかぶりを振った。

「いえそんな、手だなんて……。キリト先せん輩ぱいが、怖そうだけどほんとは優しい方なのは、すぐに解わかりましたから……」

「あっ、もちろんユージオ先輩もですよ」

　付け加えるティーゼに力ない笑みを返し、ユージオはケーキをもう一口囓かじった。

　その間も、澄すまし顔がおで料理をぱくついている相棒を横目で見やり、こいつをなんとか一度やり込めてやる方法はないものか、などと考えていると──。不意にティーゼとロニエが背筋を伸ばし、改まった様子で口を開いた。

「あの……ユージオ先輩、キリト先輩。実は、お二人にひとつお願いがあるんです」

「は、はい？　……どんな？」

　ユージオが首を傾かしげると、ティーゼは赤毛を揺らして低頭した。

「大変申し上げにくいことなんですが、その……先日、ユージオ修剣士殿が仰おつしやっておられた指し導どう生せいの変更申しん請せいに関して、学院管理部にお口添え頂きたく……」

「な、なんだって」

　再度絶句しつつ、そんなこと言ったっけと考え、ようやく思い出す。確かに数日前、なかなか帰ってこないキリトを待つロニエに向かって、『僕から先生に言ってあげるから、傍そば付づきを他ほかの人に代わってもらってもいいと思うよ』と口にした憶おぼえがなくもない。

　それでは、この豪勢な料理は別れの品だったのか。と暗たんたる気分に襲おそわれつつも、ユージオは念のために確認した。

「ええと……それは、僕の傍付きを辞めたいということ……？　それともキリトの……もしかして両方……？」

　すると、ロニエとティーゼは伏せていた顔を上げ、一いつ瞬しゆんぽかんとした表情を見せてから、同時にぶんぶんと激はげしくかぶりを振った。まず、ユージオの左に座るティーゼが急せき込こんで話し始める。

「ち、違います！　私たちじゃないです、そんな、とんでもないです。お二人の傍付きはむしろ代わって欲しいって子がいっぱいいて……いやそうじゃなくて、変更をお願いしたいのは、寮で同室の子なんです。フレニーカって名前で、真ま面じ目めで一いつ生しよう懸けん命めいで、剣が強いのに控えめな、とってもいい子なんですが……」

　肩を落とすティーゼに代わって、ロニエが口を開く。

「……実は、フレニーカを傍付きとして指名なさった上級修剣士殿が、かなり厳きびしい方らしいのです……。特にここ数日、ちょっとした粗そ相そうにも長時間の懲ちよう罰ばつを課されたり、学院内では少々不適切と思えるようなお世話をお言いつけになったりされるようで、フレニーカが本当に辛つらそうで……」

　初等練士たちは、小さな拳こぶしを胸の前で握にぎり締しめ、赤と茶色の瞳ひとみをうるませる。

　食べかけの揚げ肉を皿に戻し、ユージオは半なかば信じがたい気持ちで二人を交互に見た。

「で、でも……いくら上級修剣士でも、学院則に定められた範はん囲い外がいの仕事を傍そば付づき練士に命じたりはできないはずだけど……」

「はい、それは……院則に抵触するようなことはもちろんお命じにならないようですが、院則もあらゆる行為を網もう羅らしているわけではありませんから……違反にはならずとも、その、女子生徒としては少々受忍しがたいご命令を、色々と……」

　顔を真っ赤にして口ごもるティーゼの様子に、ユージオは問題の修剣士がどのようなことをフレニーカという傍付き初等生に命じているのかをおぼろげに察した。

「いや、それ以上言わなくても、そのフレニーカって子の状況は解わかったよ。すぐにでも協力したいけれど、でも確か……」

　全すべて諳そらんじている学院規則の該当部分を思い出しながら続ける。

「ええと……『上級修剣士の鍛たん錬れんを最大限支援するため、身辺の世話係として一名の傍付きを置く。傍付きは、その年度の初等練士より成績順に十二名を選抜し任に充あてるが、上級修剣士と管理担当教官の合意があれば、傍付きを解任し、他ほかの初等練士より再指名することを認める』……だったかな。つまり、フレニーカの指名を解除するには、教官だけじゃなくてその修剣士本人の承認が要るんだよね。まあ、説得はしてみるけど……問題の修剣士の名前は？」

　と訊きいてから、ユージオはふと嫌いやな予感を覚えて眉まゆをしかめた。ティーゼはしばらく逡しゆん巡じゆんしたあと、言いづらそうに小声でその名を口にした。

「あの……ウンベール・ジーゼック次席上級修剣士殿、です」

　聞いた途と端たん、これまで黙だまって聞いていたキリトが忌いま々いましそうに唸うなった。

「あいつ、ユージオに立ち合い吹っかけて返り討ちだったくせに、まだそんな陰湿な真ま似ねしてるのか。次は思いっきり叩たたきのめしてやれよ」

「返り討ちになんかしてないってば。──でも、もしかしたら、そのせいで……」

　ユージオは軽く唇を嚙かんでから、事情をティーゼたちに説明した。

「実はね、何日か前に、ウンベール修剣士と修練場で立ち合ったんだ。結果は引き分けだったんだけど、ウンベールは納得できなかったみたいで……。だから、彼が最近フレニーカに辛つらく当たっているのは、あの立ち合いが理由なのかもしれない……」

「まったく、ユージオに勝てなかったからって自分の傍付きを苛いじめるなんて、剣士の風上にも置けない奴やつだ」

　キリトが苦々しげに吐き捨てても、少女二人はまだ状況がよく吞のみ込こめないようだった。眉をひそめたティーゼが、覚おぼ束つかない口調で呟つぶやく。

「ええと……つまり、ジーゼック上級修剣士殿は、ユージオ先せん輩ぱいと立ち合いで引き分けたことの、ええと……」

　言葉に詰まると、ロニエがこちらも自信なさそうに言い添える。

「腹いせ……って言いましたっけ、そういうの……」

「そう、それです。勝てなかった腹いせに、フレニーカに懲ちよう罰ばつ権けんを行使されたり、屈くつ辱じよく的てきな御用をお命じになられていると、そういうことですか……？」

　ウンベールやライオスと同じ貴族ではあっても、最も平民に近い六等爵しやく家けの出身であるティーゼたちには、次席修剣士の理り不ふ尽じんな行いを理解することは容易ではないのだろう。表現する言葉に迷うほどに、それは異質な思考なのだ。

　辺境の開拓村で育ったユージオとて、ウンベールの心理は、推測はできても共感はまったくできない。ルーリッドでの子供時代には、衛えい士し長ちようの息子のジンクにいろいろ意地悪されたが、彼の動機はきっととても単純なものだった。ジンクはアリスのことが好きで、だからいつも彼女と一緒だったユージオが気に入らず、靴を隠すような嫌いやがらせをしたのだ。

　しかしウンベールは、ユージオとの立ち合いで勝てなかった腹立ちを、まるきり無関係な自分の傍そば付づき練士──本来なら親身に指し導どうせねばならないはずのフレニーカにぶつけているらしい。

　腹いせ、八つ当たりという言葉が存在するのは知っている。ユージオも、幼い頃ころ一度だけ、父が年長の兄に買い与えた店売りの木剣が羨うらやましくて仕方なく、父手作りの自分の木剣で何度も岩を叩たたいてそれを折ってしまったことがある。父親には、それは八つ当たりという恥ずべき行いだとこっぴどく叱しかられ、以後二度と同じことはしなかった。

　自分の木剣を折るのと同じように、自分の傍付き練士に過剰に厳きびしく当たっても、禁きん忌き目もく録ろくや帝国基本法、あるいは修剣学院則に違反はしないのだろう。しかし──だからといって、それは《していいこと》なのか？　この世界には、書物に記された法律の他ほかにも、従わねばならない大切なものがあるはずではないのか……？

　その時、俯うつむいたままユージオと同じ疑問に翻ほん弄ろうされていたらしいティーゼが、喉のどから押し出すように呟つぶやいた。

「私には……私には、解わかりません」

　顔を上げて正面からユージオを見ると、六等爵家の跡取りである少女は、幼さの残る頰ほおを強こわ張ばらせながら続けた。

「……私のお父様は、いつも言ってました。うちが……シュトリーネン家が貴族に列せられているのは、遠いご先祖様がごくささやかな武功を立て、当時の皇帝陛下のお目に留まったからに過ぎない。だから、私たちが平民の人たちより大きな家に住み、幾いくつかの特権を与えられているのを、当たり前と思ってはいけない。貴族であるということは、そうでない人たちが楽しく、平和に暮らせるよう力を尽くし、そしていつか戦いくさが起きた時は、貴族でない人たちより先に剣を取り、先に死ななければならないということなんだ、って……」

　そこでいったん口を閉じたティーゼは、紅葉もみじ色いろの瞳ひとみを南──セントリアの中心部に向けた。梢こずえの上に少しだけ覗のぞいている帝国行政府の厳いかめしい姿をしばし見つめてから、視線をユージオたちに戻す。

「……ジーゼック家と言えば、四区に大きなお屋や敷しきを構えて、セントリア郊外には私領地だって持っている名家です。ならば、ウンベール上級修剣士殿は、下級貴族よりももっともっと、人々の幸せのために尽くさねばならないのではないですか？　たとえ禁きん忌き目もく録ろくに記されていなくとも、貴族ならば、自分の行いが誰だれかを不幸にしていないか常に考えねばならない……とお父様は言いました。ウンベール殿の行いは、確かに禁忌にも学院則にも触れないかもしれませんが……でも……でも、フレニーカは昨夜、ベッドでずっと泣いてました。なんで……そんなことが許されるのでしょう……？」
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　長い、長い言葉を懸けん命めいに語り終えたティーゼの両りよう眼めには、大粒の涙が浮かんでいた。しかし、彼女と同じ疑問に捉とらえられたユージオは、咄とつ嗟さにどう答えてよいのか解わからなかった。ロニエが白い手しゆ巾きんを差し出し、ティーゼがそれを目め許もとに当てた、その時──。

「素晴らしいお父さんだな。一度お会いしてみたいよ」

　あまりにも穏おだやかに響ひびいた声が、キリトの口から出たものだとは、ユージオはしばらく信じられなかった。

　剣けん吞のんな眼光とぶっきらぼうな言動、そして先の主席修剣士ウォロ・リーバンテインとの伝説めいた立ち合いのせいで同期の生徒たちにすら畏い怖ふされる黒衣の剣士は、いたわるような眼をティーゼに向け、ひと言ひと言ゆっくりと語った。

「ティーゼのお父さんが教えてくれたのは、えい……じゃない神聖語で《ノーブル・オブリゲーション》と呼ぶ、精神のあり方だよ。貴族、つまり力あるものは、それを力なき者のために使わなくてはいけない、という……そうだな、誇りと言ってもいい」

　一年間神聖術の授業を受けてきたユージオも初めて聞く言葉だったが、しかしその意味するところはなぜかすぐに頭に染み込んできて、深く頷うなずいていた。キリトの声は、春風に乗って静かに流れる。

「その誇りは、どんな法律や規則よりも大切なものだ。たとえ法で禁じられていなくても、してはいけないことは存在するし、また逆に、法で禁じられていたとしても、しなきゃいけないことだってあるかもしれない」

　その、ある意味では禁きん忌き目もく録ろくを──つまり公こう理り教きよう会かいを否定するような発言に、ロニエとティーゼがはっと息を吞のんだ。しかしキリトは年若い少女たちをじっと見詰め、揺るがぬ声で語り続けた。

「ずっとずっと昔、聖アウグスティヌスっていう偉い人が言った。正しくない法は法ではない、ってね。どんな立派な法や権威でも、盲信しちゃだめだ。禁忌や院則に違反していなくたって、ウンベールの行為は絶対に間違ってる。罪のない女の子を泣かせるような真ま似ねが許されていいはずがないよ。だから誰だれかが止めさせなきゃいけないし、この場合、その誰かというのは……」

「ああ……。僕らの役目だろうね」

　ユージオは頷いたものの、いまだ去らない疑問を相棒に投げかけた。

「でもキリト……法が正しいか正しくないか、誰が決めるんだ？　皆が好き勝手に決めたら、秩序なんてなくなっちゃうだろう？　それを皆に代わって決めるために公理教会があるんじゃないのか？」

　確かに禁忌目録とて、人のあらゆる行いの可否が記されているわけではない。だから、ウンベールが自分の傍そば付づきに八つ当たりすることを許してしまった。しかし、ずっと昔にジンクの意地悪をシスター・アザリヤが叱しかりつけたように、ユージオとキリトが同どう輩はいとしてウンベールに意見することはできる。それは、教会の権威そのものを疑うのとはまったく別の事柄であるはずだ。

　世界を創つくったのは神様で、教会は神様の代行者。人界を何百年も正しく導みちびいてきた教会が間違うなんてことがあるはずがない、と口に出さずに続ける。

　ユージオの問いに答えたのは、キリトではなく、今までずっと沈ちん黙もくを守っていたロニエだった。いつもおとなしい彼女が、瞳ひとみに力強い光を浮かべてきっぱりと話し始めたので、ユージオは少しだけ驚おどろいた。

「あの……私、キリト先輩の仰おつしやったこと、少しだけ解わかった気がします。禁忌目録には書いてないけど大切な精神……それって、つまり、自分の中の正義ってことですよね。法をただ守るんじゃなくて、なんでその法があるのか、正義に照らして考える……。従うよりも、考えることが大切なのかな、って……」

「うん、そのとおりだロニエ。考えることは、人間のいちばん強い力だ。どんな名剣、どんな秘ひ奥おう義ぎよりも強い、な」

　そう言って微笑ほほえむキリトの眼めには、感かん嘆たんと、そしてそれ以外の何か奥深い感情が漂ただよっているように見えた。二年以上寝食を共にしていながらまだまだ謎なぞの多い相棒に向かって、ユージオは最後にもう一つだけ訊たずねた。

「しかしキリト、さっき言ってた、アウグス……何とかって人は何者なんだ？　教会の整せい合ごう騎き士しかい？」

「うーん、司祭かな。たぶんもう死んじまってるけどな」

　そう答え、キリトはニヤリと笑った。




　すっかり空からになった籐とうかごを一つずつ持ち、もう片方の手を振りながら初等練士寮へ帰っていくロニエとティーゼを見送ってから、ユージオは改めて相棒の顔を見やった。

「……キリト、ウンベールの件だけど、何か考えがあるのかい？」

　すると、キリトも難むずかしい顔でしばし唸うなる。

「うーん……。俺おれたちが、下級生を苛いじめるのはやめろって言っても、素直にやめる奴やつじゃないのは確かだよな……。しかしなあ……」

「しかし……何だよ？」

「ウンベールはともかく、あいつの親玉のライオスは、嫌いや味みで陰険だけど馬ば鹿かじゃないよな。主席上級修剣士に選ばれたからには、剣の腕前だけじゃなくて、神聖術や法学や歴史の成績も良かったはずだ」

「まあね、腕っ節だけで六位になった誰だれかさんよりはね」

「そういう生徒は二人いたって話だぜ、実は」

　ついいつものように軽口の応酬が始まりそうになったが、そんな場合じゃないと思い直してユージオは先を促うながした。

「それで……？」

「……ライオスはウンベールと同室だろ？　なら、ウンベールが自分の傍そば付づき練士に八つ当たりするのを黙だまって見てるのは変じゃないか？　正式な懲ちよう罰ばつはなくても、いずれ悪い噂うわさくらいは立つだろうし、そん時は同室のライオスも評判を下げるぞ。自尊心の塊かたまりみたいなあいつなら、懲罰と同じくらい嫌がりそうだけどな……」

「でも……ウンベールがフレニーカを苛いじめるのは事実なんだ。つまり、ライオスにもお手上げなくらいウンベールが不ふ機き嫌げんだってことなんじゃないか？　その原因が僕との立ち合いなら、どうしたって僕がひとこと言ってやらないと……」

「だからさ、そこだよ」

　キリトは、干したネジレヅタを嚙かんだような顔で言った。

「もしかしたらこれは、ユージオを狙ねらった、手の込んだ罠わななんじゃないのか？　お前がウンベールの所行に抗議する、そこで何らかのやり取りがある、結果としてユージオが学院則に違反してしまう……みたいな仕掛けになってるとしたら……」

「ええ？」

　ユージオは、予想外の指摘に眼めを見開いた。

「まさか……そんなこと有り得ないだろう。僕とウンベールは、席次は違っても同じ修剣士だよ。具体的な侮ぶ辱じよくを口にしたりしない限り、何を注意したって逸いつ礼れい行為にはならない。むしろお前のほうが心配だよ、キリト」

「ああ、まあ……そうだな。たとえば、あいつの制服に泥染みをつけたりな」

　真顔で言う相棒に、ユージオは短くため息をついてしまう。キリトは前年度の末に、まさにその逸礼行為を先の主席ウォロに対してはたらき、実剣使用・一本先取というとんでもない条件での立ち合いを命じられてしまったのだ。

「あのさ、ウンベールの部屋に行ったら、まず僕が喋しやべるからね。キリトはしばらく後ろで怖い顔だけしててくれ」

「任せろ、それなら得意だ」

「……頼んだよ。今日は口頭で注意してみて、聞き入れないようなら、管理部にフレニーカの配置換えを要よう請せいしよう。ウンベールに事情を聞くくらいはしてくれるだろう。それだけでもあいつには効果があるはずだ」

「ああ……そうだな」

　まだどこか浮かない顔のキリトの背を叩たたき、ユージオは丘の上に建つ上級修剣士寮へと歩き始めた。ティーゼたちの話を聞いた時に感じた憤いきどおりは容易に去ろうとせず、自然と歩みが急せき立たてられる。

　一年前、右も左も判わからないままに傍そば付づきを命じられたユージオをあの丘の上で待っていたのは、ゴルゴロッソ・バルトーという名の、とても二十歳前には見えない偉い丈じよう夫ふだった。

　ユージオよりも二回りほども大きい体はがっちりとした筋肉に覆おおわれ、絵でしか見たことはないが南帝国に生息する獅し子しのたてがみのように立派なもみあげと相まって、最初は教官の部屋に入ってしまったかと思ったものである。

　ゴルゴロッソは、緊きん張ちようして立ち尽くすユージオをじろりと一いち瞥べつし、野太い声で「服を脱げ」と命令した。ユージオは仰ぎよう天てんしたが、逆らうわけにもいかず灰色の制服を脱いで下着一枚になった。再び強烈な視線が頭から爪つま先さきにまで浴びせられ──そしてゴルゴロッソはにかっと破顔すると、「よし、よく鍛きたえているな」と言ったのだった。

　心の底からほっとしながら再び制服を着たユージオに、ゴルゴロッソは自分も貴族ではなく平民の衛えい兵へい隊たい上がりであることと、それが理由で同じ身の上のユージオを指名したのだと告げた。以来一年間、彼は豪快な言動で時折ユージオを困らせたが、決して理り不ふ尽じんにしごいたりはせず、親身になって剣を手ほどきしてくれたものだ。修剣士選抜試験を突破できたのは、キリトのアインクラッド流と同じくらい、ゴルゴロッソに伝授されたバルティオ流の豪壮な剣術のお陰もあると、ユージオは思っている。

　ゴルゴロッソが学院を卒業し、央都を去るその日、ユージオは一年間秘め続けてきた疑問を彼に問うた。なぜ、同じ衛兵隊推すい薦せん枠わくで入学したキリトではなく、自分を指名したのか、と。

　もじゃもじゃのもみあげを撫なでながら、ゴルゴロッソは答えた。

　──確かに、お前さんよりもあいつのほうがわずかに剣力は上だと、入学試験の演武を見た時に解わかったさ。だがな、だからこそオレはお前さんを指名したのよ。上を睨にらんで必死に足あ搔がく奴やつだと思ったからな、オレのように。……まあどっちにしろ、次席のリーナがキリトをとっとと指名しちまったんだけどな。

　がははは、と豪快に笑ってから、ゴルゴロッソは分厚い手でユージオの頭をごしごし撫で、言った。絶対に修剣士になれよ、そして自分の傍そば付づき練士を大事にしてやれ、と。ユージオは涙を堪こらえながら何度も頷うなずき、去っていくゴルゴロッソの大きな背中が見えなくなるまで、校門で見送った。

　上級修剣士とその傍付き練士は、単なる指し導どう係がかりと世話係というだけのものではないことを、彼は教えてくれたのだ。恐らく自分はゴルゴロッソほどの指導係にはなれないだろう、とユージオは思う。しかしそれでも、彼に教わったことの何分の一かでもティーゼに伝えるべく、一年間全力を尽くすつもりでいる。そう──これこそ、さっきキリトが言っていた、《規則には書かれていないが何より大切なこと》そのものではないか。

　ウンベールやライオスには理解できないのかもしれない。恐らくだが、傍付きになるの嫌いやさに選考試合で手を抜き、入学試験の成績を十三位以下に調整した彼らには。だとしても、言うべきことは言わなくてはならない。

　正面の扉を両手で押し開き、修剣士寮に入ると、ユージオは革靴を音高く鳴らして正面の大階段を上がった。
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　寮三階の真東に位置する扉を叩たたくと、少しして中からウンベールが誰すい何かする声が聞こえた。

「ユージオ修剣士とキリト修剣士です。ジーゼック修剣士に少々お話が」

　気負わないよう意識しながら名乗ったが、途と端たんゴツゴツと荒々しい足音が響ひびき、扉が乱暴に押し開けられた。しかめ面つらで二人を順に睨にらんだウンベールは、寮中央の吹き抜けを通して一階まで届きそうな声で叫んだ。

「事前に伺うかがいも立てず押しかけるとは無礼な！　まずは書状にて面会の許しを求めるのが筋であろう！」

　ユージオが何かを答える間もなく、すかさずウンベールの背後からライオス・アンティノスの鷹おう揚ような声が投げかけられる。

「よいよい、同じ学がく舎しやにて琢たく磨まする者同士ではないか。お通ししたまえウンベール、こう突然では残念ながら茶の用意はできないが」

「……ライオス殿のご厚情に感かん謝しやするのだぞ」

　唇を突き出して言い、ウンベールが身を翻ひるがえす。いったいこれは何の寸すん劇げきだろうと思いながら、ユージオは一礼して部屋に入った。

「いったいこりゃ……」

　後ろに続くキリトが、同じ感想を口に出そうとするので咳せき払ばらいで黙だまらせておいて、居間の中央に置かれた長なが椅い子すの前まで歩く。広さや間取りはもちろんユージオたちの部屋と同じだが、床に敷しかれた絨じゆう毯たんや、春の微風に揺れる薄うすい窓掛けといった室内調度はのきなみ最高級品に交換されている。

　幅三メルはあろうという長椅子も、中綿をたっぷり使った絹張りで、ウンベールがその右みぎ端はしに腰を下ろすと体が深々と沈み込んだ。左側にはライオスの姿があるが、ごく浅く座って頭を背もたれに預け、両足を長々と伸ばしてテーブルに載のせているので、ほとんど寝ているような格好だ。

　そのうえ、上級貴族の跡取り息子たちは、学院の制服ではなくゆったりとした薄手の長衣を身につけていた。ライオスは真っ赤、ウンベールは真っ黄色で、艶あでやかな光こう沢たくは高級な南方産の絹特有のものだ。卓上に並ぶカップから漂ただよう香りは、東方特産の緑茶だろうか。それに口をつけ、ゆっくりと啜すすってから、ライオスはようやくユージオに顔を向けた。

「……それで、我が友ユージオ修剣士におかれては、休息日の夕刻にいったいどのような御用かな？」

　テーブルの手前には長椅子がもう一脚置かれているが、座るよう勧すすめる気はまったくなさそうだ。そのほうが好都合だと思いながら、ユージオは二人をでき得る限りの厳きびしい顔で見下ろし、言った。

「ジーゼック修剣士に関して、少々好ましからざる噂うわさを耳にしましたので。学友がその芳名を汚けがす前にと、僭せん越えつながら忠言に参りました」

　途と端たん、ウンベールが血相を変えて何かを叫ぼうとしたが、ライオスは左手を少し動かして制すると、やけに紅あかい唇をわずかに歪ゆがめて微笑ほほえんだ。

「ほほう……？」

　右手のカップから立ち上る湯気越しに、滑なめらかな口調で言う。

「これは意外であり、望外のことでもあるな。ユージオ殿に我が朋ほう友ゆうの名を案じて頂けるとは。しかし惜しむらくはその噂とやら、まるで思い当たらない。不明を恥じつつ、お教え願うよりないようだ」

「……ジーゼック殿が、ご自身の傍そば付づき練士に対して、卑いやしき行いに及んでおられるとの話を聞いたのです。心当たりがおありでしょう！」

「無礼であろうッ！」

　今度こそ、長椅子から腰を浮かせてウンベールが声高に言い放った。

「家名も持たぬ辺境の開拓民風ふ情ぜいが、四等爵しやく家け長子たるこのオレに、こともあろうに卑しいなどとッ！」

「まあそういきり立つな、ウンベール」

　ライオスは左手をひらひら振り、再び子分を黙だまらせた。

「たとえ生まれは違おうとも、今は屋根を同じうして学ぶ者同士ではないか。何を言われようとも逸いつ礼れいと責めることはできまいよ、この学院の中ではな。……とはいえ、それが根も葉もない中傷ということになればまた別の話ではあるが。ユージオ殿はどこからそのような珍妙な噂を聞きつけてきたのかな？」

「互いに無為な時間を過ごしたくはないでしょうアンティノス殿、とぼけるのはなしにしましょう。根も葉もないことではありません。ジーゼック殿の傍付きと同室の初等練士たちから、直接話を聞いたのです」

「ほう？　それはつまりこういうことかな？　ウンベールの傍付きが、自みずからの意思で公式に、同室の初等練士を通じてユージオ殿に抗議を依頼したと？」

「……いや、そうではありませんが……」

　ユージオは思わず唇を嚙かんだ。確かにフレニーカから直接頼まれてここに来たわけではないので、根拠なき中傷と突っぱねられれば食い下がるのは難むずかしい。

　しかし、だらしない姿勢のままニヤニヤ笑っているライオスと、憎々しげに口を曲げているウンベールを前に引き下がれるはずもなく、ユージオは鋭するどく問い返した。

「……ならば、お二方は否定なさるのですね？　ウンベール殿が、フレニーカという傍付き練士に逸脱した行いに及んでおられることを？」

「ふむ、逸いつ脱だつ？　なんとも奇妙な言葉だなユージオ殿。もっと解わかりやすく、学院則違反と言ったらどうかね？」

「…………」

　再び歯は嚙がみする。学院の敷しき地ち内ないにのみ適用される規則とは言え、それは学生にとっては禁きん忌き目もく録ろくや帝国基本法と同じくらい重要なものであり、敢あえて破ろうとする者など存在するはずもないからだ。

　いかなウンベールでも学院則違反まではしないことは、ユージオにも解りすぎるほど解っている。なればこそ、尚なおのこと許せないのだ。規則にさえ触れなければ何をしてもいい、と言わんがばかりの彼の行いが。大きく息を吸い、ユージオはさらに言いい募つのった。

「ですが……ですが、学院則で禁じられていなくとも、初等練士を導みちびくべき上級修剣士として、すべきではないこともあるでしょう！」

「ほほう、それではユージオ殿は、いったいこのウンベールがフレニーカに何をしたと申されるのかな？」

「……そ、それは……」

　ティーゼたちに詳細な説明をさせるのが忍びなく、《逸脱した命令》の具体的な内容を聞かなかったユージオは、即座に答えることができなかった。するとライオスは大おお仰ぎように両手を広げ、首を左右に振りつつ言った。

「やれやれ、さすがにそろそろ付き合いきれなくなってきましたぞ。……どうなんだウンベール、ユージオ殿の仰おつしやること、身に覚えがあるのかね？」

　ライオスにそう訊たずねられた途と端たん、今まで前のめりになってユージオを睨ねめ付つけていたウンベールが、どすっと背中を長なが椅い子すに預けて叫んだ。

「とぉんでもない！　何を言われているのか、さっぱり思い当たりませんな！　もとよりオレ、いや私は、何一つフレニーカに卑いやしい行いなぞしていませんぞ……なぜならあの娘は、ただの一度も嫌いやだと言ったことがありませんのでね！」

　両手で灰色の髪を前から後ろに撫なでつけながら、次席修剣士は毒々しい笑みを浮かべた。

「ま、幾いくつか他愛ない世話を命じはしましたがね。ユージオ殿も覚えておいででしょうが、先日の立ち合いで情けなくも引き分けて以来、私も心を入れ替えて鍛たん錬れんに打ち込んでおりまして。これまで、醜みにくい筋肉がつくような稽けい古こを控えていたせいもあって、全身が痛くて仕方ない。やむなくフレニーカに、毎夕の湯ゆ浴あみの折に体を揉もみ解ほぐしてもらったまでのこと。そのうえ、制服が濡ぬれては困ろうと、フレニーカにも下着姿になることを許す寛大さですぞ。いったいこのどこが卑しい逸脱行為なのか、理解に苦しみますな！」

　クックッと喉のどを鳴らして笑うウンベールの顔を呆ぼう然ぜんと見やりながら、ユージオは、心の奥底にあまり馴な染じみのない感情が湧わいてくるのを意識していた。

　このような人間に対して、礼を尽くした上で説得を試みる必要がはたしてあるのか。

　相応ふさわしいのは、言葉ではなく木剣による問答無用の一いち撃げきではないのか。

　木剣を突き付け、今この場所での立ち合いを申し込むべく右手をぴくりと動かしてから、ユージオは腰が空からであることに気付いた。大きく何度か呼吸してどうにか気を静め、可能な限り抑制した声を出す。

「……ウンベール殿、そのような命令が……許されるとお思いなのですか。確かに……確かに院則に該当する条項はありませんが、それは禁止するまでもないことだからでしょう。傍そば付づきに服を脱ぐよう命令するなど、なんと恥知らずな……」

「ハハハ、ハハハハハ！」

　突然、しばらく沈ちん黙もくしていたライオスが、唇の両端を吊つり上あげてけたたましく笑った。まるで、ユージオがその言葉を発するのを待っていた、とでもいうように。

「ハハハ！　ユージオ修剣士殿の口からそのような言葉を聞こうとは、ハハハハ！　なんでもユージオ殿は、ご自分が傍付き練士であった頃ころ、あの平民出の大男に夜な夜な制服を脱がされておられたそうではないか！」

「まことに奇くしなる話ですなあ！　己おのれは好きこのんで裸になっておきながら、人を恥知らず呼ばわりするとは、ハッハッ！」

　すかさずウンベールも調子を合わせ、甲かん高だかい声で笑う。

　再度襲おそってきたある種の衝しよう動どうに、ユージオの全身が激はげしく震えた。学院則ぎりぎりの悪あく罵ばを口にしかけた瞬しゆん間かん、背後のキリトが踵かかとをこつんと蹴けってきて、危うく我に返る。

　確かに、指し導どう生せいだったゴルゴロッソは月に一、二度、上着を取るようユージオに命じることがあった。しかしそれは筋肉のつき方を確かめ、不足している修行を指摘するためで、そこにいかがわしい意味合いは一いつ切さいない。だがそのように抗弁しても、ますますライオスらは調子づき、ユージオのみならずゴルゴロッソをも嘲ちよう弄ろうしようとするだろう。だからユージオは懸けん命めいに耐たえ、どうにか落ち着きを取り戻してから静かに言った。

「僕のことは、この際関係ありますまい。確かなのは、ジーゼック修剣士の傍付き練士が、命令に抗あらがいはせずとも日々耐え難がたい思いをしているということです。今後改善が見られないようなら、教官に調べを依頼することも考えなければならないので、どうぞそのおつもりで」

　ご自由にされるがよかろう、という言葉といっそうの笑い声を背に受けながら、ユージオは足早にライオスの部屋を出た。

　背後で扉が閉まるや否いなや、ユージオは右みぎ拳こぶしを壁かべに叩たたき付つけるべく握にぎり締しめたが、鍛きたえ上あげた筋力でそんなことをすれば、壁にへこみの一つも作って──つまり建物の天命を減少させてしまうかもしれないと気付き、やむなく腕を下ろす。学院の施設や備品を意図的に損そん壊かいするのは明白な禁きん忌き違反だし、そもそもこれこそ八つ当たりというものだ。あれこれの鬱うつ憤ぷんを込めた斧おのでどれだけ叩いても、まるでびくともしなかったギガスシダーが少しばかり懐なつかしい。

　ささやかな代替行為として、靴底を乱暴に鳴らしながら西側の自室目指して歩き始めると、背後のキリトが言った。

「ひとまず落ち着けよ、ユージオ」

　耳に馴な染じんだ声を聞いた途と端たん、暖炉のように赤く燃えさかっていた頭の中が少しだけ冷えて、ユージオはふうっと長い息を吐いた。歩調を緩ゆるめ、相棒と並ぶ。

「……しかし、意外だな。僕より先にお前のほうが暴発すると思ってたけどな」

　ユージオの言葉に、キリトはにやりと笑いながら左腰を叩たたいた。

「剣があったら危なかったな。ただ……前に言ったとおり、何か裏があるんじゃないかと思って、なんとか我慢して様子を見てたんだ」

「そういえば、そんなこと言ってたね。すっかり忘れてたよ……。──で、どう思った？」

「ウンベールはともかく、ライオスの奴やつは意図的にユージオを挑発してたな。ティーゼたちから、フレニーカの話がお前に伝わるのも計算済みで、あそこでユージオがウンベールに言いすぎたら、それを逸いつ礼れい行為に認定して最大限の懲ちよう罰ばつを科すつもりだったんだろう。なかなかどうして上級貴族様の悪知恵も侮あなどれないな……」

「つまり……ライオスがウンベールの行いを放置してたのは、僕が抗議に来るのを見越してのことだったのか……。なんてことだ……」

　ユージオは廊下の途中で立ち止まると、きつく唇を嚙かんだ。

「何もかも、僕がウンベールに立ち合いで恥をかかせたせいだな。あいつらの挑発に乗ってもろくなことがないって、何度もキリトに言われてたのに……」

「そう自分を責めるなよ」

　キリトは、ユージオの右肩に手を置き、珍しく慰なぐさめるような声を出した。

「どうせもうすぐ、最初の検定試合があるんだ。学院代表になるためには、そこであいつらに勝たなきゃならないんだから、遅かれ早かれ恨うらみは買ってたよ。でも、連中もあれだけ大笑いすれば、ひとまずは満足しただろう。もし今後もウンベールがフレニーカを辱はずかしめるようなら、すぐ教官に調査を要よう請せいできるように書状の準備だけはしとくべきだろうけどな」

「……うん、そうだね。でも、そういうことならいっそ、奴やつの前でわんわん泣いてやったほうが効果あったかもな」

　キリトの手を軽く叩いて謝しや意いを表し、ユージオはようやく肩の力を抜いた。

　ウンベールもライオスも、剣は強いし学科試験の成績だっていい。毎月実家からシア金貨がたっぷり仕送りされてきて、衣服や身の回りの小物は幾いくらでも買えるし、寮の食事に飽きれば毎晩だって学校外の料理店で好きなものを食べられる。ザッカリアでの衛えい兵へい時代に貯ためたお金をどうにかやり繰くりしているユージオたちからすれば、羨うらやましいばかりだ。

　それなのに、彼らはなぜこうもユージオを目めの敵かたきにし、事あるごとにあざ笑い、屈服させようとするのだろうか。それによって、彼らはいったい何を得ているつもりなのだろう。世の中には善人ばかりではなく、意地悪な人間だっているということくらい知っているつもりだが、でも──たとえ貴族と平民であろうとも、同じ人界に生を受けた者同士ではないか。

　公こう理り教きよう会かいはこう教える。《善》とはステイシア神が創つくりたもうた人界に属するものであり、《悪》とはベクタ神が支配する闇やみの国に属するものであると。ならば、どんな人間であろうとも、大本のところでは善なる心を備そなえているはずだ。そう、ライオスやウンベールでさえも。

　成り行きでの立ち合いではなく、検定試合の大おお舞ぶ台たいで剣を交え、互いの技と力の全すべてを出し尽くせば、きっと彼らとも幾いくばくかは解わかり合あえるものがある。──きっと。

　そんなことを考えながら自室の扉を開け、中に入ると、ユージオは相棒がどこかへ消えてしまう前に宣言した。

「おいキリト、神聖術の試験も終わったことだし、明日からはたっぷり稽けい古こに付き合ってもらうからな！」

「なんだよ、やけにやる気じゃないか」

「ああ……もっと、もっと強くならなきゃいけないからね。ライオスたちに、稽古もしないで勝てるほど剣は甘くないって教えてやるために」

　するとキリトはにやりと笑いながら頷うなずいた。

「それじゃ俺おれは、ユージオ修剣士殿に修行の厳きびしさを教えてやるかな」

「望むところさ。……じゃあ、また、夕食の時にね」

　互いに軽く手を上げ、着替えるためにそれぞれの寝室に戻ろうとしたが、相棒は振り向きかけた体を止めると真ま面じ目めな顔で言った。

「ユージオ。俺のいないとこでまた連中に何か言われても、さっきみたいに熱くならないよう気をつけろよ」

「わ、解ってるよ。ステイ・クール、だろ」

　冷静に、という意味の神聖語であると同時に別れの挨あい拶さつでもあるという言葉を口にすると、キリトはなぜか気恥ずかしそうに苦笑しながら同じ言葉を返した。




　散々笑って満足したのか、翌日午前の剣術実技の時間も午後の学科授業中も、ライオスたちはもうユージオには目もくれようとしなかった。先週までは、顔を合わせるたびに憎々しげに睨にらんできたウンベールも完全な無視を貫つらぬいている。

　もちろんユージオは少なからずほっとしたのだが、問題は彼がフレニーカの扱いをも改めたかどうかだ。学院管理部宛あての調査依頼の書状は、昨夜のうちにキリトと連名で書き上げてある。提出すればライオスたちとユージオたち双方に公的な聴聞が行われるが、体面を重んじるあの二人はそれすらも避さけたいはずだ。

　少々退屈な帝国史の講義が終わると──何せ事件らしい事件はほとんど起きていない──、ユージオは図書室に本を返しに行ったキリトと別れてまっすぐ修剣士寮に戻り、一件の展開を伝えるためにティーゼとロニエを待った。

　ほどなく、毎日の定刻である四時の鐘かねが鳴ると同時に二人がやってきて、元気に挨あい拶さつしてから掃除を始めた。ユージオは自室の椅い子すに所在なく腰掛け、甲か斐い甲が斐いしく働くティーゼをおとなしく見守る。

　以前、何度か掃除を手伝おうと申し出たのだが、そのたびに「これは私の重要な任務ですから！」ときっぱり断られてしまった。思い返せば自分もゴルゴロッソに同じようなことを言った覚えがあり、やむなくせいぜい部屋を散らかさないよう気をつけているのだが、彼女はそれも不満らしく、いつも掃除のし甲斐がないと妙な文句を言っている。

　長柄雑ぞう巾きんを握ってくるくると駆かけ回まわり、三十分で居間と寝室の掃除を終えたティーゼは、ユージオの部屋に入ってくると後ろ手にドアを閉め、かちっと長靴の踵かかとを打ち合わせた。

「ユージオ上級修剣士殿、ご報告します！　本日の掃除、完了しました！」

　いつの間にかキリトも戻ってきたようで、閉じたドアの向こうからかすかにロニエの声も聞こえる。彼女への伝達は相棒に任せることにして、ユージオはティーゼに返礼すると短くねぎらった。

「はい、ご苦労さま。いつもありがとう」

「いえ、そんな。これが傍そば付づきの仕事ですから！」

　いつもどおりの反応に、思わず微笑ほほえみそうになるのをこっそり我慢する。

「ええと……悪いんだけど、ちょっと話をさせてもらっていいかな。立ったままじゃなんだし、座ってよ」

　と口にしてから、この部屋には書き物机に付属の椅子が一脚だけしかないことを思い出す。「じゃあこれに」と言いかけた途と端たん、ティーゼが「いえ、立ったままで」とかぶりを振ろうとするので、それに割り込んで「なら、そこでいいかな」とユージオが指したのは窓まど際ぎわに置かれたベッドだった。

　ティーゼは一いつ瞬しゆん目を丸くしたが、今度はかすかに頰ほおを赤くしながら頷うなずいた。

「はっ……そ、それでは、失礼致します」

　とことこ歩き、端はしっこ近くにちょこんと腰掛ける。

　女の子と同じベッドに座るのは禁きん忌きでも院則違反でもないよな、と内心で確認してからユージオもかなり距離を取って腰を下ろし、上半身だけをティーゼのほうに向けて、最大限真ま面じ目めな顔で本題を切り出した。

「フレニーカの件だけど……昨日、ウンベールに抗議しておいたよ。あいつもこれ以上大ごとにはしたくないだろうから、もう逸いつ脱だつした命令は出さないと思う。近いうち、きちんと謝しや罪ざいもさせるようにするから……」

「そうですか！　……よかった、ありがとうございます、上級修剣士殿。フレニーカも喜ぶと思います」

　ぱっと顔を綻ほころばせるティーゼに、ユージオは苦笑まじりに言った。

「もう仕事は終わったんだからユージオでいいよ。それに……僕も謝あやまらなきゃいけないことがあるんだ。昨日も少し話したけど、今回の件は僕がウンベールと立ち合ったことがそもそもの原因で、彼らは抗議に来た僕に、あわよくば逸いつ礼れい行為で懲ちよう罰ばつを科する計画だったらしい……。つまり、フレニーカは僕とウンベールたちの確かく執しつの巻き添えになってしまったんだ。一度、僕からもちゃんと彼女に謝りたいんだけど、機会を作ってもらえるかな……？」

「……そう……ですか……」

　ティーゼは赤毛を揺らして俯うつむき、何事か考えている様子だったが、やがてユージオを見るとゆっくりかぶりを振った。

「いえ、上級……ユージオ先せん輩ぱいの責任ではありません。フレニーカには、先輩のお言葉だけ伝えておきます。あの……す、少し、お傍そばに行ってもいいですか？」

「え……う、うん」

　ユージオがどぎまぎしながら頷うなずくと、ティーゼはいっそう頰ほおを染めつつ体をずらし、わずかに体温が感じられるほどの距離まで近づいた。正面の壁かべに向けられた顔から、囁ささやくような声がこぼれる。

「ユージオ先輩、私、ゆうべ眠る前に一いつ生しよう懸けん命めい考えてみました。ジーゼック上級修剣士殿はどうしてフレニーカに酷ひどいことをするんだろう、フレニーカが憎いわけでも恨うらみがあるわけでもないのに、どうしてそんなことができるんだろう、って。……キリト先輩は、貴族は誇りを持たなきゃいけない、って仰おつしやいました。でも……私、ほんとは知ってるんです。上級貴族の中には、自分の私領地に住む女の人を、その……気まぐれに弄もてあそぶようなことをする人がいるって……」

　ティーゼはさっと顔を上げ、長雨に濡ぬれる秋の森を思わせる瞳ひとみでユージオを見詰めた。

「……私、怖いんです。私は、学院を卒業したらそう遠くないうちにシュトリーネン家を継ぎ、同格か一等上の爵しやく家けから夫を迎えることになると思います。……もし、私の夫となった人が、ジーゼック殿みたいな人だったら……？　誇りを持たずに、周りの人に平気で酷いことをするような人だったらどうしようって思うと……怖くて……私……」

　ユージオは息を詰めて、うるむティーゼの瞳を見返した。

　ティーゼの気持ちは理解できるが、しかし同時に、自分と彼女の間に存在する身分差を意識せずにはいられない言葉だった。ティーゼ・シュトリーネンという立派な名を持つ六等爵家の長子に対し、ユージオは姓名を持たない開拓農民の子──しかも三男なのだ。

　ルーリッドのような辺境の小村では、農地からの収しゆう穫かくに限りがあるため、無制限に村民を増やすことはできない。家や畑を継ぐのはほぼ例外なく長男で、次男や三男は──与えられる天職にもよるが──結婚すら許されず、独り身のまま老いていくこともままある。ユージオとて、もしもキリトと出会わなかったら、《ギガスシダーの刻み手》として毎日斧おのを振るだけの一生を送ったはずだ。前任者のガリッタ老人のように。

　今でこそ、央都セントリアでたくさんの貴族たちに交じって暮らしているが、もし一年後に学院代表剣士になれなければその後はどうなるか解わからない。帝てい国こく騎き士し団だんや大きな街の衛えい兵へい隊たいに職を得られればよし、さもなくばルーリッドに戻って兄の下で働くことすら有り得る。少なくとも、貴族の家督などとはまったく縁えん遠どおい道を歩むことだけは確かだ。

　だからユージオは、何も言えずにいる自分の右腕にティーゼがいきなり縋すがり付ついた時、息が止まるほど驚おどろいた。

「えっ……ティーゼ……!?」

　見開いたユージオの眼めを、六等爵しやく家けに生まれた少女はすぐ近くから見詰めてきた。灰色の制服から、ごく仄ほのかに、ソルベの葉を思わせる香りが漂ただよう。

「ユージオ先せん輩ぱい……私、その……先輩に、お願いがあるんです。きっと、きっと学院代表になって、剣武大会にも勝って、四帝国統一大会に出てくださいね」

「そ、それは……もちろん、僕もそれを目指してるけど……」

「えっと……その……」

　ティーゼは一いつ瞬しゆん言葉に詰まってから、顔を髪と同じくらい真っ赤にして続けた。

「と、統一大会で上位に入れば、初等練士寮のアズリカ先生みたいに一代爵士として叙任されると聞きました。あの、それで……こんなこと言っちゃだめなんでしょうけど……もし、整合騎士になれなかったら…………私……私の…………」

　それ以上は言葉にならないらしく、俯うつむいて体を震わせるティーゼの小さな頭を、ユージオは呆ぼう然ぜんと見下ろした。

　ティーゼが何を言っているのか、今度ばかりは理解するのに少し時間がかかった。吞のみ込こむと同時に、頭の中に自分の声が小さく響ひびいた。

　──僕が統一大会を目指しているのは、整合騎士になって、アリスともう一度会う、ただそのためなんだ──。

　しかし、それをティーゼに告げることはできなかった。たとえ噓うそになってしまっても、恐らく生まれて初めて不確定な将来に怯おびえているのだろう十六歳の少女の……しかも自分の傍そば付づき練士の懇こん願がんを撥はね除のけるのは正しい行いではないとユージオは感じた。

　左手を持ち上げ、ぎこちなくティーゼの頭を撫なでながら、ユージオは言った。

「うん……解った。大会が終わったら、きっと君に会いに行くよ」

　ティーゼはそれを聞くと大きく肩を震わせ、やがておずおずと顔を上げた。

　涙の光る頰ほおに、早春の蕾つぼみにも似た笑みを浮かべ、ティーゼは小さな唇を動かした。

「……私も、私も強くなります。ユージオ先輩のように……正しいこと、言わなきゃいけないことをきちんと言えるくらい、強く」










　　　４




　更に明けた五の月二十二日は、その春初めての荒れた空模様となった。

　時折吹き寄せる突風に乗って、大粒の雨が激はげしく窓を叩たたく。ユージオは剣を磨みがく手を止め、講義が終わったばかりだというのに早くもソルスの光を失いつつある荒天を眺めた。

　幾いく重えにも連なる黒雲が生き物のようにうねり、その隙すき間まを紫色の雷らい光こうが切り裂く。ルーリッドの村では、まいたばかりの麦の種たね籾もみを押し流す春の嵐あらしは全村民に忌いみ嫌きらわれていて、アリスが子供ながらに天候予測の神聖術を成功させた時はほとんどお祭まつり騒さわぎだったものだ。もっとも、その恩恵に預ることができたのは、わずか二年だけだったのだが。

　学院で神聖術を習うようになって、ユージオはアリスの異才を今更ながらに実感している。天候や地形といった自然の理ことわりに作用する術は、術式が百行以上にも及ぶ高位神聖術の代表格で、今のユージオでは明日が晴れか雨かを予測することさえ不可能だ。一週間も前から嵐の到来を予知したアリスなら、今いま頃ごろは天候操そう作さの術すらも習得しているのではあるまいか。だとしたらこの空模様は、いつまでも自分を迎えに来ないユージオにアリスが腹を立てているのだろうか──。

「はーっ」

　とりとめない想念を息と一緒に吐きかけ、さっと曇くもった青銀の刀身を油革で丁てい寧ねいに磨みがき込こむ。週に一度の《青あお薔ば薇らの剣》の手入れは欠かしたことがないが、学院に籍せきを得てからというもの、鞘さやから抜くのはほぼこの時だけだ。毎日の稽けい古こには木剣を使っているし、検定試合では公平を期すためにまったく同一性能の剣を用いる規則になっている。神器に属する青薔薇の剣と比べると学院制式剣はかなり軽く、全力で振ると刀身がすっぽ抜けるのではと不安になるほどだが、安物の鉄剣なら一度撃うち合あわせただけで砕いてしまうこの剣をおいそれと振り回すわけにもいかない。

　この剣を遠えん慮りよなしにぶつけられる相手はきっとあれくらいだろうな、と思いながらユージオは顔を上げ、向かいの長なが椅い子すで相棒が手入れしている黒い長剣を見やった。

　ルーリッド南の森に三百年以上もそびえていた《悪あく魔まの杉》ギガスシダー。その天てつ辺ぺんの梢こずえを切り取り、鉄の塊かたまりのように重いそれを苦労して──キリトは何度か「もうそのへんに植えていこうぜ」と言った──央都まで携たずさえ、ガリッタ老人と旧知の金細工師サードレに託して、剣の形に研とぎ上あがったのが何と一年後という代しろ物ものである。

　偏屈を絵に描かいたようなサードレ師は、思い切り顔をしかめつつ「十年は保もつはずの黒コク煉レン岩ガンの砥と石いしが三つも駄目になった」とこぼしたが、一生に一度の仕事ができたからと代金は取らなかった。

　完成した黒い剣は、元が木の枝とは思えないほど深い光こう沢たくをまとっていた。キリトはその剣を、二ヶ月半前のウォロ・リーバンテインとの立ち合いで用いて見事に引き分けたのだが、以降は黒革の鞘さやに収めたまま手入れの時しか触っていないはずだ。

　あるいは、僕らがこの二振りの剣を使う機会は、少なくとも在学中はもうないかもしれないとユージオはこの頃ごろ思う。学院内の公式な試合では使用不可だし、他ほかの生徒と《私物の実剣使用》で個人的に立ち合うことも想像しにくい。

　つまり、青あお薔ば薇らの剣を握って戦いたければ、今年度の学院代表剣士に選ばれて、帝国剣武大会に出場しなければならないということだ。もちろん、それこそがユージオの目標なわけだが、いきなりそんな大おお舞ぶ台たいの、しかも一本先取試合でこの重い剣が自由に振れるのかという不安もある。

　相手の選手は恐らく学生ではなく、帝てい立りつ騎き士し団だんや各流派本家の手て練だれで、ということは向こうの剣も立派な業わざ物ものだろう。たとえ一本試合とは言え、急所に痛つう撃げきを受ければ、もちろん命は落とさないまでも完全回復に一、二ヶ月はかかるほどの大おお怪け我がをする可能性もある。

　事実、前年度の学院代表となったウォロ・リーバンテインとソルティリーナ先せん輩ぱいは二人とも騎士団代表と当たって敗れたのだが、リーナ先輩が鞭むちを斬きられ剣を飛ばされるに留とどまった一方、ウォロは左肩の骨を粉々に砕かれてしまった。通常の神聖術による治ち療りようでは、傷口を塞ふさいで天命の減少を止めることはできても骨まではくっつけられないので、ウォロは今もまだ療りよう養よう中ちゆうのはずだ。

　本校舎の掲示板に週に一回貼はり出だされる新聞によれば、その騎士団代表剣士は帝国貴族でも名門中の名門、一等爵しやく家けウールスブルーグ家の出身らしい。剣武大会に続いて、四月に行われた《四帝国統一大会》にも見事に優勝し、公こう理り教きよう会かいの聖なる庭に招かれる栄誉に浴したと記事にはあった。

　そんな相手ならばリーナ先輩たちが後れを取ったのもやむなしと言うべきなのだろうが──ユージオには、相手にどんな豪傑が出てこようと勝たねばならない理由がある。来年の統一大会で、今年のノーランガルス代表に続いて優勝し、セントラル・カセドラルの門をくぐるのだ。絶対に。

　──その時は頼んだよ、僕に力を貸してくれ。

　胸中で語りかけながら愛剣を切きっ先さきまで磨みがき終おえ、顔を上げると、キリトもしゅっと音をさせて二つ折りの油革から剣を引き抜いたところだった。ランプの光を受けて輝く漆しつ黒こくの刀身をしばし眺めてから、声を掛ける。

「ねえ、キリト」

「ん？」

「その剣の銘、いいかげん決めたのかい？」

　ユージオがこの問いを発するのは剣が完成してからもう四回目だが、キリトはまたしても同じ答えを返してきた。

「うんにゃ……まだ……」

「早いとこ決めなよ。いつまでも《黒いの》じゃあ剣が可哀かわい想そうだろ」

「うーん……俺おれの暮らしてたとこじゃ、剣の名前ってのは最初っからついてた……ような気がするなぁ」

　ぶつぶつ適当な言い訳をするキリトに更なる苦言を呈ていしようとしたその時、さっと目の前に相棒の片手がかざされ、ユージオは瞬まばたきした。

「な、なんだよ？」

「ちょっと待て、今の、四時半の鐘かねじゃないか？」

「え……」

　耳をそばだてると、確かに風の唸うなりに混じって、途切れ途切れの鐘の音が聞こえた。

「ほんとだ、もうそんな時間か。四時の鐘、聞き落としたな」

　ほとんど陽光の失うせている窓の外を見やってユージオが呟つぶやくと、キリトは厳きびしい表情になって呟いた。

「遅いな、ロニエたち」

　ユージオははっと息を吞のんだ。言われてみれば、ティーゼとロニエが四時の鐘までに部屋の掃除に来なかったことは、傍そば付づきになってから一度もない。じわりと喉のど元もとに込み上げる不安感を押し戻し、軽く肩をすくめる。

「まあ、この嵐あらしだからね。雨が止やむのを待ってるんじゃないか？　別に、掃除を始める時間が院則で決まってるわけじゃないし……」

「あの二人が、雨くらいで遅れるかな……」

　キリトは何事か考えるように手て許もとへ視線を落とし、すぐに続けた。

「何か嫌いやな感じがするな。俺、ちょっと初等練士寮まで行ってくるよ。行き違いになるかもしれないから、ユージオはここで二人を待っててくれ」

　手入れの終わった黒い剣をぱちりと鞘さやに収め、それをテーブルに置いて、キリトは立ち上がった。雨あめ避よけの薄うすい外がい套とうを羽は織おり、左手で留め金を嵌はめながら右手で窓を開け放つ。

「おいキリト、表から行ったほうが……」

　ごうっと吹き込む雨粒混じりの強風に顔をしかめつつユージオは言いかけたが、その時にはもう相棒は窓の近くまで張り出した木の枝へと身軽に飛び移り、がさりがさりという音だけを残して消えていた。まったくせっかちなんだからな、とため息をつき、ユージオは開けっ放しの窓を閉めた。

　嵐の音が遠ざかると、代わりに壁かべのランプが燃える音がやけに大きく聞こえた。

　理由のない胸むな騒さわぎを抱えたまま長なが椅い子すに戻り、テーブルから青あお薔ば薇らの剣を持ち上げて、ゆっくり鞘に収める。

　高位の神聖術には、誰だれかの居場所を調べるようなものもあるが、大量の空間神聖力を必要とするので媒体なしには使えない。そもそも学院内では、たとえ無害な術であろうと、断りなく他人を対象にした術式を行使することは禁じられている。今のユージオには、長なが椅い子すに腰を下ろしたまま、何かをただ待ち続けることしかできない。

　やけに長い数分が過ぎ去り──ようやく、こんこん、という小さなノックの音が部屋に鳴なり響ひびいた。

　それを聞いた途と端たん、ユージオはほーっと長く息を吐き出した。それみろ、窓から出たりするから行き違いになるんだ、と思いつつ長椅子から立ち上がり、足早に部屋を横切ると、扉を押し開ける。

「よかった、心配し……」

　そこまで言ってから、ユージオは啞あ然ぜんと言葉を吞のみ込こんだ。視界に飛び込んできたのは、見慣れた赤と焦こげ茶ちやではなく、風に乱れた薄うす茶色の髪の毛だったのだ。

　ロニエでもティーゼでもない、見知らぬ少女が廊下に立っている。短く切きり揃そろえられた髪と、灰色の初等練士の制服は雨に濡ぬれそぼり、雫しずくの垂たれる頰ほおにはまったく血の気がない。小こ鹿じかを思わせる大きな瞳ひとみは焦しよう慮りよを宿して見開かれ、薄い唇が小刻みにわななく。

　立ち尽くすユージオを見上げ、少女はか細い声を絞り出した。

「あの……ユージオ上級修剣士殿でしょうか……？」

「あ……う、うん。君は……？」

「わ……私は、フレニーカ・シェスキ初等練士です。ご、ご面会の約束もなしにお訪ねして、申し訳ありません。……でも、私、どうしていいのか解わからなくて……」

「君が……フレニーカか」

　ユージオは、改めて小柄な初等練士を見返した。およそ剣士らしくない華きや奢しやな体つきや、花はな冠かんむりを編んでいるほうが似合いそうな小さな手を見るにつけ、こんな子をいいように辱はずかしめたウンベールへの怒りが改めて湧わいてくる。

　しかし、ユージオが何かを言うより先に、両手を胸の前でぎゅっと握り合わせたフレニーカが狼ろう狽ばいの滲にじむ声を出した。

「あの……ユージオ修剣士殿には、このたび私とウンベール・ジーゼック殿のことでご尽力を賜たまわりまして、心より感かん謝しやしております。それで……これまでの事情はもうご存知のことと思いますので省はぶきますが……ジーゼック殿は本日の夜間に、私に、その……この場では少々説明の難むずかしいご奉仕を命じておられまして……」

　言葉にするだけで身を焼かれるような恥ち辱じよくを味わっているのだろうフレニーカは、蒼そう白はくの顔を痛々しいほどに強こわ張ばらせ、続けた。

「わ、私、このようなご命令が続くくらいなら、い……いっそ学院を辞めようと思って、そうティーゼとロニエに打ち明けたのですが、それを聞いた二人は、直接ジーゼック殿に嘆たん願がんすると言って寮を出ていって……」

「なんだって」

　ユージオは掠かすれた声で呟つぶやいた。白革の鞘さやを握ったままの指先がすうっと冷えていく。

「でも、待っていても二人が戻らないので、私、ど、どうしていいのか……」

「二人が出ていったのは、いつ頃ごろ……？」

「あの、三時半の鐘かねが鳴ったすぐ後だったと思います」

　すでに一時間以上が経過している。ユージオは息を吞のみつつ廊下側の扉を凝ぎよう視しした。ならば同じ修剣士寮三階に、ずっとティーゼたちはいたということなのか。抗議や嘆たん願がんをするにしては、時間がかかりすぎている。

　さっと振り向き、相変わらず風雨に叩たたかれている窓を見るが、キリトが戻ってくる気配はなかった。この嵐あらしでは、初等練士寮に行って帰ってくるだけでも十五分はかかる。とても待っている余裕はないと判断し、フレニーカに早口で告げる。

「解わかった。僕が様子を見てくるから、君はこの部屋で待ってて。……それで、キリトが戻ってきたら、ウンベールたちの部屋に来るよう伝えてくれないか」

　不安げに頷うなずくフレニーカを残し、ユージオは部屋を出た。寄せ木細工の廊下を数歩走ったところで、手入れの終わった青あお薔ば薇らの剣をそのまま持ってきてしまったことに気付いたが、置きに戻る時間も惜しい。左手にぶら下げ、湾曲する廊下を東に急ぐ。

　一歩ごとに、不安の塊かたまりが胸の奥で育っていくのを感じる。

　ティーゼとロニエが、直接の嘆願という挙に出た理由は明らかだ。ユージオとキリトが抗議しても効果がなかったことと、それにもう一つ。昨日ユージオの部屋でティーゼが発した言葉──強くなる、正しいことを言えるように、という一言を彼女は実践しようとしたのだろう。

　だが、もしかしたら、それこそが……。

「最初からそれが目的だったのか……？　僕じゃなく、ティーゼたちを……？」

　走りながらユージオは呻うめくように口走った。

　同格の練士同士、あるいは修剣士同士なら、ほとんどの言葉は問題とならない。だが、初等練士が上級修剣士に抗議するとなれば話は別だ。よほど注意して言葉を選ばないと、学院則に定める逸いつ礼れい行為に該当してしまう。そしてその場合、修剣士には教官代行役としての《懲ちよう罰ばつ権けん》が発生する。かつてキリトが、ウォロ・リーバンテインの制服に泥染みをつけてしまった時のように。

　ユージオは懸けん命めいに頭の中で院則の頁ページを繰くった。

　──上級修剣士が懲罰権を行使する場合は、以下に記す命令三種より一種のみを許可する。一、学院敷しき地ちの清掃（別項に面積を記き載さいす）。二、木剣を用いた修練（別項に内容を記載す）。三、修剣士自身との立ち合い（別項に試合規定を記載す）。尚なお、全すべての懲罰において、上級法の規定を優先す。

　上級法とはこの場合、帝国基本法と、もちろん禁きん忌き目もく録ろくを示す。つまり、他者の天命を正当な理由なく減少させてはならないという禁きん忌きは懲ちよう罰ばつ権けんより優先されるのだ。仮にウンベールがティーゼたちに立ち合いを命じ、寸止めではなく一いち撃げき先取規則を主張しても、二人がそれに応じなければ肉体的な危害を加えることは不可能。ゆえに、もしウンベールに懲罰権を行使されたところで、さほど心配する必要はないはずだ。

　なのに、心臓を突き刺すような不安感は、いっこうに去ろうとしない。

　円を描く三階廊下のいちばん東、閉ざされた扉の前で立ち止まると、ユージオは息が整うのも待たず、右拳こぶしを乱暴に叩たたきつけた。

　数秒して、奥からくぐもったウンベールの声が応こたえた。

「おやおや、ずいぶん遅いお出ましだな、ユージオ上級修剣士殿。さあさあ、どうぞ入ってくれたまえよ！」

　まるでユージオが来るのを予期していたとも取れるその言い回しに、いっそうの焦しよう慮りよを感じながら、一気に扉を引き開ける。

　増設された高級ランプの灯あかりは絞られていて、共用の居間は先日よりもかなり薄うす暗ぐらかった。しかも濃こいめに東域産の香が焚たかれ、部屋は薄く煙っている。どぎつい匂においに顔をしかめながら、すばやく視線を走らせる。

　中央の長なが椅い子すに、先日と同じく薄手の長衣を羽は織おったライオスとウンベールの姿があった。ユージオに背中を向けるライオスは、やはり両足をテーブルに載のせ、左手には薄手のグラスを摘つまんでいる。浅く注がれている暗赤色の液体はどうやら葡ぶ萄どう酒しゆのようだ。上級修剣士は寮内での飲酒も制限付きで許されているが、休息日でもないのに飲むのはまったく褒ほめられたことではない。

　その向かいに座るウンベールも、どうやら酒精が入っているようだ。少し赤らんだ顔に弛し緩かんした笑みを浮かべ、ユージオを見上げて言う。

「そんなところに突っ立っていないで座ったらどうかな、ユージオ殿。ちょうど、西帝国産の五十年物を開けたところだ。なかなか平民の口には入らぬ代しろ物ものだぞ？」

　椅子どころか、酒の相しよう伴ばんを勧すすめるウンベールに、ユージオは更なる違和感を覚えて無言で居間を隅すみ々ずみまで見回した。薄暗くとも、室内には三人の他ほかに誰だれもいないことくらいは見て取れる。

　ロニエとティーゼはここには来ていないのか、それとももう辞去したのか。だとすればなぜ同じ階の、キリトとユージオの部屋に来なかったのか──。幾いくつかの疑問が脳裏を過よぎるが、ひとまずは肩の力を抜き、ユージオは軽くかぶりを振った。

「いえ、酒は飲みませんので。それよりジーゼック修剣士殿……」

　一歩前に進み、言葉を選びながら問とい質ただす。

「つかぬことを伺うかがいますが、本日この部屋に、僕の傍そば付づきであるティーゼ・シュトリーネン初等練士と、キリト修剣士の傍付きであるロニエ・アラベル初等練士が訪ねては参りませんでしたか？」

　ユージオの掠かすれ声ごえに応じたのは、ウンベールではなく、ずっと背中を見せていたライオス・アンティノスだった。左手のグラスを掲げながら肩越しに振り向き、細めた眼めでひたとユージオを見る。

「……ユージオ修剣士殿、お顔の色が優すぐれないようだ。どうだね、気付けに一杯？」

「お気き遣づかい無用。質問に答えて頂けませんか」

「ふふ、それは残念だ。本当に、友に対するせめてもの気遣いなのだよ？」

　剣の鞘さやを握にぎり締しめたままの左手に、じっとりと汗が滲にじむのをユージオは意識した。ライオスは、まるでそんなユージオの様子を酒の肴さかなにするかのように眺め回しながら、グラスをちびりと舐なめてテーブルに戻した。

「ふぅむ。……あの二人は、ユージオ殿とキリト殿の傍そば付づきであったか」

　粘り気のある口調で言うと、舌先で唇についた滴しずくを舐める。

「全生徒の頂点に立つ主席、及び次席の上級修剣士に突然の面会を求めるとは、実に勇敢なる初等練士たちだな。さすがはお二人の傍付きだ。ただ、気をつけねばならないよ。威勢の良さは、時として非礼ともなり、不敬ともなる。そうは思わないか、ユージオ修剣士殿。……いや、これは私も失言したか。ユージオ殿に貴族の礼儀作法を問うても詮せん無ないことよな、ふふ、ふふふ……」

　やはり、ティーゼとロニエはここに来たのだ。

　ライオスの長衣の襟えり首くびを摑つかみ上あげたい衝しよう動どうを堪こらえ、ユージオは張り詰めた声で問とい質ただした。

「ご高説はまたの機会に拝聴します。ティーゼとロニエは、今どこにいるのです」

　すると今度は、ウンベールが焦じらすように葡ぶ萄どう酒しゆを注ぎながら言った。

「……ユージオ殿、貴君には少々荷が重かったのではないかな？　辺境で木こりなぞしていた輩やからが、最下級とはいえ爵しやく家けの息女を指し導どうしようなどと？　くくく、そうとも……ユージオ殿の指導が足りんから、あの二人は四級爵家長子の私に、礼の足りぬ振ふる舞まいに及んだのだ。なれば私とても、意に染まぬことながら、己おのが崇高なる義務を果たさねばならぬ。下級爵士の規律を正すのは、上級爵士たるものの務つとめだからな」

「ウンベール殿……！　いったい……」

　何をしたのだ、と言いい募つのろうとしたユージオを左手で制し、グラスをひと息に干してから、ウンベールは立ち上がった。続いてライオスも腰を上げ、揃そろって部屋の東側へと数歩移動する。

　並んで立つ上級貴族の息子たちは、あたかも兄弟の如ごとく似通った毒々しい笑みを口くち許もとに滲にじませ、ちらりと視線を交かわした。

「……それでは、ユージオ殿に本日最高の演目を楽しんで頂きましょうか、ライオス殿」

「そうだな、ウンベール。観客がひとり足りないが、いい加減こちらも待ち飽きた。なに、おっつけ駆けつけるだろうよ」

「……演目……待ち飽きた……？」

　呆ぼう然ぜんと繰くり返かえすユージオに、ウンベールが細長いあごをしゃくってみせた。二人は長衣の裾すそを翻ひるがえし、西側の寝室へと歩いていく。やむなく、ユージオも覚おぼ束つかない足取りで追いかける。

　ウンベールが開けた扉の奥は、濃のう密みつな闇やみと、咽むせるような香の煙に満たされていた。まずライオス、続いてウンベールが暗闇の中へと消える。

　床にわだかまるように流れ出てきた薄うす紫むらさき色いろの煙を見て、ユージオは足を止めた。まるでその煙が、この修剣学院──いや広大な人界のどこにも存在し得ないはずの、真なる邪悪の燻くすぶりであるかのように感じたのだ。二年前、果ての山脈地下の洞どう窟くつで遭そう遇ぐうした、忌いまわしき闇の種族──ゴブリンの集団が焚たいていたかがり火の煙以上に。

　反射的に顔を背そむけようとした、その寸前。ユージオは、ごくかすかに漂ただよう清せい冽れつな香りを嗅かいだ気がした。記憶にある、ソルベの葉によく似た匂い。

　ティーゼの制服から漂っていた匂い。

「…………ティーゼ……ロニエ……！」

　傍そば付づき練士たちの名を呼びながら、寝室に駆け込んだ途と端たん、壁かべのランプが灯ともされた。

　ユージオが見たのは──天てん蓋がいつきの大きなベッドに並んで横たわる、二人の少女だった。いや、転がされている、というべきか。なぜなら二人とも、灰色の初等練士の制服の上から、真っ赤な縄で幾いく重えにも縛しばり上あげられているのだ。濃密に漂う香のせいか、赤と茶色の瞳ひとみはぼんやりと宙に向けられたまま動かず、意識が半なかば混こん濁だくしているようだ。

「な……ど、どうして……」

　愕がく然ぜんと呟つぶやいてから、ユージオは何よりもまず二人の拘束を解くべく、ベッドに駆け寄ろうとした。しかし、

「動かないで頂こう！」

　鋭するどく叫んだライオスが、ユージオの目の前に広げた掌てのひらを突き出す。やむなくそちらに視線を動かし、ユージオは掠かすれ声ごえを絞り出した。

「い……いったい、どういうことですライオス殿！　なぜ僕とキリトの傍付きが、あのような扱いを……」

「これはやむを得ない処置なのだよ、ユージオ殿」

「やむを……得ない……？」

「然しかり。シュトリーネン初等練士と、アラベル初等練士は、今こ宵よいこの部屋を事前の面会伺うかがいもなく訪れ、そのうえ我らに甚はなはだしい非礼を働いたのだ」

「非礼……とは…………」

　呆然と繰り返したユージオに、壁かべ際ぎわから進み出てきたウンベールが、ニヤニヤ笑いながら答えた。

「それはもう、とんでもない口ざまだったぞ。貴殿にも聞かせてやりたかったよ……あの下級貴族の娘どもは、こともあろうに、四等爵しやく士しのこの私が自分の傍付きを理由なく虐しいたげ、欲望を満たしているなどと言ってくれたのよ。次席上級修剣士として、フレニーカを正しく導みちびこうとしているこの私をだぞ？　──いかに私が寛大でも、これほどの逸いつ礼れい行為はさすがに見過ごせなくてな」

「それだけではないのだよ、ユージオ殿。あの二人は、ウンベールと同室の私にも責任があるなどと道理の通らぬことを言ってくれてね。意味が解わからぬと答えたら、いや驚おどろいたよ……よもや六等爵しやく家けの娘ごときに、三等爵家の長子たる私が、『貴族の誇りはないのですか』などと言われようとは！　いやはや、参った参った」

　そこでウンベールとライオスは再び顔を見合わせ、くくく、ふふふ、と忍び笑いを漏もらした。

　彼らが最初からこの状況を狙ねらっていたことは、もはや明らかだった。ウンベールは、自分の傍そば付づきのフレニーカがティーゼ、ロニエと仲がいいことを知り、その上でフレニーカを虐しいたげ、辱はずかしめ続つづけたのだ。ティーゼたちが、直接この部屋に抗議に訪れるまで。

　もちろんティーゼたちも、最初は言葉を選んでいたのだろう。だが、ライオスたちののらりくらりとした言い様と挑発に、とうとう逸礼行為と咎とがめられ得るだけの言葉を発してしまったに違いない。

　────しかし。

「……ですが、ライオス殿。仮にそのようなことがあったとしても……縄なわで縛しばり上あげ、寝室に閉じ込めるなど、修剣士懲ちよう罰ばつ権けんを甚はなはだしく逸脱した行いでしょう……！」

　今にも激げき発はつしそうになる感情をどうにか抑え込み、ユージオは指摘した。

　ティーゼとロニエは制服の上から縛いましめられているだけで、体に傷は受けていないようだ。しかし学院則では、逸礼行為のあった練士に対する懲罰として、掃除、稽けい古こ、そして立ち合いの三種のみを認めている。縄での拘束が、そのいずれにも該当しないのは明らかだ。つまり、ライオスたちの行いこそが学院則違反に────

「修剣士懲罰権？」

　唐突に呟つぶやいたライオスが、長身を屈かがめてユージオに顔を近づけた。

「私がいつ、懲罰権などという子供だましの権利を行使したと言った？」

「ど……どういうことですか。学院則では、練士の逸礼行為に対する懲罰の内容を厳げん密みつに規定……」

「そこが貴君の勘違いだというのだよ。学院則にはこう付記してあるのをお忘れかな？　──なお、全すべての懲罰において、上級法の規定を優先す、と」

　そこで突然ライオスは表情を変えた。やけに紅い唇の両りよう端たんを吊つり上あげ、かつて見たことのないほど嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべる。

「上級法とはつまり禁きん忌き目もく録ろく、そして帝国基本法のことだ。ゆえに、私はあの娘むすめたちの天命を一方的に減らすことはできない。使った縄は、よく伸びる東域の絹で作られた高級品でね……どんなにきつく縛っても傷を負わせない優すぐれものだ」

「し、しかし！　どんなに高級な縄なわでも、それで生徒を縛しばるなどという懲ちよう罰ばつは……」

「まだ解わからないのかな、ユージオ修剣士殿？　上級法が優先されるということは、つまり……三等爵しやく家けの長子たる私は、六等爵家出身のあの娘むすめたちに、修剣士懲罰権ではなく貴族裁決権を行使できるということなのだよ！」

　──貴族、裁決権。

　その単語を聞いた途と端たん、ユージオは先日の森遊びでの、ティーゼの言葉を思い出していた。

　貴族裁決権を与えられているのは四等までの爵士で、五等以下の爵士は逆に、上級貴族の裁決の対象となる……。

　呆ぼう然ぜんとするユージオの表情を楽しむように、ライオスはしばらく黙だまっていたが、やがて芝居がかった仕草で大きく両腕を広げるといっそう高らかに叫んだ。

「裁決権こそ、上級貴族最大の特権だ！　行使の対象は五等及び六等爵士とその家族、そして私領地に暮らす平民だけだが、罰の内容は自在に決められるのだ！　むろん禁きん忌き目もく録ろくには従わねばならないが、逆に言えば、禁忌でなければ何をしてもいいということでもある！」

　そこまで聞いて、ユージオはようやく衝しよう撃げきから立ち直り、口を開いた。

「で……ですが！　何をしてもいいからと言って、まだ十五、六の少女を縛り上げるなどと、あまりに酷むごい……」

「はは……ははは、ハハハハハ!!」

　いきなり、ウンベールが甲かん高だかい笑い声を上げた。黄色い長衣の裾すそを乱しながら、体を震わせて嘲ちよう笑しようし続ける。

「ハハハ、こ、これは傑作ですな、ライオス殿ォ！　ユージオ修剣士殿は、たかだか縄を打つ程度のことが我らの裁決だと思っておられるようですぞ！」

「クックッ、仕方ないさウンベール。辺境の山村からはるばる央都に上ってきて、仕えた修剣士も平民出ではな！　ま、今日を境にユージオ殿も解ってくれるだろうよ……我々上級貴族が、いかに尊とうとき存在かということをな！」

　言い放つや、ライオスは身を翻ひるがえし──。

　ティーゼとロニエが横たわるベッドに歩み寄ると、躊躇ためらいなくシーツに膝ひざを載のせた。ぎしっと骨組みが軋きしみ、ずっと朦もう朧ろうとしていたティーゼが何度か瞬まばたきする。

　赤い瞳ひとみがゆっくり見開かれ、自分にのし掛かろうとしているライオスを捉とらえた。その途端、か細い声が寝室に響ひびいた。

「や……嫌いやっ……！」

　身をよじり、逃れようとするが、腕も足も拘束されているためままならない。ライオスの生白い手が伸び、ティーゼの頰ほおをぬらりと撫なでる。

　その隣となりでは、続いてベッドに上がったウンベールが、ロニエの脚に手を這はわせている。遅れて覚かく醒せいしたロニエも、状況を理解するや、声にならない悲ひ鳴めいを漏もらす。

　ほんの三メル先で行われようとしている《裁決》の内容を、この時点でユージオはようやく理解した。

　ライオスとウンベールは、ティーゼとロニエを、己おのれの肉体で汚けがそうとしているのだ。ステイシア神の祝福を得て夫婦となった男女にしか許されない──とユージオが信じていた行いを、貴族裁決権の名のもとに強要しようとしているのだ。

　そうと悟った瞬しゆん間かん、ユージオは叫んでいた。

「やめろっ……!!」

　ベッドに駆け寄ろうと一歩踏ふみ出だした、その時。がばっと顔を上げたライオスが、両眼めを爛らん々らんと光らせて叫んだ。

「動くな、平民!!」

　右手はティーゼの顔をなぶりつつ、左手でユージオの顔を指差す。

「これは、帝国基本法及び禁きん忌き目もく録ろくに則のつとった、正当、厳げん粛しゆくなる貴族の裁決である！　そして、裁決権の妨害もまた重大な違法行為だ！　そこから一歩でも動いたら、お前は法を破った罪人となるのだ！」

「そ……」

　んなこと、知ったことか！

　ティーゼとロニエから離れろ！

　ユージオはそう叫ぼうとした。叫びつつライオスに飛びかかろうとした。だが。

　いきなり両足が、まるで床に釘くぎで打ち付けられたかの如ごとく、勝手に止まった。勢い余ってがくんと膝ひざを突いてしまう。慌てて立ち上がろうとするが、足が言うことを聞かない。

　頭の中では、『法を破った罪人』というライオスの言葉が、何度も繰くり返かえし鳴なり響ひびいている。法律がなんだ、たとえ罪人になってもティーゼとロニエを助けないと。ユージオは確かにそう考えているのに、どこかからか自分のものではない誰だれかの声が聞こえてくる。

　公こう理り教きよう会かいは絶対である。禁忌目録は絶対である。逆らうことは許されない。何なん人ぴとにも許されることではない。

「ぐ……っ……!!」

　歯を食くい縛しばり、その声に抗あらがって右足を引っ張り上げる。履はき慣れた革の長靴が──その中の足までもが、鉛なまりの塊かたまりにでもなってしまったかのように重い。そんなユージオをちらりと見て、ライオスが嘲あざけるように囁ささやく。

「そうだ、そこでおとなしく見ているがいい」

「う……ううっ……」

　耳を貸さず、懸けん命めいに動かした右足でどうにか床板を踏ふんだが、それ以上体を持ち上げることができない。こうしている間にも、ベッドではライオスたちの汚らわしい手が、ティーゼとロニエに伸びていく。

「────先せん輩ぱい」
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　か細い声が聞こえ、ユージオは視線だけを動かした。

　すると、ライオスに組くみ敷しかれようとしているティーゼが、顔だけを横に向け、まっすぐにユージオを見ていた。いつもは林りん檎ごのように赤い頰ほおが、恐怖のあまりか真っ青になっているが、瞳ひとみには強い意志の輝きが戻っている。

「先輩、動かないで。私なら、大丈夫……これは、私が受けるべき、罰なんです」

　途切れ途切れの震え声だったが、ティーゼは毅き然ぜんとそう言い切り、ひとつ頷うなずいて顔を真上に戻した。ライオスを一いつ瞬しゆん睨にらんでから、ぎゅっと眼めをつぶる。隣となりのロニエも、ティーゼの肩に顔を押しつけてはいるものの、もう悲ひ鳴めいは上げていない。

　少女たちの決意を目まの当あたりにして、ライオスは少し驚おどろいたように身を引くと──

　毒々しい笑みを浮かべ、囁ささやいた。

「六等爵しやく家けの小娘にしては、大した覚悟じゃないか。どこまで頑張れるか、楽しみが増えたな、ウンベール」

「では、どちらが先に泣き叫ばせるか、勝負といきますかライオス殿」

　貴族の誇りなど欠片かけらもない台詞せりふを口にする二人の顔には、ぎらつくような興奮と欲望だけが満ち満ちている。

　どこかで見た顔だ。動かない足を懸けん命めいに前へ出そうとしながら、ユージオは半なかば痺しびれた頭で考えた。あれは、そう、二年前に北の洞どう窟くつで見たゴブリンの顔だ。ユージオとキリトを蛮刀で切り刻もうとした闇やみの国の住人たちに生き写しだ。

　ライオスとウンベールは、同時にティーゼとロニエの顔へ手を伸ばすと、二人の恐怖と恥ち辱じよくを煽あおるように額ひたいや頰ほおに指先を這はわせた。唇だけは巧妙に避さけているのは、婚姻の誓いを立てる前の唇を介した直接接触が禁じられているからだ。だが──それを禁きん忌きとしながら、婚姻前の少女を力尽くで陵りよう辱じよくすることを許す法とはいったい何なのか？　そのような法に、何の存在意義があるのか？

　ずきん。

　突然、右眼めの奥に鋭するどい痛みが走った。法や教会に疑問を抱く時、往々にして生まれる奇妙な痛み。

　普段なら、この痛みを感じた時点で、反射的に思考を止めてしまう。だが今は、今だけは、床の上で無ぶ様ざまにうずくまったままユージオは考え続けた。

　あらゆる法や禁忌は、人界に暮らす全すべての民が幸せに日々を過ごすために存在しているはずだ。盗んではならない。傷つけてはならない。そして、公こう理り教きよう会かいに逆らってはならない。万民がそれを守ることで、世界の平和は保たれる。

　しかし、ならば、なぜそれらの法は《禁じる》だけなのか。何百頁ページにもわたって無数の禁止条項を列挙せずとも、ただこう書けばいいではないか。誰だれもが誰もを尊重し、敬意を払い、仁愛の心を持て、と。禁忌目録にその一文さえ記してあれば、ライオスたちがティーゼとロニエを罠わなにかけ弄もてあそぶなどということは起きなかったのに。

　つまり、不可能なのだ。教会の権威を以もつてしても、全ての人間に善心のみを持たせることはできないのだ。なぜなら……なぜなら…………。

　人間とは、もともと、善と悪の両方を持つ存在だからだ。

　禁忌目録は、人間の悪のほんの一部を押さえ込んでいるに過ぎない。だからライオスとウンベールは、法の粗あらい編み目を軽々とすり抜け、いや、ある意味では法に則のつとって、罪なき少女たちを汚けがすことができる。そして、それを妨げるいかなる権利も、もはやユージオは持たない。今この瞬しゆん間かん、法はライオスたちの行動を許し、ユージオの行動を禁じている。

　上級貴族たちは、もうユージオの存在など忘れ去ったかの如ごとく、爛らん々らんと光る眼で少女たちの全身を眺め回しながら体を起こした。長衣の前をはだけ、ついに決定的な行いに及ぶべく、二人に覆おおい被かぶさっていく。

　男たちの接近を感じた途と端たん、ティーゼとロニエがこれまでに倍する恐怖と嫌けん悪おに顔を歪ゆがめた。懇こん願がんするように激はげしく首を左右に振るが、ライオスたちはそれすらも楽しむように、ゆっくり、ゆっくりと体を近づけていく。

　ついに、ロニエの口から再び細い声が漏もれた。

「い、いや……いや……いや…………！」

　親友の泣き声に、ティーゼも限界に達したのだろう。大粒の涙と悲ひ鳴めいが同時に溢あふれる。

「いや……助けて……たすけて、ユージオ先せん輩ぱい！　ユージオせんぱい──っ！」

　友達であるフレニーカのために、勇気を振り絞って行動を起こしたティーゼとロニエに、これほどの残酷な罰を与える法。

　計略を巡らせ、少女たちを罠わなにかけ、今まさにその純じゆん潔けつを散らそうとしているライオスとウンベールを止められない法。

　そんな法を守ることが、善だというのなら。

「僕は…………」

　ユージオは、足から頭までも鉛なまりになってしまったかのように重い全身を懸けん命めいに持ち上げ、左手に握った青あお薔ば薇らの剣の柄つかへと右手を伸ばした。右眼めはいつしか痛みを通り越して灼しやく熱ねつの塊かたまりとなり、視界が赤く染まり始めるが、無視して柄を強く握にぎり締しめる。

　鋭するどい鋼はがねの刃を持つこの剣を抜き、ライオスたちに向けた瞬しゆん間かん、ユージオはこの学院で手にしたものを全すべて失うだろう。上級修剣士五位の座も、学がく籍せきも、学院代表剣士になって剣武大会に出場するという目標すらも。

　でも、今ここでライオスたちの行いをただ傍ぼう観かんしていれば、きっともっと大切なものをなくしてしまう。剣士の誇り……いや、自分の心そのものを。

　一昨日おとといの森遊びの時、キリトは言っていた。法で禁じられていたとしても、しなくてはいけないことがあると。法より、禁きん忌きより、公こう理り教きよう会かいよりも大切なもの。

　今になって、ようやく解わかる。八年前、アリスはなぜ闇やみの国の土に触れてしまったのか。

　あの時、アリスは、整せい合ごう騎き士しに胸を貫つらぬかれて瀕ひん死しとなった暗黒騎士を助けようとしたに違いない。自分の中にある、大切なもののために。

　そして今、ユージオの番が来たのだ。その大切なものが何なのか、言葉にはできないけれど──人界に暮らす多くの人にとっては、それは《悪》なのかもしれないけれど。

「でも…………僕は！」

　声にならない声で叫び、ユージオは青薔薇の剣を鞘さやから抜き放とうとした。

　しかし。

　がちん、とまるで剣と鞘、いや腕そのものが氷漬けになったかの如ごとく、右手の動きがいきなり停とまった。同時に、右眼から頭の中央までを凄すさまじい激げき痛つうが貫く。真っ赤に染まった視界に火花が散り、意識が飛びかける。

　…………なんだ……これは。

　…………いや、これは…………あの時と、同じ。

　八年前。ルーリッドの教会前広場で、整合騎士に連行されるアリスを助けようとした時とまったく同じだ。

　剣をほんの数ミリセ抜き出したまま、ユージオは動けない。声も出せない。

　両の脚から地面に深く根が張ってしまったかのように、わずかにも動くことができない。

　ライオスとウンベールが、異変に気付いたのか顔を向け、剣を握ったまま無ぶ様ざまに固まるユージオを見てニタリと嗤わらった。いっそうゆっくりと、見せつけるように、泣き叫ぶティーゼたちに腰を近づけていく。

　そんな彼らの手前に、ユージオは奇妙なしるしを見た。

　薄うすい赤に染め上げられた右眼めの視界の中央。血の色に輝く、幾いくつかの神聖文字が輪を作って並び、右向きに回転している。それは、【ＳＹＳＴＥＭ　ＡＬＥＲＴ：ＣＯＤＥ８７１】と読めるが、意味はまったく解わからない。

　しかし、ユージオは直感する。これは、何らかの《封印》だ。右眼の奥深くに施ほどこされたこの封印が、八年前のあの時も、そして今もユージオの行動を妨さまたげ、法への恭順を強制しているのだ。このせいで、連れ去られるアリスをただ見ていることしかできなかったのだ。

「う……ぐ……おお……！」

　消し飛びそうになる意識を懸けん命めいに引き寄せながら、ユージオは深紅の封印を凝ぎよう視しした。そして、その向こうで、まさに少女たちの体を貫つらぬかんとしているライオスとウンベールを。

　許せない。絶対に許せない。二人への憎しみを力に変え、右腕を動かす。鞘さやの中で、刀身がじりっと進む。それにつれて視界の神聖文字はどんどん大きくなり、回転も速くなる。

「や、嫌いやあああ────ッ！　先せん輩ぱい────ッ!!」

　ティーゼが叫び、

「う……おおおああああ──────ッ!!」

　ユージオも絶叫した、その刹せつ那な。

　右眼で銀色の光が爆ばく発はつし、ばしゃっ！　という感触とともに眼球そのものが内側から弾はじけ飛とんだ。

　視界が半分欠け落ちたが、それすらも意識せず、ユージオは猛然と青あお薔ば薇らの剣を鞘走らせた。まだ完全に抜けないうちから、刀身が青い輝きを宿す。

　アインクラッド流秘ひ奥おう義ぎ、ホリゾンタル。

　雷らい閃せんにも似た一いち撃げきを、ライオスは視界の端はしで捉とらえたのか、ぎりぎりのところで下に避よけた。流れた金髪が刃に触れ、散り散りに消し飛ぶ。

　だが、その奥にいたウンベールは、ユージオの動きに気付くのが遅れた。ロニエを貫く寸前だった体を止め、のろりと左を向いた途と端たん、二つの眼をいっぱいに見開く。

「ひっ…………」

　短い悲ひ鳴めいとともに、反射的に掲げられた左腕の肘ひじあたりに、青薔薇の剣が吸い込まれるように命中した。

　手て応ごたえらしい手応えはなかった。だが、ウンベールの左腕は半なかばから真っ二つに断ち切られ、くるくる回転しながら宙を飛んで、豪華なカーペットの上に落ちた。

　誰だれもが、しばらく動こうとも、声を上げようともしなかった。ユージオは剣をまっすぐ振り切った姿勢のまま、もう存在しないはずの右眼めに尚なおも残る痛みだけを感じていた。

　やがて──。

　高く持ち上げられたウンベールの左腕の切断面から、ぶしゅっ、と音を立てて大量の血液が噴ふき上あがった。そのほとんどは光こう沢たくのあるシーツに落ちて真っ赤に染め上げたが、一部はユージオの左半身にも降り注ぎ、藍あい色いろの制服に黒い斑はん点てんを作った。

「い……ああ……あああああ────ッ!?」

　続いて、甲かん高だかい絶叫がウンベールの喉のどから迸ほとばしった。眼を口をいっぱいに開け、自分の腕からどくどくと流れ続ける血を凝ぎよう視ししている。

「う……腕……オレの腕がっ……！　血がっ……血がこんなにっ…………!!　天命が……天命が減っていくうううっ!!」

　そこでようやく切断面を右手で摑つかむが、それくらいで血は止まらない。ぼとぼとと赤い液体をシーツに垂たらしながら、すぐ左にいるライオスににじり寄る。

「ら、ライオス殿っ！　神聖術をっ！　いや、もう普通の術じゃ間に合わないっ……天命を、天命を分けてくださいっ……!!」

　すがるように伸ばされた血まみれの右手を──ライオスはするりと避よけ、ベッドから降りた。ティーゼとロニエは、何が起きたのか理解できないようで、虚うつろな表情でシーツに横たわったままだ。

「ライオス殿、天命をおおおッ！」

　叫び続けるウンベールに、ライオスは驚おどろきと冷ややかさが同居する眼を向け、言った。

「……そう喚わめくな、ウンベール。腕一本落ちたくらいで天命がなくなりはしない……と、何かの本で読んだぞ。その絹きぬ紐ひもでも巻いて、血を止めておけ」

「そ、そんなっ……」

「それより──見たか、ウンベール」

　ロニエたちの脚を縛しばっていた二本の縄なわを、必死の形相で傷口に巻き付けはじめるウンベールから視線を外し、ライオスは剣を振り終えた格好でうずくまるユージオを見下ろした。大きく歪ゆがんだ唇を、舌先が何度も舐なめ回まわす。

「お前の腕を切り飛ばしたのは、そこの田舎いなか者ものの剣だぞ。素晴らしい……こんな……ここまでの禁きん忌きを犯す人間を、私は初めて見た。せいぜい逸いつ礼れい行為までしか期待していなかったが……よもや禁忌目録に違反しようとは!!　本当に素晴らしい!!」

　前をはだけたままの長衣を翻ひるがえし、ライオスはベッドと反対側の壁かべに歩み寄った。そこに掛けられていた、赤革の鞘さやに収められた大振りの長剣を外す。

「貴族裁決権の対象は、原則として下級貴族と私領地民だけだが……禁忌を犯した大罪人とあらばその限りではない！」

　ティーゼに襲おそいかかっていた時よりも更に興奮の度合いを増した声で叫びつつ、じゃりっと鞘さやを払う。鏡のような銀色に輝く刃やいばを、右手で高々と振りかざす。

　窓の外で、ひときわ激はげしい雷らい鳴めいが轟とどろいた。紫色の光が刀身に反射し、ユージオの左眼めを射る。ライオス・アンティノスが、あの剣でユージオを裁さばく……つまり殺すつもりであることは明らかだった。しかし、ユージオは動けなかった。禁きん忌き目もく録ろくに違反し、謎なぞの封印に右眼を吹き飛ばされながらも剣でウンベールを斬きったという衝しよう撃げきが大きすぎて、剣を構えるどころか身じろぎすらもできない。

「く、くくく……。残念だよ、ユージオ修剣士殿。来月の検定試合で、そなたと剣を交えるのを楽しみにしていたのだがな。よもやこんな形で、貴君に別れを告げることになろうとは」

　狂的な喜悦の滲にじむ声で言い、ライオスは一歩、二歩と近づいてくる。

　ユージオは、高く振りかぶられた剣を、霞かすむ左眼で見上げた。

　動かなければ、ここで殺されるわけにはいかない、と思ういっぽうで、もういいじゃないかという声もする。整せい合ごう騎き士しになり、アリスに会いに行くという夢は永遠に失われた。愛剣は人間の血を吸い、ユージオは大罪人となった。しかしそれでも、最後にティーゼとロニエを助けることだけはできた。ライオスもウンベールも、これ以上彼女たちを襲おうとはするまい。ならば──犯してしまった恐ろしい罪の中にも、一片の救いはある。

「く、くく……この私とても、実剣で人の首を落とすのは初めてだ。いや、父上や叔お父じ上うえさえそこまでしたことはあるまい。これで私は更に強くなる……あの気取ったリーバンテイン家の跡取りよりも、ずっと」

　再びライオスの剣と顔が白く光り、続いて雷鳴が轟いた。床で左腕を抱え込むウンベールも、今だけは傷の痛みを忘れたかのように両眼を見開き、ベッドの上で縛しばられたままのティーゼは懸けん命めいに何かを言おうとしている。

　たった一ヶ月ではあったが、傍そば付づきとして頑張ってくれた初等練士に小さい微笑ほほえみを返すと、ユージオは頭を垂たれた。

「ユージオ修剣士、いや、大罪人ユージオ!!　三等爵しやく士し嫡ちやく男なんたるこのライオス・アンティノスが、汝なんじを貴族裁決権により処刑する!!　天命の全すべてを神に捧げ……その罪を償あがなうがいい!!」

　ライオス・アンティノスが高らかに叫び、続いて剣が唸うなり──。

　ぎいぃいん！　と激しい衝突音が聞こえた。刃は、いつまで待っても首には落ちてこなかった。ユージオはゆっくりと顔を上げ、そして、見た。

　半なかばまで振り下ろされたライオスの剣を、下からもう一本の……漆しつ黒こくの刀身を持つ長剣が受け止めている。後ろからまっすぐ伸ばされた腕を包む袖そでも、黒。乱入者の、雨に濡ぬれそぼった髪もまた──黒。

「キリ……ト…………」

　ユージオが名前を呼ぶと、初等練士寮までティーゼたちを探しに行っていたはずの相棒は、かすかに頷うなずきながら唇の動きだけで「すまない」と囁ささやいた。すぐに視線を前に戻し、厳きびしい声で言う。

「剣を引け、ライオス。お前にユージオは傷つけさせない」

　すると、ライオスは一いつ瞬しゆん憎々しげに口くち許もとを歪ゆがめたが、たちまち笑みを取り戻して答えた。

「ようやくのお出ましか、キリト修剣士。しかし……少々遅すぎたぞ！　そこの田舎いなか者ものは、もはやこの学院の生徒でも、それどころか帝国の臣民でもない。禁きん忌き目もく録ろくに背そむいた大罪人だ！　ならば私──この三等爵しやく家け長子にして主席上級修剣士たるライオス・アンティノスには、その罪を裁決する権利がある！　お前こそ下がって、そこで見ていろ……いつぞやの花のように、この罪人の首が落ちるさまをなァ!!」

　ライオスの長ちよう広こう舌ぜつに、キリトはずっと短く、しかし何倍も重い言葉で応じた。

「禁忌だの、貴族の権利だの、知ったことか」

　髪から滴したたる雫しずくをぬぐおうともせず、爛らん々らんと光る瞳ひとみでライオスを睨にらむ。

「ユージオは俺おれの親友だ。そしてお前は闇やみの国のゴブリンにも劣る屑くず野郎だ」

　それを聞いたライオスの顔が、まず驚きよう愕がくに、ついで憎悪に染まり、最後に残忍な喜びを溢あふれさせた。

「なんと。────なんとも、これは驚おどろいた！　辺境の田舎者同士、仲良く大逆の罪を犯してくれるとはな！　これで私は、お前たちを揃そろって処分できるわけだ。なんという佳よき日か……これぞ、ステイシア神の導みらびきというものだァ!!」

　交差させていた剣をさっと引き、再び上段に構える。しかし今度は、長めの柄つかを両手で握っている。ぞろりとした長衣の裾すそをなびかせて半身になり、腰を落とすと、刀身が黒みがかった赤に輝く。ハイ・ノルキア流秘ひ奥おう義ぎ、《天テン山ザン烈レツ波パ》。

　その構えを見た途と端たん、ユージオは無意識のうちに立ち上がろうとしていた。

　二ヶ月半前、キリトは先の主席修剣士ウォロ・リーバンテインと立ち合い、彼の天山烈波をアインクラッド流の四連れん撃げき技わざ《バーチカル・スクエア》で破った。しかし、ライオスの秘奥義は、ウォロのそれよりも遥はるかに禍まが々まがしい剣気を放っている。技ではウォロに及ばないだろうが、極限まで膨ふくれ上あがった《貴族の自尊心》が剣に力を与えているのだ。

　いくらキリトでも一人では危ない、そう感じたユージオは懸けん命めいに体を起こそうとしたが、脚にまったく力が入らない。

　しかしそこで、相棒の左手がそっとユージオの右肩を押さえた。「大丈夫だ」と低く囁き、キリトはユージオを左の壁かべ際ぎわまで下がらせると、ライオスと同じように、黒い剣の柄を両手で握った。

　意識は半なかば朦もう朧ろうとしたままだが、それでもユージオは驚き、左眼を見開いた。アインクラッド流は、ザッカライト流と同様にほとんどの技が片手持ちのはずだ。とくに秘奥義は、両手持ちから繰くり出だすものは一つもない。そもそも、キリトの黒い剣やユージオの青あお薔ば薇らの剣の柄は、両手で握るには短すぎる──

「…………!!」

　そこまで考えた時、ユージオはいっそうの驚きよう愕がくに打たれ、息を吞のんだ。

　キリトの握る黒い剣の柄つかが、きん、きん、とかすかな音を放ちながら、少しだが伸びたのだ。いや、柄だけではない。刀身そのものも、幅と長さを増している。ライオスの大型剣ほどではないが、今や青あお薔ば薇らの剣よりも五、六センは長いだろう。

　キリトは、大型化した黒い剣を、両手で右の腰上に構えた。ずうんっ、と空気を揺らして、剣が翡ひ翠すいのような緑に輝く。あの技は、アインクラッド流ではない。前年度、検定試合で何度か見た──セルルト流秘ひ奥おう義ぎ、《輪リン渦カ》。

「く、くふふ……苦くるし紛まぎれに真ま似ね事ごとの技かッ！　そんな代しろ物ものは、我が秘奥義で打ち砕いてくれるわあッ!!」

「来い、ライオス！　積もり積もった借り、まとめて返すぜ!!」

　双方の剣気がごうっと唸うなり、さして広いとは言えない寝室を赤と緑に染め上げた。

　奥の床にうずくまるウンベールも、いつの間にかベッドの上で身を起こし、かたく寄り添っているティーゼとロニエも、そして壁かべ際ぎわで片かた膝ひざを突くユージオも、対たい峙じする二剣士を声もなく見つめた。

　もし今日のことがなければ、来月の検定試合の決勝戦で見まみえていてもおかしくなかった上級修剣士たちは──次の雷らい鳴めいを合図に、同時に動いた。

「キェアアアアアアッ!!」

　甲かん高だかい雄お叫たけびとともに、ライオスがまっすぐ剣を斬きり下おろし。

「セアアッ!!」

　短い気合に乗せて、キリトが剣を斜めに斬り上げた。

　二振りの剣たちは赤と緑の帯を引きながら激げき突とつし、発生した衝しよう撃げきによって床板は震え、窓まど硝子ガラスは全すべて外側に割り砕かれた。交こう錯さく点てんでせめぎ合う黒と銀の刃やいばを凝ぎよう視ししつつ、ユージオはようやく、なぜキリトがアインクラッド流を使わなかったのかを悟った。

　速さは優まさっても重さで劣る片手技では、ハイ・ノルキア流の両手技を一いち撃げきで防ぐことはできない。激突と同時に後ろに跳んで威力を受け流しつつ、二撃、三撃と技を繫つなげていかねばならないのだが、修練場より遥はるかに狭いこの寝室でそれは不可能だ。せめて隣となりの居間でなら話は違っただろうが、動けないユージオをライオスの凶刃から守るため、キリトはここで戦うしかなかった。だからキリトは、アインクラッド流ではなく、セルルト流の両手技・輪渦を繰くり出だしたのだ。

「き……キリト……!!」

　渇き切った喉のどから、ユージオが相棒の名前を絞り出したのと同時に、キリトががくりと左膝を落とした。ぎし、ぎしと軋きしみ音おんを放ちながら、黒い剣が押し込まれていく。ライオスの眼めと口が極限まで吊つり上あがり、完全に裏返った絶叫が迸ほとばしる。

「どうだッ……どうだァーッ!!　貴様ごとき無姓の輩やからにッ!!　このライオス・アンティノス様が後れを取るわけがないのだッ!!　怪しげな術を弄ろうして死んだ花を咲かせようとも、我が剣にまやかしは効きかぬぞおおォォォォ────ッ!!」

　ライオスの剣気はいつしか赤からどす黒く変じ、それは刀身のみならず腕から体までをも包み込んで、長衣と金髪を激はげしくなびかせる。キリトの剣はついに最初の構え近くまで押し戻され、緑色の剣気も不規則に揺らぐ。

「キリ…………」

　もう一度相棒の名前を呼ぼうとして、ユージオははっと気付いた。

　天テン山ザン烈レツ波パに押し込まれる輪リン渦カ。これと同じ光景を、少し前に見ている。

　あれは、今年の三月に行われた、先代の上級修剣士たちによる最終検定試合の決勝戦でのこと。ウォロ主席の剛剣に、ソルティリーナ先せん輩ぱいは今のキリトと同じく片かた膝ひざを突かされ……しかしここから────。

「う……おおおッ!!」

　キリトが、再び吼ほえた。黒い剣から、鮮あざやかな翡ひ翠すい色の輝きが迸り、部屋中を染め上げた。

　単発秘奥義の二連撃。リーナ先輩が、最後の最後でウォロ主席を破った大技。

　通常、あらゆる秘ひ奥おう義ぎは、型を崩くずされるとそこで停止してしまう。だが、斬ざん撃げきの軌道を正確に後戻りした場合のみ、かなり長く持続する。キリトとウォロの立ち合いを見てその現象に気付いたリーナ先輩は、わずか半月の修練で身につけたのだ。この、セルルト流秘奥義・輪リン渦カの二連れん撃げきを。

　キリトはリーナ先輩の傍そば付づきだが、検定試合の直後に先輩は卒業してしまったため、この技を直接習う時間はなかったはずだ。つまり、キリトも一度見ただけで、師の技を自分のものとしたのだろう。

　これこそが、修剣士と傍付き練士のあるべき姿。

　そしてこれこそが、剣の真しん髄ずいだ。

　ユージオの左眼めから、涙が溢あふれた。それはあまりに見事な技への感動と、もっともっと剣を学びたかったという悔かい恨こんの涙だった。ぼやけた視界の中央で、再び放たれたキリトの輪渦が、ライオスの剣を真っ二つにへし折り──。

　主席上級修剣士の両腕を、手首の少し上で斬きり飛とばした。
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　後ろ向きに吹き飛び、絨じゆう毯たんに尻しり餅もちを突いたライオスは、少し離れたところに転がっている自分の長剣の下半分と、その柄つかを握ったままの二つの手をしばらく不思議そうに眺めていた。

　やがて、視線が自分の両腕に向けられる。真っ赤な長衣の袖そでから伸びる白い腕は、肘ひじの先ですっぱり断たれている。滑なめらかな切断面からいきなり大量の鮮血が迸り、ライオスの胸や腹を長衣と同じ赤色に染めていく。

「い……イ……イアアアアアアアァァァ────ッ!!」

　両眼めと口を限界まで広げたライオスが、金かな切きり声ごえで悲ひ鳴めいを上げた。

「う……腕ェッ!!　私の腕があああッ!!　血が、血が出ているッ!!」

　少し前に、ユージオがウンベールの片腕を切断した時は「騒さわがずに止血しろ」と言っていたライオスだが、自分が同じ目に遭あえば冷静ではいられないらしい。見開いた両眼でぎょろぎょろと周囲を見回し、少し離れたところでうずくまっているウンベールを見つけるや、膝ひざ立だちでにじり寄っていく。

「ウンベエエェェェルッ!!　血をッ!!　私の血を止めろッ!!　お前の紐ひもを解ほどいて、私の傷口を縛しばれッ!!」

　この命令には、常にライオスの従者の如ごとく振ふる舞まっているウンベールも、さすがに従えないようだった。赤い絹紐でぐるぐる巻きにした自分の左腕を抱え込みながら、小刻みにかぶりを振り続ける。

「い、嫌いやだ！　こ、これを解いたら、オレの天命が減る!!」

「なんだとッ！　ウンベェ──ルッ、貴様は私の命令を…………」

　だが、そこでライオスの声が途切れた。

　もともとティーゼとロニエを縛っていた二本の絹紐は、ウンベールの左腕の止血に使われている。ライオスの両腕からの出血を止めるには、その紐ひもを両方とも使わねばならない。だが、傷そのものの治ち療りようが終わっていない段階でウンベールの紐を解ほどけば再び出血し、天命がまた減り始める。正当な理由または同意なく他者の天命を減少させる──それは、明白なる禁きん忌き目もく録ろく違反だ。

「だが……私の血がッ……ウンベールッ、お前ッ……禁忌……しかしッ……天命がッ…………」

　ライオスは、上うわずった声で支し離り滅めつ裂れつな言葉を並べた。視線が、自分の傷口から流れ続ける血と、ウンベールの傷口に巻かれた絹紐をせわしなく往復する。

　三等爵しやく家けの跡継ぎであるライオス・アンティノスは今、《自分の命》と《禁忌目録》のどちらかを選ばねばならない状況に立たされているのだ。巨大な自尊心の塊かたまりである彼にとって、自分の命は何よりも大事だろう。だが同時に、絶対の法である禁忌目録に反することもできない。それをすれば、自みずから斬ざん首しゆしようとしたユージオと同じ大罪人になってしまう。

「ああああッ……禁忌……天命……血ぃ……禁忌いいぃぃぃ…………」

　叫び続けるライオスに、ゆっくりと歩み寄ったのはキリトだった。

　二メル手前で立ち止まり、まずベッドの上で身を寄せ合うティーゼとロニエに手を伸ばす。安心させるように二人の肩に触れ、頷うなずいてから、ロニエの上半身を縛いましめる縄なわを解きにかかる。それでライオスの止血をするつもりなのだろうが、結び目がきつくてなかなか解けない。その間にも、主席修剣士の狂乱は激はげしさを増す。

「ち……きんき……てん……き……でんめ……ぎん…………！」

　全身を仰のけ反ぞらせ、もはや意味を成さない声を漏もらし続つづけるライオスに向かって、キリトがようやく解けた縄を片手に一歩踏ふみ出だした──その刹せつ那な。

「てんめい、きんぎ、でんめい、ぎんぎ、でん、で、で、でででで」

　ライオスの声が異様な響ひびきを帯びた。それはもう人間というより獣けものの鳴き声か、いっそ壊こわれかけた器具が発する異音のように思えた。

「でででっ、でっ、でっ、ディッ、ディル、ディルディルディル、ディルディルディルディルディ────────」

　ぶつり、と音が途切れ。

　ライオス・アンティノスは、そのまま真後ろにごとりと倒れた。両腕の傷口からは血が流れ続けている、つまり彼の天命はまだ残っているはずなのに、ライオスがもう生きてはいないことをユージオは直感的に悟った。

　さしものキリトも驚きよう愕がくの表情で凍り付き、ティーゼと、彼女の縄を解こうとしていたロニエも両眼めを見開き──そんな中、ウンベールが恐る恐るライオスににじり寄って、限界まで仰け反った顔を覗のぞき込こんだ。

「ひ、ひいいっ!!」

　すぐに、恐怖に満ちた悲ひ鳴めいが迸ほとばしる。

「らっ、らっ、ライオス殿が……し、し、死んで……！　こっ、ころっ、殺した……殺した、殺したっ!!　人殺し……ばっ、化け……化け物っ……!!」

　這はいずってキリトから遠ざかると、両りよう膝ひざをがくがくさせながらも立ち上がり、居間へとまろび出る。そのまま廊下に飛び出したらしく、足音と悲ひ鳴めいが階段のほうへと遠ざかっていく。

　これからどうなるのか、どうすればいいのか、もうユージオには解わからなかった。あまりにも多くのことが立て続けに起こりすぎて、弾はじけ飛とんでしまった右眼めさえも些さ細さいなことに思えた。

　とりあえず、右手に握ったままだった青あお薔ば薇らの剣を鞘さやに戻し、どうにか立ち上がる。

　まずキリトと視線を合わせ、無言でひとつ頷うなずいてから、ベッドに座ったままのティーゼに一歩、二歩と近づいた。

　だが、そこで足が停とまった。考えてみれば、今のユージオは、禁きん忌き目もく録ろくに反してウンベールの腕を斬きり飛とばした罪人なのだ。わずか十六歳の少女にとっては、ライオスたちと同じくらい……もしかしたら何倍も忌いまわしい存在かもしれない。

　もうティーゼの顔を見ることもできず、ユージオは深く俯うつむいたまま、後ずさろうとした。

　しかしその寸前、小さな体が、どすんと胸に飛び込んできた。

　乱れた赤毛が、ユージオの制服に強く押し当てられる。同時に、悲痛な声が耳じ朶だを打つ。

「ごめんなさい……ごめんなさい、ユージオ先せん輩ぱい……。私……わたしのせいで……！」

　ユージオは反射的に激はげしくかぶりを振り、ティーゼの言葉を遮さえぎった。

「違うよ、ティーゼのせいじゃない。僕が……僕の考えが足りなかったからだ。ティーゼには何の責任もない」

「で、でも……でも……！」

「いいんだ、ティーゼとロニエが無事だったんだから。僕のほうこそ謝あやまらなきゃ……ごめん、怖い思いをさせてしまって」

　言って、紅葉もみじ色の髪をぎこちなく撫なでると、ティーゼはいっそう激しく泣きじゃくり始めた。隣となりでは、同じようにロニエがキリトの胸に顔を押しつけて泣いている。視線を上に動かし、眼を合わせると、相棒は小さく頷いた。

　ユージオが頷き返そうとした、その時。キリトが、まるで誰だれかに髪でも引っ張られたかのようにぴくりと顔をしかめた。素早く左右に眼を走らせ、次いで天井を見上げる。

　突然、黒い瞳ひとみがいっぱいに見開かれたので、ユージオも視線を追った。そして──それを見た。

　寝室の天井、北東の角あたりに、紫色の板のようなものが浮かんでいる。《ステイシアの窓》によく似ているがずっと大きく、しかも丸い。その奥から、何者かが部屋を……いやユージオたちを見下ろしている。男か女か、若いのか年寄りなのかも解らない。生白い肌にはまる、硝子ガラス球だまのような眼。

　…………前に、どこかで。

　…………僕は、ずっと昔、どこかであいつを見ている。

　ユージオがそう直感するのと同時に、白い顔が底無し穴のような口を開いた。途と端たん、隣となりに立つキリトが、ごくかすかな声で囁ささやいた。

「ティーゼたちに聞かせるな！」

　ユージオは咄とつ嗟さに、まだ泣きじゃくっているティーゼの頭を両腕で強く抱きかかえた。同様にキリトもロニエを包み込んだ、その直後。

「シンギュラー・ユニット・ディテクティド。アイディー・トレーシング……」

　紫の板、いや窓の向こうの何者かが奇怪な声を発した。神聖術の式句──と思えるが、授業で習っている単語はひとつもない。顔は二、三秒ほど沈ちん黙もくしてから、

「コーディネート・フィクスト。リポート・コンプリート」

　そんな言葉を最後に口を閉じ、窓ごと跡形もなく消滅した。異様な現象ではあったが、驚おどろいたり怖おそれたりするには、ユージオの心は疲ひ弊へいしすぎていた。解釈はキリトに任せて、詰めていた息をそっと吐き出す。

　いつしか窓の外の嵐あらしも遠ざかり、ロニエとティーゼのすすり泣く声だけが響ひびき続つづけている。ユージオは、傍そば付づき練士の小さな体をしっかりと抱いたまま、視線を天井から床へと下ろした。

　そこには、肘ひじから先が失われた両腕を突き出し、限界まで背中を反そらせたまま事切れるライオス・アンティノスのむくろがあった。

　ライオスを斬きったのはキリトだが、ユージオもウンベールの腕を斬り落としたのだから同じことだ。耳の奥に、ウンベールの悲ひ鳴めいが甦よみがえる。

　──人殺し。化け物。

　幼い頃ころ、ユージオや兄たちを大いに怯おびえさせた、祖母の昔話に出てきた言葉だ。闇やみの国の亜人たちは、守るべき法も禁きん忌きも持たず、同じ種族の中ですら殺し合うのだと祖母は語った。それが事実であることを、ユージオは二年前、果ての山脈の地下洞どう窟くつで身を以もつて知った。

　……そうだ、僕はもう、あのゴブリンたちと同じだ。ウンベール・ジーゼックという人間……しかも同じ修剣学院の生徒を、怒りに任せて斬ったのだから。

　ならば、せめてわずかなりともゴブリンと違うことを証明するために、僕は自分自身を裁さばくべきではないのだろうか？　化け物になってしまった僕には、こうしてティーゼの体の温かさに救いを求める資格などないのではないだろうか……？

　残された左眼めをきつくつぶり、歯を食くい縛しばったユージオの肩を──。

　隣から伸ばされたキリトの手が、ぎゅっと摑つかんだ。同時に、低い囁き声。

「お前は人間だ、ユージオ。俺おれと同じ……幾いくつも間違いを犯しては、その意味を探して足あ搔がき続ける……人間なんだ」

　それを聞いた途端、ユージオは、自分の左眼から温かい液体が溢あふれ出でるのを感じた。右眼と同じく出血したのかと思って、恐る恐る瞼まぶたを持ち上げると、壁かべのランプの光が幾つもの金色の欠片かけらとなって煌きらめいた。

　流れているのは、血ではなく涙だった。それは頰ほおを伝い、ティーゼの髪に次々と滴したたった。しばらくすると、ティーゼがおずおずと顔を持ち上げ、ユージオを見た。泣なき濡ぬれた赤い瞳ひとみは、朝あさ露つゆをいっぱいに湛たたえる秋の木の葉を思い起こさせた。

　今この瞬しゆん間かんはまだユージオの傍そば付づき練士である少女は、ごくかすかに微笑ほほえむと、制服の物入れから白い手しゆ巾きんを取り出し、それをユージオの頰に優しく押し当てた。後から後から溢あふれ出でる涙を、ティーゼはいつまでもぬぐい続けた。
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「…………残念です。とても」

　静かな声でそう言ったアズリカ寮監は、少し考えてから付け加えた。

「今年度の学院代表剣士は、あなたたち二人だと確信していたのですが」

「俺おれもそのつもりだったんですけどね」

　この状況でそう言ってのけるキリトの真ま似ねはとてもできず、それどころか左眼めがじんわりと熱くなってきたので、ユージオは慌てて顔を上向けた。

　五月の空は、昨夜の嵐あらしに洗われたかのように雲ひとつない。緑の若葉を輝かせる木々の枝では、たくさんの小鳥たちがさえずっている。こんな日は、中央広場の芝生に寝転がったらさぞ気持ちいいだろうが──ユージオたちが、この学院で昼寝をすることはもう二度とない。




　二人は昨夜ひと晩を、背後にそびえる鉄扉の奥──修剣学院管理棟の地下懲ちよう罰ばつ房ぼうで過ごした。開校以来ほとんど使われたことがないというわりには房はしっかり掃除され、ベッドも初等練士寮なみだったが、ユージオはやはり一睡もできなかった。

　キリトはキリトで、吹き飛んでしまったユージオの右眼を神聖術で治ち療りようしようと夜通し頑張ってくれたのだが、触媒なしでは傷を塞ふさぐのが精一杯で、器官の再生は難むずかしい。そもそも、外部から傷を受けていない右眼めがなぜ潰つぶれてしまったのかも不明なのだ。あれこれ術式を試しているうちに周囲の空間神聖力が枯こ渇かつしてしまい、さしもの粘り強いキリトも一時断念せざるを得なかった。

　やがて夜が明け、細い窓から朝日が差し込み、午前九時の鐘かねと同時に懲ちよう罰ばつ房ぼうの錠じようが回された。てっきり帝国の近衛このえ兵へいあたりが二人を引っ立てに来たのだろうと思ったのだが、扉の向こうに立っていたのは意外にも、初等練士寮のアズリカ先生だった──というわけだ。

　二十代後半と思おぼしき女性教官は、キリトの言葉にほんの少し口くち許もとを緩ゆるめると、続いてユージオに顔を向けた。研とぎ澄すまされた刃やいばを思わせる青灰色の瞳ひとみは、ルーリッド村のシスター・アザリヤを思い出させてユージオはいつも緊きん張ちようさせられるのだが、今だけは眼を逸そらさずにじっと視線を合わせ続けた。

　アズリカ寮監は、一度何かを言いかけて口を閉じ、次いで上着の物入れから何かを取り出した。それは小さな、薄うす緑みどり色の球体だった。硝子ガラスの飾り物に見えるがそうではない。学院の花か壇だんで栽培している《四大聖花》から採とれる神聖力の結晶だ。

　寮監は、左手の指先に摘つまんだ貴重な触媒を躊躇ためらわずに砕いた。儚はかない音とともに、煌きらめく光の粒が宙を舞まう。すかさず、右手をユージオの右眼にかざしながら術式詠唱。

「システム・コール。ジェネレート・ルミナス・エレメント……」

　神聖術の学科教師を遥はるかに上回る高速詠唱だ。ユージオとキリトが呆ぼう然ぜんと立ち尽くす間にも、複雑な多項術式が滑なめらかに組み上げられ、ユージオの右眼の傷口に温かな光が凝ぎよう集しゆうし──。

「眼を開けてみなさい」

　最後にそんな囁ささやきが聞こえたので、ユージオは十六時間も塞がったままだった右の瞼まぶたを恐る恐る持ち上げた。すると、当たり前のように右側の視界が戻り、驚おどろきと感かん嘆たんのため息を漏もらしてしまう。あたりを何度も見回してから、ようやく気付いてユージオは深々と頭を下げた。

「あ、ありがとうございます、アズリカ先生」

「いえ。それより……ユージオ修剣士、そしてキリト修剣士。あなたたちを迎えの者に引き渡す前に、これだけは言っておきます」

　静かにそう告げ、アズリカ寮監は珍しく躊躇ためらうような気配を見せたあと、右手をキリトの肩に、そして左手をユージオの肩に載のせた。

「あなたたちはこれから、禁きん忌き目もく録ろくに背そむき、他者の天命を損じた咎とがにより裁さばかれるでしょう。ですが、忘れないで。禁忌目録……いえ、公こう理り教きよう会かいそれ自体さえも、神ならぬ人が作ったものだということを」

「え……そ、それは、どういう……」

　ユージオは反射的に問い返した。

　創世神ステイシアがこの人界を生み出したことは、どんな小さな子供でも知っている。そして、その人界を統すべる教会もまた神が作ったのだということも。

「今は……これしか言えません。ですが、あなたたちはきっと近いうちに知るでしょう。この世界の真実を」

　そこでアズリカ寮監は顔をしかめ、ぎゅっと右眼めだけをつぶった。彼女が鋭するどい痛みに耐たえていることを、ユージオは直感した。

「……ユージオ修剣士。あなたは、私に破れなかった封印を破った。ならば、きっと私に行けなかったところまで行けるはず……。その剣と、そして友を信じなさい」

　頷うなずき、次に顔をキリトに向ける。

「そして、キリト修剣士。あなたが何者なのか……私にも、ついに解わかりませんでした。ですが、あなたがあの塔に達した時、きっと何かが起きる。その先に光があらんことを、私はこの場所で祈っています。ずっと」

　更に謎なぞめいたその言葉を、しかしキリトは理解したようだった。頷き、自分の左肩に乗ったアズリカ寮監の手を両手で包み込むと、胸の前に移動させる。

「ありがとう、先生。いつか、また会いに来ます。その時、きっとお話しします。あなたの知りたいことを、全部」

　言い終えると、両手で包んだ細い指先を、そっと自分の口くち許もとに押し当てた。アズリカ寮監は驚おどろいたように何度か瞬まばたきし、見間違いかもしれないがほんの少しだけ頰ほおに色彩を添えて、仄ほのかに微笑した。

　途と端たん、キリトがまたしても誰だれかに髪を引っ張られたような顔をしたのだが、それには寮監は気付かなかったようだ。ゆっくりとキリトの両手から自分の右手を引き抜き、ユージオの肩からも手を外して──

「では、行きましょう。迎えが来ています」




　いつもなら、教室移動する生徒たちが行ゆき交かっているはずの学院敷しき地ちは、しんと静まりかえって誰の姿も見当たらなかった。

　その代わりに、ユージオは大修練場前の広場に思いがけないものを発見して、癒いえたばかりの両眼をいっぱいに見開いた。

　晴天から降り注ぐソルスの光を受けて、まばゆく輝く巨大な生物。胸や頭部に装着された金属鎧よろいはもちろん、全身を覆おおう三角形の鱗うろこも白銀色に煌きらめいている。折り畳まれ、二つの尖せん塔とうのようにそびえる翼つばさや、弧を描く長い尾を見るまでもなく、それは飛竜だった。法と秩序の守しゆ護ご者しやたる公こう理り教きよう会かいの整せい合ごう騎き士しが駆かる、人界最大にして最強の霊れい獣じゆうだ。

　乗り手の姿は周囲になかった。アズリカ寮監は、高みから三人を見下ろす飛竜に臆おくする様子もなくユージオとキリトを修練場の入り口まで導みちびくと、そこで足を止めた。

　二人を順に見て、軽く頷くと、無言のままに身を翻ひるがえす。長靴を鳴らして初等練士寮のほうへと去っていくアズリカ寮監の背中に、キリトと同時に深々と一礼。足音が聞こえなくなるまで待って顔を上げ、ちらりと飛竜の様子を確かめてから、修練場の大扉に向き直る。

「…………飛竜がいるってことは……僕らの迎えって、整せい合ごう騎き士し……なのかな」

　ユージオの囁ささやき声ごえは少しばかり震えてしまったが、相棒のほうはいつもの調子でふんと鼻を鳴らすと、閉ざされた扉へと無む造ぞう作さに手を伸ばした。

「会ってみりゃ解わかるさ」

　言うや否いなや押し開き、大またに踏ふみ込こむ。ユージオも意を決して後を追う。

　内部は、明かり取りの窓が閉められているのか薄うす暗ぐらかった。板張りの修練場にも、周囲の観覧席にも、当然ながら生徒や教官の姿はまったくない。

　正面奥の白しら壁かべには、創世神話の《闇やみの神ベクタを退しりぞける光の三女神》を主題とした絵が描かれている。そして、広大な修練場の真ん中に、こちらに背を向けて壁へき画がを見上げる人ひと影かげがひとつ──。

　ユージオはかつて、教会の整合騎士をかなり近くから見ている。もちろん、幼いアリスが連行された時のことだ。《デュソルバート・シンセシス・セブン》と名乗った整合騎士は、身の丈二メルに迫ろうかという偉い軀くだった。しかし今、ユージオの視線の先に立つ何者かはあの騎士よりずっと小さい。身長だけならユージオよりも少し低いのではないか。

　両肩の留め金から垂たれる青いマントには、十字と円を組み合わせた公こう理り教きよう会かいの紋章が刺し繡しゆうしてある。しかし何より眼めを引くのは、マントの上にまっすぐに流れる、長い金色の髪だ。ライオスのそれよりも遥はるかに深く清らかな色で、わずかな光の下でさえ溶かした黄金のように輝いている。

　人ひと影かげが動こうとしないので、ユージオはキリトとちらりと目を見み交かわし、ゆっくりと歩き始めた。修練場を一直線に横切り、小柄な人物の五メルほど手前で立ち止まる。

「……北セントリア帝立修剣学院所属、ユージオ上級修剣士です」

　どうにかつっかえずに名乗ると、すかさず相棒が続いた。

「同じくキリトです」

　いつもなら、手抜きしないでちゃんと名乗れよ！　と心の中で文句をつけている場面だが、今はそんな思考は微み塵じんも浮かばなかった。緊きん張ちようしているからだけではない。ほんの数歩先で、開け放たれたままの入り口から吹き込む微風に揺れる青いマントと金髪を見ているうちに、奇妙な感覚が胸に生まれ始めたのだ。

　──どこかで。

　この青色と、金色の取り合わせ。どこかで、見たことが、あるような……。

　締しめ付つけられるようなもどかしさは、数秒後、心臓が止まるほどの衝しよう撃げきへと変わった。




「セントリア市域統括、公理教会整合騎士──アリス・シンセシス・サーティです」




　騎き士しが、背中を向けたまま名乗った。その声を、聞き間違えるはずがなかった。物心ついた頃ころから十年近くも、毎日のように聞いていた声だ。

　そして、名前。姓は耳慣れない響ひびきだったが、名は確かに聞こえた。《アリス》と。

　もう偶然とは思えなかった。ユージオは、力の入らない足で一歩、二歩前に進みながら、うわごとのように囁ささやいた。

「……アリス……？　君なのか……？　アリス……なのか…………？」

　左側からキリトが素早く手を伸ばしたようだったが、それをすり抜けてユージオはもう一歩近づいた。すぐ目の前で金髪とマントが揺れ、ふわりと仄ほのかな香りが広がる。太陽をいっぱいに受けた花畑を思わせる、優しくて、懐なつかしい香り。幼おさな馴な染じみの青いエプロンドレスから、いつも漂ただよっていた香り。

「アリス……！」

　もう一度、今度ははっきりとした声で呼びかけながら、ユージオは整合騎士の右肩に触れようとした。振り向いた騎士が、あの悪戯いたずらっぽい、つんと澄すました笑顔を浮かべてユージオを迎える──

　という予感を、きらりと閃ひらめいた一条の光が打ち砕いた。

　凄すさまじい衝撃が右頰ほほを襲おそい、ユージオはひとたまりもなく吹き飛ばされ、修練場の床板に背中から倒れ込んだ。

「ユージオ！」

　すぐにキリトに助け起こされたが、それすらも意識できず、ユージオは呆ぼう然ぜんと両眼めを見開いた。

　今なお背中を向けたままの騎士の右手が真横に伸ばされ、そこにはいつの間にか一振りの長剣が握られていた。しかし、抜き身ではなく金張りの鞘さやに収められている。騎士はあの刹せつ那なに鞘ごと剣帯から外し、その先せん端たんでユージオの頰を打ったのだ。

　滑なめらかな動きで剣を下ろし、整合騎士は言った。

「……言動には気をつけなさい。私には、お前たちの天命の七割までを奪う権利があります。次に許可なく触れようとしたら、その手を斬きり落おとします」

　雪解け水のように清せい冽れつで、しかし凜りんと厳きびしい声でそう告げてから、騎士はついに振り向いた。

「…………アリス……」

　その名前がもう一度口から零こぼれるのを、ユージオは止められなかった。

　黄金の剣を携たずさえる整合騎士は、かつてルーリッドの村から連れ去られたユージオの幼馴染み、村長ガスフトの娘にしてセルカの姉、アリス・ツーベルク──その成長した姿でしか有り得なかった。

　装よそおいは、もちろん当時とは違う。胸と肩、腰は流りゆう麗れいな彫刻が施ほどこされた薄うす手での鎧よろいに覆おおわれ、長いスカートはほとんど足あし許もと近くまでもある。だが顔は見み紛まがいようもない。

　癖くせのない、つややかな金髪。透明感のある真っ白い肌。そして何よりも、少し切れ上がった両の眼めの、何にもたとえようのない深い青は、央都に来てからでさえ彼女以外の誰だれにも見たことのない色だった。

　その瞳ひとみに浮かぶ光だけが、しかし、思い出とは異なっていた。ルーリッドの村で暮らしていた頃ころの好奇心に溢あふれた輝きは消きえ失うせ、ただひたすらに冷ややかな視線のみが、床に倒れた自分に注がれるのをユージオは感じた。

　桜色の唇が動き、再び、可か憐れんにして冷れい徹てつな声が流れた。

「ほう……天命を三割減らすつもりで打ったのですが、その半分しか減っていない。身の捌さばきだけで受け流したのなら、上級修剣士に任ぜられるだけの……、あるいは殺人の大罪を犯すだけのことはある、というわけですか」
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　手を触れもせずにユージオの《窓》を読み取ったとしか思えない口ぶりだが、その意味を考えることすらできない。

　耳に流れ込んでくる言葉は、ユージオにはどうしても受け入れがたいものだった。あの優しいアリスがこんなことを言うはずはない。いや、それ以前に、アリスがユージオを見ても何の反応も示さないこと、ユージオの頰ほおに容赦ない一いち撃げきを浴びせたこと、そもそも整せい合ごう騎き士しとして眼前に立っていること自体が信じられなかった。

　警けい告こくを無視して再び呼びかけようとした、その時。

　耳みみ許もとで、キリトが短く囁ささやいた。

「あの騎き士しが、お前の探していた《アリス》なんだな」

　相棒の声は、この状況にあってもしっかりと落ち着いていて、ユージオはわずかばかりの冷静さを取り戻すことができた。どうにか小さく頷うなずくと、再びの囁き声。

「……この場は指示に従おう。罪人としてでも、セントラル・カセドラルに入れさえすれば、少しは事情が解わかるはずだ」

　カセドラルに──入る。

　キリトにそう言われて、ユージオはようやくそうと気付いた。望んでいた、つまり帝国剣武大会から四帝国統一大会へと勝ち進み、整合騎士に任ぜられるという形ではないものの、禁きん忌きを犯してしまったことで、結果としては予定より一年以上も早く目的に近づけたのだ。

　セントラル・カセドラルに入り、アリスに会う。それがユージオの最終的な目的。

　順番は違うし、アリスが整合騎士として別人のように振ふる舞まっている理由は解らないが、少なくとも現時点で目的の半分は達した。ならば、カセドラルに入ればきっと見つかるはずだ。アリスを元のアリスに戻す方法が。

　ユージオが、どうにか落ち着きを取り戻したのと同時に、騎士アリスも右手の剣を左腰に戻した。マントをなびかせて、大扉のほうへと歩き始める。

「立って、ついてきなさい」

　指示に逆らうという選択肢はもうなかった。キリトに助け起こされたユージオは、無言でアリスの後を追った。

　修練場を出ると、アリスは広場に待機する飛竜へとまっすぐ歩み寄り、恐ろしげな鼻はな面づらを右手でそっと撫なでた。続いて、鞍くらの後ろに設もうけられた大型の荷入れから、奇妙な道具を取り出す。三本の太い革帯を鉄てつ鎖さで連結したそれは──拘束具だ。八年前、幼いアリスを縛いましめたものと、まったく同じ。

　両手に一つずつ拘束具を持って歩み寄ってきたアリスは、キリトとユージオを直立させると、冷然と告げた。その声は、ユージオを斬きろうとした時のライオスの叫びよりもずっと静かだったが、まるで神の声そのものを代弁しているかの如ごとく厳おごそかな響ひびきを帯びていた。

「上級修剣士ユージオ。上級修剣士キリト。そなたらを禁忌条項抵触の咎とがにより捕ほ縛ばく、連行し、審しん問もんののち処刑します」

　立ち尽くす二人の体に、アリスの手によって拘束具が巻かれていく。両腕と胸、腰を革帯にがっちり締しめ付つけられ、たちまち身動きひとつできなくなる。

　アリスは二人の背中から伸びる鎖くさりを握って飛竜の傍そばまで戻り、霊れい獣じゆうの逞たくましい両脚を覆おおう鎧よろいの留め金に、鎖を一本ずつ固定した。これで、キリトは竜の右脚に、ユージオは左脚に繫つながれてしまったわけだ。

　八年前、デュソルバートという整せい合ごう騎き士しは、幼いアリスを同じように竜の脚に繫つないで飛び去った。しかし、ルーリッドから央都セントリアまでは、飛竜でも丸一日かかるのだ。その間ずっとぶら下げられていたのだとしたら、わずか十一歳の子供にはどんなに辛つらく恐ろしい体験だったか想像もできない。

　そのアリスが、いかなる理由によってか整合騎士になり、八年前の自分がされたようにユージオを竜に繫いだ。まったく躊躇ためらいのない手つきに、ユージオは改めて認識せざるを得なかった。眼前の騎士アリスは、アリス・ツーベルクであり、同時に別人でもあるのだ。何か大きな力が、彼女を変えてしまった。

　キリトの言うとおり、セントラル・カセドラルに行けば、その秘密を探さぐり出だせるのかもしれない。だが──問題は、アリスを元に戻せるのかどうか、ということだ。

　いや、それ以前に。自分にも同じことが起きてしまったら。全すべてを忘れ、違う自分になってしまったら。ルーリッドで暮らしていた頃ころのことも、央都への長い旅路も……そしてこの修剣学院でのことも、何もかも忘れてしまったら…………。

　ユージオがもう一度、恐怖と焦しよう燥そうに襲おそわれかけた、その時だった。

　背後から小さな足音が二つ聞こえて、ユージオはキリトと同時に振り向いた。

　よろめきながらも懸けん命めいの歩みで近づいてくるのは、灰色の制服を着た初等練士たちだった。長い赤毛の、ティーゼ・シュトリーネン。焦こげ茶ちや色いろの短い髪が、ロニエ・アラベル。

　たどたどしい足取りの理由は、二人ともに両手に荷物を抱えているせいだ。ティーゼは、白革の鞘さやに収められた長剣を。ロニエは、黒革の鞘の長剣を。見み紛まがいようもない。昨夜、ライオスの部屋に置き去りにしてきてしまった、ユージオの青あお薔ば薇らの剣とキリトの黒い剣だ。

　鞘を捧げ持つティーゼたちの掌てのひらはすり切れ、血が滲にじんでいた。当然だ。あの二振りの剣は、持ち主のユージオたちですら気合を入れないと振り回せないほどの重さなのだ。

「ティーゼ……」

「ロニエ！」

　ユージオとキリトが同時に名前を呼ぶと、少女たちは苦痛に耐たえながらも小さな笑みを見せた。だがそこで、整合騎士アリスが飛竜から離れ、ティーゼたちを見た。いまだ右頰ほほを痺しびれさせている苛か烈れつな一いち撃げきを思い出し、ユージオは咄とつ嗟さに叫んだ。

「だめだティーゼ、来るんじゃない！」

　だが、二人の初等練士は足を止めない。広場の石畳にぽたぽたと血の雫しずくを落としながら、最後の十メルを歩き切ると、アリスの前でがくりと膝ひざを突いた。

　しばし荒い息を繰くり返かえしていたが、まずティーゼが毅き然ぜんと顔を上げ、言う。

「き、騎士様……お願いがございます！」

　次にロニエが、震え声で続けた。

「先せん輩ぱいたちに、剣をお返しする許可を、どうか……！」

　アリスは無言で少女たちを見下ろしていたが、やがて小さく頷うなずいた。

「いいでしょう。ただし、罪人に剣を帯びさせるわけにはいかない。これは私が預かります。会話をするなら、一分間に限って許可します」

　まず右手で青あお薔ば薇らの剣を、続いて左手で黒い剣を摑つかむと、ロニエたちの手から軽々と持ち上げる。まったく重さを感じさせない動作で飛竜の傍そばに戻り、拘束具が入っていた荷入れに二本の剣を収める。

　ティーゼとロニエは、ぼろぼろに傷ついた掌てのひらを胸元で握り合わせ、痛みなどまるで感じていないかのように安あん堵どの笑みを浮かべた。よろめきながら立ち上がり、ティーゼはユージオに、ロニエはキリトに走り寄る。

「…………ユージオ先せん輩ぱい……」

　目の前で立ち止まったティーゼは、泣なき腫はらした跡のある赤い瞳ひとみをいっぱいに見開いて、ユージオを見た。

　反射的に眼めを逸そらしそうになり、ユージオは懸けん命めいにティーゼの視線を受け止め続けた。

　昨夜、ユージオはティーゼたちの目の前でウンベールの腕を斬きり飛とばした。同じく腕を斬られたライオスは、異様な絶叫を漏もらしつつ息絶えた。ティーゼとロニエは、体こそ傷つかなかったものの、あの惨さん劇げきに大変な衝しよう撃げきを受けたに違いない。

　ティーゼにとって、もはやユージオは頼るべき指し導どう生せいではなく、禁きん忌き目もく録ろくを破った咎とが人にんだ。厳いかめしい拘束具に自由を奪われ、鎖くさりで繫つながれている大罪人なのだ。

　その時。

　ティーゼの紅葉もみじ色の瞳に大粒の涙が盛り上がり、溢あふれて頰ほおを伝った。

「ユージオ先輩……ごめんなさい……私の……私のせいで……」

　両手をぎゅっときつく握にぎり締しめ、か細い声を絞り出すように続ける。

「……ごめんなさい……私が……愚おろかなことを……したせいで……」

「違うよ……違うんだ」

　ユージオは驚おどろきに打たれながら、何度もかぶりを振った。

「ティーゼは悪くない……君は、友達のために正しいことをしたんだ。……こうなったのは、全部僕のせいだ。ティーゼが謝あやまることなんて、何もないんだ」

　その言葉を聞いたティーゼは、ユージオの魂たましいの奥底までを見透かそうとするかのようにまっすぐ瞳を合わせ、唇に懸命な笑みを浮かべた。

「今度は……」

　震えているが、きっぱりとした口調で、年若い傍そば付づき練士は言った。

「今度は、私がユージオ先輩を助けます。私……頑張って、きっと整せい合ごう騎き士しになって、先輩を助けに行きますから……だから、待っててくださいね。きっと……きっと……」

　嗚お咽えつが、続く言葉を吞のみ込こんだ。ユージオは、繰くり返かえし頷くことしかできなかった。

　飛竜の反対側では、同じように短い会話を終えたロニエが、手に持っていた包みをキリトの縛しばられた手に握らせて泣き声混じりに言った。

「あの……これ、お弁当です。おなかが空すいたら、食べてください……」

　それに対してキリトが発した言葉を、大きく広げられた飛竜の羽音が遮さえぎった。

「時間です。離れなさい」

　騎き士しアリスは、いつの間にか飛竜の鞍くらにまたがっていた。ぴしっと手た綱づなが鳴り、竜が巨体を起こす。鎖くさりが引っ張られ、ユージオの体をわずかに宙に浮かせる。

　とめどなく涙を溢あふれさせながら、ティーゼとロニエが数歩後ろに下がった。銀色の翼つばさが力強く打ち鳴らされ、巻き起こった風が少女たちの髪を揺らした。

　地じ響ひびきを立てて飛竜が助走を始めても、二人は懸けん命めいに走って追いかけてきたが、やがて足をもつれさせて石畳に手を突いた。直後、逞たくましい足がひときわ激はげしく地面を蹴けり、巨体がふわりと宙に浮いた。

　飛竜が螺ら旋せんを描いて空へと舞まい上あがるにつれ、眼下のティーゼとロニエがどんどん小さくなっていく。やがてその姿は石畳の灰色に紛まぎれて消え、北セントリア帝立修剣学院の全景もたちまち遠ざかり──。

　背に整合騎士を乗せ、両脚に罪人をぶら下げた飛竜は、央都の真ん中にそびえる巨大な塔、公こう理り教きよう会かいセントラル・カセドラル目指して、一直線に飛翔し始めた。










　転章Ⅲ




　巨大海洋研究母船《オーシャン・タートル》の船体中央を、直径二十メートル、高さ百メートルの中空の柱が貫つらぬいている。

　メインシャフトと呼ばれるチタン合金製のその円柱は、船の各フロアを支えると同時に、心臓部を包み込んで守る耐圧隔かく壁へきの役目も果たしている。内部には、船自体の制御系、動力系システムの他ほかに、謎なぞめいた研究組織《ラース》の開発した機器群もそっくり格納される。

　具体的には、人の魂たましいを読み書きするという脅威のフルダイブマシン、《ソウル・トランスレーターＳＴＬ》が四台。そして、それらが接続する中央演算装置、《ライトキューブ・クラスター》が一台。

　巨大なクラスターはシャフトのほぼ中央に設置され、その下側である《ロウワー・シャフト》にＳＴＬ二号機、三号機。上側の《アッパー・シャフト》に四号機、五号機が置かれている。ＳＴＬ試作一号機はこの船ではなく、遠く離れた港みなと区く六ろつ本ぽん木ぎにあるラース研究支部にある。

　長い昏こん睡すい状態にあるキリト──桐きりヶが谷や和かず人とが、損傷した脳神経ネットワークの治ち療りようのために接続されているのは、シャフト上部のＳＴＬ四号機。ゆえに、そこまで行くには、いちど下部でシャフトに入ってから、上まで階段かエレベータで移動しなければならない。

　二〇二六年七月六日、月曜日、午前七時三十分。

　アスナ──結ゆう城き明あ日す奈なは、Ｔシャツの上に羽は織おったサマーニットの襟えり元もとをかき合わせながら、薄うす暗ぐらい螺ら旋せん階段を上っていた。

　オレンジ色のＬＥＤ非常灯の下で、防ぼう錆せい塗装が施ほどこされた金属製ステップにかんかんと硬い足音を響ひびかせていると、どうしても思い出してしまう。この場所からは遠く遠く離れた、無限の空に浮かぶ鋼鉄の城で、似たような階段をアスナは何度となく上った。浮遊城アインクラッドの各層を守るボスモンスターの部屋と、次の層を繫つなぐ螺旋階段──。

　たいていの場合、前を《血けつ盟めい騎き士し団だん》団長のヒースクリフが歩き、後ろにはボス戦の勝利に沸くギルドメンバーたちが続いていたが、例外もあった。アスナがギＫルｏドＢに加入する前、デスゲーム攻略の初期は、すぐそばを黒衣のソロプレイヤーが歩いていたのだ。

　激げき闘とうの疲れを感じさせない飄ひよう々ひようとした態度で、下へ手たな冗談を言ってアスナを怒らせたり、次の層の情報を教えてくれたり……そして何度かは、果てなき戦いに消耗したアスナの手を引いてくれることもあった。

「…………キリトくん」

　鋼鉄のステップにかんかんと足音を響かせながら、明日奈は小声で愛する人の名前を呼んだ。

　もちろん、答える声はない。

　溢あふれそうになる寂しさ、心細さを胸の奥に押し戻す。一昨日おとといまでとは違い、和人はもう行方ゆくえ不ふ明めいではない。階段を上った先の小部屋で、明あ日す奈なを待っている。今は言葉を交かわせなくても──手を握り合えなくても、目覚めの時は刻一刻近づいている。安あ岐きナツキ看かん護ご師しは、ＳＴＬを用いた治ち療りようが今のまま順調に進めば、一両日中には脳神経ネットワークの再生が完了して、意識回復段階へと進めるだろうと言っていた。

　明日奈は、伊い豆ず七しち島とう近海に浮かぶこのオーシャン・タートルを訪れるにあたって、両親に全すべての事情をつまびらかにしてはいない。そこでも神こう代じろ凛りん子こ博はか士せに協力してもらい、「博士に同行する形でとある最さい先せん端たん企業の研究施設を数日間見学する」という、《全面的に噓うそだとは言い切れない》レベルの説明をひねり出したのだ。

　いかにも苦しい、と自分でも思ったが、母親の結ゆう城き京きよう子こはしばらく明日奈を見詰めたあと、「気をつけて行ってらっしゃい」とだけ言った。あるいは、何もかもお見通しだったのかもしれないが。

　ともあれ、明日奈に与えられた時間は、七月五日から七日までのわずか三日だ。つまり明日の夕方には、オーシャン・タートルから新しん木き場ばへと向かう定期便ヘリコプターに乗らねばならない。和かず人とと一緒に東京に帰れるかどうかはまだ不確定だが、安岐看護師の言葉が正しければ、目覚めた彼と会話はできるはずだ。

　その時こそ、たくさん怒って、たくさん泣いて、たくさん笑おう。

　螺ら旋せん階段の途中で立ち止まり、いちど大きく深呼吸してから、明日奈は歩行を再開した。

　更に二十段ほど上ったところで、階段はいったん終わっている。行き止まりではなく、分厚い金属の天井に開いた丸いハッチを抜けるのだが、そこだけ短い引き上げ式の梯はし子ごを上ることになる。

　この厚さ二十センチ以上もある金属床が、オーシャン・タートルのメインシャフトを上下に分割するコンポジット・チタン製耐圧隔かく壁へきだ。至近距離からの自動小銃による射しや撃げきにも軽々耐たえますよ、と中なか西にし一尉は言っていたが、もちろん軍ぐん艦かんでもないこのメガフロートでそんな事態が起きるはずもない。

　──菊きく岡おかさんといい、あの人たちは言うことが大げさなんだから。

　と内心で独りごちながら、アルミ合金の梯子を上り、ハッチをくぐり抜ける。その先にはまた薄うす暗ぐらい螺旋階段が続くが、照明の色合いがグリーン系に変わっている。まるで《層フロア》が変わったみたい、などという感想を抱きつつ、階段上りを再開する。

　今いるアッパー・シャフト下部に、《アリシゼーション計画》の物理的中ちゆう枢すうたる巨大装置、《ライトキューブ・クラスター》が置かれている。恐らく、この狭い階段室ステアホールのすぐ隣となりにそれがあるはずだ。

　ライトキューブ・クラスターに関しては最大級の機密ということで、詳しい構造は教えられていないが、その名のとおり無数のライトキューブの集合体クラスターだと聞いている。

　人工フラクトライト──つまりボトムアップ型人工知能ＡＩたるアンダーワールド人の魂たましいを保存するメディアがライトキューブで、数十万個を超えるそれらが整然と並ぶ真ん中に、ひとつの巨大キューブがある。その中には魂は存在せず、代わりにアンダーワールド人たちの膨ぼう大だいな《汎はん用よう視覚化記憶ニーモニツク・ビジユアルデータ》が保存されている。それこそが、ＳＴＬ技術の核心、《メイン・ビジュアライザー》である……。

　ラース主任研究員の比ひ嘉がタケルは、アンダーワールドの仕組みについて守秘義務を多少逸いつ脱だつしつつそんなふうにレクチャーしてくれたのだが、正直なところ「何がなにやら」というのが明あ日す奈なの偽いつわらざる感想だ。

　そこまで教えるなら、一度くらいライトキューブ・クラスターの実物を見せてくれてもいいのにと明日奈が言ったところ、比嘉は苦笑しながら答えた。クラスターは全体が金属殻かくに覆おおわれていて、ただの四角い箱にしか見えないッスよ、と。その殻からは、今や比嘉たちスタッフ、あるいは計画の責任者である自じ衛えい官かん、菊きく岡おか誠せい二じ郎ろう二等陸佐にも開けられないらしい。

　ゆえに、明日奈にできるのは、クラスターの姿をぼんやりイメージすることくらいだ。

　暗くら闇やみに整然と浮かぶ、無数の小クリスタル。全体では完全な正方形を成すそれらと、中央に鎮ちん座ざする大型クリスタルの間を、細い光のラインがひっきりなしに行ゆき交かう。その様子はまるで、星々が密集する銀河の中心部のようで…………。

　そんな思考をぼんやりと巡らせていたからか。

　明日奈は、螺ら旋せん階段を下りてきた誰だれかに気付くのが少し遅れた。

「あ、すみません」

　反射的に頭を下げ、小声で謝しや罪ざいしつつ左に避よける。誰かは挨あい拶さつを返すこともなく、ゆっくりと通り過ぎていく。一段下りるたびに、足音がズチャッ、ウイインと響ひびく。

「…………？」

　なんでそんな音が、と内心訝いぶかしく思い、明日奈はようやく顔を上げると、ちょうど隣となりを通り過ぎようとしている人ひと影かげを凝ぎよう視しした。

「…………[image: ！！？]」

　そして、しゅばっと飛とび退のき、壁かべに背中を押しつけた。

　なぜなら、階段を下りてきた誰かは、《誰か》ではなく《何か》だったのだ。すなわちどう見ても人間ではない。

　全体のシルエットは人型だが、骨格を成すのは無塗装の金属フレームで、手足や腰には樹脂ケースのシリンダーが何本も取り付けられている。関節部では複雑なギア機構が剝むき出だしになり、色とりどりの信号ケーブルが血管のように這はい回まわる。

　背中には大きめの箱を背負い、そして顔は大中小と三つのレンズで構成されていた。せめて中サイズのレンズを二つにすればいいのに、などと考えてしまってから、明日奈はようやく我に返った。詰めていた息を吐き出しながら、掠かすれ声ごえで囁ささやく。

「ろ……ロボット…………？」

　すると、その途と端たん、謎なぞの人型歩行機械がぴたりと動きを止めた。

　次の階段に下ろそうとしていた足を止め、ういいんとギアを回転させながら引き戻す。明あ日す奈なと同じ段に直立すると、今度は体ごとゆっくり左……つまり明日奈のほうを向く。大と中のレンズは真っ黒だが、小レンズの奥には赤い光源があって、まるで明日奈を見ているかのように、ちかちか不規則に瞬またたく──。

「っ…………」

　喉のどの奥から細い声を漏もらし、明日奈は後退しようとした。しかし背中はすでに階段室ステアホールの壁かべにぶつかっているので、それ以上下がれない。右にずれても、左にずれても、赤く光るレンズはぴたりと明日奈の顔を追つい随ずいしてくる。

　フロア往おう還かん階段にモンスターはＰＯＰしないはず、そもそも機械型Ｍｏｂなんていないはず、そうじゃなくてここは現実世界のはず、等々と混乱した思考を巡らせながら明日奈がもと来たほうへダッシュで逃げようとした、その時──。

「コラッ、やめるッス、イチエモン！」

　という声が上から降ってきた。見れば、慌てた表情の男が階段を駆け下りてくる。プリントＴシャツにハーフパンツ姿、短い髪を剣山のように逆立て、ごついメタルフレームの眼鏡めがねをかけたその男こそ、アリシゼーション計画主任研究員の比ひ嘉がタケルだ。右手には、使い込んだモバイルＰＣを抱えている。

　まるで比嘉の「コラッ」を理解したかの如ごとく、機械人間は明日奈からレンズの焦点を外し、再び体を九十度転回させた。

　明日奈はようやく肩の力を抜き、すぐ上の段で立ち止まった比嘉を見上げると、やや固い声で訊たずねた。

「……比嘉さん。コレ、何なんですか？」

「えー、そのぉ……《イチエモン》ッス。本名は《エレクトロアクティブ・マッスルド・オペレーティブ・マシーン》……略してＥＭＯＭ、それに一号の１をつけて１イＥチＭエＯモＭン、ッス」

　答える比嘉の顔が、申し訳なさそうな表情から徐々に自慢げな表情に変わるので、明日奈はもう一ひと睨にらみしておいて更に訊ねた。

「……で、そのイチエモンは、ここで何をしてるんですか？」

　その質問に答えたのは、比嘉ではなかった。

「比嘉くんが、私をプログラムのチューニングに付き合わせてるのよ。もうゼミの先せん輩ぱい後輩でもないのに」

　苦笑混じりの台詞せりふの主ぬしは、比嘉に続いて階段を下りてきた女性だった。ダンガリーシャツとジーンズの上に白衣を羽は織おり、髪はすっきりと横分けにしている。理知的、という言葉がこれほど似合う人もなかなかいるまいと思わせる容よう貌ぼうの彼女こそ、明日奈のオーシャン・タートル潜せん入にゆうに多大な協力をしてくれた神こう代じろ凛りん子こ博はか士せだ。

「おはよう、明あ日す奈なさん」

「おはようございます」

　比ひ嘉がの隣となりで立ち止まった凛りん子こと挨あい拶さつを交かわしてから、明日奈は再度ロボット改めイチエモンを上から下まで眺め、二人の研究者に訊たずねた。

「…………まさかこれも、アリシゼーション計画の一いつ環かんってことはないですよね？」




　イチエモンを先頭にして螺ら旋せん階段を上り、目的地のサブ・コントロール・ルームに到着すると、明日奈はいろいろな疑問を棚上げして、まずはＳＴＬ格納室へ続く通路へと急いだ。

　狭い通路の先にあるドアの中には入れないが、左側の壁かべは透明な強化ガラスでできている。ガラスに両手を押し当て、額ひたいまでもくっつけるようにして、照明をぎりぎりまで落とされた格納室を覗のぞき込こむ。

　二つ並んで鎮ちん座ざしている巨大な直方体が、ソウル・トランスレーターＳＴＬの四号機および五号機だ。五号機の電源は落ちているが、四号機は幾いくつものインジケータが穏おだやかに点灯、または点滅している。眼めを凝こらすと、本体と連結されたジェルベッドに横たわる、細いシルエットが見える。

　キリト──桐きりヶが谷や和かず人とだ。多くの意味で、明日奈の《パートナー》であるひと。

　一週間前、和人は世せ田た谷がや区くの路上で、死銃事件の逃亡犯に襲しゆう撃げきされた。劇げき薬やくサクシニルコリンを大量に注射され、一時は心肺停止にまで陥おちいったのだ。

　速すみやかな救命措そ置ちによりなんとか命は取り留めたものの、血流の停止が脳にダメージを残した。最悪の場合は植物状態となることも考えられる、と医師に診断された和人を、偽ぎ装そう救急車まで仕立ててこのオーシャン・タートルに連れ去ったのが、《アリシゼーション計画》を主しゆ導どうする菊きく岡おか誠せい二じ郎ろう二等陸佐だ。ＳＴＬでなら和人の治ち療りようができると信じたがゆえの苦く渋じゆうの選択、と当人は言ってはいたが。

　ともあれ、和人の意識は現在、仮想世界《アンダーワールド》を流用した治療用ＶＲスペースに存在するらしい。そこで意識、つまりフラクトライトを活性化させることによって、脳内ネットワークを賦ふ活かつするのだそうだ。そう説明されてもなかなか理解が及ばないが、和人がただ昏こん睡すいしているのではないことだけはなんとか解わかる。

　明日奈は今、心を遠い仮想世界に遊ばせる和人の体だけを見ている。考えてみれば、かつて須す郷ごう伸のぶ行ゆきによって妖よう精せい郷きようアルヴヘイムに強制ダイブさせられていた明日奈を、三日と空けずに見み舞まってくれたという和人と同じ立場なわけだ。

　──あの時のキリトくんみたいに、わたしもアンダーワールドにダイブして、助けに行ければいいのに……。

　そんなことを考えながら、たっぷり一分以上も和人を見詰め続けてから、明日奈はようやくガラスから離れた。お昼にまた来るからね、と心で囁ささやいて、サブコン室に戻る。

　ロウワー・シャフトにあるメイン・コントロールと比べると、こちらはかなり狭い。制御コンソールも簡易版で、置かれている机や椅い子すも少々安っぽい。

　比ひ嘉がと凛りん子こは、椅子には座らず、立ったまま卓上のモバイルＰＣを覗のぞき込こんでいた。彼らの傍かたわらには、例の機械人間《イチエモン》の恐ろしげな姿がある。

　ロボットが待機状態に入っていることを確認しつつ、明あ日す奈なはそっと二人に近づいた。

　学生時代は同じゼミの先せん輩ぱい後輩だったという──付け加えれば、そこには茅かや場ば晶あき彦ひこと須す郷ごう伸のぶ行ゆきも在ざい籍せきしていたらしい──科学者二人は、まるで当時に戻ったかのように、早口であれこれ言い合っている。

「やっぱりボトルネックはバランサーの処理速度ね。予算あるんでしょ？　もっと速いチップ使えないの？」

「排熱系とバッテリー消費を考えると、アタマはここらが限界なんスよ。あとはもうＥＡＰアクチュエータのチューニングで追い込んでいくしか……」

「だいたいそのポリマー筋肉が前時代的なのよ。ＣＮＴ使いなさいよ、そうすればもっと軽くなるでしょ」

「そ、そんなもん使ったらそれこそ予算が……まぁ、一台ぶんは確保してるッスけど……」

「そうやって機材の使い惜しみするとこ、変わらないわねぇ」

　やれやれと頭を振った凛子は、そこで明日奈に気付き、ばつが悪そうに肩をすくめた。

「あ、ごめんなさいね明日奈さん。うるさくしちゃって」

「いえ、周りが賑にぎやかなほうが、キリト君も嬉うれしいと思いますから」

　微笑しつつそう答えてから、改めてロボットを見やる。いまの話を聞いた限りでは、全身のアクチュエータは有機素材の人工筋肉らしい。世界的に研究の進む最さい先せん端たん分野だが、ラースの主目的である高適応性ＡＩとは無関係のように思える。
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　という明日奈の疑問を察してか、比嘉がテーブルに腰を乗せながらぼやくように言った。

「こいつを造るのも、あのオッサンの要求なんスよ」

「え……菊きく岡おかさんが？　なんのために……」

「私にも、どこまで本気なのか解わからないんだけどね……」

　ため息混じりに答えたのは凛子だった。

「アンダーワールド育ちのフラクトライトをこっちに招待するなら、彼らにも動かせる体が必要だろう？　……ですって」

「えっ……じゃあ、つまりこのロボットは、ＡＩを載のせるためのものなんですか？」

「そういうことみたいね」

「そういうことッス」

　凛子と比嘉が同時に頷うなずいたので、明日奈はもう一度イチエモンのボディを上から下へと眺めた。確かに全体のフォルムは人型と言えるが、フレームは角張り、関節も出っ張っていて、この上にシリコンか何かを被かぶせたところで到底人間には見えまい。

「…………イチエモンさんには悪いですけど、いきなり体がコレになったら、ＡＩもショックなんじゃないですか……？」

　少なくとも、明あ日す奈なと和かず人との《娘》であるトップダウン型ＡＩのユイは、これに入ることは断固拒否するだろう。と考えながら明日奈が言うと、比ひ嘉がは慌てたように右手を振り動かした。

「イエイエ、さすがにこいつには載のせないッスよ。イチエモンはデータ収集用の試作機ッスから、アタマも従来型のアーキテクチャで、だからこんなにゴツくなっちゃってるんス。こいつの他ほかにＡＩ搭とう載さい試験用の二号機があって、そっちはもっとスマートッスよ」

「二号機…………。ちなみに、その子のお名前は……？」

　明日奈がおそるおそる訊たずねると、比嘉は当然のような顔で答えた。

「《ニエモン》ッス」

「そうっす……いえ、そうですか」

　軽く頭を振ってから、質問を続ける。

「ＡＩ搭載型だと、どうしてスマートになるんですか？」

「それはね、センサーとバランサーの性能が飛ひ躍やく的てきに向上する……と期待できるからなの」

　再び比嘉に代わって答えた凛りん子こは、一歩横に動くと、何のつもりか両脚を揃そろえて爪つま先さき立だちになった。両手を少し広げ、ゆらゆらと体を動かしながら姿勢を保ち続ける。

「私たち人間は、ふだん何気なく立っている時でも、全身のバランスを常に微調整し続けているの。しかも、ほとんど無意識のうちに、ね。私はいま倒れないようにバランスを取ってるけど、これだって、『右にこれくらい傾かたむいたから右足を伸ばして左脚を縮めよう』とか頭で考えてるわけじゃないわ。脳……つまりフラクトライトに内蔵された、言わばオートバランサーが筋肉や骨格を制御してくれてるのね」

　すとん、とスニーカーの踵かかとを床に下ろし、微笑ほほえむ。

「イチエモンには、そのオートバランサーを機械的、電子的に再現したサーボ機構が搭とう載さいされているわ。ただ、さっきみたいにゆっくり階段を上り下りさせるだけでも、大量のセンサーとバランサー、そして高性能のＣＰＵ、それを動かすバッテリーと冷やす排熱系、それらの重量を支える頑がん丈じようなフレームが必要になってしまう。だからイチエモンはこれ以上スマートにはできないのよ」

「これでも、十年前と比べればかなり人間の形に近づいてるんスけどね」

　苦にが笑わらいしながら口を挟んだ比ひ嘉がに向かって、明あ日す奈なはゆっくり頷うなずいた。

「つまり……頭が従来型のＣＰＵじゃなくて人工フラクトライトになれば、オートバランサーは人間と同じ性能があるから……」

「イエス、そういうことッス。サーボ機構を何分の一にも縮小できるし、そうなればフレームも軽く、アクチュエータも少なくなって、ほぼ完全な人型ボディを実現できる……といいなあという、これはまあ妄想的観測ッスけどね。さっきも言ったッスけど、開発部にあるニエモンは、シルエットだけ見ればかなり人っぽいッスよ」

「そんなに自慢するなら、早く見せて欲し……」

　言いかけた凛りん子こが、不意に押おし黙だまった。考え込むように眉まゆを寄せてから、声のトーンを落として続ける。

「……比嘉くん。そのニエモンは、まだ自律歩行はできないのよね？」

「へっ？　そりゃ、もちろんッス。一応ＣＰＵは載のせてますけど、肝心の制御プログラムが空からっぽですから。それに、もしイチエモンと同じプログラムをロードしても、ニエモンのセンサー系じゃ三歩目で転ぶッスね、たぶん」

「…………そう……」

　凛子はゆっくりと頷うなずき、切り替えるように深呼吸すると、明日奈を見た。

「明日奈さん、朝ご飯はこれから？」

「あ、はい」

「じゃあ一緒に食堂へ行きましょ。比嘉くんはここでイチエモンと食べるらしいから」

　てっきり冗談かと思ったが、比嘉はハーフパンツのポケットからエナジーバーの袋を引っ張り出すと、「ごゆっくりッス」とそれを左右に振った。呆あきれ半分、感心半分で軽く頭を下げ、明日奈は凛子を追って歩き始めた。

　最後にもう一度、ＳＴＬ格納室のほうを見やって「またね」と唇だけを動かす。

　サブコンから通路に出ると、エレベータの方向から近づいてくる人ひと影かげがあった。男性二人、どちらもＴシャツの上に白衣を羽は織おっている。十人以上いるというラースのスタッフだろうが、まだ全員の名前は知らない。向こうは、明あ日す奈なのことを、当初の偽ぎ装そうどおり凛りん子この助手として認識しているはずだ。

　凛子に続いてぺこりと会え釈しやくを交かわした明日奈は、二人目のスタッフとすれ違いざま、何かを感じて視線を横に動かした。伸ばした髪を後ろで束たばね、無精ひげを浮かせた男の横顔に見覚えはない。だが──頭の奥のほうがちくちくとする。もしここがアインクラッドなら、細剣レイピアを抜かないまでも、柄つかに指先を触れさせていたであろう感覚……。

「どうしたの、明日奈さん？」

　凛子に小声で呼ばれ、明日奈は自分が立ち止まっていたことに気付いた。男性スタッフのほうは、樹脂サンダルをぺたぺた鳴らしてサブコン方面へと遠ざかっていく。

「……いえ、なんでもないです」

　答え、歩行を再開してからも、明日奈はしばらく奇妙な感覚の原因を突き止めようとしてみた。だがあれこれ考えているうちに、感覚は薄うすれ、消えてしまった。
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　今でも時折、浮遊城アインクラッドに囚とらわれていた日々を思い出すことがある。

　あの頃ころは……ことにデスゲームの最初の一年は、毎日が本当に長かった。街の外に出ているあいだは常にモンスターの（時としてプレイヤーの）襲しゆう撃げきを警けい戒かいせねばならなかったし、最大効率でレベルアップし続けるために、過密極きわまるタイムスケジュールを組んで行動していたからだ。

　睡眠時間は集中力を保てる限界まで削り、メシを食っている時すらも、情報屋から仕入れた各種データの暗記にいそしんだ。ゲーム後期でこそ攻略組きっての不良生徒と呼ばれ、昼寝で丸一日潰つぶしたりもしたが、時間を無む駄だ遣づかいしたという記憶はない。感覚的には、ＳＡＯ以前の十四年間と、浮遊城での二年間が、ほぼ同じ質量を持っていると思えるほどだ。

　それに比べて──。

　この不思議な世界《アンダーワールド》に放り出されてからの日々の、なんと早く過ぎ去っていったことか。

　別にダラダラ過ごしていたわけではまったくない。ルーリッドの村を旅立って、ザッカリアの街で衛えい兵へい隊たいに入り、央都セントリアの修剣学院で学んだこの二年はむしろ激げき動どうの毎日で、忙しさだけならＳＡＯ時代以上かもしれない。なのに、こうして思い返すと、あっという間だったという感慨だけが強く湧わき上あがる。

　その理由は──この世界では、天命という名のＨＰがゼロになる危険がないからか。

　あるいは、この世界に流れる時間は、現実世界と比べて遥はるかに加速されているからか。

　俺おれは、謎なぞ多きベンチャー企業《ラース》でアルバイトするにあたって、ＳＴＬの持つフラクトライト加速ＦＬＡ機能は最大三倍と説明された。だがそれは恐らく、いや間違いなく欺ぎ瞞まんだ。幾いくつかのデータから、俺は現状のＦＬＡ倍率が一千倍に達するのではないかと推測している。もしその数字が正確なら、俺がこの世界で過ごした約二年間は、現実世界ではたったの十八時間ということになる。きっと、生命の危険がないことに加えて、そのとんでもない倍率ゆえに、俺はここでの日々を短かったと感じているのだろう。

　……いや。

　もしかしたら、もう一つだけ理由があるのかもしれない。

　それは、俺が、ここでの暮らしを……ことに修剣学院でユージオやソルティリーナ先せん輩ぱい、ロニエやティーゼと過ごした日々を、楽しいと思っていたことだ。学院に入り、剣技を磨みがいたのは、この世界から一日でも早く脱出せんがためであったはずなのに。楽しい日々が続いて欲しいと心の奥底で願ったからこそ、時間は早く流れていった。

　だとすれば、それは裏切りだ。現実世界で、俺の身を案じているはずの、アスナやスグ、シノンたちへの。

　その裏切りの、これは報むくいなのだろうか。修剣学院での暮らしが血に塗まみれた終わりを迎え、わずかな陽光も届かない地の底に繫つながれることとなったのは──。




　物思いを中断し、上体を起こすと、俺の右手首をがっちり拘束する鋼鉄の鎖くさりがじゃらりと鈍にぶい音を立てた。

　少しして、近くの暗がりから低い囁ささやき声ごえが聞こえた。

「……起きてたの、キリト」

「ああ……ちょっと前からな。悪い、起こしちゃったか？」

　獄ごく吏りに感づかれないように同じく声をひそめて訊きくと、今度は小さな苦笑が届く。

「眠れるわけないじゃないか。……牢ろう屋やに叩たたき込こまれたその晩から、イビキかいて寝られるキリトのほうがおかしいよ」

「アインクラッド流の極ごく意いその二だ。寝られる時に寝とけ」

　適当な台詞せりふを口にしながら、改めて周囲を見回す。

　と言っても周囲は濃こい闇やみに包まれていて、灯あかりは鉄てつ格ごう子しを隔へだてた通路の先にある獄吏の詰め所からかすかに漏もれ届とどくのみ。じっと眼めを凝こらして、隣となりのベッドにいるユージオの輪りん郭かくがどうにか見える程度だ。

　もちろん、適当な棒に光をともす程度の初等神聖術はとっくにマスターしているが、念の入ったことにこの牢ろう獄ごくではあらゆる術式がキャンセルされてしまうらしい。

　表情はうかがえないが、ユージオの顔のあたりに視線を向け、俺おれは少し逡しゆん巡じゆんしてから訊たずねた。

「どうだ……少しは落ち着いたか？」

　体内時計に従えば、今は午前三時といったところか。この地下牢獄に叩たたき込こまれたのが昨日の昼頃ごろだったから、更にその前日の夕刻に発生したあの事件からは、やっと三十五時間ほどが経過したに過ぎない。禁きん忌き目もく録ろくに背そむいてウンベール・ジーゼックを青あお薔ば薇らの剣で斬きり、その直後にライオス・アンティノスが精神崩ほう壊かいから死に至るさまを目もく撃げきしたユージオは、言葉に言い表せないほどの激げき甚じんなショックを受けたはずだ。

　しばしの沈ちん黙もくを経て、いっそうかすかな声が答えた。

「なんだか……全部が、まるで夢みたいで……。僕が、ウンベールに剣を抜いたこと……それに、ライオスが、あんなふうに…………」

「……あんまり思い詰めるな。今は、これからのことだけ考えるんだ」

　黙だまり込こんでしまったユージオに、どうにかそんな言葉をかける。本当は背中をさするくらいしてやりたいところだが、鎖くさりが邪じや魔まをして隣のベッドまでは行けない。親友の輪郭にじっと眼を向けていると、弱々しくはあるものの「解わかった、僕は大丈夫だよ」という声が戻り、そっと息を吐く。

　ライオス・アンティノスの両手首を切断したのは、ユージオではなくこの俺だ。傷そのものは、すぐに処置すれば致命傷にはならなかったはずだが、彼は恐らく《自分の天命》と《禁忌目録》の優先順位を処理するにあたって思考が無限ループのような状態に陥おちいり、そのままフラクトライトを崩壊させてしまった。

　結果としてアンダーワールド人ひとりの命を奪ってしまったことへの、罪の意識はもちろんある。だが俺は二年前、ルーリッド北の洞どう窟くつで、シスター見習いのセルカを助けるためにゴブリンを二匹、いや二人斬り殺しているのだ。ライオスもあのゴブリンたちも同じ人工フラクトライトなのだから、ここで俺が罪に苛さいなまれて立ち上がれなくなるようでは、ある意味でライオスよりずっと強かったあのゴブリン隊長に申し訳が立たないというものだ。

　しかし──それにしても、腑ふに落ちない。

　アンダーワールドを稼か働どうさせている企業ラースの、ひいては菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうの目的は、完全なる人工知能の創造だと俺は推測していた。

　この世界に暮らす人工フラクトライトたちは、すでに現実世界人とまったく同じレベルの情動や知性を獲かく得とくしている。そんな彼らの、たったひとつの瑕か疵しが《法への絶対的な盲従》だとすれば、ティーゼとロニエを助けるために青薔薇の剣を抜き、ウンベールを斬ったユージオは今やその壁かべを乗り越えていることになる。言い換えれば、最終的ブレイクスルーを経て、真なる人工知能へと進化しているはずなのだ。

　なのに、内部時間で三十五時間が経過する今になっても、世界が停止する気配はない。加速倍率が高すぎて、ラースのスタッフがまだこの状況を検出できていないのか、あるいは俺おれの想像の及ばない、何か重大な事故が起きているのか……。

「これからの……こと、か」

　不意に隣となりのベッドでユージオが呟つぶやいたので、俺は疑問を棚上げし、いつしか天井に向けていた視線を戻した。暗くら闇やみの中で見慣れたシルエットがいちど頷うなずき、続けて言う。

「キリトの言うとおりだね。何とかしてこの牢ろう屋やから脱出して、アリスに何が起きたのか確かめないと……」

　どうにか衝しよう撃げきから立ち直りつつあるらしい親友にほっとすると同時に、今の言葉に含まれる重大な意味を咀そ嚼しやくする。ユージオは何の躊躇ためらいもなく『牢屋から脱出して』と言った。つまり彼にとっては、公こう理り教きよう会かいの権威の象徴とも言うべきこの牢獄──すなわち神の許しが得られるまで留とどまるべき場所よりも、もはやアリスのほうが大切なのだ。やはり一昨日おとといの事件を経て、ユージオの精神構造には大きな変化が発生している。

　だが、今はそれを追究しているヒマはない。日が昇れば、いつ審しん問もん官かんだか処刑人だかが俺たちを引き出しに来てもおかしくないのだ。ユージオの言うとおり、あれこれ考えるのはここから脱出してからにするべきだ。

「ああ。……きっと、何かここから出る手段があるはずだ」

　──もしこれが、ＲＰＧの《投獄イベント》なら、だけどな。

　内心で益やく体たいもない台詞せりふを付け加え、俺は改めて自分を縛いましめる鎖くさりに触れてみた。ひんやりと冷たく、絶望的なまでに硬い鋼鉄は、右手首に嵌はめられた同素材の輪っかに一いつ端たんが溶接され、もう一端は壁に埋め込まれたリングに接続している。手て錠じようも壁のリングも鎖本体も、引っ張ったくらいでどうにかなる代しろ物ものではないことはとっくに確認済みだ。

　昨日の朝、俺とユージオは、北の果てを旅立って以来の最終目的地だった公理教会セントラル・カセドラルの壁をついに越えた。全身をがちがちに拘束され、飛竜の脚にぶら下げられて、ではあったが。

　雲を貫つらぬいてそびえる白亜の巨塔を鑑かん賞しようする暇ひまもなく、塔の裏から地下へと降りる螺ら旋せん階段をえんえん歩かされ、ようやく到着した地下牢で、俺たちは恐ろしげな獄ごく吏りに引き渡された。

　アリス・シンセシス・サーティと名乗った整せい合ごう騎き士しは、役目を終えると振り向きもせずに去り、ヤカンのような金属マスクを被かぶった巨漢の獄吏が、のろのろとした……しかし着実な動作で、俺とユージオをこの牢の鎖に繫つないだのだ。

　食事は、その日の夕方に一度、かちかちに乾いたパンと生ぬるい水の入った革袋が檻おり越ごしに放られただけだ。これに比べれば、アインクラッドの黒鉄宮の牢獄に収監されたオレンジプレイヤーの待遇など、高級ホテルのスイートルーム並みと言っていい。

　鎖くさりを引っ張る、かじる、神聖術で切断する等の試みは、昨日のうちに軒のき並なみ失敗している。もしユージオの青あお薔ば薇らの剣か、俺おれの黒いのがあればこんな鎖など一いち撃げきで叩たたき切きってみせようというものだが、せっかくロニエたちが手を傷だらけにしてまで運んできてくれた二振りの剣はアリスとともに行方ゆくえが知れない。ロニエが持たせてくれた弁当は没収を免まぬがれたものの、とうに俺とユージオの胃に消えてしまった。

　つまるところ、『何か手段が』とは言ったものの、現段階では八はつ方ぽう塞ふさがりに限りなく近い状況である。

「……アリスも……八年前、ここに繫つながれたのかな……」

　鉄枠にぼろ布を被かぶせただけのベッドに座ったまま、ユージオが力なく言った。

「さあ……どうかな」

　答えになっていないが、そう返すほかない。ユージオの幼おさな馴な染じみにしてセルカの姉、アリス・ツーベルクが俺たちと同じ処遇を受けたのだとすれば、わずか十一歳の時にたったひとり、あの鉄面の獄ごく吏りに引っ立てられてこの牢ろう屋やに繫がれたことになる。さぞ凄すさまじい恐怖を感じたことだろう。

　やがて彼女は審しん問もん台だいに立たされ、何らかの刑を宣告され──その後は……？

「なあ、ユージオ。念のため確認しておくけど……あのアリス・シンセシス・サーティって名乗った整せい合ごう騎き士しが、お前の探してるアリスなのは、間違いないのか？」

　躊躇ためらいつつ訊たずねると、数秒経たってから痛みに耐たえるような声が流れた。

「あの声……あの金色の髪と真っ青な瞳ひとみ。忘れるわけはないよ、あれはアリスだ。ただ……雰囲気はまるで別人だけど……」

「幼馴染みにしては、だいぶ容赦なくお前をぶちのめしたからな。つまり……何らかの手段によって、記憶とか思考を制御されてる、ってことなのかな……」

「でも、そんな神聖術、教本には載のってなかったよ？」

「教会の偉い司祭ってのは、天命さえ操あやつるんだろ？　記憶をどうこうするくらいやってのけてもおかしくないさ」

　そう──俺がアンダーワールドへダイブするために使用している《ソウル・トランスレーターＳＴＬ》は、まさにそれを可能とするマシンなのだ。生体脳の記憶操そう作さができるなら、何らかのメディアに保存されているのであろう人工フラクトライトに対しては、より簡単に、深いレベルの操作が可能なはず。そう思いながら続ける。

「でも……あの騎士がアリス本人だとすると、《あれ》は何だったのかな。二年前、ルーリッドの北の洞どう窟くつで……」

「ああ……言ってたよね。セルカと一緒に僕の傷を治ち療りようしようとした時、アリスらしい声を聞いた、って……」

　詳細はユージオには伝えていないのだが、ゴブリンとの戦いで深手を負った彼を助けるため、俺おれはセルカの力を借りて、自分の天命を直接分け与えた。それは相当に危険な行為で、天命は予想を超えた勢いで減っていき、これ以上は保もたないと覚悟した時──俺は聞いたのだ。

『キリト、ユージオ……待ってるわ、いつまでも……セントラル・カセドラルの天てつ辺ぺんで、あなたたちをずっと待ってる……』

　その声と同時に、不思議な温かい光が俺の内側を満たし、俺とユージオの天命を回復させた。だからあれは、単なる記憶の錯さく乱らんではない。きっと、遥はるか昔に公こう理り教きよう会かいへと連れ去られたアリスが、未知の力によって助けてくれたのだ。

　そう判断した俺とユージオは、あの声を頼りにセントラル・カセドラルを目指し、央都までやってきた。

　しかし、思わぬタイミングで俺たちの前に現れた《アリス》は、ルーリッド村長の娘アリス・ツーベルクではなく、整せい合ごう騎き士しアリス・シンセシス・サーティと名乗った。こちらをあくまで裁さばくべき罪人としか思っていない物腰には、彼女がユージオの幼おさな馴な染じみだと感じさせるものは皆かい無むだった。

　顔と名前が酷似しているだけの別人なのか、あるいは記憶を制御されている本物のアリスなのか。それを確かめるには、どうにかして牢ろう獄ごくから脱け出し、実際にセントラル・カセドラルの最上部に──公理教会の全すべてを知ることができる場所まで上ってみるしかなさそうだ。

　結局はそこに行き着くのだが、しかし鎖くさりも鉄てつ格ごう子しも、ちょっとやそっとでは傷ひとつつけられそうにない。

「ああ、もどかしいな……。今ここに神サマがいれば、締しめ上あげて真実を残らず聞き出してやるのにな！」

　菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうのトボケたメガネ顔を思い浮かべながら俺が小声で吐き出すと、ユージオが苦笑混じりに囁ささやき返かえした。

「おいおい、いくらなんでも教会の中でステイシア様の悪口はまずいよ。天罰が下っても知らないぞ」

　どうやら、禁きん忌き目もく録ろくの優先順位は変動しても、信仰心までは失われたわけではないらしい。──と思いつつも、つい軽口を追加してしまう。

「どうせなら、この鎖に天罰を落としてくれないもんかな」

　言ってから、ふと思いついて、俺は口調を変えて続けた。

「待てよ。ステイシア様と言えば、ここじゃ《窓》も出せないのかな？」

「そう言えばそれは試してなかったね。やってみなよ」

「ああ」

　鉄格子の向こうの通路を左に行ったところにある獄ごく吏り詰め所の様子をうかがってから、俺は右手の人差し指と中指を揃そろえて伸ばした。すっかり腕に染み付いたステータス・ウインドウ呼び出しゼスチャーを行うと、左手で握る鎖くさりを軽く叩たたく。

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、見慣れた薄うす紫むらさき色いろのウインドウが浮き出した。鎖のプロパティを確認できても状況が好転するとは思えないが、何にせよ情報が収集できるのは喜ばしい。

「お、出たぞ」

　ユージオににやりと笑いかけてから、窓を覗のぞき込こむ。表示されているデータはわずか三行、固有のオブジェクトＩＤと、その下に【２３５００／２３５００】といううんざりさせられる量の耐久度、そして【クラス38オブジェクト】なる文字列だけだった。

　クラス38という数字は、そこらの銘剣よりずっと高い優先度プライオリテイだが、さすがに神器である青あお薔ば薇らの剣の45や、《巨神の大杉》ギガスシダーの枝を一年がかりで磨みがき上あげた黒い剣の46には及ばない。つまりどちらかの剣があれば、やはり鎖の切断は可能だったはずだが、今それを言っても無い物ねだりだ。

　俺おれにならって自分の鎖の窓を出したユージオが、さすがに辟へき易えきした声で呟つぶやいた。

「うわあ、これじゃいくら引っ張ってもびくともしないわけだよ。この鎖を切るには、最低でも同じクラス38の武器なり道具なりがないと……」

「そういうことだな」

　俺は改めて、暗く狭い牢ろう獄ごくを見回したが、存在するのは粗末な鉄のベッドと、空からの水袋くらいだ。ベッドの脚をもぎ取ればバールの代わりにでもなるかもしれないと、一いち縷るの望みを託して窓を出してみたが、こちらは見た目どおりクラス３の安物だった。鉄てつ格ごう子しは遥はるかに丈夫そうだが、鎖の長さが足りずにそこまで手が届かない。

　尚なおも諦あきらめ悪くきょろきょろ首を動かしていると、ユージオが力なく言った。

「いくら探したって、こんな牢屋においそれと銘剣なんか落ちてないよ。そもそも、探すほど物がないじゃないか。ベッドと水袋とこの鎖だけだよ、ここに存在するのは」

「鎖……だけ……」

　呟きながら、俺は自分の腕を縛いましめる鎖を眺め、次にユージオの手首から伸びる鎖を見やった。途と端たん、とあるアイデアが浮かび、興奮を抑えながら囁ささやく。

「いや、《だけ》じゃないぞ。二本あるじゃないか、鎖の野郎」

「はぁ？」

　何を言ってるんだ、と首を傾かしげるユージオを、手振りでベッドから降ろす。続けて俺も石床に降り、薄うす闇やみにぼんやり浮かぶ相棒の立ち姿を確かめた。

　昨日から着たっきりの学院制服から覗く右手首には、俺と同じく無骨な鉄かな輪わが嵌はまり、そこに溶接された長い鎖がベッドの後ろの壁かべに埋め込まれた留め具まで続いている。

　俺はまず、ユージオの右手から伸びる鎖の下をくぐり、次にまたいで元の場所まで戻った。これで、俺とユージオの鎖はＸ字に交差したことになる。手振りでユージオを少し下がらせ、自分も離れると、二本の鎖は交点からギリリと耳みみ障ざわりな音を立てて張りつめる。

　その有あり様さまを見て、ようやくユージオは俺おれの意図を察したようだった。

「あの、キリト、まさかこのまま引っ張ろうってんじゃないよね？」

「引っ張ろうってのさ。二本の鎖くさりの優先度プライオリテイはまったく同じだから、原理的には、これで互いの天命を削り合うはずだ。試してみれば解わかる、早く両手で鎖を握れよ」

　ユージオはまだ疑わしげな様子だったが、言われるままに右手首から伸びる鎖を両手で握り、腰を落とした。俺も同じようにしてから、

「おっと、その前に……」

　左手で印を切り、もう一度鎖の《窓》を呼び出す。

　仮に現実世界で、同じ方法を用いてこの太さの鉄てつ鎖さを切断しようとしても、表面に浅い傷をつけるのが精一杯だろう。

　しかし、このアンダーワールドでは、万物はいかにリアルであろうとも現実世界と同じ物理法則に従っているわけではない。神器・青あお薔ば薇らの剣を用いることで、直径四メートルの巨樹をほんの数日で切り倒すことが可能だったように、二つのオブジェクトを一定以上の速さと強さで衝しよう突とつさせれば、より優先度が高いほうがやがてもう一方を確実に破は壊かいするのだ。

　俺たちはアイコンタクトで「せーの」とタイミングを取ると、全筋力を振り絞って太い鎖を引っ張った。

　ぎんっ！　と鈍にぶく激はげしい金属音が響ひびいた途と端たん、思いも寄らないユージオの馬ば鹿か力ぢからにつんのめりそうになり、なにくそと両足を踏ふん張ばる。たちまち向こうの顔にも負けん気が滲にじみ、俺たちは半なかば初期の目的を忘れて力比べを続けた。

　鎖の交差部からは、耳みみ障ざわりな軋きしみ音おんと、オレンジ色の小さな火花が断続的に発生している。綱引き状態を保ちつつも、俺は首を伸ばして、出しっぱなしだった《窓》を覗のぞいた。

「おっ」

　ガッツポーズのひとつも決めたいところだが、両手が塞ふさがっているので、ニヤリと笑うに留とどめる。二万以上もあった鎖の天命は、一の桁けたが俺にも視認できないスピードで流れ、十の桁も目まぐるしく減少中。この勢いなら、数分でゼロまで行くだろう。再び歯を食くい縛しばり、いっそうの力を振り絞ってユージオとの綱引きを続ける。

　この方法は、もちろん鎖が二本・囚人が二人存在しなければ不可能だし、囚人の《オブジェクト・コントロール権限》──ＳＡＯの筋力値に相当するパラメータ──が充分に高いことも必須条件だ。だから、八年前にたった一人で投獄された十一歳のアリスには、鎖を切ることはできなかったと思われる。

　やはり彼女は、予定どおり審しん問もんの場に引き出され、そこで何かがあったのだ。あの整せい合ごう騎き士しアリスがルーリッドのアリス当人なら、記憶と思考を制御し、公こう理り教きよう会かいの忠実な番兵へと変えてしまうほどの《何か》が……。

　ついそんな思考を巡らせたせいで、俺は肝心なことを忘れてしまった。窓を出したままにしたのは、鎖くさりの天命がゼロになる直前で綱引きを停とめるためだったのだ。なぜなら、そうしないと──。

　ピキン！　という、これまでとは違う甲かん高だかい金属音が鳴なり響ひびいた。

　と思う間もなく、俺おれとユージオは猛烈な勢いで後ろに吹っ飛び、後頭部を分厚い石いし壁かべにしたたかぶつけた。

　しばし床にうずくまり、両手で頭を抱えて、ＳＴＬが律りち儀ぎに発生させた痛みと目め眩まいに耐たえる。それらが収まってから、今度こそ獄ごく吏りに気付かれたかと鉄てつ格ごう子しの向こうをうかがうが、幸い何の反応もなかった。ほっと息を吐き、そろそろと体を起こす。

　遅れて立ち上がったユージオが、左手で頭をさすりながらぼやいた。

「うう……、今ので天命が百は減ったよ」

「それくらいで済めば安いもんだろ。ほら、見ろよ」

　俺は右腕を突き出し、鉄かな輪わから力なく垂たれ下さがる鎖を揺らした。長さ一メル二十セン、いや一メートル二十センチほどを残して、鎖は見事に切断されている。床に転がるＵ字型をした四つの金属片は、交点で綱引きの圧力を受け続けていたリング二つが真ん中から割れ砕けたものだ。見ているうちに、それらは儚はかない音を立てて崩くずれ、消えた。

　ふと気になって、右手首から垂れる鎖の断片の《窓》を出してみると、なんと天命は元の値に近い１８０００まで回復している。俺の予想、というか期待では、引っ張りっこで天命がゼロになった瞬しゆん間かんに長さ三メートルの鎖全体が消滅するかと思ったのだが、たくさんのリングが連結する構造のせいか、新たな鎖オブジェクトとして再設定されてしまったらしい。

　というようなことを考えていると、同じように自分の鎖を検分していたユージオが、両肩を大きく動かして言った。

「まったく……こういう無茶をしでかす才能じゃ、いつまでたってもキリトにはかなわないな」

「ふふん、無理、無茶、無む謀ぼうは俺の旗印だからな。……といっても、コレはどうしようもなさそうだなあ……」

　奥の壁から三メル、いや三メートルしか離れられないという状況から解放されはしたが、右手に残る鎖のシッポを外す方法はまるで思いつかない。もう一度綱引きをしても、長さは短くできるかもしれないが、完全に取り外すことは不可能だ。

「このまま持っていくしかなさそうだね。ちょっと重いけど、腕に巻き付けておけば走る邪じや魔まにはならないと思うよ」

　ユージオがそう言ってシッポをくるくる前腕部に巻き始めるので、俺もやむなくそれにならった。即席のチェーン・ガントレットが完成すると、顔を見合わせて微苦笑を交かわす。

「……さて、と」

　次の行動に移る前に、これだけは確認しておかねばならないと思い、俺は真剣な表情になってユージオを見た。大きく息を吸い、言う。

「一応訊きいておくけど……いいんだな、ユージオ。ここから脱出して、アリスに関する真実を探るということは、つまり公こう理り教きよう会かいに真まっ向こうから反逆するってことだ。今後は何か行動を起こそうとするたびに、いちいち葛かつ藤とうしている余裕はないぞ。今すぐ覚悟を決められそうになかったら、お前は残ったほうがいい」

　二年以上に及ぶ付き合いの中でも、恐らく最大級に厳きびしい言葉だったが、避さけては通れなかった。

　表面的には落ち着いているように見えるが、ユージオのフラクトライト……つまり光量子の集合体たる魂たましいは、激はげしい構造変化を経験した直後なのだ。物心ついてから、長い、長いあいだ信じていた公理教会と禁きん忌き目もく録ろくの絶対的権威を否定し、それより優先されるべきものを再設定したのだから。

　つまり、今のユージオは見た目以上に不安定であると考えるべきで、生まれ変わりつつある思考回路に負荷をかけすぎると、それこそライオスのように魂に異常を来きたしてしまうかもしれない。だから俺おれはこの三十五時間のあいだ、公理教会や禁忌目録に関する話題を、こちらからは持ち出さないようにしていた。

　しかし、この牢ろう屋やから脱出してセントラル・カセドラルへの侵入を目指すという過か激げきな行動を起こすなら、その最中に突発的に葛藤されるよりも、今のうちにできるかぎり意識を固めておいて欲しい。ユージオには、なんとしてもカセドラル最上階──現実世界へと離脱するためのコンソールがあるはずの場所に、無事に辿たどり着ついてもらわねばならない。

　そう、俺は、無二の相棒にして親友を、現実世界人たちと対面させるつもりなのだ。

　今のアンダーワールドは、企業ラースの行っている実験の成り行きひとつで、いつ完全リセットされてしまってもおかしくない存在だ。その場合には恐らく、この世界に暮らす十万近い人々のフラクトライトも例外なく消去されてしまうだろう。そんなことを許すわけにはいかない。ラースのスタッフや、黒幕であろう菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうには、なんとしてもユージオと直接対話して、彼らが何を創つくったのかを認識してもらわねばならない。

　アンダーワールド人たちは、決して仮想世界のＮＰＣなどではない。

　現実世界人とまったく同じ知性と感情を持つ彼らには、ここで生きていく権利がある。

　今すぐ覚悟を決めろ、という俺の言葉を聞いたユージオは、一いつ瞬しゆん大きく眼めを見開き、やがてゆっくりと俯うつむいた。右手が持ち上がり、胸の前でぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

「……ああ……解わかってる」

　発せられた声は、静かな囁ささやきではあったが、毅き然ぜんと揺るがぬ響ひびきを帯びていた。

「僕は、もう決めたんだ。アリスと一緒にルーリッドの村に帰るためなら、公理教会にも背そむく。必要なら、何度でも剣を抜いて戦う、って。……あの整せい合ごう騎き士しが本物のアリスなら、記憶を失っている理由をつきとめて、もとのアリスに戻すんだ。僕にとっては、それが何より大切なことなんだ」

　言い終え、顔を上げたユージオは、強く光る瞳ひとみでまっすぐ俺おれを見ながら、少しだけ微笑ほほえんだ。

「あの森遊びの時に、キリトは言ったね。『法で禁じられていたとしても、しなきゃいけないことだってある』って。僕にも、ようやくその意味が解わかった気がするよ」

「…………そうか」

　俺は、胸中に満ちる不思議な感慨を、冷たい空気と一緒に深く吞のみ下くだした。頷うなずき、一歩前に出て、相棒の左肩を軽く叩たたく。

「お前の覚悟、しっかり伝わったよ。……でも、ここから出たら、戦せん闘とうは可能な限り避さけるぞ。アリス以外の整せい合ごう騎き士しとも、まともにやりあって勝てる気はしないからな」

「キリトにしては弱気じゃないか」

　にやっと笑うユージオに、連中は世界最強なんだぞと言い返しておいて、俺は牢ろう屋やと通路を隔へだてる鉄てつ格ごう子しに歩み寄った。まずは、直径三センほどもありそうな極ごく太ぶとの鉄棒から《窓》を引き出す。オブジェクトのクラスは──20。天命値も一万近くある。

　隣となりに立ったユージオも、窓を覗のぞき込こむと短く唸うなった。

「うーん……鎖くさりよりはまだなんとかなりそうだけど、素手で曲げるのは時間がかかりそうだね。どうする、二人で体当たりでもしてみる？」

「そんなことしたら、格子と一緒にこっちの天命も減っちゃうぞ。ちょっと考えがあるんだ、まあ見てろって」

　手振りでユージオを下がらせ、俺は右腕に巻き付けた鎖を解ほどいた。いかにもかねて用意の策っぽいことを言っておいてなんだが、思いついたのはこの鎖を巻いている時だ。修剣学院で、丸一年俺を指し導どうしてくれたソルティリーナ先せん輩ぱいも、使い終わると同じようにくるくる巻いていたのだ。セルルト流を象徴する武器だった、白革の鞭むちを。

　右手で握った、長さ一・二メートルの鎖をゆっくり揺らす俺を見て、ユージオが心配そうに囁ささやいた。

「き、キリト、それで格子を壊こわすつもりかい？　手て許もとが狂って自分を打ったら大おお怪け我がするんじゃ……」

「大丈夫さ、鞭の使い方はリーナ先輩からたっぷり教わったんだ。何せ《歩く戦術総そう覧らん》って呼ばれた人だからな……。いいか、鉄格子を吹っ飛ばすとさすがにどえらい音がするだろうからな、一気に走って階段を目指すぞ。獄ごく吏りが出てきても戦わないで逃げるからな」

「……へぇー。たっぷり、ねえ」

　ユージオの妙な反応を脇わきに置いて、鎖の振れ幅を少しずつ大きくしていく。これを鞭代わりに使うには長さが少々足りないが、威力はクラス38の優先度プライオリテイが補ってくれるはずだ。

　──鞭を握った手て許もとではなく、先せん端たんの重みを意識しながら打つのです。

　というリーナ先輩の言葉を思い出しながら、俺は鎖を後ろに大きく引っ張り、それが伸び切る寸前、気合とともに振り抜いた。

「セイッ！」

　鈍にび色いろの蛇のように宙を疾はしった鎖くさりの先せん端たんは、太さ三センチの鉄棒の交差部を狙ねらい違たがわず直ちよく撃げきし、暗くら闇やみに眩まばゆい火花を咲かせた。

　ばがあぁぁーん！　という大だい音おん響きようとともに、鉄てつ格ごう子しは上下の枠から外れて吹き飛び、向かい側の牢ろう獄ごくの格子に激げき突とつしてから床に倒れた。もしあっちにも囚人がいたら、それこそソルスの天罰でも降ってきたかと思ったに違いない。

　もうもうと湧わき上あがる砂すな埃ぼこりに息を詰めつつ、俺おれは通路に転がり出た。いくらなんでも今の音を聞けば、ヤカン頭の獄ごく吏りも飛び起きるだろう。彼が整せい合ごう騎き士しと同じくらい強いとは思わないが、鞭むち代わりの鎖一本しかない状況では戦せん闘とうは避さけたい。

　身構えながら通路の先をうかがうが、しかし数秒が経過しても、何者も現れる様子はなかった。続いて牢獄から出てきたユージオをちらりと見て、早口で囁ささやく。

「待ち伏せしてるのかもしれない。注意しててくれ」

「了解」

　頷うなずき合あい、今更ではあるものの、足音を殺して走り出す。

　連行された時に頭に叩たたき込こんでおいた情報によれば、この公こう理り教きよう会かい地下牢獄は、車輪のスポーク状に八本の通路が延び、それぞれの通路の両側に収容房が四室ずつ設もうけられている構造だ。全すべての牢屋が二人部屋なら、八×八×二で百二十八人ぶんものキャパシティがある計算だが、この牢獄が造られて以来、満室になったことがあるとは到底思えない。

　八本の通路が集まる、車輪の車ハ軸ブにあたる空間には小さな獄吏詰め所があり、それを取り巻いて螺ら旋せん階段が地上まで伸び上がっている。なんとか獄吏の攻撃をすり抜けて階段に飛び込めれば、それが最善手だ。そう考えながら通路を駆け抜けた俺は、詰め所の手前で立ち止まり、奥の様子を探さぐった。

　円筒形の詰め所の壁かべには小さなランプが吊つるされ、あたりをぼんやりと照らし出している。動くものは一いつ切さいなかったが、出口の死角に獄吏が身をひそめ、何やら恐ろしげな武器を構えているような気がしてならない。

「……ねえ、キリト」

「しっ！」

「キリトってば」

　角の向こうの気配を探ろうとしていると、後ろからユージオに肩をつつかれ、俺はやむなく振り向いた。

「なんだよ？」

「ねえ、この音……イビキじゃない？」

「……なんだって」

　言われるまま耳を澄すませると、確かにごくかすかではあるものの、耳に馴な染じみのある低音が周期的に繰くり返かえされているのに気付いた。

「…………」

　もう一度ユージオの顔を見てから、軽く頭を振って歩き出す。

　通路を抜けた先は（角の死角にはもちろんネズミ一匹いなかった）そこそこ広い円形スペースになっていて、中央に直径五メートルほどの石柱が立っている。柱の内部は空洞で、そこが獄ごく吏りの部屋にしてイビキの発生源というわけだ。

　柱の側面には黒い鉄扉が据え付けられ、その上部には小さな覗のぞき窓まどがあった。俺おれとユージオは足音を忍ばせて扉に近づき、顔をくっつけるようにして窓から内部をうかがった。

　丸い部屋の真ん中には牢ろう屋やにあったのと大差ない粗末なベッドが置かれ、そこに獄吏が樽たるのような巨体を押し込めるようにして寝ていた。ヤカンを思わせる金属マスクは被かぶりっぱなしで、重低音のイビキに合わせてブリキの表面が軽く振動している。

　とっとと逃亡すべき場面ではあったが、俺はついつい彼の境遇に関して考え込んでしまった。囚人などめったに来ない地下牢の番を、この獄吏はたった一人、何年……下へ手たをすると何十年も続けてきたに違いない。なぜならこの世界では、貴族の子供でもない限り、十歳になると同時に地区の責任者から《天職》を与えられ、それは自分で選ぶことも途中で変更することもできないのだ。

　太陽の光がまったく届かないこの地下空間で、かすかに届く時じ鐘しようの音に従って起床し、無人の牢屋の見回りをして、また鐘かねに合わせて眠る。獄吏は、来る日も来る日も、それだけを自分の仕事として繰り返してきたのだろう。俺たちがあれほどの騒そう音おんを立てても、まったく目を覚まさなくなってしまうまで。

　詰め所の壁かべには、大小さまざまの鍵かぎが無数に掛けられていた。その中には、俺とユージオの右手首に嵌はまっている鉄かな輪わを外す鍵もあると思われたが、そのために獄吏の眠りを破って戦う気にはどうしてもならず、俺は一歩下がると呟つぶやいた。

「……行こう」

「ああ……そうだね」

　ユージオも、何かしら思うところがあったようだった。俺たちはそっと窓から離れ、詰め所の壁を取り巻く螺ら旋せん階段に足を乗せると、振り向くこともなくひたすらに上り続けた。










　　　２




　降りた時はかなり長く思えた螺ら旋せん階段だったが、懸けん命めいに駆け上っているとほんの数分で出口の気配が漂ただよい始はじめた。空気からはだんだんとかび臭さが消え、じっとり湿っていた壁かべや足あし許もとの石もいつしか艶つやのある大理石に変わる。

　やがて行く手に仄ほのかな光が見え、それが四角い出口の形になると、俺おれとユージオはもう警けい戒かい心しんもかなぐり捨てて二段飛ばしで突進した。ついに地上へと到達した途と端たん、二人揃そろって新鮮な空気を貪むさぼるように吸い込む。

「…………ふう……」

　ようやく呼吸が落ち着くと、俺たちは改めて周囲を見回した。空はまだ真っ暗だが、仄かな星明かりのおかげで、照明なしでもどうにか視界は確保できる。

　人界を支配する公こう理り教きよう会かいは、央都セントリアのさらに中央、広大な正方形の敷しき地ち内に存在する。昨日の朝、飛竜にぶら下げられた状態でここぞとばかりに眺め回したところ、正門は東側にあり（恐らくそちらから太陽ソルスが昇るからだと推測される）、そこから広い参道が教会の本体まで延びていた。

　その本体こそが、白亜の巨塔《セントラル・カセドラル》だ。断面はこれも正方形で、切り立つ壁は鏡のように滑なめらかに磨みがき上あげられ、上部は常に雲がかかっていて地面からは天てつ辺ぺんを見通すことはできない。

　カセドラルの最上部には、この世界を管理する何者かがいて、外部──つまりラースと連絡を取るためのシステム・コンソールも存在すると俺は信じている。そこまで到達することができれば、俺は主観時間で二年二ヶ月ぶりに、現実世界へと戻れる……。

　そんな感慨を嚙かみ締しめながら、俺はゆっくり体を反転させ、脱走してきたばかりの地ち下か牢ろうの出入り口に向き合った。

　扉のない長方形の穴は、純白の壁へき面めんにやや唐突な佇たたずまいで口を開けている。滑らかに磨かれた大理石の壁に視線を移し、まず右、次に左、最後に上と眺めるが、濃こい夜よ霧ぎりが立ちこめているせいもあってどの方向も端はしを見通せない。

　いや、もし霧がなくても、壁の上じよう端たんは見えなかったはずだ。なぜなら、ほんの一メートル先に存在する艶つややかな大理石こそが、最終目標たるセントラル・カセドラルの外壁だからだ。

　同じことを考えたのだろう、ユージオも俺と同時に数歩前に出ると、左手を持ち上げ、白い壁にそっと触れた。左右に撫なで、その絶対的に硬く冷たい感触を確かめる。

「……ここから出てきておいて今更だけど……なんだか信じられないよ。僕たち、あのカセドラルに触ってるんだ。どんな偉い貴族だって……いや、四帝国の皇帝たちだって、壁を隔へだてて見ることしかできないあの塔に、さ」

「まあ、予定してた整せい合ごう騎き士しとしてじゃなくて、脱走囚人としてだけどな」

　情緒のない俺おれの反応に、ユージオは軽く苦笑したが、すぐに真顔になると言った。

「でも、こうなってみると、むしろ正解だったかもね。だって、もし整合騎士になってたら、僕らもアリスみたいに……」

「記憶を制御されてた可能性もある、か。確かにそうだ……けど、でももし整合騎士が全員そうなんだとしたら、彼らは自分を誰だれだと思ってるんだろうな……」

　俺がそう呟つぶやくと、ユージオが大理石から手を離し、首を傾かしげた。俺も下ろした左手を腰に当て、曖あい昧まいな疑問の説明を試みる。

「つまりさ、騎士が記憶を封じられてるんだとしても……親が誰で、生まれはどことか、そういう知識はあるはずだろ？　だって、それが人間のいちばん最初の根っこだもんな。だからこそ、その知識を捏ねつ造ぞうするのは難むずかしいと思うんだ」

「そうか……騎士は飛竜で人界のどこでもひとっ飛びだもんね。本当の生まれの記憶を封印して、偽にせ物ものの記憶を植え付けても、生地を実際に訪れたら簡単に噓うそだってことに……」

　不意にユージオが鋭するどく息を吸い込み、大きく見開いた眼めでこちらを凝ぎよう視ししたので、俺は途と惑まどって瞬まばたきを繰くり返かえした。固まる相棒と数秒間見つめ合ってしまってから、ようやく彼のおかしな反応の理由に思い当たる。

「そうか……お前、この塔で俺の記憶を戻す方法も見つかるかもって思ったんだな」

「あ……い、いや、僕は…………」

　ユージオがくしゃっと顔を歪ゆがめ、やがて深く俯うつむいてしまったので、俺は一歩前に出ると左手で相棒の亜麻色の髪をごしごし乱暴にかき混ぜた。

「相変わらず心配性だなあ。言っただろ、記憶が戻ろうと戻るまいと、俺はお前の旅に最後まで付き合うって」

　するとユージオは、やや赤くなった顔を持ち上げ、「子供扱いするなよ」と子供のようなことを言った。だが俺の手から逃れるでもなく、小声で続ける。

「…………それを、疑ってるわけじゃないんだ。キリトは何度もそう言ってくれたしね。でも……僕らの旅そのものが、終わりに近づいてるんだなって思ったら、なんだか……」

　押し殺した囁ささやき声ごえを聞いていると、こっちの胸にまでぐっと込み上げてくるものがあって、俺はユージオの頭に手を置いたまま顔を仰あお向むけた。

　すぐ傍そばから垂直にそびえるセントラル・カセドラルの偉容は、まさしく世界の中心と言うに相応ふさわしい。この塔の最上階まで上るのは、仮に障害が何もなくても簡単ではあるまいが、逆に言えばもうそれだけなのだ。階段が何万段あろうと、それを全すべて上り切った時、俺とユージオの旅は終わる。想像していたより、一年以上も早く。

　しかし、それは決して永遠の別れではない。俺は一度現実世界へとログアウトするが、必ずまた戻ってくる。ユージオや、リーナ先せん輩ぱいや、ロニエ、ティーゼ、その他ほかたくさんの人たちと再会するために。

「どうせ終わるなら、ハッピー……じゃない、幸せな終わりにしようぜ。お前はアリスの記憶を取り戻して、一緒にルーリッドに帰るんだ。……でも、そしたらまた天職を再選択しないといけないのか？　今から考えといたほうがいいぞ、次のは一生モノだろうからな」

　俺おれの軽口に、ユージオはようやく顔を上げると、いつもの「やれやれ」と言いたげな笑みを滲にじませた。

「それはいくらなんでも気が早すぎるよ。でも、まあ、どうあれもう木こりだけは懲こりごりだけどね」

「はは、そりゃそうだな」

　ユージオの頭から手を離し、右肩を勢いよく叩たたいたその時、カセドラルのずっと上で時とき告つげの鐘かねがひときわ美しく荘そう厳ごんな音ね色いろを響ひびかせた。メロディは午前四時。夜明けまで、あと一時間──。

「……そろそろ、動いたほうがよさそうだな」

「うん。行こう」

　互いの決意を確かめるように、左拳こぶしを軽く打ち付け合う。突き出す勢いも、タイミングも、握った拳の固さもまったく同じ。もうこれ以上の言葉はいらないとばかり、二人揃そろって周囲の状況を再確認する。

　現在地は、セントラル・カセドラルの裏手（つまり西面）ということしか解わかっていない。当然、東側は大理石の外がい壁へきに遮さえぎられている。

　当面の目的はカセドラル内部への侵入なので、近くに一階への入り口があれば話は早かったが、この西面はかなりの高さまで窓一つないツルツル仕上げでよじ登るのは無理そうだ。唯一の開口部は俺たちが上ってきたばかりの下り階段で、地ち下か牢ろうに他ほかの通路が絶対に存在しないとは言えないが、ここにはもう二度と入らないとステイシア様に誓ってしまった。

　となると次に考えるのはもちろん、外壁沿いに北か南へ移動することだ。しかし、どちらもほんの五メートルほど先で、壁かべと直角に金属柵さくが密接している。頑張ればよじ登れそうな高さだが、問題が一つ。柵の向こうにも、同じ柵が幾いく重えにも広がっていることを、俺は昨日のうちに確認済みなのだ。

　ツル性の植物がびっしり絡みついた青銅製の柵は、輝きからして地下牢の鉄てつ格ごう子しより頑がん丈じようそうだ。そんな障壁が、このカセドラル西側の空間には、無数に張り巡らされている。つまりここは、植物園であると同時に迷路なのだ。恐らくは、万が一地下牢から囚人が脱走した時、地上での逃走を困こん難なんにするための。

　東、南、北は壁と柵に遮られているが、西側にはゲートが一つある。そこから短い直線通路が延び、先は迷路内のちょっとした広場になっている。昨日の朝、俺たちをぶら下げた飛竜が降りた場所だ。

　着陸の直前、俺おれは逃走用経路を覚えようとしたのだが、迷路の構造は複雑で、短い時間での暗記はとても無理だった。しかし、どうやら他ほかに選択肢はない。

「……あの迷路を突破して、カセドラルの北か南に出よう」

　俺が言うと、ユージオも頷うなずいた。

「キリトの勘かんに期待してるよ」

「任せとけ、昔から迷宮は得意なんだ」

　うっかりそんな台詞せりふを返すと、相棒が不思議そうな顔をするので、追及される前に歩き始める。

　ほんの数歩で西のゲートに辿たどり着つくと、俺たちはまず金属柵さくの優先度プライオリテイを確認した。窓に表示された優先度は35で、やはりただの青銅ではない。右手に巻いている鎖くさりで何度も叩たたけば破は壊かいできるかもしれないが、登るより時間がかかりそうだし、衛えい兵へい（もしくは整せい合ごう騎き士し）がわらわら集まってきてしまいそうだ。

　当初の予定どおり、おとなしく迷路に挑いどもうと歩行を再開しかけた、その時。ユージオが、喉のどに何かが詰まったような声を出した。

「な、なんだ!?　柵がどうかしたか!?」

「さ、柵じゃなくて……これ、この葉っぱ……」

　眼めを見開いたユージオは、青銅の柵にびっしり巻き付くツル性植物の、なんの変哲もない葉を指差しながら囁ささやいた。

「初めて見るけど、間違いない。これ……《薔ば薇ら》だよ、キリト」

「バラ……。へえ……って、えっ、本当か!?　この迷路に生えてるのが、全部!?」

　最初は気のない反応をしてしまったが、このアンダーワールドに於おけるバラはただの綺き麗れいな花ではない。高純度の神聖力を蓄たくわえた実をつけるアネモネ、マリーゴールド、ダリア、カトレアの《四大聖花》の上に位置する、もっとも貴重な《神々の花》なのだ。平民はおろか貴族・皇族でさえも栽培は許されず、野山にごくまれに育つ自生株を見つけられれば、セントリアの市場でとんでもない値段がつくという。

　そんな激げきレア植物が、この迷路だけで何千、いや何万株も……。そう思った瞬しゆん間かん、片かたっ端ぱしから引き抜いて持って行きたい衝しよう動どうに駆かられるが、残念ながらこの世界にはアスイトテレムー欄ジなどという便利なものは存在しない。

　至って即物的な葛かつ藤とうを生じさせる俺に対して、ユージオの反応は実に冷静だった。縁ふちがぎざぎざの葉を指先でかき分け、その奥を覗のぞき込こみながら言う。

「まだ花は咲いてないみたいだけど、蕾つぼみが膨ふくらんできてる。これだけの数があれば、かなりの空間神聖力が放出されてるはずだ」

　言われてみれば、迷路内の空気は実に甘く澄すんでいて、一呼吸ごとに体が浄化されていくような気がする。俺が意地汚くすうはあ深呼吸していると、ユージオがじれったそうに続けた。

「そうじゃなくてさ、今ならかなり高位の神聖術も使えるかもしれないよ」

「……って言われても、俺おれたち今は怪け我がしてないしなあ……」

「でも、大事なものをなくしたままじゃないか。僕とキリトの……」

「あ、ああ、そうか……剣か！」

　ようやくユージオの言わんとするところを悟り、俺は小さく指を鳴らした。

　右腕に巻いたクラス38の鉄てつ鎖さも心強い武器ではあるが、ユージオは鞭むちの使い方を習っていないし、早いうちに《青あお薔ば薇らの剣》と《黒いやつ》を回収できれば大いに心強い。というか、剣の回収は最優先事項だ。

　二振りの剣は整せい合ごう騎き士しアリスがどこかに運び去ってしまったままだが、神聖術が使えるなら在あり処かの見当くらいはつけられる。俺は右手を掲げると、大きく息を吸った。

「システム・コール！」

　ユージオにとっては神聖術の起句、俺にとってはシステム操そう作さ権限の起動コマンドを、抑えた声で叫ぶ。右手の五指が仄ほのかな紫色の光に包まれ、ブートした操作権が待機状態に入ったことを知らせる。人差し指をぴんと伸ばし、残り四指は緩ゆるく握って、次のコマンドへ。

「ジェネレート・アンブラ・エレメント」

　黒いつや消しの宝石をイメージしながらそう唱となえると、立てた指の先せん端たんに、漆しつ黒こくを青紫の燐りん光こうが取り巻く極小の球体が出現した。この世界に八種類存在する《素因エレメント》の一つ、《闇あん素そ》だ。難なん易い度どやや高めの術だが、退屈な神聖術の講義やテストも、ここに来てようやく役に立ったというわけだ。

　闇素は、昨日の朝、アズリカ寮監がユージオの右眼めを治ち療りようするために生成した《光こう素そ》の対極で、負の属性を帯びている。このまま解放デイスチヤージすると周囲の空間をごそっと削り取ってしまう危険な代しろ物ものだが、その吸着性を利用して、こんなふうにも使える。

「アドヒア・ポゼッション。オブジェクトＩＤ、ＷＬＳＳ１０２３８２。ディスチャージ」

　術式を最後まで唱え終えると、指先に浮遊していた闇素は、何かに吸い寄せられるように移動し始めた。ふらふら揺れながら東の方角へと舞まい上あがり、カセドラルの壁かべに接触する寸前、エネルギーを使い果たして消える。しかし数秒間は、空中に仄かな青紫色の軌跡が残る。

　俺は素早く視点を動かして、闇素が描いたラインの延長線上を睨にらんだ。同じようにしたユージオが、少々残念そうに言う。

「やっぱり、剣があるのはカセドラルの中みたいだね。外の、物置小屋みたいなとこに仕舞ってあればって思ったけど……」

「でも、中は中でもあんまり高いとこじゃなさそうだぞ。二階……いや、三階あたりかな。もっと上の階まで運ばれなくてよかったよ」

「そう……だね。じゃあ、最初の目標は、正門以外のどこかからカセドラルに潜もぐり込こんで、三階にある僕らの剣を取り返すことにしよう」

『潜もぐり込こむ』とか『取り返す』とか、学院時代は主に俺おれだけが使っていた言葉を平然と口にするユージオを、頼もしいと思っていいのかどうかこっそり悩みつつ俺は頷うなずいた。

　剣の在あり処かが知れても、バラの迷路をクリアしなければならない状況に変わりはない。出口までの順路を表示してくれるような術式があればと思うが、残念ながらそこまで便利なコマンドは存在しない──はずだ。

　俺とユージオは、改めて青銅のゲートをくぐると、まずは正面の広場を目指した。左右の柵さくに絡みつくバラが咲いていれば、そして夜が明けていればさぞ美しい眺めだっただろうが、今はこの暗さだけが俺たちの味方だ。星明かりの下を、足音を殺して小走りに進む。

　すぐに、次のゲートが姿を現した。この先が、飛竜の着陸地点となった広場だ。確かベンチと小さな噴ふん水すいを見た憶おぼえがあるが、バラ園全体の地図があったかどうかは定かでない。いや、広場なんだからきっとあるはずだ、あってくれ。

　と念じながら、最初のものよりやや小さいゲートをくぐろうとした時、前髪の根元あたりにお馴な染じみのちくっという軽い痛みが走った。ほぼ同時に、俺の上着を後ろからユージオが引っ張る。

「な、なんだよ？」

「……誰だれかいる」

「なにっ……」

　咄とつ嗟さに身構え、俺は前方へ眼めを凝こらした。

　広場は東西に延びる長方形で、俺たちのいるゲートが東とう端たんにあたる。中央にはテラリア神のブロンズ像が立つ噴水が設もうけられ、その周りには柵と同じく青銅製のベンチが四つ、均等に並んでいる。

　そして、俺たちから見て右──北側のベンチに、ユージオが言ったとおり、何者かの姿があった。

　ゆるく波打つ長髪に隠れて顔は見えないが、やや細めの体たい軀くは磨みがき上あげられた白銀の鎧よろいに包まれ、左腰にはやや反そりのある長剣。そして両の肩当てからは、濃こい色のマントが垂たれている。この角度からでも、マントに刺し繡しゆうされた円に十字の紋章がはっきり視認できる。

　俺と一緒にユージオも鋭するどく息を吞のみ、続けて絞り出すように囁ささやいた。

「せ……整せい合ごう騎き士し……！」

　間違いなかった。体格、髪型、そして装備の色からしてアリスではないが、彼女と同じくらい強いことは容易に予想できる。剣もなしに……いや、剣があっても無傷で勝てる相手とは思えない。

　今すぐに、北か南のゲートから迷路に逃げ込むか。それとも真後ろに引き返すべきかと、俺は一いつ瞬しゆん迷った。しかし行動を決定する前に、爽さわやかな響ひびきのある男の声が広場に流れた。

「そんなところに立っていないで、入ってきたまえ、囚人君たち」

　ひょいっと持ち上げられた右手に光っているのは、なんとワイングラスだ。見れば、ベンチにはボトルも一本置かれている。

　騎き士しの口調と仕草に、やけに挑発的な気配を感じた俺おれは、ついつい悪い癖くせを出して逃げずに応じてしまった。

「へえ、俺たちにもそのワインを振ふる舞まってくれるのかな」

　すぐには答えず、整合騎士はゆっくりこちらに顔を向けると、ワイングラスを少し掲げてみせた。

「残念ながら、これは君たちのような子供……しかも罪人が口にできるものではないよ。西帝国産、百五十年物だ。香りくらいなら分けてやらないでもないがね」
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　グラスを回しながらにこりと微笑ほほえんだその顔は、星明かりの下でもハッとさせられるほどの美び貌ぼうだった。高く通った鼻筋と、少し野性味のある形の眉まゆが絶妙なバランスを作り出し、切れ長の双そう眸ぼうが冴さえ冴ざえとした光を放っている。

　俺とユージオがつい気け圧おされて黙だまり込こんでいると、騎士は組んでいた脚を解ほどき、軽やかに鎧よろいを鳴らして立ち上がった。かなりの長身──俺たちよりも頭ひとつ分は高いだろう。ディープ・バイオレットのマントと、波打つペール・パープルの髪が、同時に夜風になびく。

　ワインを一息に飲み干した騎士は、続けて思わぬ台詞せりふを口にした。

「さすがに、我が師アリス様は慧けい眼がんであることよ。囚人の脱走という、万に一つの事態を見事に予期なされるのだから」

「あ……アリス様？　我が、師……？」

　俺おれは呆ぼう然ぜんと繰くり返かえした。

　整せい合ごう騎き士しは鷹おう揚ようと頷うなずき、気き障ざな台詞せりふを続ける。

「君たちの脱走に備そなえて一晩ここで過ごせと命じられたものの、正直私もまさかと思っていたからね。バラの蕾つぼみを愛めでつつ、一ひと瓶びんのワインを供に夜明かしするつもりでいたのに、こうして本当に現れるとは。──君たちが腕に巻いているそれは、南帝国の火山で鍛きたえられた霊れい鉄てつの鎖くさりだよ。どうやって切ったのか知らないけど、君たちが大逆の徒だということは、もはや疑いようもないね」

　微笑ほほえみながら、騎士はワイングラスをベンチに置いた。空いた右手で長髪を搔かき上あげ、ほんの少しだけ語気を強める。

「もちろんすぐに地ち下か牢ろうへ戻ってもらうが、その前に、少々厳きびしいお仕置きが必要だな。もちろん君たちも覚悟の上だろうね？」

　薄うすい笑みは消えていないのに、長身瘦そう軀くのシルエットから圧倒的な闘とう気きが吹き付けてきて、俺は一歩下がりそうになるのを懸けん命めいに堪こらえた。腹に力を入れ直し、どうにかまともな声で言い返す。

「なら、もちろんあんたも、俺たちが無抵抗にお仕置きを受けるとは思ってないよな」

「ははは、威勢がいいね。まだ学院を卒業もしていないヒヨコだと聞いていたけど、大したものだ。その空から元げん気きに敬意を表して、君たちの天命を残り一滴まで減らす前に名乗っておこう。──私は整合騎士、エルドリエ・シンセシス・サーティワン。ほんのひと月前に《召喚》されたばかりで、いまだ統括地もない若じやく輩はいだが、そこはお許し願おうかな」

　騎士の長ちよう広こう舌ぜつを聞いた途と端たん、後ろでユージオが軽く息を漏もらしたが、俺は相棒の反応に注意を向けられなかった。なぜなら、小憎らしいほどの美声で述べられた台詞には、幾いくつかの重要情報が含まれていたからだ。

　まず、整合騎士の名前には法則性があることが、これで明らかになった。整合騎士アリスのフルネームがアリス・シンセシス・サーティであることと考え合わせると、最初の《アリス》や《エルドリエ》が個人名。続く《シンセシス》が共通名。そしてラストネームは、名前ではなく番号だ。英語なのでユージオには解わからないだろうが、恐らくはアリスが三十番目の整合騎士。そしてこのエルドリエが、三十一番目──。

　しかも彼は、『ほんの一ヶ月前に召喚された』と言った。召喚という言葉の意味は不明だが、エルドリエが最も新しく騎士に任ぜられた人間ならば、整合騎士の総数はわずか三十一人ということになる。しかも少なからぬ数の騎士が、人界各地を警けい護ごするためにカセドラルから離れているはずなので、塔内に残る騎士は多くても十数人というところではあるまいか。

　だがそんな計算も、眼前の新米騎士を撃げき破はできなければ、捕らぬ狸たぬきの何とやらだ。

　俺おれは、左斜め後方に立つユージオに向けて低く囁ささやいた。

「戦うぞ。俺が先に相手するから、ユージオは合図を待っててくれ」

「う、うん。でも……キリト、僕……」

「言ったろ、もう迷ってる場合じゃないんだ。あいつに勝てなきゃ、とてもカセドラルは上れないぞ」

「いや、迷ってるわけじゃなくて、僕、あいつの名前……──ううん、後にしよう。了解、だけど無理はするなよ、キリト」

　作戦が伝わっているのかやや不安なユージオの反応だが、のんびり打ち合わせしている暇ひまはない。例によって、頭上で正体不明の守しゆ護ご霊れいさまがため息をついた気がしたが、逃げるのは敵の実力を確認してからでも間に合うだろう、たぶん。

　二歩前に出て、広場のゲートをくぐると、俺は右手に巻き付けていた鉄てつ鎖さを解ほどいて緩ゆるく握った。それを見た騎き士しは、ほうっというように眉まゆを軽く動かした。

「なるほど、剣もなしにどうするのかと思っていたが、その鎖くさりを武器にするつもりか。これなら、少しは戦いがましい戦いを期待できそうかな」

　その声も、表情も、いまだに余裕たっぷりだ。すぐに冷や汗をかかせてやると内心で毒づき、俺はじりじり距離を詰める。

　こちらの鎖には、秘ひ奥おう義ぎ──ソードスキルを発動できないというハンデがあるが、間合いは剣より遥はるかに広い。足を止めず、ヒットアンドアウェイで小ダメージを積み重ねれば、勝機はあるはずだ。

　という俺の目もく論ろ見みは、しかし次の瞬しゆん間かん、木こっ端ぱみじんに砕け散った。騎士エルドリエが、右手を左腰の剣ではなくマントに覆おおわれた背中に動かしながら、続けて言ったのだ。

「ならば、私も剣ではなく、こちらを使うとしよう」

　さっと引き抜かれた右手が握にぎり締しめるのは、剣帯の後ろ側に留められていたらしい二つ目の武器──純銀の輝きを帯びる、細身の鞭むちだった。

　愕がく然ぜんとする俺の視線の先で、鞭はエルドリエの右手からぱらぱらと解かれ、蛇のように石畳の上にわだかまった。こちらの無骨な鎖とは対照的に、銀の細線を編み上げた美び麗れいな作りだ。しかしよくよく見ると、まるでバラの茎くきの如ごとく鋭するどいトゲが螺ら旋せん状に生え、星の光を宿して剣けん吞のんに輝いている。あんなものに打たれたら、皮ひ膚ふが裂ける程度では済まない。

　そのうえ、鞭の全長は少なくとも四メートルはありそうだった。俺の鎖は一・二メートル、リーチの差は三倍以上。これでは、ヒットアンドアウェイ戦法など成立しない。

　俺が冷や汗をかきつつ立ち止まると、エルドリエはこちらの内心を見透かしたように右手を鋭く振った。鞭が生き物のようにうねり、びしっと石畳を叩たたく。

「それでは……公こう理り教きよう会かいと禁きん忌き目もく録ろくに背そむいたあげく、牢ろう破やぶりまでしたその覚悟に敬意を表して、最初から全力で相手をさせてもらうよ」

　こちらが反応する間もなく、エルドリエは右手の鞭むちに左手をかざすと、凜りんと張った声で高らかに叫んだ。

「システム・コール！」

　その先の複雑極きわまる術式を、俺おれはほとんど聞き取ることができなかった。

　アンダーワールドの神聖術は、懐なつかしの《アルヴヘイム・オンライン》に於おける魔ま法ほうと同様に、高速詠唱──つまり早口でコマンドをまくし立てることが可能だ。しかし、詠唱のスピードを上げれば上げるほど、術式をミスる確率も上がる。

　俺が知る限り、高速詠唱術の二番目の使い手はソルティリーナ先せん輩ぱいで、一番目はアズリカ先生だ。だがエルドリエの詠唱は先生より更に早い。三十ワードは下るまいという長大なコマンドをほんの七、八秒で発声し終え、最後を聞き慣れない一言で締しめくくる。

「────エンハンス・アーマメント！」

　エンハンスは……強化？　アーマメントは、ええと……。

　しかし俺に、脳内の英和辞書を繰くる時間は与えられなかった。エルドリエが、無む造ぞう作さに右手を振りかぶると、そのままこちらに向けて振り下ろしたからだ。

　彼ひ我がの距離、約十五メートル。いかに奴やつの鞭が長かろうと、届くはずがない。しかし。

　エルドリエの鞭は、宙に銀色の軌跡を閃ひらめかせ、あたかも伸縮性の素材でできているが如ごとくその身を数倍にも伸ばした。俺は驚きよう愕がくしつつも、反射的に鎖くさりを両手で握り頭上に掲げた。直後、激はげしい衝しよう撃げきが俺を襲おそい、青白い火花が大量に降り注いだ。

「くっ……！」

　このまま棒立ちで受けていたら、鎖を切断される。そう直感した俺は、膝ひざを曲げ、体を右に捻ひねって鞭を受け流した。じゃっ！　と激しい擦さつ過か音おんを響ひびかせ、鞭は鎖から離れて石畳を叩たたくと、そこに深い溝みぞを刻んでから騎き士しの手て許もとへと戻っていった。

　全身からまたしても冷や汗が吹き出すのを感じながら、鎖を見た俺は低く呻うめいた。

「げ……」

　クラス38オブジェクトの、霊れい鉄てつとやらでできているはずの鎖の一部がごっそり削れ、もう少しでリングが一つ切断されそうになっているではないか。

　固まる俺に向けて、整合騎士はわずかに笑みを収めて言った。

「ほう……片耳を削そぎ落おとすつもりだったが、我が神器《霜そう鱗りん鞭べん》の一撃を初見で凌しのいだか。たかが学生と侮あなどったことを謝しや罪ざいすべきかな、これは」

　余裕溢あふれる台詞せりふに何かを言い返したくも、口が強こわ張ばったまま動こうとしない。

　強敵だ。それも、超がつくほどの。無意識のうちに侮っていたのは俺のほうだ。

　整合騎士エルドリエ・シンセシス・サーティワンは、俺がこれまで一度たりとも相手にしたことのないタイプの敵なのだと、遅まきながら悟る。

　仮想世界アンダーワールドはあくまでラースの実験フィールドであって、厳げん密みつな意味では、この戦いに俺おれ──剣士キリトではなく、高校生桐きりヶが谷や和かず人との生命は懸かかっていない。たとえエルドリエの鞭むちに首を飛ばされ、天命がゼロになったところで、俺の本物の肉体は傷ひとつ負わないはずだ。

　ゆえに、戦いの恐ろしさという意味では、デスゲームＳＡＯと同列に語ることはできない。アインクラッドで巨大なフロアボス・モンスター、あるいは狂気に駆かられるレッドプレイヤーたちと対たい峙じした時の恐怖、足あし許もとに底無し穴が口を開けているようなタイト・ロープ感覚は、もう二度と味わう機会はないだろうし、そうしたくもない。

　しかし、いかにデスゲームと言っても、あの世界のプレイヤーの大部分は、俺も含めて本物の剣術などとは縁えんのないネットゲーマーだったのだ。そんな者たちが、システムに与えられた数値的ステータスとモーションアシスト、そしてわずか一、二年の間に鍛きたえたなけなしの反応速度を手て札ふだに命のやり取りをしていた。

　だが、エルドリエは違う。彼は、この世界で十数年にもわたって剣の修練と術の研けん鑽さんを積み重ね、己おのれを極限まで鍛え上げている。肉体的にも、精神的にも、本物の戦士なのだ。ＳＡＯプレイヤーとも、システムが動かすモンスターとも違う、いわばファンタジーもののフィクションに登場する《魔法騎士ルーンナイト》の真に具現化した姿。

　果ての山脈地下で戦ったゴブリン兵よりも遥はるかに洗練された技と神聖術を持ち、主席上級修剣士ライオス・アンティノスやウォロ・リーバンテインさえも超える意志力を感じさせるエルドリエは、恐らく現状の俺を、あらゆる部分で凌りよう駕がしている。鎖くさり一本を武器にこのまま戦えば、残念ながら百パーセント負ける。

　この場を切り抜けられる可能性があるとすれば、それは……

　────あなたが、ひとりじゃないこと。

　思考を誰だれかに代弁されたような気がしたが、導みちびかれるように俺は背後の相棒に向けてひそっと囁ささやいた。

「ユージオ。勝機は、俺たちが二人だというその一点にしかない。俺がどうにかあいつの鞭を止めるから、お前が撃うち込こむんだ」

　しかし、返事がなかなか聞こえない。いぶかしみつつ肩越しに視線を送ると、ユージオの顔には、恐怖というより感かん嘆たんの色が浮かんでいた。そのうち口が動き始めるが、発せられた台詞せりふも賞賛一色だ。

「……今の術式を見たかい、キリト。凄すごいよ……図書室の古い本で読んだことしかないけど、間違いない。あれは《武装完全支配術》……武器の本質にまで術式で組み入って、神の奇跡を攻こう撃げき力りよくに顕あらわすっていう超高等神聖術だよ。さすが整せい合ごう騎き士しだなあ！」

「感心してる場合か。……それで間合いが伸びるなら、その完全支配ってのは、俺たちの鎖にも使えないのか？」

「無理無理！　教会の最上級秘術に指定されてるからね。それに、術の対象にできるのは神器級の武器だけらしいよ」

「ならもうそいつのことは忘れよう。手持ちの武器だけでなんとかするんだ。いいな、俺おれがどうにかして鞭むちを押さえたら、お前が決める。使い慣れない鎖くさりでも、まっすぐ振り下ろすくらいはできるだろ」

　ようやく表情を引ひき締しめたユージオに、駄目押しで確認する。

「覚悟を決めろよ。教会の最高戦力、整せい合ごう騎き士しを俺たちで倒すんだ」

「……解わかってる。言ったろ、もう迷わないって」

　頷うなずくと、ユージオも右手に巻いている鎖の先せん端たんを左手で握り、そっと緩ゆるめた。

　俺たちが同時に眼めを向けると、整合騎士は、相変わらず涼しげな笑みを浮かべたまま銀色の鞭を軽く鳴らした。

「相談は終わったかな、囚人君たち。さあ、少しは私を愉たのしませてくれよ」

「……そんな余裕かましてていいのか、整合騎士様が？」

「無論、公こう理り教きよう会かいに反逆する者には厳げん烈れつなる神罰を……それが最高司祭猊げい下かの御意思だ。しかし私も誇りある騎士として、無抵抗の弱者を鞭打つのは心苦しいのだよ。ゆえに君たちが、せめて我が鎧よろいにかすり傷の一つもつけるくらいの矜きよう持じを見せてくれることを期待したいのさ」

「……鎧に傷どころか、天命を半分吹っ飛ばして、そのにやにや笑いを消してやるぜ」

　内心に広がる焦しよう燥そう感かんを押し隠し、俺はうそぶいた。エルドリエが口にした《最高司祭》なる名前も気になったが、もうあれこれ思案している状況ではない。右手の鎖を一振りしておいてから、素早く左手をエルドリエに向けて突き出す。

「システム・コール！　ジェネレート・サーマル・エレメント！」

　真紅のルビーをイメージしながらコマンドを叫ぶと、親指・人差し指・中指の前にそれぞれ一つずつ、赤々とした光点が生まれた。火炎系攻こう撃げき術じゆつの起点となる《熱ねつ素そ》だ。続けて術式を展開しようとするが、十五メートル先で、エルドリエも悠然と左手を持ち上げる。

「システム・コール。ジェネレート・クライオゼニック・エレメント」

　こちらの術に対抗するための青い《凍とう素そ》が、全すべての指の先に計五個生成される。素因エレメントの数でいきなり負けているが、無視して術式を繫つなげる。

「フォーム・エレメント、アロー・シェイプ！」

　詠唱と同時に左手を引くと、光点が細長く引き伸ばされ、三本の炎の矢が完成した。飛翔速度と貫通力を重視した形態だ。敵に対応する時間を与えまいと、最大限の早口で最後の式を唱となえる。

「フライ・ストレート！　ディスチャージ！」

　ごうっと火炎の渦うずを巻き起こして、三本の矢がエルドリエめがけて放たれた。

　剣での戦いが主流のこの世界に、攻撃型神聖術が存在する理由は、闇やみの国の軍勢と戦うためである──と学院の老教師は言っていた。教わった魔ま法ほうをこともあろうに整合騎士相手に使ったなどと知られたら卒倒しかねないな、などと頭の片かた隅すみで考えながら、炎の矢を追って自分も飛び出す。

　行く手で、エルドリエが対抗術式を一息に詠唱した。

「フォーム・エレメント、バード・シェイプ。カウンター・サーマル・オブジェクト、ディスチャージ！」

　五個の青い輝き点てんが小さな鳥──ホーミングに適した形状──に変化し、いっせいに飛び立つ。弾速は俺おれの矢のほうが上だが、氷の鳥は数が多い。二羽をすり抜けても、残り三羽が炎の矢を次々と迎げい撃げきし、爆ばく炎えんと氷結晶を同時に振ふり撒まいて相そう殺さい・消滅していく。爆発の衝しよう撃げきでベンチのワイングラスが吹っ飛び、石畳の上で儚はかなく砕け散る。

　派手なライトエフェクトを隠かくれ蓑みのにして、俺は一気にエルドリエへと肉にく薄はくした。あと二歩……一歩で鎖くさりの間合いに入る──。

　不意に騎き士しの右手が動き、地面から蛇のように銀の鞭むちが跳ね上がってきた。この距離なら、武装完全支配とやらによる間合いのアドバンテージは関係ない。右から弧を描いて襲おそってくる鞭の軌道を懸けん命めいに読み、体を屈かがめて回かい避ひしつつ最後の一歩を踏ふみ込こもうとする。──しかし。

「──ッ!?」

　それを見た瞬しゆん間かん、俺は息を吞のんだ。空中で、エルドリエの鞭が二本に分裂し、新たに生まれた銀色の蛇がいっそう鋭えい角かくな軌跡を描いて襲いかかってくるではないか。

　数センチの間合いで見切ろうとしていた俺は、その攻撃に対処できず、鞭にしたたか胸を打たれた。石畳に叩たたき付つけられてから、掠かすれた絶叫を漏もらす。

「ぐはっ……！」

　覚悟はしていたつもりだが、無数のトゲを生やした金属の鞭による一撃は、眼めもくらむほど痛かった。歯を食くい縛しばりつつ見れば、黒い制服の胸部分は下着ごとすっぱり切り裂かれ、露ろ出しゆつした肌には真っ赤な傷きず痕あとが一直線に走っている。たちまち血の玉が幾いくつも浮き上がり、平行線を描いて流れ落ちる。

　無ぶ様ざまに尻しり餅もちを突く俺を見下ろし、エルドリエは朗ほがらかに笑った。

「ははは、この霜そう鱗りん鞭べんにそんな小細工は通用しないよ。完全支配状態では、間合いが五十メルにまで拡大すると同時に、最大七本に分裂できるのさ。八人で同時に飛びかかってくればなんとかなるかもしれないけどね」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの物言いにも、腹を立てる余裕はまったくない。これほどの痛みを味わうのは、二年前にゴブリンの隊長に肩を斬きられて以来のことだ。

　この、痛みへの耐性の低さが俺の大きな弱点のひとつだということは常に意識していたつもりだが、しかし原則的に寸止めルールが用いられる修剣学院では、苦痛に慣れるための機会はほとんど訪れなかった。体を張って鞭を止めるなどと大きなことを言っておきながら、これでは不ふ甲が斐いないにもほどがある。

「ふむ、これはやはり買いかぶりだったかな？　ならばせめてもの情けだ、速すみやかに意識を刈り取ってあげよう」

　そう宣のたまったエルドリエは、白銀の鎧よろいを軽やかに鳴らし、一歩前に踏ふみ込こんだ。

　その時、いつの間にか近くまで前進してきていたユージオが、決死の面おも持もちで噴ふん水すいの陰から飛び出した。

「うりゃああっ！」

　珍しく大きな気合を発しながら、右手の鎖くさりを振り下ろす。初めて使う武器にしては文句のつけようのない、しかも不意打ちの一いち撃げきだったが──それでも、騎き士しの守りを破るには至らなかった。

　エルドリエの右手が煙るほどの速度で閃ひらめき、純銀の鞭むちが空中でまたも二本に分裂。一本が鎖を弾はじき、もう一本がユージオを襲おそう。俺おれと同様に胸をしたたか打ち払われ、ユージオは悲ひ鳴めいを上げる間もなく、大きな水しぶきを上げて噴水へと落下した。

　俺を苛さいなむ激げき痛つうはいっこうに収まる気配もなかったが、ユージオが決死の突撃で作ってくれたこの機を無駄にはできない。エルドリエの意識が半なかば以上俺から離れたと感じた瞬しゆん間かん、俺は上体を起こし、数秒前に右手に握り込んでおいたものを騎士の顔めがけて放った。

　アインクラッドやアルヴヘイムと違って、この世界では、ほとんどのオブジェクトは破は壊かいされたからといって即時に消滅したりはしない。破片や断片、あるいは死し骸がいとして新たな天命のカウントが始まるのだ。

　その天命、つまり耐久度は壊こわれる前よりもずっと早いスピードで減少し、ゼロになると同時に今度こそ跡形もなく消きえ失うせる。それでも、完全消滅まで、少なくとも数分間の猶ゆう予よは存在する。

　たとえそれが、割れたワイングラスの破片のような、ささやかな代しろ物ものであっても。

　俺の投げたガラスの欠片かけらは、夜明け前の闇やみを貫つらぬいて、エルドリエの左目めがけて飛翔した。しかも、投げる直前に胸の傷から流れた血を擦こすりつけておいたので、星明かりはほとんど反射しないはずだ。

　欠片が視界に入ってから命中するまでの時間は、コンマ一秒もなかっただろう。それでも、騎士は恐るべき反応速度で顔を右に背そむけ、眼球への直撃だけは避よけてみせた。左の頰ほほ骨ぼねのあたりを掠かすめたガラス片は、浅い傷だけを残して闇の中へと飛び去った。

「うおっ!!」

　エルドリエがこちらに向き直るより早く、俺はうずくまった姿勢から全力で飛び出した。

　二回地面を蹴けると、右手の鎖の間合いに入る。左肩に担かつぐようなモーションで鎖をいっぱいに振りかぶる。一瞬の動揺から回復したエルドリエが右手を引き戻し、ユージオを打ったまま宙をくねっていた鞭が、俺を迎撃するべく動き出す。

　このまま馬ば鹿か正直に鎖を振り下ろしても、よくて相討ち、悪くすれば分裂する鞭の守りを破れずにまた俺おれだけが痛打を食らうだろう。しかし俺は恐怖を振り払い、見開いた両眼めの焦点を、煌きらめく鞭むちの先せん端たんからエルドリエの背後──ユージオが落下した噴ふん水すいへと動かした。

　攻こう撃げき中に敵から視線を逸そらすなどという行為は、修剣学院で教えられているあらゆる流派に於おいて重大なタブーである。そう、ある種の《禁きん忌き》なのだ。だから、この世界の剣士たちは決してそれをしない。整せい合ごう騎き士しとて例外ではないはずだ。

「ぬっ……！」

　それゆえに、エルドリエは低く唸うなりながら、ほんの一いつ瞬しゆんにせよ意識を俺から逸らした。噴水に叩たたき落おとしたばかりのユージオが、即座に起き上がって反撃してきたと感じてしまったのだ。しかしもちろん、それは俺が視線移動で演出した虚構のコンビネーションだ。いくら頑がん丈じようなユージオでも、神器の一撃を受ければそう簡単には起き上がれない。

　エルドリエの迷いを映して、純銀の鞭は空中でわずかに軌道をぶれさせた。俺の鎖くさりの数ミリ上側を、衝しよう突とつすることなく抜けていく。やや苦しい体勢となる左斜め上段から攻撃したのは、鞭と軌道を平行させ、迎撃の失敗率をわずかにでも上げるためだ。リーナ先せん輩ぱいの鞭にさんざん木剣を絡め取られたうえで会え得とくした攻略法。

　しかし、二度と同じ手は通用するまい。これが正しよう真しん正しよう銘めい、最後のチャンスだ。

「ぜいあああああ────ッ!!」

　全ぜん身しん全ぜん霊れいの気勢に乗せて、俺は体ごと霊鉄の鎖を振り下ろした。

　狙ねらったのは、騎士の全身でただ一ヶ所、堅けん牢ろうな白銀の鎧よろいに守られていない頭部だ。ワインを飲むためか、はたまた学生と侮あなどったからかは知らないが、兜かぶとを装着してこなかったその隙すきを見逃すほど俺もお人ひと好よしではない。重く硬い鎖に防具なしの頭を直撃されれば、いかな整合騎士でもしばらく意識を失うはず──。

　だが。ここでもまた、エルドリエは俺の予想を超える能力と覚悟を見せた。

　稲妻のように左手が伸び、ガントレットの装甲に守られた手の甲側ではなく、薄うす手での革手袋が剝むき出だしになった掌てのひらで鎖の先端近くを受けたのだ。

　もし手の甲で受けていれば、鎖はそこを支点に回転し、やや威力は落ちたにせよ先端は騎士の頭を捉とらえたはず。だからエルドリエの選択は正解なのだが──クラス38の鉄てつ鎖さの攻撃力は、薄い革一枚で吸収できるようなものではない。

「ぐ…………！」

　鎖を受け止めた瞬間、騎士は抑制された呻うめき声ごえを漏もらした。左手の骨が数本まとめて砕ける音が、はっきりと耳に届く。これでしばらく左手は使えないし、彼は右手の神器《霜そう鱗りん鞭べん》とやらを地面に捨てたりもするまい。

　このまま飛びかかり、格かく闘とう戦せんに持ち込む。俺はリーナ先輩から、セルルト流《体術》の手ほどきも受けている。打撃ではなく、極きめと締しめを主とする柔じゆうの技だが、重装甲の敵にはむしろ効果的だ。

「まだだッ！」

　一声叫び、俺おれは空いている左手でエルドリエの傷ついた左腕を摑つかむべく一歩踏ふみ込こんだ。

「なんのッ！」

　しかし。三十一番目にして最新の整せい合ごう騎き士しは、またしても俺の予測を超える挙に出た。

　砕けたはずの左手で鎖くさりをむんずと摑み、思い切り引いたのだ。鎖の根本は俺の右手の鉄かな輪わに溶接されているので、体が逆方向の回転を強しいられ、ぐらりとバランスを崩くずしてしまう。懸けん命めいに踏みとどまろうとしたが、エルドリエは再度、強烈な気合を迸ほとばしらせ──。

「ぬううん!!」

　俺を体ごと振り回そうとした。このまま放り投げられたら、またしても鎖の間合いの外、鞭むちの間合いの内に置かれてしまう。そして、奴やつはもう二度と接近を許すまい。

　俺は反射的に左手の照準を変え、エルドリエの左腕ではなく、右手に握られた鞭を摑んだ。無数の鋭するどいトゲを持つ《霜そう鱗りん鞭べん》だが、グリップから一・五メートルくらいまではトゲがない。その部分を腕に巻き付け、簡単には外れないようにする。

　これで、エルドリエは右手の鞭と左手の鎖の両方を放さない限り、俺と距離は取れない。むしろ、左手の鎖だけを手放してしまえば、俺に好き放題打たれるだけだ。向こうもそれに気付いたのだろう、砕けた左手で改めて鎖を握にぎり締しめる。

　俺とエルドリエは、銀の鞭と鉄の鎖の二本によって、一メートル少々の近間に固定された。

　鎖を握る左手がとんでもなく痛むはずだが、まるで表情に出すことなく、騎士は尚なおも悠然とした口調で囁ささやいた。

「……買いかぶりと言ったのは、撤てつ回かいしなくてはならないかな。よもや私に、これほどの手傷を負わせるとはね」

「……そりゃどうも」

　本当はもっと言い返したいところだが、話題を双方の傷の状態には向けたくない。なぜなら、エルドリエの左手骨折と、俺の胸の裂傷では、血が流れ続けてしまうぶんこちらのほうが天命の減少スピードが速いからだ。奴がそれに気付けば、このまま綱引き状態を続け、こちらの力が抜けるのを待つ作戦に出るだろう。

　……いや、あるいはもう気付いているのか。騎士は薄うすく微笑ほほえんだまま、再び口を動かす。

　だが発せられた言葉は、時間稼かせぎにしては少々妙な内容だった。

「それにしても、その技……その戦い方、不思議に見覚えがある気がするな」

「へえ……。でも、それは別に不思議じゃないだろ。前に俺と同じセルルト流の剣士と戦ったことがあるんじゃないのか？」

「ふ、そんなことは有り得ないのだよ囚人君。言っただろう、私は一ヶ月前に整合騎士として、人界に召喚されたばかりだと」

「…………その召喚っていうのは……」

　つい会話を続けそうになってしまってから、俺おれはやっとその音に気付いた。正確には、それまで聞こえていた音の調子が変わっているのを。

　エルドリエの背後にある噴ふん水すいの中央には、大地の神テラリアの石像が立っている。像が抱える瓶びんから零こぼれる小さな滝が、これまでは下の池に落ちて軽やかな水音を立てていたのだが、今はそれがくぐもって聞こえる。これは──サインだ。相棒から、俺への。

　きっと、エルドリエもすぐに気付く。会話を続けつつも、すぐに動かねばならない。

「……なんだか、誰だれかにこの人界に呼び出されたみたいに」

　聞こえるな、と言う代わりに、俺はアクションを起こした。と言っても、左手で絡め取った《霜そう鱗りん鞭べん》を放すわけにはいかない。できるのは唯一、右手の鎖くさりを──

　思い切り引っ張ることだけ！

　俺の突然の動きに反応し、エルドリエが鎖を引き戻そうとした。がちん！　と鎖が張り詰め、そして直後、ほぼ真ん中から真っ二つに引き千切れた。先刻、鞭むちに深々と削られていた部分が、ついに耐たえかねて砕けたのだ。

「なっ……」

　エルドリエがさすがに驚おどろきの声を漏もらし、体勢を崩くずしたその瞬しゆん間かん。

　背後の噴水から、ざばっという水音とともに飛び出したのは、もちろんユージオだ。胸を痛打された痛みから立ち直り、噴水に落ちる小さな滝の下で奇き襲しゆうのチャンスを待っていたのだ。滝の音が変わったのは、彼が水流を背中で受けていたからだ。

「りゃあああっ!!」

　全身から水滴を振ふり撒まきながら、ユージオは右手の鎖をエルドリエの無防備な頭めがけて振り下ろした。

　騎き士しの口から、短い式句……いやコマンドが零れたのは、その半秒前だった。

「リリース・リコレクション」
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　今度こそ、意味はまったく解わからない。だが引き起こされたのは、コマンドの短さからすればとても有り得ない、神聖術の枠を超越した現象だった。

　俺の左手にがっちりホールドされ、エルドリエには押すも引くもできないはずの純銀の鞭が、いきなり眩まばゆく発光した。そのまま、まるで生命を得たかのように激はげしく身震いし──猛烈な勢いで伸び始めたのだ。

　輝く一匹の蛇と化した《霜鱗鞭》は、美しい弧を描いて俺とエルドリエの頭上を飛翔し、ユージオの握る鎖へと飛びかかった。いや、蛇というのは最も早はや比ひ喩ゆではない。鞭の先せん端たんに、ルビーのような赤い眼めと、いっぱいに開かれた顎あぎ門とを俺は確かに見た。

　蛇は鎖の先端に嚙かみつくと、そのままユージオごと宙に引っ張り上げ、俺のすぐ近くの石畳へと叩たたき付つけた。背中から落下したユージオが、ぐっ、と短く呻うめく。先に胸に受けた傷と合わせて、ダメージは俺より大きいはずだが、それでも相棒は果か敢かんに起き上がろうとした。

　しかし、それより一いつ瞬しゆん早く、濡ぬれた亜麻色の前髪を鋭するどい切きっ先さきが掠かすめた。

　よろめきから回復したエルドリエが、千切れた鎖くさりを捨てて自由になった左手で器用に左腰の剣を抜き、ユージオに突きつけたのだ。剣は細身ながらいかにも業わざ物ものらしい重厚な輝きを帯び、骨が砕けた手では保持するだけでも猛烈な痛みがあるはずなのに、騎き士しは眉み間けんのあたりにわずかな険けわしさを漂ただよわせているだけだ。

　自みずからの意志で──としか俺おれには思えなかった──主あるじを守った銀色の蛇は、しゅるしゅると身を縮めると、俺の左手の先で再び物言わぬ鞭むちへと戻った。どうやら、謎なぞの《リリース・リコレクション》コマンドが引き起こす奇跡は、効果時間がかなり短いらしい。

　そして、状況は再び膠こう着ちやくした。

　エルドリエは、鞭を俺の左手に封じられ。俺は、鎖を半分に引き千切られ。そしてユージオは、剣を突きつけられて動きを封じられている。主しゆ導どう権けんは剣を抜くことに成功したエルドリエにありそうだが、恐らくあの手では力の乗った斬ざん撃げきは放てまい。

　夜明け直前の、しんしんと冷えるバラ園の一角に、しばしの静寂が訪れた。

　最初に口を開いたのは、今度もまたエルドリエだった。

「……アリス様が警けい戒かいするわけだな。型も何もない攻めだが……それゆえに私の予測を上回るか。よもや《記憶解放》の奥おう義ぎまで使うことになるとはね」

「記憶……？」

　小声で繰くり返かえしてから、俺おれはようやくその言葉が、先の謎なぞめいたコマンドの意味だと悟る。リリースは解放、そしてリコレクションは記憶を意味する単語だ。つまりは、武器の記憶を解放する術式……ということか？

　武器の記憶。そのフレーズを、最近どこかで聞いた気がして、俺は自分の記憶を検索しようとした。しかしそれより早く、ユージオはなぜか感かん嘆たんするような声と顔で、思わぬ台詞せりふを口にした。

「あなたこそ……やっぱりさすがだ、整せい合ごう騎き士し殿」

「こ、この状況で感心してる場合か。……やっぱりって、どういう意味だ？」

　まるで、この騎士を以前から知っていると言わんがばかりの言葉に、俺は突っ込みつつもつい問い返してしまった。

「僕、最初から、どこかで聞いた名前だと思ってたんだ。さっき、ようやく思い出した。この人はね、キリト──今年の、ノーランガルス北帝国第一代表剣士。そして、四帝国統一大会の優勝者、エルドリエ・ウールスブルーグだよ！」

「な…………」

　なんだって、と俺は改めて一・五メートル先にある整合騎士の顔を凝ぎよう視しした。

　北帝国第一代表。それはつまり、今年の三月下旬に開催された、帝国剣武大会の優勝者だということだ。一回戦で修剣学院代表のソルティリーナ先せん輩ぱいを破り、二回戦でウォロ・リーバンテインをも破った、帝国騎士団代表。彼は四月上旬に行われた四帝国統一大会をも圧倒的剣力で勝ち抜き、今年の人界最強剣士の栄誉を手に入れ、セントラル・カセドラルに招かれた──と聞いた。

　考えてみれば、俺はその豪傑の名前も知らなかったのだ。この世界にはインターネットはもちろんテレビもラジオも存在せず、ニュースメディアと言えるものは週に一回発行される原始的な壁かべ新しん聞ぶんだけなので、つい本校舎の掲示板を見に行くのを億おつ劫くうがってしまうのだが、ユージオは毎週きちんとチェックしていたらしい。

「お前、マメだなあ……」

　思わずそんな感想を呟つぶやいてしまってから、慌てて思考を切り替える。ユージオの言うとおり、目の前の整合騎士エルドリエ・シンセシス・サーティワンが統一大会優勝者のエルドリエ・ウールスブルーグなのだとしたら、彼の言動が少々おかしくはないか。

　ほんの数分前、エルドリエは言ったはずだ。『一ヶ月前、整合騎士として人界に召喚された』と。整合騎士に任命された、なら解わかるが……その言い方では、まるで…………。

「…………なん、だと」

　不意にそんな掠かすれ声ごえが聞こえ、俺は視線を右側の相棒から正面の騎士へと戻した。

　エルドリエは──なぜか、途方もない衝しよう撃げきを受けたかのように、もとより白い肌をいっそう青ざめさせ、紫がかった灰色の瞳ひとみをいっぱいに見開いていた。同じく血の気が失うせた唇が震え、続く言葉を絞り出す。

「私が……北帝国、代表剣士……？　エルドリエ……ウールスブルーグ……？」

　予想外の反応に、ユージオも驚おどろき顔がおでぽかんと口を開けたが、すぐに頷うなずいて続けた。

「そ……そのとおりです。先月の新聞に、確かに書いてありました。紫の髪の美び丈じよう夫ふで……流りゆう麗れい極きわまる剣術で全すべての試合を一本勝ちした、って……」

「違う……私は……私は、整せい合ごう騎き士しエルドリエ・シンセシス・サーティワンだっ！　知らぬ……ウールスブルーグなどという名はっ……！」

「で、でも……」

　いつしか戦せん闘とう中ちゆうであることも忘れ、俺おれは。

「あんただって、生まれた時から整合騎士だったわけじゃないだろう。騎士に任命される前は、そういう名前だったんじゃないのか……？」

「知らん！　私は……私は知らんっ!!」

　髪を乱して叫ぶエルドリエの顔はいよいよ白く、眼めだけが異様に光って見えた。

「わ……私は……最高司祭アドミニストレータ様の招きを受け……整合騎士として、天界よりこの地に…………」

　そこで言葉が停止し──。

　俺とユージオを、いっそう仰ぎよう天てんさせる現象が起きた。

　エルドリエの、滑なめらかな額ひたいの真ん中から、いきなり紫色の光が一筋迸ほとばしったのだ。

「ぐ……うっ……」

　呻うめいたエルドリエの右手から力が抜けたが、俺は鞭むちを奪うのも忘れて騎士の額を凝ぎよう視しした。光っているのは、小さな逆三角形のマークだ。いや、ただの紋章ではない。それは、騎士の額から徐々に浮き上がってくる。水晶のように透明な三角柱が、眩まばゆい光を振ふり撒まきながら、一センチ、二センチと迫せり出だしていく。

　三角柱の内部では、微細な光の筋が縦じゆう横おうに走り回っている。突き出した部分が五センチにも達した時、ついにエルドリエの両手から、鞭と剣が石畳へと滑すべり落おちた。

　騎士の虚うつろな眼はもう俺たちを見ようともせず、そのまま一歩、二歩後ずさると、糸の切れた操あやつり人形のように石畳に膝ひざを突いてしまった。額の水晶柱はいよいよ眩く輝き、りん、りん、という不思議な音まで聞こえてくる。

　動くなら今だ。──と思ったが、しかし何をするべきなのか咄とつ嗟さに判断できない。

　攻こう撃げきするのは簡単だ。地面から騎士の剣を拾い、無防備な首筋に斬きりつければ、無力化どころか命を奪うことまでできよう。

　あるいは、一目散に逃走するという選択もある。下へ手たに刺し激げきして騎士の意識が戻れば、今度こそ本気で攻めてくるという予感がする。その場合はもう不意打ちも通用せず、逆にこちらが天命全損させられてしまうかもしれない。

　そして、リスクは最も高まるが、このまま成り行きを見守る手もあるにはある。

　俺おれたちが目まの当あたりにしている現象は、間違いなく整せい合ごう騎き士し……そして公こう理り教きよう会かいの秘密の根幹に関かかわるものだ。アリスがなぜ記憶を失い、別人格になってしまったのか。エルドリエが口にした召喚とはいったいどういう意味なのか。このまま現象を最後まで見届ければ、それらの謎なぞを解明できるかもしれない。

　どうせ、この無抵抗状態のエルドリエに斬きりかかるのはユージオがよしとするまい。そして逃げると言ってもバラ園の迷路は簡単には抜けられない。

　ならば、危険覚悟で観察を続けよう。そう結論を出し、膝ひざを突く整合騎士ににじり寄ろうとした、その時だった。

　額ひたいから五センチも突き出していた光る三角柱が、ちかちかっと明滅したと思うと、一転して額に沈み始めたのだ。

「うっ……」

　俺は思わず唇を嚙かんだ。三角柱が完全に抜け落ちた時こそ決定的な何かが起きる、と予想していたからだ。

「エルドリエ！　エルドリエ・ウールスブルーグ！」

　呼びかけると、クリスタルが一いつ瞬しゆんだけ停止するが、すぐにまた動き始める。現象を最後まで完了させるには、かつての名前だけでは足りない。もっと決定的な《記憶》が必要だ。

　そう直感した俺は、隣となりで眼めを丸くしている相棒に向かって抑えた声で叫んだ。

「ユージオ、エルドリエについて、他ほかに知っていることはないか!?　何でもいいから、こいつの記憶をもっと呼び覚ますんだ！」

「え、ええと……」

　一瞬ぎゅっと眉まゆを寄せたが、すぐにユージオは頷うなずいた。

「エルドリエ！　あなたは、帝国騎士団将軍エシュドル・ウールスブルーグの息子だ！　母親の名前は……確か……アルメラ、そう、アルメラだ！」

「…………」

　途と端たん、虚うつろな表情の整合騎士の唇がかすかに震えた。

「ア……ルメ……ラ…………」

　弱々しい声が漏もれ、同時に三角柱が強く光った。だが、俺をハッとさせたのはそれよりも、見開かれた騎士の両眼から音もなく零こぼれた大粒の涙だった。再び、ごくかすかな声。

「…………かあ……さ…………ん…………」

「そうだ……思い出せ、全部！」

　叫びながら、俺は更に一歩前に詰め寄ろうとした。

　だが、できなかった。ドッ！　と重い衝しよう撃げきが地面を震わせ、俺は前につんのめった。

　眼も眩くらむような激げき痛つうを意識したのは、下を見て、右足の甲を一本の矢が深々と貫つらぬいているのに気付いてからだった。

「ぐあっ！」

　耐たえ切きれず、短い悲ひ鳴めいを漏もらす。喘あえぎながら両手で赤銅色の矢を握り、力任せに引き抜くと、先に倍する痛みに襲おそわれて気絶しそうになるが歯を食くい縛しばって堪こらえる。

「キリト！　だ、大丈夫……」

　その言葉を最後まで聞かずに、俺おれはユージオの右腕から垂たれる鎖くさりを摑つかむと、思い切り引っ張った。

　ヒュドッ、ドッ！　という音が響ひびき、一いつ瞬しゆん前までユージオがいた場所を二本の矢が貫つらぬく。鎖を握ったまま更に飛とび退のきつつ、俺は空を見上げた。

　いつしか東から曙しよ光こうの気配が近づきつつある星空を背景に、ゆっくりと旋せん回かいする一匹の飛竜が見えた。眼めを凝こらせば、背中の鞍くらに座する人ひと影かげもどうにか識別できる。間違いなく整せい合ごう騎き士しだが──飛竜に乗ったまま、しかもあの距離から弓で俺たちを狙ねらったとすれば、驚きよう異い的てきな精密射しや撃げきだ。

　と思う間もなく、鞍あん上じようの騎士が巨大な弓を引き絞った。俺は傷ついた右足で必死に地面を蹴ける。すかさず、目の前の石畳にドドッと二本の矢が突き立つ。

「や、やばいぞこれは」

　ユージオの鎖を摑んだまま、俺は口走った。この世界で、弓矢による攻撃を受けるのは初めてだ。歩く戦術総そう覧らんと呼ばれたソルティリーナ先せん輩ぱいも飛び道具は投げナイフまでだったので、遠距離攻撃はアンダーワールド剣士たちの性に合わないのだろうと思っていたが、整合騎士に関してはもう何でもありらしい。

　飛竜から眼を離すわけにはいかないので、頭の中に周囲の場景を思い描くが、二人で身を隠せるような遮しや蔽へい物ぶつは一いつ切さいない。青銅の柵さくに絡むバラの茂みに飛び込んでも、完全に姿を消すことはできないだろう。あとはもう──

「逃げるしかない！　次の矢を避よけたら走るぞ！」

　ユージオに向かってそう囁ささやきかけ、俺は射撃に備そなえて全身を緊きん張ちようさせた。

　しかし、新たな整合騎士はそこでいったん手を止め、飛竜を旋せん回かい降下させ始めた。数秒後、殷いん々いんたる声が噴ふん水すい広場に響ひびき渡わたる。

「罪人よ、騎士サーティワンから離れろ！」

　思わずちらりと眼を向けると、せっかく抜け落ちそうになっていたエルドリエの三角柱は、またしても額ひたいの中に戻りかけている。

「光輝ある整合騎士に堕だ落らくの誘いを試みた罪、最も早はや許せぬ！　四肢を射い貫ぬいてから牢ろうに叩たたき返かえしてくれるわ！」

　その時、東からおぼろな曙光が一筋差し込み、空の飛竜を照らした。またがる整合騎士は、全身をエルドリエのものとよく似た銀色の重じゆう鎧よろいに包み、左手に巨大な赤銅の長弓を携たずさえていた。恐らく、あれも《霜そう鱗りん鞭べん》と同じ神器なのだろう。恐るべき精密狙そ撃げきは《完全支配術》によるものなのか、それとも真の能力を発揮するのはこれからか。

　大柄な騎き士しは、それ以上喋しやべることなく、赤い弓に同時に四本もの矢をつがえた。

「は……走れ！」

　この距離ではもう発射を見てからの回かい避ひは不可能だ。俺おれはユージオの鎖くさりを摑つかんだまま全力でダッシュした。一歩ごとに胸と右足の傷が激はげしく痛むが、止まるわけにはいかない。ユージオも、必死の息づかいを響ひびかせながら後ろに続く。

　最初の地ち下か牢ろうに逃げ戻ることを考えなくもなかったが、それでは狙撃は避よけられても問題は解決しない。迷路の行き止まりに突き当たったら最後だと知りつつ、広場南側のゲートに駆け込む。

　数歩も進まないうちに、すぐ背後でドカカカッ！　という着弾音が立て続けに響いた。

「うおわああ！」

　悲ひ鳴めいとも雄お叫たけびともつかぬ声を上げ、一心不乱に走る。通路の両側に立つ柵さくが角度によっては俺たちを隠してくれるものの、十字路等でやむを得ず姿を晒さらすと、すかさず周囲に複数の矢が降り注ぐ。

「何本矢を持ってやがんだ！」

　腹立ち紛まぎれに叫ぶと、後ろを走るユージオが律りち儀ぎに答えた。

「さっきので三十本超えたよ、凄すごいな！」

「いい加減なＭＭＯじゃあるまいし……すまん、なんでもない！」

　方向感覚はとうに失われている。しかしなぜか分岐点に差し掛かるたび、前髪のあたりに引っ張られる感覚が生まれるので、それに従って右に曲がり左に曲がりしながら全力疾走を続ける。今のところはなんとか飛竜から一定距離を保てているようだが、もし一度でも袋小路に捕まったら万ばん事じ休きゆうすだ──。

　などとネガティブなことを考えてしまったせいではあるまいが、幾いくつめかの分岐を左に曲がったところで、ついに謎なぞの加か護ごの効果が切れた。十メートルほど先で、通路は無情にも行き止まりになっている。

　かくなるうえは、長さが半分になってしまった右手の鎖で金属柵を破は壊かいするしかないが、先に確認済みの優先度プライオリテイは鎖に迫る数値だった。一撃で破壊できる可能性は限りなく低い。

　しかし、最も早はやそれ以外の選択肢はないのだ。覚悟を決め、運を天に任せて右手を振りかぶろうとした、その瞬しゆん間かん。




「おい、こっちじゃ！」




　どこからともなくそんな声が聞こえ、俺は刹せつ那なの思考停止に陥おちいった。こっちじゃ、という年寄りじみた言い回しに対して、声は明らかに幼い少女のものだったからだ。

　減速しつつきょろきょろ視線を巡らせると、前方すぐ右側の柵さくに、いつのまにか小さな扉が出現していた。そこから顔を覗のぞかせてちょいちょいと手招きをしているのは、大きな黒い帽子を被かぶった、やはり十歳そこそことしか思えない女の子だった。

　鼻に載のせた小さな丸まる眼鏡めがねをきらっと光らせ、少女は扉の奥に消えた。俺おれは、これが罠わなか否いなか一いつ瞬しゆん迷った。だがその時、前髪が一房思い切り前へ引っ張られた。まるで、何してるの、入りなさい！　と叱しかりつけるかのように。

　俺とユージオは、無む我が夢む中ちゆうで扉の中の暗くら闇やみへと飛び込んだ。










　　　３




　扉の先は、予想に反して広く深い空間だった。

「わああああ!?」

　情けない悲ひ鳴めいを漏もらしながら、空中で前方宙返りを三回。直後、やや弾力のある床に背中から落下する。大きくバウンドしてから、今度はどすんと尻しり餅もちを突く。

　すぐに、ユージオも似たような形で隣となりに落ちてきた。二人揃そろって何度か頭を振り、平へい衡こう感覚が落ち着いてから、おそるおそる周囲を見回す。

「………………あれっ」

　と、ユージオが妙な声を出したのも無理はない。俺たちは、確かにバラ園の柵に開いた扉をくぐったはずだ。ならば、その先も同じ迷路でなくてはならない。

　しかし、俺たちが座っているのは、古びた板張りの壁かべと天井、そして同じく木製の床に囲まれた廊下だった。落下時に弾力を感じたのは、下が板だったからだ。もしバラ園と同じ石畳だったら、天命が幾いくらか減っていただろう。

　廊下は前方に十メートルほど続き、突き当たりには温かみのあるオレンジ色の光がちらちら揺れる。周囲の空気さえ、ついさっきまでの冷たく湿った夜気に代わって、古い紙を思わせる乾いた匂においに満たされている。

　いったいここは……と思っていると、背中側の上のほうでカリッというような金属音が聞こえた。振り向くと、すぐ目の前にえらく急な階段があり、その上に、小さな扉と小柄な人ひと影かげが見えた。

　俺おれは、鞭むち打うたれた胸と射い貫ぬかれた右足の痛みも忘れ、よろよろと体を起こすと木の階段を慎重に上った。視線の先にある扉は、くぐる前は確かに青銅の格こう子しでできていたのに、今は壁かべや床と同じ木製に変わっている。だが、廊下の古こ色しよく蒼そう然ぜんとした感じに対して、なぜか扉だけが真新しい白木だ。

　天てつ辺ぺんから三段下まで辿たどり着ついたところで、扉の前で背を向ける人影が、さっと右手を挙げて俺を制した。その手にはやたらと巨大な真しん鍮ちゆう製の鍵かぎ束たばが握られていて、扉の同じく大きな鍵穴から抜いたばかりといった風ふ情ぜいだ。数秒前に聞こえた金属音は、この人物が扉を施せ錠じようした音だと思われる。

「……あのぅ……」

　ここはどこで、あなたは誰だれ？　と訊たずねようとした時、俺はその音に気付いた。閉ざされた扉のすぐ先で、何か小さく硬質な生物が、かさかさ、きしきしと這はい回まわる音。二の腕の肌がかすかに粟あわ立だつ。

「……探知されたな。このバックドアはもう使えん」

　謎なぞの人物は低く呟つぶやくと、俺を追い立てるようにもう一度右手を振った。やむなく質問を中断し、もう一度廊下まで降りる。すでに立ち上がっていたユージオの隣となりまで戻り、振り向くと、ちょうど誰かさんも降りてきたところだった。

　周囲に照明の類たぐいはなく、明かりは廊下の突き当たりから仄ほのかに差し込んでくるだけで、ほとんどシルエットしか視認できない。頭には大きく膨ふくらんだ帽子、小柄な体を包むのは魔ま法ほう使つかいのようなローブ。右手に鍵束、そして左手には背丈よりも長い杖つえ。

　その杖──というかマジック・スタッフが、追い立てるように俺たちに向かって一振りされた。同時に、声。

「ほれ、とっとと奥に進まんか！　ここは通路ごと廃棄じゃ」

　やはり幼い少女のものとしか思えないが、なぜか修剣学院のアズリカ先生以上の威い厳げんが感じられて、俺とユージオは慌てて明かりのほうへと歩いた。たちまち短い通路を抜け、奇妙な場所に出る。

　相当に広い、真四角の部屋だった。壁にはランプが幾いくつも取り付けられており、温かい色調の炎を揺らしている。他ほかに調度らしきものは一いつ切さいなく、正面の壁に重厚な木製扉が一つ見えるのみだ。

　それ以外の三面の壁には、俺たちが出てきたのと同じ廊下が十以上も並んでいる。すぐ隣の廊下を覗のぞいてみたところ、やはり突き当たりに階段と小さな扉が見えた。

　俺おれとユージオがきょろきょろ周囲を見回していると、続いて出てきたローブの少女が、くるりと振り向き廊下に向かってスタッフをかざした。

「ほいっ」

　可愛かわいらしい──あるいは年寄りじみた掛け声と同時に杖つえをさっと一振り。

　もうこれ以上驚おどろくことはあるまいと思っていたが、続く現象に俺たちは再び度ど肝ぎもを抜かれた。通路の奥のほうから、左右の壁かべ板いたがごんごんと音を立てて順じゆん繰ぐりに迫せり出だし、地じ響ひびきとともに組み合わさっていくではないか。

　わずか数秒で長さ十メートルの廊下は完全に閉ざされ、最後に上下左右から突き出した板が接合すると、そこはもうただの壁でしかなかった。直前まで存在した廊下の痕こん跡せきはまったく、凹くぼみひとつさえ存在しない。

　神聖術としても、相当に大掛かりな高等術式だ。あれだけの質量のオブジェクトを動かすには、長い術式詠唱と高位のシステムアクセス権限が必要となるだろう。驚おどろくべきは、謎なぞの少女が、それを「ほい」という掛け声一つで実行してのけたことだ。そもそも、システム・コールの一言すら発しなかった。学院の講義で、あらゆる神聖術には必ずその起句が必要だと教わったのに。

「フン」

　女の子は小さく鼻を鳴らし、何事もなかったかのようにスタッフを床に突くと、そこでようやく体を俺たちに向けた。

　充分な明かりの下で改めて見ると、人形のように可愛らしい少女だった。ベルベット様の光こう沢たくがある黒いローブと、同じ素材の大きな帽子は魔ま法ほう使つかいというよりも老学者然としているが、帽子の縁ふちから覗のぞく栗色の巻き毛やミルク色の肌は若々しい輝きを放っている。

　何より印象的なのは、少女の眼めだった。鼻にちょこんと載のる丸まる眼鏡めがねの奥、長い睫まつ毛げに縁どられた瞳ひとみは髪と同じブラウンだが、なぜか圧倒的な知識と叡えい智ちを感じさせるのだ。その眼を見ていると、まるで底知れない深みに吸い込まれるように思える。何を考えているのかなど、まったく見通せない。

　ともあれ──。この少女が整せい合ごう騎き士しの攻こう撃げきから俺たちを助けてくれたのは確かなので、まずは礼をしておこうと、俺は頭を下げた。

「ええと……助けてくれて、ありがとう」

「その価値があったかどうかはまだ判わからんがな」

　にべも無いとはこのことだ。旅をしていた頃ころの経験から、初対面の人物との交渉はユージオに任せたほうが良い結果となることを学習しているので、肘ひじで突つついて矢や面おもてに立たせる。

　促うながされるまま前に出たユージオは、髪が濡ぬれたままの頭で一礼してから、まずは自己紹介から始めた。

「その……はじめまして、僕の名前はユージオ、こっちはキリトです。ほんとにありがとう、助かりました。ええと……あなたは、この部屋に住んでるんですか？」

　相棒も相当に混乱してるようだった。少女は呆あきれ顔がおになると、鼻はな眼鏡めがねをくいっと持ち上げてから答えた。

「そんなわけがなかろうが。……ついて来い」

　かつっとスタッフの石突きを鳴らし、正面の壁かべにある大きな扉に向かって歩き始める。俺おれたちも慌てて後を追い、杖つえの一振りで扉が勝手に開くのを見て、律りち儀ぎにもう一度驚おどろく。

　少女に続いて扉をくぐった俺とユージオは、この不思議な空間に入り込んでから何度目かの驚きよう愕がくに見み舞まわれ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　途と轍てつもない光景だった。ひと言で表現するならば──超巨大図書室。

《本棚と本》でのみ構成された世界が、どこまでも広がっている。全体としては円筒形の空間なのだが、壁へき面めんには階段と通路が幾いく重えにも設もうけられ、その片側あるいは両側に巨大な書架が幾いくつも幾つも並んでいる。俺たちが立っている床から、立体迷路の如ごとく伸び上がる回廊の彼方かなたの天てん蓋がいまでは、軽く四十メートルはあるだろう。現実世界のビルなら十階建て相当だろうか。書架に収納される本の総数は、想像することすら不可能だ。

　どう考えても、あのバラ園にこの図書室を内包可能な建築物は存在しなかった。俺は薄うす闇やみに沈む天蓋を見上げながら、掠かすれた声で訊きいた。

「こ……ここは、もうセントラル・カセドラルの内部なのか？」

「そうであるとも言えるし、違うとも言えるな」

　少女の声には、仄ほのかに満足気な響ひびきが混じっているように思えた。

「わしが本来の扉を消去したゆえ、この大図書室は、カセドラル内部に存在するが何者も入ってくることはできない。わしが招かない限りはな」

「大……図書室……？」

　ユージオが、尚なおも呆然とあたりを見回しながら呟つぶやいた。

「うむ。ここには、この世界が創造された時よりのあらゆる歴史の記録と、天地万物の構造式、そしてお前たちが神聖術と呼ぶシステム・コマンドの全すべてが収められておる」

　…………システム・コマンドだと!?

　俺は、自分の耳が聞いた単語をすぐには信じられず、まじまじと少女の顔を凝ぎよう視しした。半開きの唇から、半なかば自動的に声が漏もれる。

「あ……あんたは、いったい、誰だれ……なんだ？」

　すると少女は、俺の感じている衝しよう撃げきとその理由さえも解わかっていると言わんばかりに微笑ほほえみ、名乗った。




「わしの名は《カーディナル》。かつては世界の調整者であり、今はこの大図書室のただひとりの司書じゃ」




　──カーディナル。

　俺おれの知っている範はん囲いで、その名称には三つの意味がある。

　一つ目は、現実世界のカトリック教会組織における高位の役職だ。日本語では枢すう機き卿きようと呼ばれる。

　二つ目は、アトリ科の鳥の名前。日本語では猩しよう猩じよう紅こう冠かん鳥ちよう、全身に枢機卿が着る法衣と同じ緋ひ色いろの羽毛が生えていることから名づけられた。

　そして三つ目が──茅かや場ば晶あき彦ひこによって開発されたＶＲＭＭＯゲーム運営用の高機能自律プログラム、《カーディナル・システム》だ。最初のバージョンがＳＡＯに用いられ、アインクラッド内の通貨、アイテム、モンスター出現バランスを絶妙に調節して俺たちプレイヤーを手玉に取った。

　ＳＡＯクリア後に、茅場はプロトタイプＳＴＬで己おのれの脳をスキャンして死んだのだが、その前にカーディナル・システムを機能縮小シユリンクし、汎はん用ようＶＲＭＭＯ開発支援パッケージ《ザ・シード》を作り上げた。

　茅場が電脳空間に残した思考模倣プログラムの意志によってザ・シードはネットに広く芽吹き、ガンゲイルＧＧ・オンラインＯ他ほか多くのゲームを制御することになる。ザ・シードの無む償しよう配布に俺が一役買ったこともあり、電脳茅場の真の目的は何なのか長い間考えたが、納得のいくような答えはとうとう導みちびき出だせなかった。まさかあの男に限って、単にＳＡＯ事件の贖しよく罪ざいのために完全無料フリーの開発環かん境きようを公開した、などということはあるまいが……。

　ともあれ、いま俺の目の前にいる少女は、あのカーディナル・システムが人の形を得た姿、なのだろうか？

　公こう理り教きよう会かいで高い地位にある人工フラクトライトに《枢機卿》の名を用いただけ、ということはもちろん有り得る。だが少女は確かに、かつては世界の《調整者》だった、と言った。指し導どう者しやでもなく、支配者でもなく、調整者たるカーディナル。

　しかし、カーディナル・システムがなぜこの世界に？　アンダーワールドは、ザ・シードを利用して組み上げられたのだろうか？　仮にそうだとしても、完全なる裏方、《神の見えざる手》であるはずの調整システムが、どうして人の姿を取っているのか。カウンセリング用プログラムだった《ユイ》と違って、カーディナル本体には、プレイヤーと会話する機能などなかったはずだ。

　無数の疑問に翻ほん弄ろうされて立ち尽くす俺の隣となりで、ユージオも彼なりの驚おどろきに打たれてか、わななき声で言った。

「あらゆる……歴史……？　四帝国の建国以来の年代記が、全部ここにあるんですか……？」

「それだけではないぞ。世界がステイシア神とベクタ神によって人界とダークテリトリーに分かたれた頃ころの創世記すら所蔵されておる」

　少女の言葉に、歴史好きのユージオは卒倒しそうな顔で左右にふらふら揺れた。カーディナルの名を持つ謎なぞの少女は、鼻の眼鏡めがねを押し上げながら、どこか悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「どうじゃな、わしの話は長くなるゆえ、その前に食事と休息を取っては？　読みたければ、書架の本を読んでもよいぞ。どれでも、幾いくらでもな」

　ほいっ、とスタッフを振ると、傍かたわらの床から小型の丸テーブルが迫せり出だすように出現する。卓上の皿にはサンドイッチだのまんじゅうだの、ソーセージだの揚げ菓子だのが山盛りで湯気を上げている。

　昨日の夜にただの水を啜すすり、かちかちのパンを齧かじっただけの俺おれたちの胃は暴力的に刺し激げきされたが、ユージオはアリス救出作戦中にご馳ち走そうを食べたり本を読んだりすることに罪の意識を感じるようだった。葛かつ藤とうたっぷりの顔で俺を見るので、肩をすくめ、多少言い訳がましい台詞せりふを口にする。

「エルドリエ一人にさえ苦戦したのに、あの飛竜に乗って弓持ってる整せい合ごう騎き士しはごり押しじゃ突破は無理だよ。少し休んで、作戦を練り直そうぜ。どうやらここは安全な場所みたいだし、俺たちの天命も相当減ってるし」

「うむ。まじないをかけてあるゆえ、食えばその傷もたちまち癒いえるぞ。その前に、おぬしら右手を出せ」

　有無を言わせぬ少女の言葉に、俺とユージオは素直に枷かせが嵌はまったままの右手を差し出した。スタッフがぽんぽんと二度振られ、厳いかつい鉄かな輪わがあっけなく割れて鎖くさりごと床に落ちる。

　ほぼ二日ぶりに自由になった手首をさすりながら、ユージオは尚なおも葛藤している様子だったが、不意にへくしっと大きなくしゃみをした。考えてみれば、エルドリエとの戦せん闘とう中に頭から噴ふん水すいに落下し、全身びしょ濡ぬれになったのだ。このままだと、風か邪ぜのバッドステータスを課せられてしまう可能性が高い。

「……お前は、食事の前に体を温めたほうが良さそうじゃな。あの通路の先に、狭いが風ふ呂ろ場ばがあるゆえ行ってこい。食事なり読書なりはそのあとで良かろう」

　さすがにここで寝込むわけにはいかないと思ったか、ユージオはようやく申し訳なさそうに頷うなずいた。

「……すみません、お言葉に甘えさせて頂きます、カ……カーディナルさん。ええと……その、創世記というのはどのへんに？」

　カーディナルは杖つえを持ち上げると、かなり上のほうの、一ひと際きわ大きな書架が固まっている一角を示した。

「あの階段から先が歴史の回廊じゃ」

「ありがとうございます！　……それでは、少し失礼します」

　ぺこりと頭を下げると、ユージオはもう一度くしゃみをしてから、足早に書架と書架の間の細い通路へと消えた。

　その後ろ姿を見送っていたカーディナルが、ぼそりと呟つぶやいた。

「……ここにある創世記は、公こう理り教きよう会かいの最高司祭が口述して筆記官に書き取らせた創作物ではあるがな、残念ながら」

　俺おれは、少女の大きな帽子に向かって、声をひそめながら訊たずねた。

「……じゃあ、やっぱりこの世界に神様は実在しないのか？　ステイシアも、ソルスも、テラリアも……ベクタも」

「居おらん」

　カーディナルの答えはこのうえなく簡かん潔けつだった。

「アンダーワールドの民が信じている神話は、教会が支配権を確立するために創つくり広めたものに過ぎん。神たちの名は緊きん急きゆう措そ置ち用ようの最ス高ー権パ限ーアカウントとして登録はされているが、外の人間がそれでログインしたことは一度もないよ」

　その台詞せりふで、俺の疑問はほんの一部だけではあるが解消された。バーント・ブラウンの瞳ひとみをじっと見詰めて、俺は言った。

「あんたは、アンダーワールドの住人じゃないんだな。この世界の外側……システムの管理者たちに近しい存在だ」

「うむ。そして、それはお主ぬしもじゃな、無登録民キリトよ」

「…………ああ、そうだ」

　この世界で目覚めてから、二年と二ヶ月。俺は、ここが真の異世界などではなく、現実世界の人間によって生成された仮想世界であるという揺るぎない確信をついに得た。

　自分でも思いがけないほどの強烈な感慨が突き上げてきて、俺は大きく息を吸い、吐いた。訊ねるべきことがあまりにもたくさんありすぎて、最初の質問を選ぶのが難むずかしい。しかしまずは、これを確認せねばならない。

「アンダーワールドを作った者たちの名はラース……Ｒ、ａ、ｔ、ｈ。そうだな？」

「いかにも」

「そしてあんたは、カーディナル・システム。仮想世界を制御するための、自律型プログラムだ」

　言った瞬しゆん間かん、少女は眼めをわずかに見開いた。

「ほう、それを知っているか。あちら側で、わしの同類と接触したことがあるのか？」

「……まあ、な」

　接触どころではない。アインクラッドで戦った二年の間、ある意味では究極の敵ですらあったのだ。しかしそんな話をしても、さすがに通じないだろう。

「でも……俺の知る限り、カーディナル・システムに、そんな擬ぎ人じん化かインターフェースは組み込まれてはいなかった。いったい……あんたは、どういう存在なんだ？　この場所で、何をしているんだ？」

　立て続けの問いに、カーディナルはかすかに苦笑した。額ひたいにはみ出した栗色の巻き毛を指先で帽子に押し込みながら、可か憐れんかつ老成した声で言う。

「長い……とても長い話になる。わしがなぜこの図書室に自みずからを隔離し……なぜお主ぬしと接触するのを待っていたのか……それはとてつもなく長い話じゃ……」

　一いつ瞬しゆん、物思いに囚とらわれたように口をつぐんだが、すぐに顔を上げて続けた。

「可能な限り手短に済ませよう。……まずは食え、傷が痛むだろう」

　予想外極きわまる展開に痛みなどすっかり忘れていたが、指摘された途と端たん、エルドリエに鞭むち打うたれた胸と、弓使いに射い貫ぬかれた右足がずきんと疼うずいた。

　言われるままに、俺おれはテーブルから熱々の肉まんじゅうを一つ取ると、大口を開けてかぶりついた。よく修剣学院を脱け出しては買い食いしていたゴットロの店の肉まんに優まさるとも劣おとらぬ美味に、夢中でがつがつ頰ほお張ばってしまう。どのようなコマンドが仕込んであるのか、一口ごとに痛みは薄うすれ、傷さえも塞ふさがっていく。

「……さすがに管理者だな……。料理のパラメータ操そう作さも思いどおりか」

　感かん嘆たんしながら呟つぶやくと、カーディナルはフンと鼻を鳴らした。

「二つ間違っている。今のわしは管理者ではない。そして操あやつれるのは、この図書室内に存在するオブジェクトだけじゃ」

　そのままくるりと後ろを向くと、壁かべに沿って湾曲した通路を歩いていく。俺は慌ててまんじゅうとサンドイッチを抱えられるだけ抱えてから、反対側の、風ふ呂ろ場ばに繫つながる通路を確かめた。風か邪ぜステータスを防ぐにはたっぷりと時間をかけて温まる必要があるので、ユージオはまだしばらく出てこないはず……。

「…………ん？　あれ……料理で傷が治せるなら、風邪だって防げるんじゃないのか？」

　俺がそう指摘すると、カーディナルは一瞬振り向き、にやりと笑った。どうやら風呂を口実に、ユージオをしばし隔離するつもりだったらしい。

　案外と腹黒い賢けん者じやさまの後を追って進むと、通路は分岐や上昇下降を頻ひん繁ぱんに繰くり返かえし、たちまち自分が大図書室のどのあたりにいるのか判わからなくなってしまった。行ぎよう儀ぎ悪く歩き食いした魔ま法ほうの食料がほぼなくなる頃ころ、行く手に周囲を本棚に囲まれた円形スペースが現れた。中央にテーブルが一つ、それを二脚の古風な椅い子すが囲んでいる。

　椅子の片方にちょこんと腰掛けたカーディナルは、無言のまま杖つえで向かいの椅子を示した。指示されるまま、俺も腰を降ろす。

　途端、テーブル上にお茶のカップが二つ出現。カーディナルは自分の前のカップを持ち上げ、一口含んでから、ゆっくりと喋しやべり始はじめた。

「お主ぬし、考えたことはあるか？　この平和な人工世界に、なぜフューダリズムが存在するのか」

　カーディナルが口にした耳慣れない言葉が、《封建制》という意味だと思い出すのに二秒ほどを要した。

　封建制。地方領主としての貴族と、それらを封ずる君主による支配構造である。要は、皇帝だの国王だの伯はく爵しやくだの男爵だのという、ファンタジーものの小説やゲームにはありがちな──と言うよりそうでないもののほうが珍しい──中世的身分制度のことだ。

　アンダーワールドはまさしくその中世ヨーロッパをイメージした世界設定なので、俺おれはこれまで貴族や皇帝の存在に違和感を抱いたことはなかった。だから、カーディナルの質問は、俺を大いに途と惑まどわせた。

「なぜ……って……それは、創造者たちがそうデザインしたからじゃないのか？」

「否いなじゃ」

　カーディナルは、俺の答えを予測していたかのように、小さな唇の端はしにかすかな笑みを滲にじませて即座に否定した。

「この世界を生み出した外側の人間たちは、ただ入れ物を用意しただけに過ぎん。現在の社会構造を作り出したのは、あくまで住人たるアンダーワールド人たちだよ」

「なるほど……」

　確かに、この話はユージオには聞かせられない。

　ゆっくりと頷うなずいてから、俺はようやく、真っ先に確認しておかねばならなかったことを思い出した。彼女は、現実世界のラースという存在を認識している。ということは、つまり……。

「ちょ、ちょっと待った。あんたは、現実世界と連絡が取れるのか？　向こう側との通信経路を持っている？」

　意気込んでそう訊たずねたが、カーディナルは呆あきれ顔がおで否定した。

「馬ば鹿かモン、それができれば、こんな埃ほこりっぽい場所に何百年も閉じこもっておらんわ。残念ながら、その手段を持っているのは奴やつ……最高司祭だけじゃ」

「そ……そうか……」

　その最高司祭さんがどのような存在なのかも気になるが、ここは棚上げしておいて、一いち縷るの望みをかけて食い下がる。

「じゃあ、せめて今は現実時間で何月何日なのか……あるいは俺の体は現実世界のどこに存在するのか、とかは……」

「すまんな、今のわしはシステム領域にアクセスできんのだ。データ領域ですら、参照できる範はん囲いは微々たるものじゃ。お主ぬしが向こう側で知っていたカーディナルと比べれば、あまりに無力な存在だよ」

　それなりに忸じく怩じたるものがあるのか、年相応にしょんぼりした顔になるカーディナルを見て、俺もなんだか申し訳ない気分になって大きくかぶりを振った。

「いや、現実世界が存在してるとわかっただけでも御おんの字じだよ。話の腰を折って悪かった……ええと、封建制ができた理由、か」

　話を戻し、少し考えてから続ける。

「それは……治安の維持とか、生産物の分配とかを、誰だれかが監督しなきゃならないからじゃないか？」

「ふむ。じゃが、お主ぬしも知っておろう。この世界の住人たちは、原則として法に背そむかん。人を傷つけたり、盗みを働いたり、収しゆう穫かくを独り占めしたりすることはないのじゃ。勤勉さや公正さが根源的に強制されておるのじゃから、むしろ共産主義社会を発達させたほうが効率が良かろう。現在のような、人口たかが十万そこそこの世界に皇帝が四人もいたり、爵しやく士しと称する貴族が千人以上も存在するような、過剰な身分制度が必要だと思うか？」

「十万……」

　初めて知ったアンダーワールドの総人口だ。カーディナルは「たかが」と言ったが、俺おれはむしろその膨ぼう大だいさに驚おどろいた。これはもう、人工知能の研究というよりも、文明そのもののシミュレーションだ。

　だが確かに、皇帝一人が支配する住民が二万五千というのは、古代のローマ帝国やフランク王国に比べるまでもなくいかにも少ない。やはり、必要があって生じた封建制というよりも、現実のそれを模して作られたと考えたくなるのだが。

　首を捻ひねる俺に、カーディナルはまたしても唐突な言葉を投げかけてきた。

「わしは先ほど、この世界には神は居おらんと言った。じゃが、創世の時代──今より遡さかのぼること四百五十年前、似たような者たちは存在したのじゃ。まだ央都セントリアが小さな村でしかなかった頃ころに……四人の《神》がな」

「え、四百五十年？　三百八十年じゃないのか？　だって今年は、人界暦……」

　やや的まと外はずれな俺の疑問に、賢けん者じやはやれやれとばかりに肩を上下させる。

「さっき言ったじゃろう、創世神話は教会の創作だと。今の暦こよみの起点は、後の世にでっち上げられたものに過ぎん」

「そ、そうですか。で……四人の《神》だったな？　それはきっと人間……この世界を作ったラースのスタッフたちだろう？」

　今度は正しい反応だったようで、カーディナルは薄うすく微笑ほほえみつつ頷うなずいた。

「ほう、そのくらいは察するか」

「……この世界では、卵ではなくニワトリが先のはずだからな。最初の人工フラクトライトの赤ん坊を育てた誰かがいた……そうでないと、ここで日本語が話され、書かれている理由が説明できない」

「筋の通った推論じゃな。まさしくそのとおり。原初……わしがまだ意識を持たぬ管理者だった頃、四人の外界人がこの土地に降り立ち、二軒の農家で八人ずつの《子供》を育てたのじゃ。読み書きや、作物の育て方、家畜の飼い方から……後の禁きん忌き目もく録ろくの礎いしずえとなった、善悪の倫理観に至るまでな」

「まさに神か……責任重大だな。何気ない一言が、後の人間社会の行く末を左右しちまうってわけか」

　俺おれの《何気ない一言》に、カーディナルは至し極ごく真剣な顔で頷うなずいた。

「いかにもな。わしがこれらの思索を行い、ひとつの結論を得たのはこの図書室に幽閉されてからのことだったが……つまり、なぜこの世界には本来必要ない封建制が存在するのか？　禁きん忌き目もく録ろくなどという常じよう軌きを逸いつした法体系が存在し、更にその隙すき間まをついて自己の利益と快楽を得ようとする貴族たちが存在するのか？　それらの疑問に対する答えは、もはやひとつしか有り得ぬ」

　小さな丸まる眼鏡めがねを押し上げながら、少女は厳おごそかな声こわ音ねで続けた。

「《原初の四人》は、課せられた困こん難なんな使命を見事達成したことからも、人間としては最高級の知性を備そなえていたことが解わかる。同時に、アンダーワールドの住民たちに生せい来らいの善性を与えたのだから、倫理的にも見上げるべき者たちだったのだろう。しかしそれは、四人全すべてではなかった」

「……なんだって……？」

「知性には秀ひいでていても、しかし善ならざる者が一人だけ存在したのだ。そやつが、言わば《汚染》したのさ。育てた子のうち、一人か二人をな。意図してのことではなかったのだろうが……しかし、性しよう根ねというのは隠せんものだな。子に、所有欲や支配欲といった、利己的な欲望をも伝えてしまった。その子供が、祖先となったのだ。今の人界を支配する貴族や皇族、そして公こう理り教きよう会かいの上級司祭たちのな……」

　善ならざる者……だと？

　つまり、一部の貴族が持つ邪悪さは、ラースの中核スタッフの誰だれかに由来するものだということか？　その悪が精神的に遺伝し続け、最終的に、ライオス・アンティノスやウンベール・ジーゼックのような人間を生み出したということなのか。

　不意に、全身がすうっと冷たくなる感覚が訪れる。現実世界の俺は、意識のない状態で、どこだか知らないがラース本拠地のＳＴＬに接続されているのだ。そのすぐ傍そばを、ライオスと同種の人間がうろついているかと思うとぞっとせずにはいられない。

　そいつは俺の知っている人物だろうか。記憶にあるラーススタッフの顔を思い浮かべようとするが、すぐに出てくるのは主任研究員の比ひ嘉がタケルと、あとはラースに俺を紹介した謎なぞの公務員・菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうくらいのものだ。もちろん六ろつ本ぽん木ぎのラース支部には他ほかに何人かのスタッフがいたが、顔も名前もおぼろげにしか憶おぼえていない。なにせ俺の主観では、ラースでアルバイトをしていたのはもう二年以上も昔のことなのだ。

　問題は、そいつが単に利己心や欲望が強いだけの人間なのか、それとも何らかの意図を秘めてラースに潜せん入にゆうしているのか、ということだ。研究を盗む、売り飛ばす、あるいは……破は壊かいする、というような。

「カーディナル……その《原初の四人》の名前は判わかるのか？」

　俺おれの問いに、残念ながら少女はゆっくりとかぶりを振った。

「それを知るには、全システム領域へのアクセス権が必要じゃ」

「いや……悪かった、何度も同じようなことを訊きいて」

　どうせ、いま名前が判わかったところで何もできない。向こう側と連絡を取る必要性がいっそう強まったのは確かだが。

　背もたれに体を預け、甘い香りのするお茶をひと啜すすりしてから、俺は話題を戻した。

「なるほどな……。アンダーワールド人の中で、ごく一部の者だけが支配欲を持っていれば、そいつらが特権階級化していくのは当然だろうな。ガゼルの群れにライオンが交じってるようなもんだ」

「そして、削除できないウイルスプログラムのようなものでもある。この世界では、親から子が生まれる時、外形だけではなく性向も遺伝するからな。平民との婚姻が多い下級貴族では、利己心もかなり薄うすまっているようだが……」

　カーディナルのその言葉で、俺は六等爵しゃく士しのロニエやティーゼが、実に尊敬すべき正義感と博愛心を持っていたことを思い出した。

「てことは……逆に貴族同士の結婚が続けば、利己心も保存されていく、ということか？」

「然しかり。その精せい髄ずいが四皇帝家であり、教会の上級司祭だ。そして彼らの頂点に立つのが、この人界の絶対支配者……公こう理り教きよう会かい最高司祭にして、今ではシステム管理者ですらある、一人の女じゃ。《アドミニストレータ》などという、不ふ遜そん極きわまりない名を名乗っておる」

「アドミニ……ストレータ」

　英語としての意味は《執政官》、そして一部のオペレーティング・システムでは《管理者》を指すその単語を、俺は小声で繰くり返かえした。そう言えば、整せい合ごう騎き士しエルドリエが謎なぞの発光現象を引き起こした際に、そんな名前を口走っていたような気もする。つまり、整合騎士が忠誠を誓う相手こそが、最高司祭アドミニストレータ……というわけか。

　そこまで考えてから、俺はようやくカーディナルの台詞せりふにもう一つ、重要な情報が含まれていたことに気付いた。

「えっ……お、女って言ったか？　その、最高司祭が？」

　かなり昔から、公理教会のトップは高齢の男性であるという先入観を抱いていたのだが、どうやらそうではなかったらしい。カーディナルは頷うなずき、この上ないしかめ面つらで付け加えた。

「そうとも。そして……おぞましいことだが、あやつはわしの、言うなれば双子の姉でもあるのじゃ」

「ど……どういう意味だ？」

　理解が追いつかず訊き返したが、少女の姿をした賢けん者じやはすぐには答えようとしなかった。

　まるで我が身を嫌けん悪おするかのように、白く華きや奢しやな自分の右手をしばらく凝ぎよう視ししてから、おもむろに口を開く。

「……順に話そう……。公こう理り教きよう会かいという絶対統治機関が作られたのは、およそ三百五十年前のことじゃ。つまり、シミュレーションの開始より百年が経過した頃ころ、ということじゃな。当時の人界人は二十歳前後で結婚し、平均で五人の子供をもうけていたので、第五世代の民はすでに六百人を超えておった。親やその親の世代も合わせれば千人近くが……」

「ちょ、ちょっと待った。そもそも、この世界の結婚、出産ってのはどういうシステムになってるんだ？」

　二年来の疑問を解消する機会とばかり、反射的にそう問うてしまってから、中身はどうあれ十歳そこそこの少女にしていい質問ではなかったと俺おれは慌てた。しかしカーディナルは眉まゆひとつ動かさず、さらりと答えた。

「わしは現実世界の人間の生殖活動をよく知らんゆえ断言はできんが、行為そのものはおおよそ現実に準じておるはずじゃ、フラクトライトの構造原理からしてな。システムに婚姻登録をした男女が行為をなした場合のみ、ある確率に基づいて母親に子が宿ることになる。具体的には、ライトキューブ・クラスター内の空きキューブに新たなフラクトライト原型をロードし、両親の外形的要素と思考・性向パターンの一部を組み込んだものを、新生児として誕生させるわけじゃな」

「は、はあ、なるほど……。その、婚姻登録というのは？」

「単純なシステム・コマンドじゃ。ステイシア神に婚姻を宣せん誓せいするという形を取っておる。原初の時代は村の長おさが行っておったが、各地に教会ができてからはそこの修道士なり修道女のみが執とり行おこなうようになった」

「ふうん…………。──あ、腰を折って悪かった。話を続けてくれ」

　俺が促うながすと、カーディナルは軽く頷うなずいて説明を再開した。

「《原初の四人》のログアウトから数十年後、千人に達していた住民たちは、すでに数人の領主に支配されていた。先祖から利己心という武器を受け継いだ彼らは、所有する土地をひたすらに拡大させ続け、そのせいで近きん隣りんに畑を持てなくなった若者たちを小作人として使し役えきするようになっていたのじゃ。中にはその身分に甘んじるをよしとせず、中央を旅立って辺境の土地を開かい墾こんした者たちもいたようだがな」

「なるほど、そういう若者たちが、ザッカリアやルーリッドみたいな地方の街や村を作ったってわけか」

「そうじゃな。……中央を支配する領主たちは、当然互いに反目していたので、長いあいだ姻戚関係を結ぶことはなかった。しかしある時、初めて二つの領主家のあいだで政略結婚のようなことが行われ……結果、一人の女の赤子が生まれたのじゃ。天使のような可愛かわいらしい容姿と、それまでアンダーワールドに存在した全フラクトライトの中でも最大級の利己心を併あわせ持もった赤子がな……。名を、クィネラと言った」

　宙に向けられたカーディナルの瞳ひとみが、遥はるかな過去を彷徨さまようかのように光をたゆたわせた。

　小部屋を取り囲む書架の間に据え付けられた幾いくつものランプの炎が、少女の白い頰ほおに複雑な陰いん影えいを作り出す。針の落ちる音さえ聞こえそうな静せい謐ひつの中を、穏おだやかだが、どこか哀切を帯びた声が流れる。

「当時、セントリアの──すでに村ではなく街と言うべき規模だったが──子供たちの天職を割り振っておったのは、領主の一人たるクィネラの父親じゃった。十歳になったクィネラは、剣や神聖術、歌や織物、あらゆる分野に天てん稟ぴんを示し、どのような職でも立派に勤め上げるだろうと皆に思われておった。しかし、それゆえに──父親は、美しいクィネラを町に働きに出すのが惜しくなったのじゃな……」

　カーディナルは、憐あわれむような笑みを仄ほのかに滲にじませた。

「愚おろかな執着よ。彼は、クィネラをいつまでも手て許もとに置くために、娘に《神聖術の修練》という、かつて存在したことのない天職を与えたのじゃ。屋や敷しきの奥まった部屋で、クィネラはその知性を存分に発揮し、神聖術……つまりシステム・コマンドの解析を始めた。それまで、アンダーワールドの住民たちはごく基礎的なコマンドを知るのみで、コマンドを構成する単語の意味なぞ考える者は誰だれもいなかった。それで充分だったのじゃ、生活のためには」

　確かに、ルーリッドの村にいた頃ころのユージオや他ほかの村人たちは、天命を調べるために《ステイシアの窓》を引き出すくらいしかしなかったものだ。

「じゃが……クィネラは、子供としては恐るべき忍耐心と洞察力で、コマンドに使われている単語の意味を解析し続けた。《ジェネレート》や《エレメント》《オブジェクト》といった、奇怪な異世界の言葉をな。そしてついにクィネラは、ごく基礎的な幾つかのコマンドを基に、《炎熱の矢サーマル・アロー》の術を独力で編み出してのけたのじゃ。もともとは生活を便利にするための道具でしかなかったはずのシステム・コマンドから、命ある対象を傷つけるための攻こう撃げき術じゆつを、な。──キリトよ」

　不意に呼びかけられ、俺おれは瞬まばたきしてカーディナルの顔を見た。

「お主ぬし、なぜ自分の神聖術行使権限レベル……つまり《システム・アクセス・オーソリティ》の値が急上昇したか理解しておるか？」

「ああ……まあ、だいたいのところは。モンスターを……洞どう窟くつでゴブリンの群れと戦って撃退したせいだろう」

「うむ、そのとおり。この世界はもともと、住民が侵入してくる外敵と戦い、自みずからを強化していけるようデザインされておるのじゃ。それが必要となるのは《負荷実験段階》に入ってからのことだが……。ともあれ、権限レベルを上昇させようと思えば、外敵を倒すか地道にコマンドを使用し続けるしかない。クィネラは、わずか十一歳の時に、自力でその仕組みを発見したのじゃ。家の近くの森の中で、無害なキントビギツネを相手に《炎熱の矢》を試ためし撃うちした時にな……」

「……ということは、倒して権限が上がる対象は、外敵……闇やみの国のモンスターに限定されているわけじゃなく……？」

「うむ。いわゆる《経験値の上昇》は、人間を含むあらゆる動的ユニットを破は壊かいすれば発生するのじゃ。もちろんこの世界の人間は人間を殺さないし、またほとんどの人間は無害な動物を殺したりせんがな。しかし貴族の遺伝子を濃こく持つ者は別じゃ。彼らは戯たわむれに狩りを行い、その結果、意図せずしていっそう権限を強化していく……。それを明確な意志をもって行ったのが、十一歳のクィネラよ」

　そこでいったん言葉を切り、カーディナルはお茶のカップにそっと唇をつけた。それを両手に包んだまま、密ひそやかな語りを再開する。

「……獣けものを殺すことで神聖術行使権限が上昇することに気付いた彼女は、夜ごと家を抜け出しては、家族や村人に隠れて殺さつ戮りくを続けたのじゃ。当時、ワールドバランスを制御していたわしに意識があれば、クィネラの行為に震え上がったじゃろうな。彼女は無感情に……いや、もしかしたらある種の悦よろこびを覚えつつ、一夜でセントリア周辺の野や獣じゆうユニットを一掃した。減少したユニットは、システムの命ずるままに補充され……それらは再び翌日の夜に全滅した……」

　──ＶＲＭＭＯゲーマーの俺おれにとっては、それはごくありふれた行為であるはずだ。ＳＡＯ時代の俺は、まさにそのような《狩り》を連日繰くり返かえし、自みずからのステータスを強化した。ＭＭＯというのは本来そういうものなのだ。

　しかし今、カーディナルの言葉を聞く俺の背中には、冷たい汗が流れている。

　深夜、寝巻きのまま暗い森を徘はい徊かいし、発見した動物を無表情に焼き殺していく幼い少女。そのイメージをひと言で表現するならば、《悪夢》と言うよりほかにない。

　俺の恐怖が感染したかのように、カーディナルも両手でいっそう強くカップを握った。

「クィネラの権限レベルは際限なく上昇を続けた。コマンドの解析も着実に進み、やがて彼女は天命回復や天候予測といった、当時の民にとっては奇跡にも等しい数々の術を操あやつれるようになった。父親をはじめとするセントリア住民たちは、クィネラを神の申し子と信じ、崇あがめ奉たてまつったものじゃ。……十三になったクィネラは、まさに神こう々ごうしい美び貌ぼうを得ていた。優しい微笑を浮かべつつ、クィネラは、底無しの支配欲を完かん璧ぺきに満足させる時が来たことを悟ったのじゃ。領主たちのように土地の所有権を得るよりも、戦士たちのように剣を修練するよりも、絶対的に強力な手段……神の名を騙かたることによってな……」

　言葉を切ったカーディナルは、一いつ瞬しゆんだけ視線を頭上──大図書室の遥はるかに高い天てん蓋がいか、あるいはその向こうの現実世界へと向けた。

「この世界を造った人間たちの、最大の過あやまちじゃ。システム・コマンドの不可思議な効力を、《神》という概念をもって説明したのはな。わしが思うに……人間という生物にとって、神なる存在は甘すぎる劇げき薬やくじゃな。あらゆる苦痛を癒いやし、あらゆる残酷を許す。幸い、情緒を持たぬわしには、神の声は聞こえんがな……」

　バーント・ブラウンの瞳ひとみをカップに戻し、少女は左手の指で陶器のふちを軽く叩たたいた。たちまち熱い液体が底から湧わき上あがり、ほとんど空からだったカップを熱々のお茶で満たす。

「盲信もしようというものじゃな、このような奇跡を目まの当あたりにさせられ、それを神の御み業わざと説明されれば。……農作業で怪け我がを負った男をたちまち癒いやし、嵐あらしの訪れを三日も前から予言したクィネラの言葉を疑うものは、もういなかった。彼女は、父親以下の領主たちに、神のために祈る場所が必要だと告げた。さらなる奇跡の技を呼び起こすためにな。すぐに、村の中央に白大理石の塔が建てられた。当時は敷しき地ちも小さく、たった三階の高さしかなかったが……そうじゃ、それこそがこのセントラル・カセドラルの原型よ。そして同時に、公こう理り教きよう会かい三百五十年の歴史の端たん緒しよじゃ」
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　カーディナルが語る、いにしえの聖女クィネラの逸いつ話わは、否いや応おうなく俺おれにある人物のことを思い起こさせた。直接知っているわけではなく、ユージオやセルカからの伝聞だが──幼い頃ころから神聖術に天分を示し、教会のシスター見習いという天職を与えられた少女、アリス・ツーベルクである。

　だがユージオは、ルーリッドにいた頃のアリスは誰だれにでも優しかったと述じゆつ懐かいした。ましてやセルカの姉である。とても夜な夜な家を抜け出し、森の獣けものを殲せん滅めつしていたとは思えない。

　では、アリスはどうやってシステムアクセス権限を上昇させたのだろうか。

　疑問の淵ふちに沈みかけた俺の意識を、カーディナルの声が引き戻した。

「当時の住民は、例外なくクィネラをステイシア神に祝福された巫み女こだと信じた。朝夕白い塔に祈り、収しゆう穫かくの一部を惜しむことなく寄進した。クィネラの血けつ縁えんでなかった領主たちは、最初のうちは彼女の存在を快こころよく思わなかったようだが……しかしクィネラはしたたかじゃった。全すべての領主に、神の名において貴族、つまり爵しやく士しの地位を与えたのだ。それまでは、一般農民の中にも、領主の収奪に対する反感はある程度存在したのだが、神の認めた権威となれば従わないわけにはいかん。貴族となった領主たちも、クィネラに対立するよりは従っておったほうが得じゃと判断した」

　お茶のカップを、かちんと硬い音をさせて受け皿に戻し、カーディナルはまっすぐ俺おれを見て言った。

「長くなったが、これが、アンダーワールドに封建制が存在する理由じゃよ」

「なるほど……。社会維持の必要上生まれた身分制度じゃなく、支配のための身分制……か。上級貴族に義務感がないのも当然、と言うべきなのかな」

　俺が呟つぶやくと、カーディナルも顔をしかめて頷うなずく。

「お主ぬしは直接目にしておらんじゃろうが、大貴族や皇族どもの私領地における振ふる舞まいは、それは酷ひどいものじゃ。禁きん忌き目もく録ろくが殺人と傷害を禁止していなければ、どれほどの地獄となっておったか見当もつかん」

「……その禁忌目録を作ったのも、問題のクィネラさんなんだろう？　彼女にも、それなりの道徳心はあった……ということなのか？」

「フン、それはどうかな」

　カーディナルは可愛かわいらしく鼻を鳴らした。

「──わしの長年の思索によっても、なぜこの世界の住民が、上位の権威から与えられた規則を破れないのか、その理由は解わからぬ。このわしも、例外ではないのじゃ。わしにとっては公こう理り教きよう会かいは上位存在ではないゆえ、禁忌目録には縛しばられんが……それでも、カーディナルというプログラムとして与えられた幾いくつかのルールには背そむけん。こんな場所に数百年も閉じこもっておること自体、抗あらがえぬ命令に縛られておる結果だと言える」

「上位規則に逆らえないのは……クィネラも、なのか？」

「然しかりじゃ。禁忌目録を作ったのはクィネラ自身ゆえ、奴やつもあのたわけた法に拘束はされんが……それでも、幼少の頃ころ、親に与えられた幾つかの規則には逆らえなかったし、今は新たな命令に衝つき動うごかされておる。考えてみい、奴の親が《人を傷つけてはならん》と教えておらねば、奴が動物を殺すだけで満足したと思うか？　より権限レベルが上昇しやすい人間を殺したに決まっておるわ」

　またしても、俺の背中がぞくりと粟あわ立だつ。それを押し隠し、口を動かす。

「ふむ……つまり、この世界では、他人を傷つけることは《原初の四人》が子供たちに刻み込んだ最初期からのタブーだった、ってことか。クィネラはそれを明文化し、他ほかの細かい条項を付け加えただけ……なのか」

「形だけ見ればな。じゃが、決して奴やつがこの世界の平和を願ったからではないぞ。──二十代半なかばになった頃ころのクィネラはいよいよ美しく、塔はいっそう高くなり、何人もの弟子を持っておった。各地の村にも似たような白い塔が建てられ、正式に公こう理り教きよう会かいと名乗り始めたクィネラの支配体制はいよいよ磐ばん石じやくとなりつつあった。じゃが……人口が着実に増加し、人々の居住地域が拡大して、己おのれの眼めが届かぬ部分が出てくると、クィネラは不安になったのじゃな。辺境の地で、自分と同じように神聖術行使権限の秘密に気付く者が現れるのではないか、と。そこで彼女は、あらゆる人間を確実に支配するために、明文化された法を作ることにしたのじゃ。第一項には公理教会への忠誠を書き、第二項に殺人行為の禁止を記した。なぜか？」

　一いつ瞬しゆん口をつぐみ、カーディナルはじっと俺おれを見てから続けた。

「──無論、人間を殺せば、殺したものの権限レベルが上昇してしまうからじゃ。それだけが理由なのじゃ、教会が殺人を禁じておるのはな。あの一文にはいかなる道徳も、倫理も、善性も存在せぬ」

　軽い衝しよう撃げきを感じながら、俺は反射的に抗弁しようとした。

「し……しかし、もともと殺人や傷害は、《原初の四人》が与えた道徳的タブーなんだろう？　教会に言われるまでもなく、人々はそういう倫理観を持っていたんじゃないのか？」

「じゃが、親にそれを教えられなければどうじゃ？　確率は低いが、生まれてすぐ親、つまり最初の上位存在と引き離され、道徳教育を受けずに育った子供がいれば？　そやつが貴族の遺伝子を持っていれば、欲望のみに従って周囲の人間を殺しまわり、クィネラを上回る権限レベルを手に入れてしまうやもしれぬ。その可能性を最大まで減じるために、クィネラは禁きん忌き目もく録ろくなる書物を編へん纂さんし、製本してあらゆる街、村に所蔵させたのじゃ。親たちは、子供が言葉を覚える過程で禁忌目録を最初のページから教えるよう義務づけられておる。よいか、この世界の人間が、善良かつ勤勉で、博愛心に溢あふれておるように見えるとすれば、それはそのほうが都合が良いからに過ぎんのじゃ、教会という絶対統治機関にとってな」

「で……でも……」

　俺は、カーディナルの言葉を素直に受け入れることができず、首を何度か左右に振った。

　ルーリッドの村で、旅の途中で、そして修剣学院で交流した人々──セルカや、ロニエ、ティーゼ、ソルティリーナ先せん輩ぱい……そして誰だれよりユージオの尊敬すべき人間性が、全すべてプログラムに強制されたものだとはどうしても思いたくなかった。

「……それが全てじゃないだろう？　少しは……その、フラクトライトの原型って奴に含まれてる部分もあるんじゃないのか？　俺たち人間の魂たましいに最初から与えられている何かが……」

「その反証を、お主ぬしはもう目にしておるじゃろう」

　カーディナルの言葉に意表を突かれ、俺は二、三度瞬まばたきをした。

「え……？」

「お主とユージオを容赦なく殺そうとしたゴブリンたちじゃよ。お主、あれらが単なるプログラム・コードだと思っておったわけではあるまい？　あれこそが、フラクトライト原型に禁きん忌き目もく録ろくとはまったく逆の……殺せ、奪え、欲望に従えという命令が与えられた姿じゃ。よいか、あれらも《人》なのじゃ、ある意味ではお主ぬしとまったく同じ、な」

「………………」

　俺おれは、しばし黙だまり込こんだ。

　そうであろうと、推測はしていた。二年と少し前、果ての山脈地下で剣を交えた怪物──ゴブリンたちの会話や仕草は実に自然で、一般のＶＲＭＭＯゲームに登場するモンスターやＮＰＣ特有のプログラムらしさは欠片かけらもなかった。何より、彼らの黄色い眼めに宿っていた欲望のぎらつきは、単なるテクスチャーマッピングで表現できるものではなかった。決して。

　だが、改めて、彼らもまたフラクトライトを持つ《人間》なのだと断じられると、そうかと受け流すことはできない。俺はユージオとセルカを助けるためにゴブリンを二匹……いや二人殺したが、彼らは魂たましいに書き込まれた欲望に従っていただけなのだ。ユージオが禁忌目録の制限を突破できたのだから、ゴブリンたちだって、殺せ、奪えという命令に背そむける可能性はあるのだろう。なのに俺は、彼らがゴブリンだから、恐ろしい外見をしているからという理由だけで邪悪な存在だと信じ込み、迷いなく剣を振り下ろした……。

「悩むな、バカ者」

　いつのまにか深く俯うつむいていた俺を、ぴしりとカーディナルの言葉が打った。

「お主まで神になろうとでもいうつもりか？　百年、二百年悩んでも答えなど出ぬぞ。わしもいまだ──こうして、ついにお主と見まみえる時がやってきても、なお迷いの中にある……」

　顔を上げると、カーディナルは細い眉まゆを寄せて、じっとカップの中を見つめていた。そのまま、どこか詩を吟ぎんじるような口調で続ける。

「わしも、かつては一いつ切さいの迷いなき管理者だった。我が掌しよう中ちゆうでもがく小さき者たちのことなど何ひとつ思い致すことなく、不変の法則によって世界を動かしておった。しかしこうして人の身を得て……生命への執着を知って、初めて解わかることもある……。恐らく、この世界を造った者たちも、己おのれが何を造ったのか真に理解してはおるまい。彼らもまた神じゃからな……クィネラの恐るべき行いを知っても、興きようがりこそすれ憂うれいてはおらんじゃろう。このまま世界が負荷実験段階に入れば、筆舌に尽くせぬ地獄が現れるのは必定じゃというのに……」

「そ……それだ、その負荷実験というのは何なんだ？　さっきもそう言ったけど……」

　口を挟むと、カーディナルは伏せていた目を上げ、軽く頷うなずいた。

「話を戻そう、順に説明せねばわからん。──クィネラが禁忌目録を作り全世界に配布したところじゃったな。あの書物によって、公こう理り教きよう会かいの支配はいよいよ磐ばん石じやくのものとなった。何せ、クィネラは次々と目録を改定し、教会にとって都合のよい道徳観念で民をぎちぎちに縛しばると同時に、生活全般に於おいて起こりうるトラブルの原因を排除していったからな。流は行やり病やまいの発生源に指定されている沼を立ち入り禁止にしたり、羊に食わせると乳が出なくなる草の名まで書いてな……。なにも考えずあの書物にただ従っておれば、問題は何ひとつ起こらんのじゃ。年経るごとに民は教会を頼り、盲信し、第一項にある教会への忠誠を疑うものはもう一人として現れんかった」

　まさに絶対統治だ。飢き餓がも、反逆も、変革も一いつ切さいない理想社会──。

「セントリアの人口は爆ばく発はつ的てきに増加し、大規模コマンドを活用した建築技術の進歩もあって、かつての村はみるみる立派な都市へと変へん貌ぼうしていった。公こう理り教きよう会かいの敷しき地ちも、このように広大なものとなり、塔はどんどん高くなってな……。思えば、このセントラル・カセドラルは、クィネラの飽くことなき欲望を示しておったのじゃろう。彼女は足るということを知らなかった。齢よわい三十、四十となり、容色が衰えるにつれいっそう、な。と言っても、大貴族どものように、美食や肉欲に耽たん溺できしたわけではない。ある頃ころよりクィネラは一切下界には姿を現さなくなり、上昇し続ける塔の最上階に閉じこもって、ひたすら神聖術の解析のみに没頭するようになった。求めたのは更なる権限、更なる秘ひ蹟せき……己おのれに与えられた最後にして絶対の限界、《天命》すらも超越するほどのな」

　この世界に於おいて、天命というステータスは非情なまでに明快な代しろ物ものだ。

　成長の過程では着実に増大し、二十代か三十代のどこかで頂点に達し、反転すればあとは緩ゆるやかな減少を経て六十から八十歳あたりでゼロとなる。俺おれの天命も、この二年間でずいぶんと増えた。この数値が日々減っていくのは、確かに恐怖だろう。世界を手中にした絶対支配者であればことさらに。

「じゃが……いかにコマンドを解析し、天候すら操あやつるほどの技を手に入れても、天命限界……つまり寿命だけはどうにもならんはずじゃった。それを操そう作さできるのは管理者権限を持つ者のみ……外界の管理者か、あるいは自律制御システムたるカーディナルだけじゃからな。クィネラの天命は日々着実に減っていった。五十歳になり、六十歳になり……かつて人心を幻惑した神こう々ごうしい美貌はいつしか見る影かげもなく、歩行すらも覚おぼ束つかず、ついには世界で最も高い場所にある寝室の、豪ごう奢しやなベッドから出ることも叶かなわなくなった。一時間に一度ステイシアの窓を出し、着実に削られていく天命数値を凝ぎよう視しし……」

　ふと言葉を切り、カーディナルは寒気を感じたように両手で小さな体を抱いた。

「……しかしそれでも、クィネラは諦あきらめようとしなかった。恐るべき執念じゃな……。嗄しやがれた声で日夜、あらゆる音の組み合わせを試し、禁断のコマンドを呼び覚まそうと足あ搔がき続つづけた。──そのような努力、実るはずはなかったのじゃ。確率から言えば、コインを千枚投げて、全部表を出そうとするようなもの……いや、更に可能性は少ないか……。じゃが……しかし……」

　不意に、俺も言いようのない悪お寒かんに襲おそわれ、ぶるりと体を震わせた。カーディナルが──自分は情緒を持たないシステムであると言い切った不思議な少女が、今明らかにある種の恐怖を感じていることが明白に伝わったのだ。

「……いよいよ命旦たん夕せきに迫り……ささいな怪け我がひとつすれば、病やまいにひと撫なでされれば、それで全すべてが終わってしまうというある夜……クィネラは、ついに開いてしまったのじゃ、禁断の扉をな。有り得ない偶然によってか……あるいは、外の世界の何者かが手助けしたのかもしれんと、わしは思っておる。──見せてやろう、お主ぬしには使えないがな」

　カーディナルは左手でスタッフを握ると宙にかざし、囁ささやくような声で発音した。

「システム・コール！　インスペクト・エンタイア・コマンド・リスト！」

　途と端たん、これまで一度も聞いたことのない重厚な効果音が響ひびき、カーディナルの前に、やや大きめな紫色の窓が開いた。

　それだけだ。神の霊れい光こうが降り注いだり、天使のラッパが鳴り響いたりというようなことは一いつ切さいない。しかし、俺おれには、そのコマンドの恐るべき効果が理解できた。

　確かにこれは究極の神聖術だ。本来、存在してはならないほどの。

「察したようじゃな。そう……この窓には、存在するあらゆるシステム・コマンドの一いち覧らんが記してあるのじゃ。これもまた、世界創造者たちの巨大な過あやまちよ。このコマンドだけは消去しておかねばならなかった……これを必要とした、《原初の四人》が世界を去ったその瞬しゆん間かんにな」

　カーディナルはスタッフを振り、禁断のリストを消した。

「クィネラは、霞かすむまなこを見開き、窓を凝ぎよう視しした。そして全てを理解し、狂喜し、文字どおり躍おどり上あがった。彼女の求めるコマンドは、リストの末尾に記してあった。内部から緊きん急きゆうにワールドバランスを操そう作さする必要が生じた時のために……カーディナル・システムの全権限を奪い、真の神となるためのコマンドがな……」

　不意に、俺の脳裏にもその場景が明めい瞭りように浮かび上がった。

　雲に届くほど高い塔の最上階。周囲の窓からは、星のない夜空にうねる黒雲と、縦じゆう横おうに閃ひらめく紫し雷らいしか見えない。

　がらんとした広大な部屋の中央には、天てん蓋がいつきのベッドがひとつあるだけ。しかし主あるじは横たわってはいない。柔らかいマットレスの上で、色の失うせた長い髪を振り乱し、肉の落ちた体をよじって奇怪なダンスを踊っている。白絹の寝巻きから枯かれ枝えだのような両腕を突き出し、仰のけ反ぞらせた喉のどから迸ほとばしるのは歓喜の咆ほう哮こう。いっそう激はげしく轟とどろき始はじめる雷鳴を伴奏に、怪鳥の如ごとき金かな切きり声ごえで、神権を簒さん奪だつするための禁きん呪じゆが紡つむがれていく……。

　最も早はや、ＡＩの実験どころか、仮想文明のシミュレーションですらなくなっているのではないだろうか、このアンダーワールドは。

　世界の創造者たるラーススタッフ……菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうや比ひ嘉がタケルたちにしても、せいぜい三十何年ぶんの時間しか生きていないのだ。しかし、純粋なる支配欲の化身クィネラは、管理者権限を得た時点ですでに八十年。そしてカーディナルの言葉が正しければ、更に三百年近くの齢よわいを重ねていることになる。そのような知性が、いったい如い何かなる存在となり果てているのか、推測することは誰だれにもできない。

　菊岡たちは、本当に全てをコントロールできているのか？　ここで起きていることを、どの程度把握しているのだろうか……？

　俺おれと、黒ローブの幼よう賢けん者じゃは、それぞれの畏おそれを抱えたままじっと見つめ合った。

　大図書室には扉が存在しない……つまり外界とは完全に隔離されているはずなのに、どこか遠くで低く轟とどろく雷らい鳴めいが聞こえた気がした。

　その不吉な音は、終わりに近づいているはずの道行きに、新たな、そして最大の嵐あらしが訪れつつあることを告げているかのようだった。





（つづく）









　　　あとがき




　こんにちは、川かわ原はら礫れきです。『ソードアート・オンライン11　アリシゼーション・ターニング』をお読み下さってありがとうございます。そのままターニング・ポイントの意味でつけたサブタイトルですが、この巻が分量的にアリシゼーション編の折り返し点なのかどうかは……すみません、今はまだ言えません……！　ただ内容的には、そこそこ順調に学園生活を送ってきたキリトとユージオに大きな転換点が訪れ、物語は新たな舞ぶ台たいへとシフトする、という一冊になっています。そこで出会った、キリトにとっては懐なつかしい名を持つ人物の口から、ついにアンダーワールド創成の秘密が語られる……というところでバッサリ次巻に引いてしまったのは面めん目ぼく次し第だいもございませんが、なるべく早く12巻をお届けできるよう頑張りますので、今後も二人の冒険にお付き合いのほどよろしくお願いいたします。




　この本が今年刊行される六冊目ということで、二〇〇九年のデビューから続けてきた年六冊ペースをどうやら維持できたようです。二〇一二年はソードアート・オンラインとアクセル・ワールド両シリーズのアニメ化という私にとっても巨大な出来事があった年で、多くの方々と出会い未知の世界に触れることで、創作に対する考え方にもかなり影えい響きようがあった気がします。それを全すべて書くスペースはありませんが、搔かい摘つまめば《真剣に、でも楽しみながら作品をつくる》ということでしょうか。小説を書くのは個人作業なのでどうしてもインナースペースに入り込んで時には鬱うつ々うつとしてしまいますが、楽しいから続けられる、というのが創作のモチベーションの基本だったり原則だったりすると思うので、ここらで初心に戻って、来年以降も楽しみながら一冊一冊を書いていきたいな、と思っています。年六冊ペースも、可能な限り維持したいです！　もちろん刊行点数のために書いているわけではありませんが、私の性格からして一度落ちたペースは絶対戻せないというダメな確信があるので、せめてこのＳＡＯとアクセル・ワールドの両シリーズが完結するまでは隔月刊を続けたい……とここで書くことで自分を追い込んでおきます（笑）。




　今年は、新しく『プログレッシブ』シリーズを開始したので、ＳＡＯが四冊になってしまいました。イラストのａｂｅｃさんには、ただでさえアニメ関係の膨ぼう大だいなお仕事があるのに素晴らしい挿さし絵えをたくさん描いて頂きまして感かん謝しや感謝です。担当編集者の三み木き氏と土つち屋や氏には、色々遅れまくりでご迷惑お掛けしました。このあとがきもすでに三十分遅れております！

　そして、ここまでお付き合い下さいました皆様にも、改めてお礼申し上げます。来年もどうぞご支援よろしくお願いします！


二〇一二年十月某日　　　川原 礫





















次ページには、紙書籍版刊行時の『アクセル・ワールド13　─水際の号火─』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

毎年決まって11月の上旬に軽めの風邪を引くのです。なのでその時期は特に気を付けてるんですがそれでも回避できないのです。今年もキッチリ頂きました。
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